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中
世
に
お
け
る
本
地
物
の
研
究

1

松
 

本

隆

信

序

社
寺
の
縁
起
の
製
作
は
、
古
く
か
ら
行
な
わ
れ
て
い
る
が
、
中
世
は
特
に
そ
の
盛
な
時
代
で
あ
る
。
そ
の
中
に
、
こ
の
時
代
に
最
も
特 

徽
的
な
縁
起
と
し
て
、
俗
世
界
を
舞
台
に
繰
り
広
げ
ら
れ
る
、
す
こ
ぶ
る
人
間
的
な
物
語
を
中
心
内
容
と
す
る
作
品
が
存
在
し
て
い
る
。 

そ
の
よ
ぅ
な
縁
起
は
、
平
安
末
期
以
後
特
に
著
し
く
な
っ
た
本
地
垂
迹
説
に
立
っ
て
、
そ
の
教
理
を
説
く
と
共
に
、
諸
所
の
神
明
の
具
体 

的
な
本
地
説
を
集
成
し
た
「
神
道
集
」

の
中
に
、
幾
つ
も
の
実
例
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
他
単
独
に
絵
巻
物
に
仕
立
て
ら
れ
た
も
の 

も
、
既
に
鎌
倉
時
代
か
ら
見
え
は
じ
め
、
室
町
時
代
に
至
っ
て
は
、
多
種
の
作
品
が
作
り
出
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
は
一
般
に
本
地
物
の
名
で 

呼
ば
れ
、
室
町
時
代
を
中
心
に
簇
出
し
た
群
小
の
物
語
文
芸
の
中
に
あ
っ
て
も
、
時
代
的
な
特
徴
を
現
わ
し
た
作
品
群
と
し
て
注
目
さ
れ 

て
い
る
の
で
あ
る
。
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本
稿
は
、
そ
の
よ
う
な
本
地
物
を
対
象
に
、
現
存
の
諸
本
を
整
理
し
た
上
で
、

一
つ
一
つ
の
作
品
の
内
容
を
検
討
し
、
更
に
そ
れ
を
総 

合
し
て
、
本
地
物
の
成
立
展
開
の
実
態
を
考
察
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
ま
ず
、
対
象
と
す
べ
き
作
品
の
範
囲
を
定
め
る 

必
要
が
あ
る
が
、
そ
れ
で
は
い
か
な
る
作
品
を
本
地
物
の
中
に
収
め
れ
ば
よ
い
か
と
い
う
段
に
な
る
と
、
こ
れ
は
単
純
に
は
処
理
し
難
い 

問
題
で
あ
る
。

中
世
か
ら
近
世
前
期
に
か
け
て
「
〇
〇
の
本
地
」
と
題
す
る
写
本
や
刊
本
が
数
多
く
現
わ
れ
て
い
る
。
外
観
か
ら
す
れ
ば
、
そ
れ
ら
が 

ま
ず
本
地
物
と
し
て
扱
う
べ
き
も
の
と
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
内
容
を
比
較
し
て
み
る
と
、
必
ず
し
も
一
定
の
枠 

に
は
お
さ
め
難
い
の
で
あ
る
。
今
試
み
に
、
筆
者
の
管
見
に
入
っ
た
範
囲
で
、
内
題
、
も
し
く
は
原
題
簽
•
原
外
題
等
、
原
書
名
に
お
い 

て

「
〇
◦

の
本
地
」
と
称
し
て
い
た
こ
と
の
明
ら
か
な
本
を
列
挙
し
て
み
る
。

(
配
列
は
五
十
音
順
。
但
し
物
語
の
内
容
を
同
じ
く
す
る 

本

は
一
個

所
に
ま
と
め
た
。
寛
永
期

以
前
の
書
写
と
推
定
し
た
写
本
、
及
び
刊
年
不
明
の
版
本
に
は
、
推

定

年
代
を
〔

〕

を
附
し
て
記 

し
た
。
年
代
を
記
さ
な
い
写
本
類
は
、
そ
れ
よ
り
降
る
江
戸
時
代
の
写
本
で
あ
る
。)

◦
あ
た
こ
の
ほ
ん
地
(
題
簽
)

承
応
ニ
年
西
田
加
兵
衛
尉
刊
(
内

題

は

「愛
若
地
蔵
之
物
語
」
。

寛
文
七
年
鱗
形
屋
版
は
内
題
も 

「
あ
た
こ
の
ほ
ん
ぢ
」) 

◦
あ
み
た
の
御
本
地
(内
題
)

承
応
元
年
山
本
長
兵
衛
刊 

〇
あ
み
た
の
本
地
(
題
簽
)

慶 

応
義
塾
図
書
館
蔵
奈
良
絵
本 

◦

い
づ
は
こ
ね
の
御
本
地
(
内
題
)

〔
寛
文
〕
刊 

〇
箱
根
本
地
由
来
(
内
題
)

慶
応
義 

塾
図
書
館
蔵
写
本 

〇

い
つ
く
し
ま
の
御
ほ
ん
地
(
内
題
)

明
暦
ニ

年
婦
屋
仁
兵
衛
刊 

〇
お
た
か
の
本
し
物
く
さ
太
郎 

(内
題
)

〔寛
永
〕
刊

 

◦
お
た
か
の
ほ
ん
ち
(
題
簽
)

大
東
急
記
念
文
庫
蔵
奈
良
絵
本 

〇
お
た
か
の
本
地
(
題
簽
) 

岡
村

槐
軒
氏
旧
蔵
奈
良
絵
本 

〇
多
賀
の
本
地

(
題
簽
)

岩
瀬
文
庫
蔵
奈
良
絵
本
(
内

容

は

「
お
た
か
の
本
地
」
と
同
)

0

賀
茂
之
本
地
(内
題
)

〔承
応
〕
刊

 

〇
く
わ
ん
を
ん
本
地
(
題
簽
)

慶
応
義
塾
図
書
館
蔵
奈
良
絵
本 

〇
祇
園
御
本



地

(内
題
)

〔承
応
〕
刊

 

〇
き
ふ
ね
の
本
地
(
内
題
)

〔
承
応
明
暦
〕
刊 

◦
き
ふ
ね
の
本
地
(題
簽
)

大
東
急
記 

念
文
庫
蔵
奈
良
絵
本 

〇
き
ふ
ね
の
本
地
(
内
題
)

天
理
図
書
館
蔵
写
本 

◦
く
ま
の
ゝ
本
地
(
内
題
)

〔
寛
永
〕
刊 

〇
く
ま
の
、
御
ほ
ん
地
の
さ
ぅ
し
(内
題
)

東
大
国
文
学
研
究
室
蔵
弘
治
ニ
年
写
本 

◦
く
ま
の
ゝ
ほ
ん
ち
(
題
簽
)

高
安 

六
郎
氏
旧
蔵
〔
江
戸
初
〕
奈
良
絵
本 

〇
く
ま
の
ゝ
本
地
(
題
簽
)

大
東
急
記
念
文
庫
蔵
奈
良
絵
本 

〇
熊

野

ノ

本

地

(内 

題
)

高
野
辰
之
氏
旧
蔵
写
本 

◦
く
ま
の
ゝ
本
地
(
題
簽
)

有
馬
丈
ニ
氏
蔵
絵
巻 

◦
熊

野

御

本

地

(
内
題
)

徳
江
元 

正
氏
蔵
写
本 

◦
庚
申
之
御
本
地
(内
題
)

〔
承
応
〕
刊 

〇
上
野
国
赤
城
山
御
本
地
(内
題
)

国
会
図
書
館
蔵
天
保
ニ 

年
写
本 

〇
上
野
国
赤
城
山
之
本
地
(内
題
)

白
井
永
ニ
氏
旧
蔵
写
本 

〇
弘
法
大
師
御
本
地
(内
題
)

承
応
三
年
高
橋 

清
兵
衛
刊 

〇
五
地
五
如
来
御
本
地
(内
題
)

天
理
図
書
館
蔵
寛
政
十
三
年
写
本 

〇
塩
竈
大
明
神
御
本
地
(
内
題
)

東 

大
国
文
学
研
究
室
蔵
写
本 

〇
塩
竈
宮
の
御
本
地
(
内
題
)

慶
応
義
塾
図
書
館
蔵
写
本 

◦
塩
釜
本
地
由
来
(
内
題
)

宮 

城
県
図
書
館
蔵
寛
政
三
年
写
本 

◦
し
や
か
の
ほ
ん
ぢ
(内
題
)

〔
寛
永
〕
刊
古
活
字
版 

◦
し
や
か
の
御
ほ
ん
ぢ
(内 

題
)

天
理
図
書
館
蔵
〔
江
戸
初
〕
写
本 

〇
し
や
か
の
ほ
ん
し
(題
簽
)

学
習
院
大
学
蔵
〔
江
戸
初
〕
写
本 

◦

し

や

か 

ほ

ん

ち

(題
簽
)

岩
瀬
文
庫
蔵
絵
巻 

〇
し
や
か
の
本
地
(
題
簽
)

天
理
図
書
館
蔵
奈
良
絵
本 

◦
し
や
か
の
本
地
(
題 

簽
)

東
洋
文
庫
蔵
奈
良
絵
本 

◦
し
や
か
の
本
地
(題
簽
)

金
刀
比
羅宫

蔵
絵
巻 

〇
し
や
か
の
本
地
(
題
簽
)

無
窮 

会
図
書
館
蔵
写
本 

〇
し
や
ぅ
と
く
太
子
の
本
地
(外
題
)

天
理
図
書
館
蔵
〔
江
戸
初
〕
写
本 

〇
聖
徳
太
子
本
地
(
題 

簽
)

岩
瀬
文
庫
蔵
写
本 

〇
住

吉

本

地

(
題
簽
)

東
大
国
文
学
研
究
室
蔵
奈
良
絵
本 

◦
す
は
の
本
地
(
内
題
)

赤
木 

文

庫

蔵

〔
江
戸
初
〕
写
本 

〇
諷
訪
大
明
神
御
本
地
(内
題
)

茅
野
光
英
氏
蔵
写
本 

〇
諷
訪
之
御
本
地
(内
題
)
中
島
仁 

之

助

氏

旧

蔵

文

化

十

二

年

写

本

(
上
の
三
本
の
外
、
諷
訪
の
縁
起
を
語
る
江
戸
後
期
の
写
本
に
は
「
本
地
」
と
題
す
る
本
が
多
い
。

ニ
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「
室
町
時
代
物
語
集
第
二
」
解
題
の
部
参
照
。
) 

◦
浅
間
御
本
地
御
由
来
記
(外
題
)

赤
木
文
庫
蔵
安
永
ニ
年
写
本 

〇
ぜ 

ん
く
わ
う
じ
に
よ
ら
ひ
の
ほ
ん
ぢ
(内
題
) 

〔
寛
永
〕
刊
古
活
字
版 

〇
ぜ
ん
く
は
う
じ
ほ
ん
ぢ
(
内
題
)

万
治
ニ
年
佐
野 

七
左
衛
門
刊 

◦
善
光
寺
如
来
本
地
(
内
題
)

慶
応
義
塾
図
書
館
蔵
寛
文
六
年
写
本 

〇
善
光
寺
御
本
地
(
内
題
)

市
古 

貞
次
氏
蔵
写
本 

〇
七
夕
之
本
地
(
題
簽
)

赤

木

文

庫

蔵

〔
江
戸
初
〕
絵
巻 

◦
た
な
は
た
の
ほ
ん
じ
(
内
題
)

慶
応
義 

塾
図
書
館
蔵
寛
永
七
年
写
本 

〇
中

将

姫

本

地

(内
題
)

慶
安
四
年
刊 

〇
ち
く
ふ
し
ま
の
ほ
ん
し
(
内
題
)

〔
元
和
寛 

永
〕
刊
古
活
字
版 

〇
月
日
の
御
本
地
(内
題
)

〔
正
保
〕
刊 

〇

つ
き
日
の
本
地
(
題
簽
)

東
洋
文
庫
蔵
奈
良
絵
本 

〇
北

野

本

地

(
内
題
)

〔
鎌
倉
〕
白

描

絵

巻

(
「
続
群
書
類
従
」
.
梅

津

次

郎

氏

「絵
巻
物
残
欠
の
譜
」
所
収
) 

〇
天
神
御
本 

地

(
内
題
)

赤

文

文

庫

蔵

〔
室
町
初
〕
写
巻
子
本 

◦
天

神

本

地

(内
題
)

慶
安
元
年
刊 

◦
天
神
の
本
地
(
題
簽
) 

慶
応
義
塾
図
書
館
蔵
写
本 

◦
八
幡
の
御
本
地
(
内
題
)

承
応
ニ
年
山
本
長
兵
衛
刊 

〇
八

幡

本

地

(
題
簽
)

天
理
図
書 

館
蔵
奈
良
絵
本 

◦
八
ま
ん
の
本
地
(
内
題
)

天
理
図
書
館
蔵
奈
良
絵
本 

◦
昆
沙
門
天
王
之
本
地
(
内
題
)

承
応
三
年 

林
長
衛
門
刊 

〇
ひ
し
や
も
ん
の
本
地
(
題
簽
)

高
野
山
大
学
図
書
館
蔵
絵
巻 

◦
ひ
し
や
も
ん
の
本
地
(
題
簽
)

反
町 

茂
雄
氏
旧
蔵
奈
良
絵
本 

〇
ひ
し
や
も
ん
の
ほ
ん
し
(扉
題
〕

名
古
屋
市
立
図
書
館
蔵
写
本 

◦
弁

才

天

本

地

(
題
簽
)

万
治
三
年
福
森
兵
左
衛
門
刊
(
内

題

は

「
お
も
か
け
物
語
」
)

右
の
外
、
説
経
や
古
浄
瑠
璃
の
正
本
、
あ
る
い
は
御
国
浄
瑠
璃
の
よ
う
な
地
方
の
語
り
物
に
も
、
題

名

に

「
本
地
」
を
附
す
る
本
が
多 

い
が
、
今
は
省
略
し
た
。
さ
て
、
こ

れ

ら

の

「
本
地
」
と
題
す
る
諸
本
の
内
容
を
見
る
と
、
た

と

え

ば

「
熊
野
の
本
地
」
は
、
熊
野
権
現 

と
し
て

祀
ら
れ
る
諸
神
が
、
も
と
は

天
竺
摩
訶
陀
国
の
大
王
や
后
、
そ
の
他
の
人
々
で
あ
っ
て
、
本
国
に
お
い
て
忌
ま
わ
し
い
事
件
の
渦 

中
に
ま
き
こ
ま
れ
て
、

つ
ぶ
さ
に
苦
難
を
味
わ
っ
た
後
、
日
本
へ
飛
来
し
て
熊
野
の
.諸
神
と
顕
わ
れ
た
こ
と
を
語
る
。
ま

た

「
阿
弥
陀
の



本
地
」
も
、
天
竺
の
東
城
国
と
西
城
国
の
太
子
や
姫
宮
の
身
の
上
に
起
っ
た
苦
難
の
物
語
で
、
太

子

•
姫
宮
と
、
そ
の
間
に
生
れ
た
二
人 

の
王
子
が
、
後
に
阿
弥
陀
•
薬

師

•
観
音
勢
至
等
の
仏
菩
薩
と
顕
わ
れ
た
と
す
る
。
対
象
は
、

一
方
は
日
本
古
来
の
神
で
あ
り
、
片
方
は 

仏
教
の
仏
菩
薩
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
神
仏
が
も
と
は
人
間
で
、
人
界
に
あ
っ
て
種
々
の
苦
難
を
経
験
し
、
そ
の
よ
う
な
人
間
の
苦
を
救 

う
た
め
に
神
仏
と
顕
れ
た
と
す
る
点
で
共
通
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
神
仏
の
由
来
を
説
く
の
に
、
人
間
時
代
の
前
生
を
物
語
る
と
い
う 

形
の
縁
起
で
あ
る
。
「
熊
野
の
本
地
」
や

「
阿
弥
陀
の
本
地
」
は
、
神
仏
の
前
生
を
天
竺
の
人
間
と
し
て
物
語
っ
て
い
る
が
、
「
詉
訪
の
本 

地
」

の
よ
う
に
、
国
内
を
舞
台
と
し
、
日
本
の
人
間
と
し
て
物
語
る
例
も
多
い
。
ま

た

「
天
神
の
本
地
」

の
如
く
、
歴
史
上
の
実
在
人
物 

を
主
人
公
と
す
る
物
語
の
場
合
も
あ
る
。
物
語
の
内
容
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、
人
間
時
代
の
物
語
を
中
心
と
し
、
終
り
に
物
語
中
の
主 

要
人
物
が
神
仏
と
現
ず
る
と
い
う
構
造
を
有
す
る
点
で
は
、
こ
れ
ら
も
同
類
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
右

に

掲

げ

た

「
本
地
」
と
題
す 

る
諸
本
の
多
く
は
、
こ
の
類
型
に
収
め
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
次
の
如
き
作
品
は
、
そ
う
し
た
枠
か
ら
は
、

は
み
出
す
内
容
を
有
し
て
い 

る
。釈

迦
の
本
地
は
じ
め
に
釈
迦
の
前
生
譚
と
し
て
有
名
な
雪
山
童
子
の
捨
身
の
話
を
添
え
る
が
、
こ
の
作
品
の
中
心
内
容
は
、
釈
迦
の 

出
生
か
ら
入
滅
ま
で
の
一
代
記
で
あ
る
。

聖
徳
太
子
の
本
地
岩
瀬
本
と
天
理
本
と
で
は
内
容
が
全
く
異
な
っ
て
い
る
。

岩
瀬
本
は
、

太
子
の
出
生
に
は
じ
ま
る
一
代
の
伝
記 

で
、
中
に
太
子
が
大
唐
の
崽
思
禅
師
の
生
れ
替
り
で
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
前
生
時
代
の
物
語
で
は
な
い
。
天
理
本
に
な 

る
と
、
伝
記
の
部
分
も
ほ
ん
の
僅
で
、
説
法
ロ
調
の
勧
化
の
文
が
大
部
分
を
占
め
て
い
る
。

弘
法
大
師
御
本
地
全
く
の
弘
法
大
師
一
代
記
で
、
前
生
物
語
の
要
素
は
全
く
見
ら
れ
な
い
。

中

将

姫
本
地
横
萩
右
大
臣
豊
成
の
一
女
中
将
姫
の
遁
世
牲
生
譚
を
骨
子
と
し
て
、
当
麻
寺
曼
茶
羅
の
由
来
を
そ
れ
に
結
び
つ
け
て
語

ニ
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っ
て
い
る
。
中
将
姫
が
神
仏
と
し
て
垂
迹
し
た
と
い
う內

容
で
は
な
い
。

善
光
寺
の
本
地
本
尊
阿
弥
陀
如
来
の
天
竺
よ
り
東
漸
の
次
第
を
物
語
る
作
品
で
あ
る
。
仏
の
由
来
で
は
あ
る
が
、
前
生
物
語
の
形
式 

で
は
な
い
。

賀
茂
の
本
地
賀
茂
の宫

に
ま
つ
わ
る
種
々
の
霊
験
説
話
を
歴
史
的
に
綴
っ
た
も
の
で
あ
る
。
や
は
り
賀
茂
の
神
の
前
生
物
語
で
は
な 

 ヽ

0

庚
申
の
本
地
庚
申
待
の
行
事
の
功
徳
や
作
法
を
説
い
た
も
の
で
あ
る
。

「
釈
迦
の
本
地
」
「
聖
徳
太
子
の
本
地
」
「弘
法
大
師
御
本
地
」

の
三
篇
は
歴
史
上
の
人
物
の
伝
記
物
語
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
菅
丞 

相
の
伝
記
を
語
る
「
天
神
の
本
地
」
と
同
類
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
が
、

「
天
神
の
本
地
」

の
場
合
は
、

北
野
天
神
の
縁
起
と
し
て
語
ら 

れ
て
い
る
の
に
対
し
、
こ
の
三
篇
で
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
人
物
の
伝
記
物
語
が
神
仏
の
前
生
時
代
を
な
し
て
い
な
い
。

「
釈
迦
の
本
地
」
に 

は
、

釈
迦
の
前
生
譚
が
一
部
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、

「
本
地
」
と
題
し
た
こ
と
に
理
由
を
見
出
す
こ
と
も
で
き
る
が
、

「
聖
徳
太
子
の
本 

地
」
や

「
弘
法
大
師
御
本
地
」
に
な
る
と
、
「
本
地
」
と
い
う
語
の
使
い
方
が
本
来
の
意
味
か
ら
は
ず
れ
て
い
る
。
「
中
将
姫
本
地
」
も
中 

将
姫
そ
の
人
の
物
語
で
あ
る
か
ら
、
「
本
地
」

の
使
い
方
か
ら
言
う
と
、
「
釈
迦
の
本
地
」
な
ど
と
近
い
と
言
え
よ
う
。
「善
光
寺
の
本
地
」 

は
そ
の
本
尊
の
由
来
を
語
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
仏
像
が
日
本
へ
渡
っ
て
き
た
次
第
で
あ
る
。
確
に
縁
起
で
は
あ
る
が
、

こ
れ
を
も
本
地 

物
と
す
る
と
、
そ
の
範
囲
は
縁
起
一
般
に
及
ぶ
こ
と
と
な
り
、
本
地
物
の
特
殊
性
が
な
く
な
る
結
果
を
来
す
で
あ
ろ
う
。
「
賀
茂
の
本
地
」 

は
霊
験
記
と
言
う
べ
き
1̂'
容
で
あ
り
、
「
庚
申
の
本
地
」
に
至
る
と
、
ど
の
よ
う
な
意
味
で
「
本
地
」
と
称
し
た
の
か
理
解
し
難
く
な
る
。

こ
の
よ
う
に
、
書
物
の
題
名
と
し
て
用
い
ら
れ
た
「
本
地
」
と
い
う
語
に
は
、
意
味
の
拡
大
さ
れ
た
も
の
、
不
用
意
に
使
っ
た
と
思
わ 

れ
る
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
書
物
の
題
名
に
「
〇
〇
の
本
地
」
と
称
し
た
例
は
、
か
な
り
古
く
遡
っ
て
見
出
す
こ
と
が
で



き
る
。

天
神
縁
起
に
「
北
野
本
地
」

の
内
題
を
有
す
る
白
描
絵
巻
が
あ
り
、

梅
津
次
郞
氏
は
本
書
の
製
作
年
代
を
永
仁
前
後
と
推
定
さ 

れ
、
こ
の
内
題
は
詞
書
と
同
筆
で
、
何
々
の
本
地
と
呼
ば
れ
る
最
も
古
い
も
の
に
属
す
る
こ
と
を
注
意
さ
れ
て
い
る
。
天
神
縁
起
に
は
、
 

室
町
初
期
と
目
さ
れ
る
写
本
に
も
「
天
神
御
本
地
」
と
内
題
を
記
す
本
が
あ
る
。

こ
の
よ
ぅ
に
古
い
^
も
あ
る
が
、
前

掲

の

「
本
地
」
と 

題
す
る
諸
本
の
表
を
見
る
と
、
大
部
分
が
江
戸
時
代
の
書
写
や
刊
行
に
か
か
る
本
で
あ
る
。
も
と
よ
り
、
時
代
の
古
い
本
ほ
ど
、
今
日
ま 

で
伝
存
す
る
確
率
が
少
な
い
上
に
、
こ
の
種
の
物
語
の
古
写
本
に
あ
っ
て
は
内
題
を
記
さ
な
い
こ
と
が
多
く
、
表
紙
や
題
簽
は
散
佚
し
易 

い
の
で
、
原
書
名
の
不
明
な
場
合
が
か
な
り
多
い
。

従
っ
て
、

右
の
如
き
結
果
が
出
る
の
は
当
然
と
も
言
い
得
る
が
、

し
か
し
前
掲
の 

「
本
地
」
と
題
す
る
諸
本
と
同
じ
内
容
を
有
す
る
他
の
諸
本
に
つ
い
て
調
べ
て
み
る
と
、
次
の
よ
ぅ
な
事
実
が
見
ら
れ
る
。

ま
ず
、

内
容
が
神
仏
の
前
生
物
語
で
な
い
作
品
を
見
る
と
、

「
釈
迦
の
本
地
」
に
は
天
正
九
年
写
本
(
天
理
図
書
館
蔵
)

の
如
き
古
写 

本
が
伝
存
す
る
が
、
そ
の
題
名
は
「
釈
迦
出
世
本
懐
伝
記
」
(
内
題
)
と
あ
っ
て
、
「
本
地
」
と
称
し
て
い
な
い
。
岩

瀬

文

庫

本

「
聖
徳
太 

子
本
地
」
は
、
他
に
同
系
統
の
本
が
数
本
あ
り
、

い
ず
れ
も
近
世
の
写
本
で
あ
る
が
、
ど

れ

も

「
聖
徳
太
子
伝
記
」
と
題
す
る
。
更
に
、
 

こ
れ
と
ほ
ぼ
内
容
の
類
似
し
た
太
子
伝
の
真
名
文
体
の
室
町
以
前
の
古
写
本
も
幾
つ
か
存
す
る
が
、
そ

れ

ら

も

「
本
地
」
と
は
題
し
て
い 

な
い
。
「
中
将
姫
本
地
」
に
は
古
写
本
を
見
な
い
が
、
他
の
奈
良
絵
本
の
類
は
皆
単
に
「中
将
姫
」
と
題
す
る
。
「
善
光
寺
の
本
地
」
に
は 

応
永
九
年
写
本
(慶
応
義
塾
図
書
館
蔵
)
が
あ
り
、
表
紙
の
後
題
簽
に
は
「善
光
寺
本
地
」
と
あ
る
が
、
内

題

は

「善
光
寺
如
来
本
懐
」 

で
、
こ
れ
が
原
題
で
あ
る
。

「
庚
申
の
本
地
」
も
、
天
文
九
年
写
本
(慶
応
義
塾
図
書
館
蔵
)
は

「庚
申
之
縁
起
」
(
内
題
)
、

慶
長
十
二 

年

写

本

(
天
理
図
書
館
蔵
)
は

「
か
の
へ
さ
る
き
や
ぅ袅

ん
ぎ
」
(
内
題
)

で
あ
る
。

「
弘
法
大
師
御
本
地
」
「
賀
茂
之
本
地
」
は
、

こ
れ 

ら
の
版
本
の
み
で
、
他
に
写
本
を
見
な
い
。

更
に
、
神
仏
の
前
生
物
語
を
中
心
内
容
と
す
る
作
品
に
眼
を
向
け
て
も
、
や
は
り
同
じ
よ
ぅ
な
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
代

表

的

な

「
熊
野

ニ
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の
本
地
」
や

「
阿
弥
陀
の
本
地
」

の
場
合
に
は
、
古
写
本
に
原
書
名
を
欠
く
も
の
が
多
く
、
弘
治
ニ
年
の
奥
書
を
有
す
る
「
く
ま
の
、
御 

ほ
ん
地
の
さ
う
し
」

の
如
き
例
も
あ
る
が
、

「
阿
弥
陀
の
本
地
」

の

方

で

「
本
地
」
と
題
す
る
の
は
、

承
応
元
年
版
と
慶
大
の
奈
良
絵
本 

の
ニ
本
の
み
で
、
他
の
写
本
類
は
「
法
蔵
比
丘
」
「
弥
陀
の
本
懐
」
「
天
竺
之
物
語
」
な
ど
と
題
し
て
い
る
。
最
も
顕
著
な
の
は
「竹
生
島 

の
本
地
で
、

か
く
題
す
る
の
は
古
活
字
版
の
み
で
(
古
活
字
版
以
外
の
版
本
は
見
な
い
)
、

写

本

•
奈
良
絵
本
•
絵

巻

等

は

「
さ
よ
ひ
め 

の
草
子
」r

壺
坂
物
語
」
な
ど
を
原
題
と
す
る
。

右
の
如
く
、
同
一
作
品
で
あ
っ
て
も
、

「
本
地
」

の
語
を
題
名
に
附
さ
な
い
本
も
多
く
、

殊
に
慶
長
期
以
前
の
古
写
本
に
は
'
 

そ
れ
が 

多
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

一
方
、
「
〇
〇
の
本
地
」
と
題
す
る
本
の
中
で
は
、

特
に
版
本
が
眼
に
つ
く
。

神
仏
の
前
生
物
語
と 

い
う
内
容
を
有
す
る
作
品
で
版
本
の
伝
存
す
る
も
の
の
う
ち
、

写

本

類

に

「
本
地
」

と
題
す
る
伝
本
が
あ
り
な
が
ら
、

版

本

で

は

「
本

(
注
1
)

地
」
を
附
し
て
い
な
い
の
は
、

「
七
夕
の
本
地
」

の
み
で
あ
る
。

こ
う
し
て
見
る
と
、
書

名

に

「
本
地
」
と
名
の
る
の
は
、
江
戸
前
期
に 

こ
れ
ら
の
作
品
の
出
版
が
盛
に
行
な
わ
れ
た
頃
に
、
特
に
流
行
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
と
共
に
、
本
地
と
い 

う
語
の
使
い
方
も
、
厳
密
さ
を
欠
い
て
き
た
と
言
え
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

な
お
、
右
の
よ
う
な
書
名
と
し
て
の
「
本
地
」

の
語
の
使
い
方
と
関
連
し
て
、
物
語
の
中
に
使
わ
れ
て
い
る
「
本
地
」

の
用
例
に
も
問 

題
が
あ
る
。

た
と
え
ば
物
語
を
語
り
起
す
に
当
っ
て
、

「
何
々
の
本
地
を
尋
ぬ
る
に
」
と
い
う
形
式
を
と
る
も
の
が
あ
る
。

「
厳
島
の
本 

地
」
ではそ

も

く

、
い
つ
く
し
ま
大
明
神
と
申
た
て
ま
つ
る
は
、
わ
か
朝
す
い
こ
て
ん
わ
う
の
御
時
、
た
ん
し
や
う
五
年
き
の
へ
さ
る

十
二 

月

十
三
日
、
日
本
あ
き
つ
し
ま
、
せ
ん
や
う
た
う
、
あ
き
の
国
、
さ

>
い
の
こ
ほ
り
、
と
か
け
村
に
、
し
ゆ
う
し
や
う
さ
い
と
の
た 

め
に
、
あ
と
を
た
れ
給
ふ
、
彼
大
明
神
の
御
本
地
を
く
わ
し
く
た
つ
ね
た
て
ま
つ
る
に
(赤
木
文
庫
蔵
江
戸
初
期
写
本
)



と
前
置
し
て
、
物
語
に
入
る
。

こ
こ
に
は
、
明
ら
か
に
本
地
を
説
く
物
語
で
あ
る
と
す
る
姿
勢
が
示
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
形 

式
を
と
り
な
が
ら
、

内
容
は
神
仏
の
由
来
を
語
る
物
語
で
は
な
い
例
と
し
て
「
浄
瑠
璃
物
語
」
が
あ
る
。

赤
木
文
庫
蔵
室
町
末
期
絵
巻 

「
し

や

う

る

り

」

に
は
冒
頭
に
、

さ
る
程
に
、

し
や
う
る
り

御
せ
ん
の
ほ
ん
ち
を
、

く
は
し
く
た
つ
ぬ
る
に
、
ち

、

は
、

ふ
し
み
の
け
ん
ち
う
な
こ
ん
か
ね
た
か
と

て
、
み
か
わ
の
く
に
の
こ
く
し
な
り
、
は
、
は
、
や
は
き
の
ち
や
う
し
や
と
て
、
か
い
た
う
一
の
ゆ
ふ
く
ん
な
り
.
.

と
あ
る
。
古
活
字
版
以
下
の
版
本
や

、

熱
海
美
術
館
蔵
伝
岩
佐
又
兵
衛
筆
絵
巻
に
は
「
本
地
を
尋
ぬ
る
に
」

の
句
は
無
い
が

、

大
東
急
記

念
文
庫
蔵
室
町
末
期
奈
良
絵
本
•
天

理

図

書

館

蔵

室

町

末

期

奈

良

絵

本

(
山
崎
美
成
旧
蔵
)
•
赤

木

文

庫

蔵

室

町

末

期

写

本

(
山
崎
美
成

旧
蔵
)
等
の
古
写
本
は
、

い
ず
れ
も
赤
木
本
絵
巻
「
し
や
う
る
り
」
と
同
様
の
書
き
出
し
で
あ
る
の
で
、
こ
の
形
式
が
古
態
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
現

存

の

「浄
瑠
璃
物
語
」
諸
本
に
は
、
浄
瑠
璃
御
前
が
神
仏
と
現
じ
た
こ

と

を

語
る
本
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、

こ
の
物
語
が
本
来
は
何
か
の
本
地
を
語
っ
て
い
た
の
が
く
ず
れ
て
、
垂
迹
の
結
び
を
失
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る 

(注
2
)

で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
ど
こ
か
の
神
仏
の
本
地
(
前
生
)
が
浄
璃
璃
御
前
で
あ
っ
た
と
す
る
と
、
右

の

「
し
や
う
る
り
御
せ
ん
の 

ほ
ん
ち
を
く
は
し
く
た
つ
ぬ
る
に
」
と
い
う
言
い
方
は
、
論
理
的
で
は
な
い
。
本
地
が
浄
瑠
璃
御
前
で
あ
る
の
に
、
浄
瑠
璃
御
前
の
本
地 

を
尋
ぬ
る
の
で
は
、
筋
が
通
ら
な
い
。
右
の
文
の
文
脈
か
ら
言
え
ば
、
こ
の
句
は
次
の
「
ち

、
は
ふ
し
み
の
け
ん
ち
う
な
こ
ん
か
ね
た
か 

と
て
、
み
か
わ
の
く
に
の
こ
く
し
な
り
、
は
、
は
や
は
き
の
ち
や
う
し
や
と
て
、
か
い
た
う
一
の
ゆ
ふ
く
ん
な
り
」

の
句
に
だ
け
か
か
っ 

て
ゆ
く
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。
す
る
と
、
こ
の
「
本
地
」
の
語
は
素
姓
と
い
っ
た
位
の
意
味
に
使
っ
た
こ
と
に
な
る
。
あ
る
い
は
ま
た
、
 

「
本
地
を
尋
ぬ
る
に
」
が
、
前

掲

の

「
厳
島
の
本
地
」
に
お
け
る
如
き
一
般
的
用
法
と
同
じ
く
、
浄
瑠
璃
御
前
の
事
蹟
を
語
る
こ
の
物
語 

全
体
に
か
か
っ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
そ

の

「
本
地
」

の
語
の
使
い
方
に
は
、
書
名
と
し
て
の
「
弘
法
大
師
御
本
地
」
や

「中
将
姫
本
地
」

ニ
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の
場
合
に
通
ず
る
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、

「
浄
瑠
璃
物
語
」
に

お

け

る

「
本
地
」

の
語
は
、
そ
の
意
味
の 

拡
大
さ
れ
て
き
た
時
代
の
用
法
に
属
す
る
も

の

と

し
て
解
釈
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、

む
し
ろ

そ
の
方
が
妥
当
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ 

る
の
で
あ
る
。

さ
て
上
述
の
如
く
、

「
〇
〇
の
本
地
」
と
題
す
る
本
で
あ
っ
て
も
、

内
容
的
に
本
地
物
と
し
て
扱
う
に
は
疑
問
の
あ
る
も
の
が
見
ら
れ 

る
一
方
で
、

「
本
地
」
と
称
す
る
伝
本
の
見
当
ら
な
い
作
品
で
も
、

内
容
は
神
仏
の
前
生
物
語
と
い
う
形
式
に
当
て
は
ま
る
も
の
が
存
す 

る
。

た
と
え
ば
、
有
名
な
浦
島
太
郎
の
物
語
は
、

南
北
朝
頃
ま
で
遡
る
と
言
わ
れ
る
古
絵
巻
(宇
良
神
社
蔵
、

こ
の
絵
巻
は
詞
書
が
無 

く
、
絵
だ
け
で
物
語
の
筋
を
運
ん
で
い
る
)
を
は
じ
め
、
室
町
期
の
絵
巻
も
あ
り
、
江
戸
時
代
に
は
御
伽
草
子
本
二
十
三
篇
の
中
に
収
め 

ら
れ
て
広
く
流
布
し
て
い
る
が
、
日
本
民
芸
館
蔵
室
町
後
期
の
絵
巻
に
は
巻
末
に
、

七
百
ね
ん
の
よ
は
ひ
な
れ
は
、
に
ん
け
ん
に
あ
ら
す
と
て
、
う
ら
し
ま
の
み
や
う
し
ん
と
い
わ
ひ
、
き
せ
ん
く
ん
し
ゆ
し
て
、
ま
い 

り
け
り

と
あ
り
、
御
伽
草
子
本
に
な
る
と
更
に
明
確
に
、

其
の
ち
、
う
ら
嶋
太
郎
は
、
丹
後
の
く
に
に
、
う
ら
嶋
の
明
神
と
顕
れ
、
衆
生
さ
い
ど
し

給
へ
り
。

か
め
も

お
な
じ
所
に
神
と
あ
ら 

は
れ
、
ふ
う
ふ
の
明
神
と
な
り
給
ふ
。

と
述
べ
て
い
る
。
宇
良
神
社
の
古
絵
巻
に
も
、
物
語
の
筋
を
語
る
絵
が
終
っ
た
後
に
、
神
座
に
供
饌
の
図
や
、
田
楽
、
相
撲
、
流
鏑
馬
、
 

競
馬
、
女
騎
馬
等
の
絵
が
出
て
い
る
所
を
見
る
と
、
古
く
か
ら
浦
島
明
神
の
縁
起
と
し
て
、
そ
の
神
の
人
間
時
代
の
物
語
を
語
っ
て
い
た 

と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
浦
島
明
神
の
本
地
」
と
い
う

風
な
題
名
の
本
を
見
な
い
。
ま

た

「梵
天
国
」
も
有 

名
な
作
品
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
男
女
主
人
公
が
、
久
世
戸
の
文
殊
、
成
相
の
観
音
と
顕
わ
れ
た
こ
と
を
語
り
、
御
伽
草
子
本
の
巻
末
に
は



た
う
代
ま
で
も
は
や
ら
せ
た
ま
ふ
、
な
り

あ
ひ
の
く

は
ん
お
ん
、
く

せ

の

と

の
も
ん
じ
ゆ
の
御
本
地
、
す
な
は
ち
此
御
事
な
り
。
 

と
い
う
風
に
、
は
っ
き
り
本
地
を
語
る
意
図
が
示
さ
れ
て
い
る
。
し

か

し

「
梵
天
国
」
に
も
、
題

名

に

「
本
地
」
を
附
す
る
伝
本
は
見
出 

さ
れ
な
い
。

こ
の
よ
う
な
作
品
と
し
て
は
、
他

に

「
み
し
ま
」
「
小
男
の
草
子
」
「
さ

^
き
」
「
金
剛
女
の
さ
う
し
」
等
が
あ
る
。

更
に
、

一
つ
の
作
品
の
中
で
、
あ
る
種
の
伝
本
だ
け
が
、

終
り
に
物
語
中
の
人
物
が
神
仏
と
現
じ
た
と
記
し
て
い
る
例
が
あ
る
。

「
さ 

ご
ろ
も
」

は
古

い

「
狭
衣
物
語
」

の
飛
鳥
井
姫
に
関
す
る
部
分
を
と
っ
て
改
作
し
た
室
町
期
の
物
語
で
あ
る
が
、
こ
の
作
品
の
数
多
い
伝 

本
の
中
で
、
慶
応
義
塾
図
書
館
蔵
慶
長
ニ
年
写
本
や
、
加
賀
豊
三
郎
氏
旧
蔵
大
形
奈
良
絵
本
は
、
飛
鳥
井
姫
そ
の
他
の
人
々
が
、
大
日
如 

来
や
観
音
菩
薩
等
と
顕
わ
れ
た
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
や
は
り
鎌
倉
期
の
散
佚
物
語
「
ふ
せ
や
」
の
改
作
と
目
さ
れ
る
「
伏
屋
の
物
語
」 

に
お
い
て
も
、
尊
経
閣
文
庫
蔵
明
応
八
年
写
本
の
み
は
、
男
女
主
人
公
が
後
生
に
は
そ
れ
ぞ
れ
観
音
•
地
蔵
と
現
じ
た
と
記
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
題

名

を

「
〇
〇
の
本
地
」
と
名
の
る
作
品
の
す
べ
て
に
よ
っ
て
、
本
地
物
の
範
囲
を
定
め
る
こ
と
は
、
そ 

う
し
た
諸
本
の
現
存
す
る
も
の
の
多
く
が
近
世
ま
で
降
っ
て
お
り
、

「
本
地
」

の
語
の
使
い
方
も
乱
れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
所
か
ら
、
 

歴
史
的
に
も
妥
当
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

「
弘
法
大
師
御
本
地
」
や

「
善
光
寺
の
本
地
」
な
ど
の
例
か
ら
し
て
も
、

こ
の
方
法
に
よ 

る
と
、
本
地
物
の
範
囲
は
非
常
に
曖
昧
な
も
の
と
な
る
結
果
を
招
く
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
、

「
本
地
」
と
題
す
る
作
品
の
中
で
、
内
容
的 

に
範
囲
を
限
定
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
そ
の
中
で
最
も
大
き
な
類
型
を
な
し
て
い
る
の
は
、
仮
構
の
物
語
を
以
て
神
仏
の
人
間
時
代
の
前 

生
を
語
る
と
い
う
形
式
を
有
す
る
作
品
群
で
あ
る
。
本
地
と
い
う
語
の
意
味
か
ら
考
え
て
も
、
こ
の
型
の
作
品
を
以
て
本
地
物
と
す
る
の 

が
最
も
妥
当
で
あ
ろ
う
。

こ
の
場
合
も
、

物
語
中
の
人
間
と
神
仏
と
の
結
び
つ
き
方
に
は
、

作
品
に
よ
っ
て
か
な
り
の
強
弱
の
差
が
あ 

る
。
は
じ
め
か
ら
、
あ
る
神
仏
の
縁
起
由
来
を
説
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
物
語
が
作
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
作
品
も
あ
れ
ば
、
物
語
の
方
が 

先
に
あ
っ
て
、

た
だ
附
加
的
に
神
仏
に
結
び
つ
け
た
よ
う
な
作
品
も
見
ら
れ
る
。

「
熊
野
の
本
地
」
と

「
さ
い
き
」
と
を
較
べ
れ
ば
、
本

ニ
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地
を
説
こ
う
と
す
る
意
識
に
明
白
な
違
い
が
認
め
ら
れ
る
。

し
か
し
、

そ
の
中
間
の
ど
こ
か
に
一
線
を
劃
す
と
い
う
こ
と
は
困
難
で
あ 

る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
物
語
中
の
人
物
が
最
後
に
神
や
仏
菩
薩
諸
天
と
現
ず
る
こ
と
を
記
し
た
諸
本
は
、
眼
に
触
れ
た
限
り
、
考
察
の 

対
象
に
と
り
上
げ
る
こ
と
と
し
た
。

な
お
、
神
仏
の
前
生
物
語
の
形
式
に
は
ま
ら
な
い
作
品
で
も
、
題

名

に

「
本
地
」
を
名
の
っ
て
い
る
の
に
は
、
そ
れ
な
り
の
理
由
の
あ 

る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
決
し
て
本
地
物
と
無
関
係
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
、
中
世
物
語
の
中
に
は
、
登
場
人
物
が
神
仏
の
化 

身
で
あ
っ
た
と
い
う
語
り
方
を
す
る
作
品
が
し
ば
し
ば
あ
る
。

こ
れ
は
、
登
場
人
物
が
最
後
に
神
仏
と
な
る
本
地
物
形
式
と
は
、
論
理
的 

に
は
逆
に
な
る
わ
け
で
あ
る
が
、
本
地
物
研
究
に
お
い
て
、
こ
の
種
の
形
式
の
物
語
も
無
視
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
れ
ら
は
、
第
一 

部

の

「
本
地
物
諸
篇
の
研
究
」
に
お
い
て
は
、
対
象
か
ら
除
外
し
た
が
、
第
二
部
の
総
括
的
研
究
に
お
い
て
は
、
必
要
に
応
じ
て
取
り
上 

げ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

次
に
、
右
の
内
容
を
有
す
る
作
品
を
資
料
と
し
て
の
本
地
物
研
究
の
方
法
と
し
て
、
作
品
を
成
立
時
期
に
従
っ
て
排
列
し
、
歴
史
的
に 

考
察
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
一
番
良
い
の
で
あ
る
が
、
こ
の
種
の
作
品
の
成
立
時
期
を
個
々
に
考
証
す
る
こ
と
は
、
ほ
と
ん
ど
不
可
能
で 

あ
る
。
従
っ
て
、
ま
ず
平
面
的
に
一
応
の
分
類
を
施
し
、

一
つ
一
つ
の
作
品
の
内
容
を
検
討
し
た
後
に
、
そ
れ
ら
を
比
較
し
つ
つ
、
総
合 

的
に
整
理
し
て
ゆ
き
た
い
と
思
う
。

本
地
物
の
分
類
と
し
て
ま
ず
考
え
ら
れ
る
の
は
、

本
地
を
説
こ
う
と
す
る
信
仰
対
象
が
、

日
本
古
来
の
神
で
あ
る
か
、

仏
教
の
方
の 

仏

•
菩

薩

•
諸
天
等
で
あ
る
か
と
い
う
違
い
に
よ
る
方
法
で
あ
ろ
う
。
本
地
と
い
う
語
は
、
平
安
末
期
頃
か
ら
著
し
く
な
っ
た
本
地
垂
迹 

説
に
伴
な
っ
て
盛
に
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
神
の
本
地
は
仏
菩
薩
で
あ
る
と
す
る
本
地
垂
迹
説
に
よ
っ
て
、
諸
所
の
神
明
の
縁
起
由 

来
を
説
い
た
書
の
一
つ
に
「
神
道
集
」
が
あ
り
、
そ

の

「
神
道
集
」
に
、
神
の
前
生
物
語
が
多
く
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
本
地
垂
迹



説
が
本
地
物
成
立
の
思
想
的
基
盤
で
あ
り
、
従
っ
て
、
本
地
物
と
し
て
は
、

日
本
の
神
の
前
生
を
語
る
も
0
の
方
が
本
来
の
形
で
あ
る
と 

い
う
考
え
方
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
「
神
道
集
」

の
中
に
、

k

菩
薩
ノ
応
迹
示
現
ノ
神
道
ハ
、
必
縁
ョ
リ
起
ル
事
ナ
レ
ハ
、
諸
仏
菩
薩
ノ
我
国
ニ
遊
下
ニ
ハ
、
必
ス
人
ノ
胎
ヲ
借
リ
テ
、
衆
生
ノ 

身
ト
成
ッ
ヽ
、
身
ニ
苦
悩
ヲ
受
テ
、
善
悪
ヲ
試
テ
後
、
神
明
身
ト
成
テ
、
悪

世

ノ

衆

生

ヲ

利

益

下

御

事

也

(
第

#

四
上
野
国
児
持
山 

之
事
)

と
述
べ
て
い
る
所
が
あ
る
が
、
本
地
仏
と
垂
迹
神
と
の
間
に
人
身
を
受
け
た
時
代
を
お
く
と
い
う
論
理
が
、
本
地
物
の
基
本
形
式
を
な
し 

て
い
る
と

も

見
な
し
得
る
の
で
あ
る
。

す
る
と
、
仏

•
菩

薩

•
諸
天
等
を
対
象
と
し
て
、
そ
の
前
生
を
語
る
作
品
は
、
本
地
物
と
し
て
は
第
二
次
的
な
も
の
と
い
う
こ
と
に
な 

る
が
、
本
地
物
の
成
因
と
し
て
、
従
来
諸
家
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
、
仏
教
経
典
の
中
の
本
生
譚
と
の
関
係
が
問
題
と
な
る
。
仏
典 

の
中
に
は
、
釈
迦
の
前
生
を
語
る
説
話
が
幾
つ
も
載
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
仏

•
菩

薩

•
諸
天
を
対
象
と
す
る
本
地
物
は
、

こ
の
本
生
譚
と 

形
式
的
に
は
よ
く
似
通
っ
て
い
る
。

し
か
も
、
本
生
譚
形
式
の
前
生
物
語
は
、

日
本
の
文
献
に
も
か
な
り
古
い
実
例
が
見
ら
れ
、
そ
れ
が 

本
地
物
の
作
品
と
具
体
的
に
交
渉
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、

「
今
昔
物
語
巻
五
第
廿
ニ
」

の

「
東
城
国
皇
子
善
生
人
通
阿
就
須 

女
語
」

は
、
善

見

菩

薩

•
吉
祥
菩
薩
の
前
生
と
し
て
、
東
城
国
の
王
子
善
生
人
と
西
城
国
の
王
女
阿
就
頂
女
と
の
恋
物
語
を
語
っ
て
い
る 

が
、
.「
阿
弥
陀
の
本
地
」

は
、

そ
の
説
話
を
全
面
的
に
借
用
し
て
、

阿

弥

陀

•
薬

師

.
観

音

*
勢
至
の
前
生
物
語
に
仕
立
て
て
い
る
の
で 

あ
る
。
従
っ
て
、
前
生
物
語
の
淵
源
と
い
う
点
か
ら
見
れ
ば
、
仏

•
菩

薩

.
諸
天
を
対
象
と
す
る
本
地
物
も
由
来
が
古
く
、

日
本
の
神
を 

対
象
と
す
る
本
地
物
と
の
先
後
関
係
は
単
純
に
は
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

こ
の
問
題
は
、
後
に
総
論
に
お
い
て
く
わ
し
く
考
え
た
い
と
思 

う
が
、
本
地
物
を
、
本
地
を
語
る
信
仰
対
象
に
よ
っ
て
分
け
る
こ
と
は
、
本
地
物
の
成
立
の
契
機
を
考
え
る
上
で
意
味
が
あ
る
と
思
わ
れ

ニ
七
五



ニ
七
六 

る
。な

お
、
仏

•
菩

薩

.
諸

天
等
、
仏
教
の
信
仰
対
象
に
つ
い
て
の
本
地

物
作
品
に
は
、
特
定
の
寺
院
に
祀
ら
れ

る
本
尊
の
縁
起
を
な
す
も 

の
と
、

一
般
的
に
仏
•
菩

薩

•
諸
天
の
前
生
を
語
る
も
の
と
が
あ
る
。
前

者

は

「
さ
よ
ひ
め
」
(
竹
生
島
の
弁
財
天
の
本
地
)
•
「
梵
天
国
」 

(
久
世
戸
の
文
殊
と
成
相
観
音
の
本
地
)
•
「
お
も
か
げ
物
語
」
(越
後
国
真
言
寺
の
弁
財
天
•
愛
染
明
王
の
本
地
)
等
で
あ
る
。
こ
れ
ら 

に
対
し
て
前
述
の
「
阿
弥
陀
の
本
地
」
は
、
特
に
ど
の
寺
の
本
尊
の
縁
起
と
は
し
て
い
な
い
。
単
に
阿
弥
陀
•
薬

師

•
観

音

•
勢
至
等
の 

仏

菩
薩
と
顕
わ
れ
た
と
し
て
い

る
。
ま

た

「
昆
沙
門
の
本
地
」
は
昆
沙
門
天
王
•
吉
祥
天
女
等
の
前
生
物
語
で
あ
る
が
、

承
応
三
年
版
で 

は

せ
つ
な
か
あ
い
た
に
、

し
や
ば
に
か
へ
ら
せ
給
ひ
て
、

か
の
山
に
わ
け
い
り
て
、
^

^

の
や
ま
と
な
つ
け
つ
、
、

し
ゆ
し
や
う
を 

さ

V
ど
し
た
ま
い
け
り

と
あ
っ
て
、
鞍
馬
の
昆
沙
門
天
の
縁
起
に
結
び
つ
け
よ
う
と
し
た

如
く
に
も

見
え
る
。
し
か
し
、
他
の
伝
本
に
は
鞍
馬
の
こ
と
に
触
れ
た 

所
が
な
い
の
で
、
本

来

は

「
阿
弥
陀
の
本
地
」
と
同
類
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
外
に
、
牽

牛

•
織
女
ニ
星
の
由
来
を
前
生
譚
の
形
式
で
語
る
「
七
夕
の
本
地
」
が
あ
る
。
厳
密
に
は
神
仏
と
異
な
る
が
、
牽
牛 

星
の
前
生
は
あ
め
わ
か
み
こ
で
、
本

地

は

文

殊

(
あ
る
い
は
勢
至
)
菩
薩
、
織
女
星
の
前
生
は
長
者
の
弟
姫
で
、
本
地
は
如
意
輪
観
音
と 

い
う
風
に
、
神
明
を
対
象
と
す
る
本
地
物
と
全
く
同
じ
形
式
で
あ
る
。
ま

た

「
月
日
の
本
地
」
は
、
物
語
中
の
人
物
が
日
月
や
星
と
現
じ 

た
と

す
る
。

「
七
夕
の
本
地
」
と
類
似
す
る
所
が
あ
る
が
、

一
本
に
は
日
天

子

•
月

天
子
と
顕
わ
れ
た
と
し
て
い
る
。

日
天
子
.
月

天
子 

は
印
度
の
神
で
、
密
教
に
お
け
る
信
仰
対
象
の
一
つ
で
あ
る
か
ら
、
仏

•
菩

薩

•
諸
天
の
前
生
物
語
に
収
め
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。
更
に 

「
朝
顔
の
露
」
と
い
う
作
品
に
な
る
と
、
登
場
人
物
が
そ
れ
ぞ
れ
死
後
に
草
木
と
現
じ
た
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
な
ど
は
全
く
の
擬
本
地



物
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

次
に
、

こ
れ
ら
の
神
仏
の
前
生
時
代
を
語
る
物
語
に
眼
を
向
け
る
と
'
 

神
を
対
象
と
し
て
本
地
を
説
く
物
語
と
'
 

仏

•
菩

薩

•
諸
天
を 

対
象
と
す
る
そ
れ
と
の
間
に
、
特
に
区
別
は
見
ら
れ
な
い
。
そ
こ
で
、
物
語
の
上
か
ら
、
別
の
分
類
を
考
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
市 

古

貞

次

氏

が

「
中
世
小
説
の
研
究
」

の
中
で
行
な
わ
れ
た
、
印
度
種
の
も
の
と
、
日
本
国
内
を
舞
台
に
と
る
も
の
と
に
分
つ
方
法
が
そ
れ 

で
あ
る
。
印
度
種
と
い
う
の
は
、
天
竺
に
舞
台
を
構
え
た
物
語
で
、
「
熊
野
の
本
地
」
「厳
島
の
本
地
」
「伊
豆
箱
根
の
本
地
」
「
阿
弥
陀
の 

本
地
」r

昆
沙
門
の
本
地
」
等
が
主
な
作
品
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
「熊
野
の
本
地
」

の
、

摩
訶
陀
国
の
大
王
と
五
衰
殿
女
御
の
物
語
は
、
 

旃
陀
越
国
王
経
と
い
う
仏
典
を
典
拠
と
し
て
構
想
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
ま
さ
に
印
度
種
と
言
う
べ
き
で
あ
る
。
ま

た

「
阿
弥
陀
の
本 

地
」
も
、
そ
の
原
拠
と
目
す
べ
き
「今
昔
物
語
」
所
収
の
善
生
人
説
話
は
、
未
だ
出
典
が
明
ら
か
で
な
い
が
、
や
は
り
仏
典
か
ら
得
た
の 

で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
。
し

か

し

「伊
豆
箱
根
の
本
地
」

の
場
合
は
、
前
生
を
語
る
に
使
わ
れ
た
継
子
物
語
は
、
日
本
全
国
に
民
間 

伝
承
と
し
て
広
く
分
布
す
る
継
子
話
の
一
つ
の
型
と
全
く
一
致
し
、
お
そ
ら
く
民
間
説
話
に
拠
っ
た
も
の
で
、
仏
典
の
類
か
ら
採
っ
た
と 

す
べ
き
証
拠
は
未
だ
見
出
せ
な
い
。
そ
の
他
、
原
拠
不
明
の
も
の
も
多
い
が
、
物
語
の
舞
台
は
印
度
で
あ
っ
て
も
、
物
語
の
素
材
は
必
ず 

し
も
印
度
種
と
は
限
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
。

他
方
、
日
本
国
内
に
お
け
る
物
語
を
内
容
と
す
る
作
品
は
、
「
課
訪
の
本
地
」
「
貴
船
の
本
地
」
「
み
し
ま
」

「
梵
天
国
」

「
お
も
か
げ
物 

語
」
等
を
は
じ
め
、
そ
の
数
は
前
者
よ
り
も
多
い
。

こ
れ
ら
の
中
で
、

「
梵
天
国
」
や

「
お
も
か
げ
物
語
」
は
、
物
語
の
内
容
がr

昆
沙 

門
の
本
地
」
と
よ
く
似
て
い
る
。
物
語
の
素
材
と
な
っ
た
説
話
の
型
か
ら
言
え
ば
近
い
関
係
に
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
 

物
語
の
舞
台
が
国
内
で
あ
る
か
、

国
外
で
あ
る
か
に
よ
っ
て
分
け
る
こ
と
は
、

必
ず
し
も
素
材
的
な
分
類
と
は
な
ら
な
い
よ
う
に
思
う 

が
、
そ
れ
と
は
別
に
こ
の
分
類
の
意
味
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

ニ
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七
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国
外
の
物
語
と
国
内
の
物
語
は
、
神
を
対
象
と
す
る
本
地
物
と
、
仏
菩
薩
等
を
対
象
と
す
る
そ
れ
と
の
両
方
に
見
ら
れ
る
。
神
の
本
地 

を
説
く
の
に
、
そ
の
前
生
を
天
竺
の
人
間
と
し
て
物
語
っ
た
の
は
、
や
は
り
本
地
垂
迹
説
の
影
響
が
あ
ず
か
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
 

神
の
本
地
を
仏
教
の
仏
菩
薩
と
す
れ
ば
、
仏
菩
薩
が
仮
に
人
界
に
生
を
受
け
た
場
所
を
天
竺
と
す
る
の
が
合
理
的
で
あ
る
と
い
う
考
え
方 

が
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
し

か

し

「
神
道
集
」
に
見
ら
れ
る
諸
所
の
神
の
本
地
物
語
で
は
、
天
竺
に
舞
台
を
と
る
の
は
、
 

熊

野

•
伊
豆
箱
根
•
祇
園
な
ど
僅
で
、
大
部
分
は
国
内
の
物
語
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
神
の
前
生
を
語
る
物
語
そ
の
も
の
は
、
必
ず
し 

も
本
地
垂
迹
説
と
い
っ
た
宗
教
思
想
に
基
づ
く
理
論
的
産
物
と
は
言
え
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

一
方
、
仏
菩
薩
の
前
生
を
天
竺
に
求
め
る
の
は
、
理
屈
と
し
て
は
当
然
で
あ
り
、
そ
の
反
面
、
日
本
の
人
間
と
し
て
国
内
の
物
語
を
以 

て
す
る
の
は
不
合
理
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し

か

し

「
梵
天
国
」
が
対
象
と
し
た
久
世
戸
文
殊
•
成
相
観
音
の
よ
う
に
、
特
定
の
寺
に
祀 

ら
れ
る
仏
菩
薩
等
に
対
す
る
信
仰
態
度
は
、
当
時
の
一
般
の
意
識
と
し
て
は
、
社
の
本
体
と
し
て
の
神
に
対
す
る
の
と
、
特
に
区
別
が
無 

か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
神
の
本
地
を
語
る
の
と
同
じ
形
式
で
、
寺
の
本
尊
で
あ
る
仏
菩
薩
の
前
生
が
語
ら
れ
て
も
、
不
自
然
さ
は
感
じ
な
か 

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
点
か
ら
す
れ
ば
、
神
と
か
仏
菩
薩
と
か
の
信
仰
対
象
に
よ

る

区
別
は
、
さ
し
て
意
味
が
な
く
な
っ
て
く
る
よ
う 

に
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
本
地
物
の
拡
大
の
過
程
に
お
け
る
実
態
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

前
生
物
語
に
視
点
を
お
い
て
の
分
類
と
し
て
は
、
更
に
こ
ま
か
く
、
物
語
の
素
材
や
筋
立
に
よ
っ
て
行
な
う
方
法
も
考
え
ら
れ
る
。
そ 

れ
に
よ
っ
て
、

あ
る
程
度
、

類
似
性
を
も
つ
グ
ル
ー
プ
を
い
く
つ
か
ま
と
め
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
が
、

全
体
と
し
て
は
非
常
に
多
様 

で
、
分
類
が
分
類
に
な
ら
な
く
な
る
お
そ
れ
が
多
分
に
あ
る
。
し
か
し
、
作
品
相
互
の
関
係
を
考
え
る
上
に
は
、
そ
の
よ
う
な
物
語
の
内 

容
に
よ
る
整
理
が
必
要
な
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

以
上
の
よ
う
に
、
本
地
物
の
分
類
に
は
い
く
つ
か
の
方
法
が
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
得
失
が
あ
っ
て
、
ど
れ
が
最
善
で
あ
る
か
は



容
易
に
決
め
難
い
。
本
稿
で
は
、
個
々
の
本
地
物
作
品
を
順
次
に
考
察
す
る
に
当
っ
て
、
そ
の
順
序
は
、
ま
ず
本
地
を
説
く
対
象
に
よ
つ 

て
、
日
本
古
来
の
神
に
関
す
る
作
品
と
、
仏

.
菩

薩

•
諸
天
等
に
関
す
る
作
品
と
に
大
別
し
、
そ
の
中
で
、
物
語
と
し
て
の
形
態
や
内
容 

の
類
似
す
る
も
の
を
近
接
さ
せ
て
ゆ
く
方
法
を
と
る
こ
と
と

し
た
。
本
稿
で
と
り
上
げ
る
作
品
を
、

こ
の
よ
う
な
方
法
で
順
序
づ
け
て
列 

挙

す

れ

'は

左

の

如

く

で

あ

る

。

本
地
の
対
象

S

日
本
の
神
を
対
象
と
す
る
本
地
物

資
料

1

熊
野
権
現 

2

厳
島
明
神 

3

箱
根
伊
豆
権
現 

4

筑
波
富
士
権
現 

5

天
照
大
神 

6

祇
園
牛
頭
天
王 

7 

上
野
国
一
の
宮 

8

諷
訪
明
神 

9 

三
島
明
神 

10
蟻
通
明
神

神

道

集

「
熊
野
権
現
事
」
•
「熊
野
の
本
地
」
諸
本 

「厳
島
の
本
地
」
諸
本

神

道

集

n

一
所
権
現
事
」
•
「箱
根
権
現
縁
起
絵
巻
」
•
「伊
豆
箱
根
の
御
本
地
」
等 

r

戒
言
」
「富
士
山
の
本
地
」

「
天
照
大
神
本
地
」
(仮
題
)

神

道

集

「
祇
園
大
明
神
事
」
•
「
牛
頭
天
王
御
縁
起
」
「祇
園
の
御
本
地
」
等 

神

道

集

「
上
野
国
一
宮
事
」

神

道

集

r

諷
訪
縁
起
事
」
「
諷
訪
大
明
神
五
月
会
事
」
•
「
課
訪
の
本
地
」
諸
本 

神

道

集

「
三
島
之
大
明
神
之
事
」
*
「
み
し
ま
」
諸
本 

神

道

集

「蟻
通
明
神
事
」

ニ
七
九
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橋
姫
明
神 

神

道

集

「
橋
姫
明
神
事
」

玉
津
島
明
神 

神

道

集

「
玉
津
島
明
神
事
」

葦
莉
明
神 

神

道

集

「
摂
州
葦
莉
明
神
事
」

鏡
宮 

神

道

集

「
鏡
宮
事
」

釜
神 

神

道

集

「
釜
神
事
」

上

野

国

児

持

山

明

神

神

道

集

「
上
野
国
児
持
山
之
事
」

赤
城
明
神 

神

道

集

「
上
野
勢
多
郡
鎮
守
赤
城
大
明
神
事
」
•
「
上
野
国
赤
城
山
御
本
地
」
等 

伊
香
保
明
神 

神

道

集

「
上
野
国
第
三
宮
伊
香
保
大
明
神
事
」

上
野
国
八
ヶ
権
現 

神

道

集

「
上
野
群
馬
郡
桃
井
郷
上
村
内
八
ヶ
権
現
事
」

上

野

国

那

波

八

郎

明

神

神

道

集

「
上
野
国
那
波
八
郎
大
明
神
事
」

富
士
浅
間
大
菩
薩 

神

道

集

r

富
士
浅
間
大
菩
薩
事
」
•
「
浅
間
御
本
地
御
由
来
記
」
「
源
蔵
人
物
語
」 

日
光
権
現 

「
日
光
山
縁
起
」

貴
船
明
神 

「
貴
船
の
本
地
」
諸
本 

丹
後
国
浦
島
明
神 

「
浦
島
太
郎
」
諸
本 

お
た
か
明
神
•
あ

さ

ひ

権

現

「
物
臭
太
郎
」
諸
本 

五
条
天
神 

「
小
男
の
草
子
」
諸
本 

牽
牛
織
女
星 

「
た
な
ば
た
」
諸
本



28

塩
釜
明
神 

「
塩
竈
大
明
神
御
本
地
」

29
北
野
天
神 

神

道

集

「
北
野
天
神
事
」
•
「
天
神
縁
起
絵
巻
」
「
天
神
の
本
地
」
諸
本 

30

八
幡
大
菩
薩 

「
八
幡
宮
縁
起
絵
巻
」

「
八
幡
の
本
地
」
諸
本 

31

住
吉
明
神 

「
住
吉
本
地
」

㈣

仏

.
菩

薩

•
諸
天
等
を
対
象
と
す
る
本
地
物 

A

特
定
の
寺
院
の
本
尊
の
縁
起
を
な
す
も
の 

32

竹
生
島
弁
財
天 

「
さ
ょ
ひ
め
」
「
竹
生
島
の
本
地
」
諸
本 

33
愛
{石
地
蔵 

「
愛
{石
地
蔵
物
語
」
諸
本 

34
久

世

戸

文

殊

ぼ

お

観

音

「
梵
天
国
」
諸
本 

35
越

後

国

真

言

寺

弁

財

天

愛

染

明

王

「
お
も
か
げ
物
語
」

36

清
水
観
音 

「
く
わ
ん
を
ん
本
地
」

B

一
般
的
に
.仏

•
菩

薩

•
諸
天
等
の
前
生
を
語
る
も
の 

37
阿

弥

陀

•
薬

師

•
観

音

•
勢

至

「
阿
弥
陀
の
本
地
」
諸
本 

38

昆

沙

門

天

王

•
吉

祥

天

女

等

「
見
沙
門
の
本
地
」
諸
本 

39
吉

祥

天

女

•
四

天

王

「
金
剛
女
の
草
子
」

40

日
月
(日

天

子

•
月
天
子
)

「
月
日
の
本
地
」
諸
本 

41

弥

陀

.
観

音

•
勢

至

「
さ
い
き
」
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42
観

音

•
地
蔵 

明
応
八
年
写
本
「
ふ
せ
や
の
も
の
か
た
り
」

43
大

日

.
観
音
等 

慶
長
ニ
年
写
本
「
狭
衣
の
中
将
」
•
大
形
奈
良
絵
本
「
さ
こ
ろ
も
」

な
お
、
本
地
物
は
物
語
と
し
て
の
諸
本
だ
け
で
な
く
、
説
経
や
古
浄
瑠
璃
、
あ
る
い
は
御
国
浄
瑠
璃
の
如
き
、
芸
能
と
し
て
の
語
り
物 

に
も
数
多
く
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
中
に
は
、
物
語
の
作
品
と
同
じ
内
容
を
有
す
る
も
の
も
あ
る
。
本
稿
で
は
、
物
語
の
本
地
物
作 

品
と
内
容
を
同
じ
く
す
る
正
本
の
類
は
附
随
的
に
と
り
上
げ
る
が
、
そ
の
他
は
、

い
ず
れ
稿
を
改
め
て
と
り
扱
う
予
定
で
あ
る
。

こ
れ
は 

語
り
物
の
本
地
物
を
物
語
の
そ
れ
と
区
別
す
べ
き
特
別
の
理
由
が
あ
る
の
で
は
な
く
、
対
象
と
す
べ
き
作
品
が
余
り
に
多
く
な
る
の
で
、
 

一
応
の
区
切
り
を
つ
け
る
と
い
う
便
宜
的
な
意
図
に
過
ぎ
な
い
。

注
1

こ
の
作
品
に
は
、
簡
素
な
筋
立
の
も
の
か
ら
、

複
雑
な
脚
色
の
も
の
ま
で
、

内
容
に
か
な
り
異
な
る
所
の
あ
る
伝
本
が
存
す
る
。
写
本
も
多
く 

は

「
た
な
ば
た
」
と
の
み
題
す
る
が
、
版
本
も
、
「
た
な
ば
た
」
(
明
暦
元
年
刊
本內

題
)
、
「
あ
め
若
み
こ
忍
び
物
語
」
(
宝
永
正
徳
頃
西
村
伝
兵
衛
刊 

本
内
題
)
等
と
あ
り
、
「
本
地
」
と
題
す
る
本
は
見
当
ら
な
い
。

注
2

森
武
之
助
氏
は
、
説

経

の

「
さ
ん
せ
う
太
夫
」
で
は
、

垂
迹
的
結
び
が
古
く
か
ら
崩
れ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
こ
と
を
例
と
し
て
、

垂
迹
を
欠 

く
こ
と
か
ら
本
ft

物
で
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
必
ず
し
も
^
ら
な
い
と
さ
れ
、
「
浄
溜
璃
物
語
は
、
本
来
の
姿
に
於
て
は
、
何
か
の
本
地
を
語
ら
ん
と 

す
る
目
的
を
持
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
の
疑
問
は
、
保
留
し
置
く
べ
き
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
前
島
春
三 

氏
蔵
古
活
字
本
系
統
の
版
本
で
、

「
う
ち
の
く
わ
け
ん
四
た
ん
め
」
の
中
に
、
御
曹
子
と
浄
瑠
璃
姫
を
指
し
て
、

「
か
み
の
け
し
ん
の
人
た
ち
」
と 

述
べ
て
い
る
の
は
、
そ
の
名
残
り
を
示
す
と
言
い
得
る
か
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

一
方
で
は
、
「本
来
の
本
地
物
で
な
い
物
語
で
も
、
そ
の
発
端 

に
於
て
、

何
か
本
地
風
の
語
調
か
ら
導
入
す
る
こ
と
が
、

説
経
節
系
の
語
り
の
慣
習
の
一
つ
と
し
て
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
推
定
も
可
能



性
を
も
つ
」
と
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
(
森
武
之
助
氏
「
浄
瑠
璃
物
語
研
究
」
)

注
3

本
稿
に
お
け
る
「神
道
集
」
よ
り
の
本
文
引
用
は
、

「赤
木
文
庫
本
神
道
集
」
(
昭
和
四
十
三
年
、
角
川
書
店
刊
)
に
拠
っ
た
。
本
影
印
本
の
底 

本
は
、
巻
一
は
真
福
寺
蔵
永
享
五
年
快
截
書
写
本
、
巻
ニ
以
下
は
横
山
重
氏
蔵
明
応
三
年
良
順
書
写
本
で
あ
る
。

第
一
部
本
地
物
諸
篇
の
研
究

熊野
の本
地

I

、
熊
野
縁
起
の
古
伝
承

熊
野
三
山
に
対
す
る
信
仰
は
、

中
世
に
入
る
と
全
国
的
に
広
く
滲
透
し
、

「蟻
の
熊
野
詣
」

の
諺
を
生
ず
る
程
の
一
大
霊
場
と
な
っ
た 

が
、
そ
の
祭
神
の
本
地
や
垂
迹
に
関
す
る
記
録
は
、
平
安
時
代
末
期
に
白
河
上
皇
を
は
じ
め
、
宮
廷
貴
紳
の
篤
い
崇
敬
を
受
け
る
よ
ぅ
に 

な
っ
た
頃
か
ら
、
種
々
の
文
献
の
上
に
現
れ
て
く
る
。
熊
野
の
祭
神
の
本
地
を
記
し
た
記
録
と
し
て
は
、
応

徳

三

年

(
一
◦
八
六
)
十
一

(
注

1
)

月
の
、
那
智
尊
勝
院
に
伝
ぇ
ら
れ
た
尚
侍
藤
原
氏
よ
り
の
寄
進
状
に
、

「
抑
伝
承
、

熊
野
権
現
弥
陀
観
音
垂
跡
、
以
无
縁
慈
悲
利
益
法
界 

衆
生
」
と
あ
る
の
が
最
も
古
く
、

つ
い
で
、

「
長
秋
記
」
長

承

三

年

(
一
一
三
四
)

二
月
一
日
の
、

鳥
羽
院
待
賢
門
院
熊
野
御
幸
の
条
に 

は
、
三
所
権
現
•
五
所
王
子
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
本
地
仏
が
記
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
熊
野
権
現
の
垂
迹
の
次
第
を
具
体
的
に
語
る
説
話
も
、
ほ
ぼ
同
じ
頃
に
現
れ
て
き
た
。
前
記
長
承
三
年
に
後
れ
る
こ
と
凡
そ
三 

十
年
の
長
寛
元
年
(
一
一
六
三
)

に
、
そ
の
前
年
の
、
本
官
の
社
領
で
あ
る
甲
斐
国
八
代
庄
が
時
の
国
司
藤
原
忠
重
に
よ
っ
て
押
領
さ
れ

ニ
八
三



二
八
四

た

事

件

に

関

連

し

て

、
熊

野

の

祭

神

に

関

す

る

議

論

が

朝

廷

に

お

い

て

行

な

わ

れ

た

が

、

そ

の

時

、
朝

廷

に

上

ら

れ

た

「
長

寛

勘

文

」

の 

中

に

、

左

の

如

き

「
熊

野

権

現

御

垂

迹

縁

起

」

の

説

が

引

か

れ

て

い

る

。

熊

野

権

現

御

垂

跡

縁

起

云

、

往

昔

甲

寅

年

、
唐

乃

天

台

山

乃

王

子

信

旧

跡

也

、

日

本

国

鎮

西

日

子

乃

山

峯

雨

降

給

、
其

体

八

角

I

水 

精

乃

石

、
高

佐

三

尺

六

寸

議

天

下

給

布

、

次
五
ケ
年
乎
経
天
、
戊

午

年

、
伊

予

国
7!/

石

鉄

乃

峯

仁

渡

給

、
次
六
年
乎
経
£

、

甲

子

年

、
 

淡

路

国

乃

遊

鶴

羽

乃

峯

仁

渡

給

、
次

六

箇

年

過

、
庚

午

年

三

月

廿

三

日

、
紀

伊

国

無

漏

郡

切

部

山

乃

西

乃

海

乃

北

乃

岸

乃

玉

那

木

乃 

淵

農

上

乃

松

木

本

ニ

渡

給

、
次

五

十

七

年

乎

過

、
庚

午

年

三

月

廿

三

日

、
熊

野

新

宮

乃

南

農

神

蔵

峯

降

給

、
次

六

十

一

年

庚

午

年

、
 

新

宮

乃

東

農

阿

須

加

乃

社

乃

北

、

石

淵

乃

谷

仁

勧

請

静

奉

|
、

始

結

早

玉

家

津

美

御

子

登

申

ニ

宇

社

也

、
次

十

三

年

乎

過

£
、

壬
午 

年

、

本宫

大

湯

原

一

位

木

三

本

末

、

三

枚

月

形

沈

天

降

給

、

八

箇

年

於

経

、
庚

寅

農

年

、

石

多

河

乃

南

、
河

内

乃

住

人

、
熊

野

部

千 

与

定

土

云

犬

飼

、
猪

長

一

丈

五

尺

|

射
跡
追
尋
氏
、

石

多

河

於

上

行

、
犬
猪
乃

跡

於

聞

氏

行

仁

、

大

湯

原

行

£
、
件
猪
乃
ー
位
農
木
乃 

本
仁
死
伏
繼
、

宍

乎

取

运

食

、
件

木

下

仁

ー

宿

於

経

居

、

木

農

末

月

乎

見

付

£

問
申
具
、

何

月

虚

空

於

離

£

木

乃

末

如

御

坐

土

申

仁

、
 

月

犬

飼

仁

答

仰

云

、
我

|

熊

野

三

所

権

現

駐

申

、

ー
社

乎

証

誠

大

菩

薩

土

申

、
今

ニ

枚

月

料

両

所

権

屈

# |
申
仰
給
布
云

 々

今

案

如11

縁

起

I

者

、

唐

天

台

山

乃

王

子

信

之

垂

跡

云

々

、
王
子
信
不
ぃ
知11

誰

人

i

若

周

霊

王

太

子

晉

歟

、
信

字

誤

歟

、
但
此
記
未
レ 

審

、
難
レ
取
レ
信
矣

右

勘

申

如

件

長

寛

元

年

四

月

十

六

日 

正

四

位

下

行

式

部

大

輔

藤

原

朝

臣

永

範

(注
2
)

宮

地

直

一

氏

は

、
右

の

縁

起

を

解

し

て

、

左

の

如

く

述

べ

ら

れ

て

い

る

。

こ

、
に

王

子

信

と

あ

る

は

、

早

く

永

範

の

勘

文

に

も

按

ぜ

ら

れ

し

如

く

晋

の

誤

に

し

て

、

天

台

山

国

清

寺

に

地

主

山

王

元

弼

真

君

と



崇
め
ら
れ
し
周
霊
王
の
太
子
晋
そ
の
人
(参
五
台
山
記
)
、

彦
山
等
の
山
々
は
何
れ
も
修
験
の
霊
場
と
せ
ら
れ
し
所
な
り
。

又
垂
迹 

の
起
源
を
天
台
宗
の
本
山
た
る
国
清
寺
に
求
め
し
は
、

延
暦
寺
の
鎮
守
神
た
る
日
吉
神
と
全
然
趣
を
一
に
し
、

甲
寅
以
下
の
年
立 

は
、
漢
土
の
発
祥
説
を
導
か
ん
為
め
に
緯
書
の
伝
に
よ
り
、
本
宮
に
化
現
の
次
第
は
、
伯
耆
の
大
智
明
神
縁
起
(撰
集
抄
七
)
等
と 

系
統
を
同
じ
く
し
て
、
卑
俗
な
る
民
間
の
説
話
に
出
で
し
も
の
な
る
べ
し
。
か
く
内
容
を
解
鉢
し
て
、
細
か
に
部
分
の
比
較
を
試
む 

る
に
、
之
を
構
成
せ
る
思
想
の
単
純
な
ら
ざ
る
に
よ
り
、
互
に
相
矛
盾
せ
る
節
あ
る
を
見
る
べ
し
と
雖
も
、
之
を
概
括
し
て
い
ふ
時 

は
、
天
台
の
影
響
を
受
け
し
後
に
起
り
、
権
現
の
神
格
と
地
位
と
を
一
宗
の
擁
護
神
た
る
元
弼
真
君
と
同
一
同
格
な
ら
し
め
て
そ
の 

出
所
を
幽
玄
に
す
る
と
と
も
に
、
重
な
る
修
験
の
霊
場
と
の
連
絡
を
通
じ
て
更
に
そ
の
上
に
居
ら
ん
と
す
る
の
遠
大
な
る
目
的
に
出 

で
し
も
の
と
す
べ
き
か
。
然
れ
ば
之
を
作
為
せ
し
は
、
恐
ら
く
天
台
の
僧
徒
に
し
て
、
又
そ
の
年
代
は
、
天
台
の
感
化
漸
く
深
か
る 

に
至
り
し
寛
治
以
降
長
寛
に
至
る
大
凡
八
十
年
許
の
間
に
あ
る
べ
し
。
さ
れ
ど
こ
の
頃
は
神
仏
習
合
の
観
念
未
だ
円
熟
の
期
に
達
せ 

ず
、
垂
迹
の
思
想
に
至
っ
て
も
猶
ほ
発
達
の
途
に
あ
る
時
代
な
り
し
を
以
て
、
そ
の
構
図
は
単
調
に
、
脚
色
は
巧
妙
な
ら
ず
、
総
じ 

て
頗
る
幼
稚
な
る
形
式
に
属
し
た
り
き
。

こ
の
縁
起
の
成
立
は
、
右
に
宮
地
氏
が
説
か
れ
た
如
き
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
材
料
と
な
っ
た
熊
野
部
千
与
定
と
い
う
犬
飼
に
よ
っ

て
神
が
顕
わ
さ
れ
た
と
す
る
伝
承
は
、
熊
野
神
人
の
間
に
伝
え
ら
れ
て
い
た
古
い
語
り
ご
と
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
新
宮
社
家
に
伝
わ
る

(
注
3
)

古
系
図
に
、
こ
の
千
与
定
を
以
て
、
檀

本

•
宇

井

•
鈴
木
の
三
氏
の
元
祖
と
な
す
も
の
が
存
す
る
由
で
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
に
、
こ
の
千

与
定
の
後
裔
と
称
す
る
神
人
が
あ
っ
て
、

右
の
縁
起
に
見
え
る
如
き
、

神
顕
現
の
次
第
を
語
る
伝
承
を
伝
え
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う

> 

o

力
右

の

「
熊
野
権
硯
御
垂
迹
縁
起
」

の
天
台
山
王
子
信
垂
迹
説
は
、
そ
の
後
内
容
に
発
展
が
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
「
神
道
集
」

に
は
、

二
八
五



二
八
六

こ
の
説
も
記
さ
れ
て
い
る
が
"
そ
れ
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

鎌
倉
時
代
に
入
る
と
、
代
っ
て
、
天
竺
に
そ
の
本
源
を
求
め
る
垂
迹
説
が
現
れ
て
く
る
。
そ
の
二
三
を
挙
げ
れ
ば
、

㈠

本
官
御
正
鉢
の
銘
(嘉
禄
三
年
—

一
二
ニ
七
—
書
写
、
「
熊
野
旧
記
」
所
収
)

証
誠
大
菩
薩

振
捨
摩
訶
提
国
、
分
収
同
居
立
修
善
之
霊
地
、
過
甚
悪
無
道
之
境
、
大
日
本
国
記
洲
无
漏
郡
備
里
垂
跡
、
六
十
余
州
一
切
衆
生
除
貧 

窮
令
富
貴
、
為
現
世
安
穏
後
生
善
処
也
、
念
我
、
令
詣
我
許
者
、
現
世
安
穏
、
我
国
摩
訶
提
国
天
竺
生
受
令悮

楽
快
楽
、
第
二
生
有 

我
本
立
九
品
蓮
台
之
間
、
令
受
生
家
繁
昌
導
其
類
伴
、
此
事
偽
者
熊
野
三
所
権
現
証
誠
大
丼
無
量
寿
如
来
不
列
家
津
御
子
云

 々

㈡

私
聚
百
因
縁
集
巻
八
の
一
「
役
ノ
行
者
ノ
事
」
(
正
嘉
元
年
—

一
二
五
七
—
撰
)

亦
大
峯
ハ
胎
金
両
峯
也
、
所
謂
熊
野
山
胎
蔵
界
因
曼
茶
羅
十
二
所
権
現
垂
レ
跡
給
ヘ
リ
、
金
峯
山
金
剛
界
ノ
果
曼
茶
羅
三
十
八
所
和
レ 

光
、
彼
ノ
峯
本
ハ
非
，一
日
本
国
山I

即
チ
仏
ノ
生
国
ノ
山
也
、

従
二
空
中
一
飛
ニ
来
我
朝
一
所
ニ
落
留
一
也
、

垂
跡
神
明
モ
仏
ノ
生
国
鎮
守

也
云
々

熊
野
権
現
ノ
縁
起
意
ロ
ニ
云
、
往
昔
甲
寅
歳
唐
ノ
天
台
山
従
二
王
子
信
之
旧
跡I

日
本
鎮
西
豊
前
国彥

山
ノ
嶺
一
一
天
降
タ
マ
フ
、
其
ノ 

形
八
角
ノ
水
精
ノ
石
、
高
サ
三
尺
六
寸
、
次
ニ
経
ニ
十
三
年
|朗
淡
路
国
喩
鶴
羽
峯
ニ
天
降
リ
、
次
ニ
五
箇
年顿

紀
伊
国
牟
楼
郡
切
月 

山
ノ
西
海
北
峯
玉
ノ
郡
木
ノ
淵
ノ
上
へ
松
ノ
下
ニ
降
リ
、
其
ノ
後
六
十
一
年f

三
月
十
三
日f

熊
野
新宫

神
ノ
倉
ニ
天
降
ル
、
次 

二
八
十
五
年
科
、

本
宮
大
湯
原
櫟
三
本
三
枝
三
ノ
明
月
ニ
テ
天
降
タ
マ
フ
、
次
ニ
経
-一
九
千
年
一
神
武
天
皇
治
天
第
四
十
ニ
年g

、

石 

田
河
ノ
住
人
熊
部
ノ
千
与
貞
ト
云
犬
飼
、
熊
ノ
長
ー
丈
五
尺
ナ
ル
ヲ
射
テ
尋
レ
跡
行
ク
程
ニ
彼
ノ
木
ノ
本
二
猪
斃
伏
タ
リ
、
取vl

元
食 

シ
畢
ヌ
、
件
ノ
櫟
ノ
下
ニ
ー
宿
ス
、
即
チ
木
末
ニ
在n

明
月i

仍
テ
問
テ
云
ク
、
何
ソ
月
離
ニ
雲
上
一
在
-一
木
末
一
哉
、
樹
上
答
テ
云
ク
、



熊
野
三
所
権
現
、

一
月
証
誠
大
菩
薩
地
主
也
、
昔

西
海

西
方
仏
生
国
ノ
鎮
守
也
、

二
月
ハ
号1

一
両
所
権
現I

西
ノ
御
前
ハ
伊
猝
諾
尊
、
 

中
ノ
御
前
ハ
伊
羿
冉
尊
早
玉
、
若尔

ハ
此
ノ
両
所
ハ
天
照
大
神
ノ
父
母
ニ
テ
在
ス
云
 々

m

諸

神

本

懐

集

(
元
亨
四
年
—

一
三
ニ
四
—

撰
)

熊
野
ノ
権
現
ト
イ
フ
ハ
、

モ
ト
ハ

西
天
摩
訶
陀
国
ノ
大
王
、
慈
悲
大
賢
王
ナ
リ
、
シ
カ
ル
ニ
本
国
ヲ
ゥ
ラ
ミ
タ
マ
フ
コ
ト
ア
リ
テ
、
 

崇
神
天
皇
即
位
元
年
秋
八
月
ニ
、

ハ
ル
カ
ニ

西
天
ヨ
リ
五
ノ飙

ヲ
ヒ
ン
カ
シ
ニ
ナ
ケ
テ
、

ワ
カ

有
縁
ノ
地
ニ
ト
ヽ
マ
ル
へ
シ
ト
、
チ 

カ
ヒ
タ
マ
ヒ
シ
ニ
、

一
ハ
紀
伊
国
室
ノ
コ
ホ
リ
ニ
ト
、
マ
リ
、

一
ハ
下
野
国
日
光
山
ニ
ト
、
マ
リ
、

一
ハ
出
羽
国
石
城
ノ
コ
ホ
リ
ニ 

ト

、
マ
リ
、

一

ハ
淡
路
国
喩
鶴
羽
ノ
ミ
ネ
ニ
ト
、
マ
リ
、

一
ハ
豊
後
国
彦
山
ニ
ト
ヽ
マ
ル
、
カ
ノ
ヒ
コ
ノ
山
ニ
ア
マ
ク
タ
リ
タ
マ
ヒ 

シ
ト
キ
ハ
、
ソ
ノ
カ
タ
チ
八
角
ノ
水
精
ナ
リ
、
ソ
ノ
タ
ケ
三
尺
六
寸
ナ
リ
、
霊
験
九
州
ニ
ア
マ
ネ
ク
、
万
人
ア
ユ
ミ
ヲ
ハ
コ
ハ
ス
ト 

イ
フ
コ
ト
ナ
シ
、
イ
マ
マ
サ
シ
ク
熊
野
ノ
権
現
ト
ア
ラ
ハ
レ
タ
マ
フ
コ
ト
ハ
、
紀
伊
国
岩
田
河
ノ
ホ
ト
リ
ニ
ヒ
ト
リ
ノ
撕
師
ア
リ
、
 

ソ
ノ
名
ヲ
阿
刀
ノ
千
世
ト
イ
フ
(
以

下

「熊
野
権
現
御
垂
迹
縁
起
」
と
同
じ
内
容
の
伝
承
を
記
す
)

か
く
熊
野
の
神
の
本
源
を
摩
訶
陀
国
に
求
め
る
説
が
生
じ
た
の
は
、
我
国
の
神
明
を
以
て
仏
陀
の
垂
迹
と
な
す
本
地
垂
迹
思
想
か
ら
す
れ 

ば
、
自
然
的
な
進
展
で
あ
っ
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
㈡

の

「
私
聚
百
因
縁
集
」
に
お
い
て
、
そ
の
本
源
を
「
仏
ノ
生
国
」
と
呼
ん
で 

い
る
こ
と
は
、
そ
れ
を
明
ら
か
に
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
さ
て
、
右
の
三
書
の
記
事
の
う
ち
、
®
は
摩
訶
陀
国
の
大
王
と
し
て
い
る 

こ
と
、
ま
た
五
の
斂
を
投
げ
、
そ
の
後
を
追
っ
て彥

山
に
天
降
っ
た
と
し
て
い
る
こ
と
が
「
神
道
集
」
と
一
致
し
、
更

に

「
本
国
ヲ
ゥ
ラ 

ミ

タ

マ

フ

コ
ト
ア

リ

テ
」
と
言
っ
て
い
る
の
も
、

「
神
道
集
」
に
述
べ
る
五
衰
殿
物
語
の
如
き
が
背
後
に
あ
っ
た
こ
と
を
窺
わ
し
め
る
。

「
諸
神
本
懐
集
」

の
撰
述
は
、

「
神
道
集
」
成
立
年
時
と
さ
れ
る
文
和
•
延
文
を
遡
る
こ
と
僅
か
三
十
年
程
で
あ
り
、

そ
の
頃
に
は
既
に 

五
衰
殿
物
語
は
存
在
し
て
い
た
と
見
て
ょ
い
で
あ
ろ
う
。
㈡

で
は
、
役
の
行
者
説
話
の
中
で
、
熊
野
の
縁
起
に
関
す
る
記
事
が
場
所
を
や

二
八
七



二
八
八

や
隔
て
て
二
度
記
さ
れ
て
い
る
。
後
の
方
の
記
事
は
、
「
長
寛
勘
文
」
に

引

く

「熊
野
権
現
御
垂
迹
縁
起
」
と
全
く
同
じ
内
容
で
あ
る
が
、
 

そ
こ
に
更
に
仏
生
国
の
鎮
守
と
な
す
説
が
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
漢
土
よ
り
の
垂
迹
説
と
、
天
竺
よ
り
の
垂
迹
説
と
が
結
び
つ
け
ら
れ 

て
い
る
こ
の
形
は
、

「
神
道
集
」

の

「
熊
野
権
現
事
」

の
構
成
に
近
い
所
を
も
っ
て
い
る
が
、

五
衰
殿
物
語
存
在
の
有
無
に
つ
い
て
は
、
 

こ
の
記
事
は
推
測
の
資
料
を
提
供
し
て
い
な
い
。
㈠

は
最
も
古
い
鎌
倉
初
期
の
記
録
で
あ
る
が
、
そ

こ

に

「
振
捨
摩
訶
提
国
」
と

か

「
過 

甚
悪
無
道
之
境
」
と
か
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
㈢

の
場
合
と
同
様
、
五
衰
殿
物
語
の
よ
ぅ
な
摩
訶
陀
国
に
お
け
る
事
件
を
踏
ま
え
て
い
る 

も
の
と
想
像
す
る
余
地
が
な
く
も
な
い
。
積
極
的
に
は
主
張
し
得
な
い
が
、
五
衰
殿
物
語
の
或
立
が
こ
の
頃
に
ま
で
遡
る
可
能
性
は
存
す 

る
訳
で
あ
る
。

こ
ぅ
し
て
、
本
稿
が
考
察
の
対
象
と
す
る
、
五
衰
殿
物
語
を
中
心
内
容
と
す
る
熊
野
本
地
譚
は
、
案
外
に
早
く
成
立
し
て
い
た
こ
と
も 

考
え
ら
れ
る
が
、
文
献
の
上
で
は
、
「
神
道
集
」
に
至
っ
て
、
は
じ
め
て
そ
の
具
体
的
な
姿
を
現
わ
し
て
く
る
の
で
あ
る
。

ニ
、
神

道

集

の

「
熊
野
権
現
事
」

「
神
道
集
」
巻
ニ
に
載
せ
ら
れ
た
「熊
野
権
現
事
」
は
、
左
記
の
如
き
記
事
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

㈠

唐
の
‘霊
山
よ
り
、
王
子
、
豊
前
彦
根
嶽
に
天
降
り
、
処
々
を
経
て
熊
野
権
現
と
顕
れ
る
事
。

㈡

三
所
権
現
•
五
所
王
子
•
四
所
明
神
並
に
金
峯
山
象
王
権
現
等
の
本
地
仏
の
事
。

㈢

五
衰
殿
物
語
の
事
。

_
摩
訶
陀
国
の
善
財
王
.
王

子

.
喜
見
聖
人
が
、
北
へ
向
け
て
投
げ
た
五
の飙

を
追
っ
て
、
筑
紫彥

根
嶽
を
は
じ
め
五
所
を
巡
っ
て
紀 

伊
国
牟
婁
郡
に
付
く
事
。



㈤

千
代
包
と
い
う
狩
師
に

よ

っ

て

熊
野
権
現
が
顕
わ

さ

れ

る

事
。

㈥

三
所
権
現
及
び
若
一
王
子
の
本
地
と
、
諸
社
顕
現
の
次
第
。

㈦

摩
訶
陀
国
の
九
百
九
十
九
人
の
后
達
、
後
を
追
っ
て
来
り
赤
虫
と
な
る
事
。

㈧

垂
仁
天
皇
の
御
時
、
疫
病
に
よ
り
国
々
に
三
千
七
百
余
社
を
祀
る
事
。

㈨

綏
靖
天
皇
、
朝
夕
に
七
人
の
人
を
食
す
に
よ
り
、
臣
下
が
謀
を
め
ぐ
ら
し
て
、
帝
を
内
裏
の
岩
屋
に
入
れ
奉
る
事
。

(3)
内
侍
所
の
守
護
に
は
熊
野
を
第
一
と
す
る
次
第
。

㈠

は
、
そ

の

首

に

「
凡
縁
起
ヲ
見
ル
ニ
」
と
あ
っ
て
、
前

掲

の

「熊
野
権
現
御
垂
迹
縁
起
」

の
天
台
山
王
子
信
垂
迹
説
に
拠
っ
た
も
の
で 

あ
ろ
う
。
㈡

は

「
長
秋
記
」
な
ど
に
記
さ
れ
た
熊
野
諸
社
祭
神
の
本
地
と
同
じ
で
あ
る
。
そ
し
て
、
㈠

と
㈡

と
を
結
び
つ
け
る
の
に
、
役 

行
者
と
婆
羅
門
僧
正
の
名
を
出
し
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
神
武
天
皇
四
十
三
年
壬
寅
の
年
に
、
天
台
山
の
王
子
が
熊
野 

権
現
と
顕
れ
た
が
、
そ
の
後
、
仏
法
が
本
朝
へ
渡
っ
て
後
も
、
上
代
は
な
お
幽
微
で
あ
っ
た
。
帝
王
四
十
余
代
の
頃
、
役
行
者
婆
羅
門
僧 

正
等
が
参
詣
し
て
後
に
、
は
じ
め
て
本
地
を
顕
わ
し
た
と
し
、
そ
こ
で
本
地
仏
の
記
述
に
移
る
の
で
あ
る
。
既

に

「
私
聚
百
因
縁
集
」
に 

お
い
て
も
、
役
行
者
説
話
の
中
に
熊
野
権
現
の
縁
起
が
二
度
迄
も
記
さ
れ
て
お
り
、
更
に
王
子
信
垂
迹
説
と
仏
生
国
よ
り
の
垂
迹
説
と
が 

併
記
さ
れ
て
い
て
、

「
神
道
集
」
に
近
い
形
が
現
わ
れ
て
い
る
の
を
見
た
が
、

そ
こ
で
は
ま
だ
縁
起
の
中
で
の
役
行
者
の
役
割
は
明
ら
か 

で
な
い
。
「
神
道
集
」
は
、
こ

の

「熊
野
権
現
事
」

の
冒
頭
に
「抑
熊
野
権
現
ト
申
ス
ハ
役
ノ
行
者
婆
羅
門
僧
正
併
真
本
地
信
仰
下
ヘ
リ
」 

と

記
し
て
い

る

こ

と

か

ら

も
、
熊
野
社
の
麼
史
の
上
で
役
行
者
婆
羅
門
僧
正
の
役
割
を
特
に
重
く
見
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
王
子
信
垂
迹 

説
と
、
本
地
垂
迹
思
想
の
本
地
説
と
を
、
役
行
者
婆
羅
門
僧
正
に
よ
っ
て
結
合
し
て
き
た
.の
は
、

「
神
道
集
」

の
編
纂
、

も
し
く
は
そ
の 

前
段
階
の
原
資
料
成
立
の
過
程
に
お
い
て
、

そ
う
な
ら
し
め
る
原
因
が
存
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、

こ
こ
で
考
え
合
わ
さ
れ
る
の
は

二
八
九



I

 

一一s

「熊
野
権
現
金
剛
蔵
王
宝
殿
造
功
日
記
」

の
左
の
記
事
で
あ
る
。

孝
昭
天
皇
御
宇
、
懿
徳
天
皇
太
子
、
受
禅
三
十
四
辛
卯
歳
、
治
八
十
三
年
、
御
年
百
二
十
、
大
和
国
掖
上
池
心
宮
御
坐
、
此
御
時
新 

宫

熊
野
一
丈
熊
三
疋
走
、
撕
師
是
焉
欲
射
熊
追
、
於
西
北
山
石
上
、
現
三
枚
鏡
、
其
之
時
是
与
□
拾
弓
箭
、爱

裸
形
聖
人
出
来
、
三 

枚
鏡
上
造
覆
家

孝
昭
天
皇
御
時
、
戊
午
歳
、
那
智
瓏
顕
現
千
手
観
音
、
九
月
九
日
、
山
上
裸
形
聖
人
奉
祝
十
二
所
権
現 

猓
師
が
熊
を
追
っ
て
い
っ
た
所
、

三
枚
の
鏡
が
現
ず
る
と
い
う
の
は
、

「
御
垂
迹
縁
起
」
以
下
の
諸
書
に
載
せ
る
も
の
と
同
種
の
伝
承
で 

あ
る
が
、
こ
こ
で
は
更
に
裸
形
聖
人
な
る
人
物
が
登
場
し
、
神
を
斎
い
た
と
述
べ
て
い
る
。

こ
の
裸
形
聖
人
は
お
そ
ら
く
伝
説
上
の
人
物 

で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
名
か
ら
し
て
、
や
は
り
役
行
者
流
の
山
中
苦
行
の
修
道
者
と
思
わ
れ
る
。
熊
野
の
神
顕
現
の
次
第
を
語
る
伝
え
の
中 

に
、

こ
の
よ
う
な
人
物
が
重
要
な
役
割
を
荷
っ
て
く
る
の
は
、
熊
野
の
縁
起
に
関
す
る
語
り
ご
と
が
、
か
か
る
山
中
止
棲
の
苦
行
者
を
祖 

と
仰
ぐ
修
験
の
系
統
の
仏
教
者
の
手
に
管
理
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

「
神
道
集
」
が
役
行
者
を
出
し
て
き 

た
の
も
、
同
様
の
事
情
を
意
味
し
て
い
る
も
の
と
考
え
た
い
。
そ
し
て
こ
の
事
は
、
㈢

の
五
衰
殿
物
語
の
成
立
に
も
関
連
し
て
く
る
の
で 

あ
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
後
に
詳
述
す
る
。

㈢

㈣

は
、
熊
野
権
現
垂
迹
の
次
第
を
具
体
的
に
語
る
物
語
で
、

「
神
道
集
」

の
記
述
の
要
と
な
っ
て
い
る
部
分
で
あ
る
。

そ
の
内
容
に 

つ
い
て
の
考
察
は
後
に
回
す
こ

と

と

し
て
、
こ
こ
で
は
、
こ

の

物
語
が
、
そ
の
前
文
と
も
い
う

べ

き

㈠

㈡

の
部
分
と
、
ど

の

よ

う

に

つ
な 

が
る
の
か
、
「
神
道
集
」

の
書
き
方
は
甚
だ
不
明
瞭
で
あ
る
こ

と

を

注
意
し
て
お
き
た
い
。
㈢

に
入
る
に
先
立
っ
て
、r

此
権
現
ト
申
ハ
天 

照
太
神
ノ
時
ノ
人
ニ
テ
御
在
ト
モ
、
示
ス
処
ノ
国
土
ハ

遍
ネ
シ
、

余
ノ
国
ヲ
ハ
挙
テ
云
へ
ヵ
ラ
ス
」
の

一
文
が
あ
り
、

す
ぐ
に
続
い
て 

「中
天
竺
摩
訶
陀
国
六
万
国
ノ
主
ハ
善
財
王
ト
申
ス
是
ナ
リ
云
々
」
と
、
五
衰
殿
物
語
を
説
き
起
し
て
い
る
。
既
に
㈠

に
お
い
て
、
唐
土



よ
り
の
垂
迹
説
を
記
し
た
の
に
、
今
度
は
垂
迹
の
根
源
と
し
て
の
摩
訶
陀
国
の
物
語
を
述
べ
る
の
で
'
 

前
者
と
の
関
係
を
説
明
し
よ
う
と 

し
て
、
「
示
ス
処
ノ
国
土
ハ
遍
ネ
シ
」
と
言
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
が
、
そ
の
文
意
は
正
確
に
理
解
し
難
い
。
「
神
道
集
」

の 

主
目
的
は
、
五
衰
殿
物
語
を
語
る
こ
と
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
唐
土
よ
り
の
垂
迹
説
を
も
無
視
し
得
な
か
っ
た
事
情
の
存
し
た
こ
と 

が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

㈣

の
途
中
か
ら
と
㈤

は
、
㈠

と

同

様

「
熊
野
権
現
御
垂
迹
縁
起
」

の
古
記
と
、
ほ
ぼ
構
成
を
同
じ
く
す
る
。
た
だ
、
㈣

の
熊
野
へ
着
く 

迄
に
巡
歴
す
る
場
所
が
「
御
垂
迹
縁
起
」
と
は
一
部
異
な
る
。
「
縁
起
」
は
、
鎮
西
日
子
の
峯
•
伊
予
国
石
鉄
の
峯*

淡
路
国
遊
鶴
羽
の
峯 

を
経
て
後
に
熊
野
に
到
る
が
、

「
神
道
集
」
は
、

筑
紫彥

根
嶽
.
陸

奥
国
中
宮
山
.
淡

路

和
•
伯

耆
国
大
山
の
四
所
を
経
て
熊

野
に
留
ま 

る
と
す
る
。

こ
の
変
化
が
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も
つ
の
か
、

明
ら
か
に
は
言
い
得
な
い
が
、

「
神
道
集
」
と
ほ
ぼ
同
時
代
の
「
諸
神
本
懐 

集
」
に
お
い
て
も
、
下
野
国
日
光
山
.
出
羽
国
石
城
郡
•
淡
路
国
喩
鶴
羽
峯
•
豊
後
国
彦
山
と
い
う
風
に
、
こ
れ
ま
た
、
異
な
っ
た
伝
え 

を
記
し
て
い
る
所
を
見
る
と
、

こ
の
部
分
は
か
な
り
自
由
に
語
り
変
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
地
は
い
ず
れ
も
修
験
の
霊 

揚
で
あ
る
所
か
ら
し
て
、
た
と
え
ば
修
験
の
系
統
に
よ
っ
て
、
巡
歴
の
地
を
語
り
変
え
る
と
い
っ
た
事
情
が
あ
っ
た
と
も
臆
測
す
る
こ
と 

が
で
き
る
。

次
に
@
に
お
い
て
、
「
神
道
集
」
は
撒
師
千
代
包
の
話
に
入
る
前
に
、
「
抑
熊
野
権
現
ト
申
ハ
八
尺
ノ
熊
現
シ
テ
、
飛
鳥
野
ト
云
処
ニ
顕 

ハ
レ
下
ヘ
リ
、
佐
コ
ソ
熊
野
ト
申
ケ
ン
」
と
、

地
名
の
由
来
を
説
明
す
る
一
文
を
加
え
て
い
る
。

「
御
垂
迹
縁
起
」
以
下
の
同
種
の
説
話 

を
記
し
た
諸
書
に
は
、

こ
の
記
事
は
見
え
な
い
が
、

「
熊
野
権
現
金
剛
蔵
王
宝
殿
造
功
日
記
」
や

「諸
神
本
懐
集
」
に
お
い
て
は
、
猓
師 

が
山
中
へ
追
っ
て
い
っ
た
獣
を
熊
と
し
て
い
る
。

「
御
垂
迹
縁
起
」
や

「
神
道
集
」
は
猪
で
あ
る
。

文
献
に
あ
ら
わ
れ
た
時
代
か
ら
す
れ 

ば
、
猪
の
方
が
元
で
、
熊
と
し
た
の
は
、

熊
野
の
名
に
引
か
れ
た
変
化
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、

そ
れ
は
と
も
か
く
、
「
神
道
集
」

ニ
九
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が
こ
こ
に
、

右
の
如
き
熊
野
の
名
の
起
源
説
明
を
加
え
た
の
は
、

「
諸
神
本
懐
集
」
や

「造
功
日
記
」

の
伝
え
と
関
係
が
あ
る
の
で
は
な 

か
ろ
う
か
。
千

与

定

(
千
代
包
)
な
る
狒
師
に
ま
つ
わ
る
熊
野
神
顕
現
の
伝
承
に
は
、狨

師
の
追
っ
た
獣
を
猪
と
す
る
も
の
と
、
熊
と
す 

る
も
の
と
の
二
つ
の
伝
え
が
当
時
行
な
わ
れ
て
い
た
の
で
、

「
神
道
集
」
は
そ
の
両
方
を
と
り
入
れ
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え 

ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
「
神
道
集
」
は
、
撒
師
が
猪
を
追
っ
て
山
中
へ
入
り
、
そ
の
行
方
を
失
っ
た
所
、
八

尺

ノ

烏

(東
洋
文
庫
本
.

(
注

5
)

八
|^
烏
)
が
現
れ
て
猓
師
を
導
い
た
と
語
る
。

こ
の
八
咫
烏
の
事
も
、

「
御
垂
迹
縁
起
」

な
ど
に
は
見
え
な
い
が
、

「
寺
社
元
要
記
」
に 

は
、
「
智
証
大
師
ノ
時
ハ
八
网
烏
ニ
テ
出
マ
シ
マ
ス
」
と
い
う
伝
え
を
記
し
て
い
る
。
「
神
道
集
」
も
、
猓
師
を
導
い
て
ゅ
く
う
ち
、
こ
の 

烏
は
金
色
に
変
じ
た
と
言
い
、

烏
自
身
も
神
の
化
現
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
よ
う
で
、

「
寺
社
元
要
記
」

の
伝
え
と
同
種
の
伝
承
に
拠
っ 

た
の
で
あ
ろ
う
。

次
に
、
神
が
三
枚
の
鏡
と
現
じ
て狨

師
に
名
の
る
に
、

「
我
レ
ハ
是
、
昔
シ
天
照
太
神
五
代
孫
子
、
摩
訶
陀
国
ノ
且
ク 

ノ
主
、
我
国
相
伝
ノ
者
ナ
リ
」
と
言
っ
て
い
る
。
摩
訶
陀
国
の
王
を
天
照
大
神
の
孫
子
と
す
る
の
も
他
書
に
は
見
え
な
い
所
で
あ
る
。
先 

に
述
べ
た
如
く
、
既
に
五
衰
殿
物
語
に
入
る
前
に
も
、

r

此
権
現
ト
申
ハ
天
照
大
神
ノ
時
ノ
人
ニ
テ
御
在
ト
モ
」
と
記
し
て
い
る
が
、

こ 

の
よ
う
に
熊
野
の
神
を
天
照
大
神
と
関
係
づ
け
る
の
は
、
平
安
時
代
末
期
か
ら
諸
書
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
伊
勢
熊
野
同
鉢
説
に
よ
っ
て
導 

き
出
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

㈥

は
、
五
衰
殿
物
語
の
結
び
と
し
て
、
物
語
と
の
関
連
の
も
と
に
、
再
び
諸
神
の
本
地
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
証
誠
殿
は 

本
地
阿
弥
陀
で
昔
の
喜
見
聖
人
、
西
の
宮
は
本
地
千
手
観
音
で
昔
の
五
衰
殿
女
御
、
中
の宫

は
昔
の
善
財
王
、
若
一
王
子
は
五
衰
殿
女
御 

が
山
中
で
生
ん
だ
王
子
で
あ
る
と
す
る
。
熊
野
諸
社
の
祭
神
の
本
地
仏
に
つ
い
て
は
、
既
に
は
じ
め
の
㈡

に
お
い
て
記
し
て
あ
る
が
、
こ 

こ
で
は
、

五
衰
殿
物
語
の
主
要
人
物
と
祭
神
と
の
関
係
を
説
く
こ
と
に
中
心
が
置
か
れ
て
い
る
。

そ
し
て
右
の
喜
見
聖
人
•
五
衰
殿
女 

御

•
善
財
王
の
三
人
を
、
三
所
権
現
の
祭
神
に
そ
れ
ぞ
れ
配
合
す
る
の
に
当
っ
て
は
、
「
長
秋
記j

な
ど
に
記
さ
れ
た
垂
迹
の
形
相
が
根
拠



と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
"
「
長
秋
記
」
は
三
所
権
現
に
つ
い
て
、

丞
相 

和
命
家
津
王
子 

法
形
阿
弥
陀
仏 

両
所 

西
宮
結
ノ宫

女
形 

本
地
千
手
観
音 

中
宮 

早
玉
明
神
俗
形 

本
地
薬
師
如
来

と
記
し
て
い
る
。
か
く
証
誠
殿
を
法
形
、
西
宮
を
女
形
、
中
宮
を
俗
形
と
す
る
所
か
ら
、
喜
見
聖
人
を
証
誠
殿
に
、
五
衰
殿
女
御
を
西
官 

に
、
善
財
王
を
中
宮
に
当
て
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。
な
お
こ
れ
に
は
、
中
世
に
数
多
く
作
ら
れ
た
と
言
わ
れ
る
、
本
地
や
垂
迹
の
形
相
を

(
注

6
)

図
し
た
曼
茶
羅
の
類
が
媒
介
を
な
し
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

㈦

も
、
五
衰
殿
物
語
に
関
連
の
あ
る
記
事
で
あ
る
が
、
こ
の
赤
虫
に
つ
い
て
は
、
何
か
民
間
の
伝
承
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
室 

町
期
以
後
の
物
語
諸
本
に
あ
っ
て
も
、
ほ
と
ん
ど
が
赤
虫
の
記
事
を
含
ん
で
い
る
所
を
見
る
と
、
当
時
の
人
々
に
と
っ
て
は
興
味
を
惹
く 

事
柄
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

さ
て
㈦

を
以
て
、
五
衰
殿
物
語
を
中
核
と
す
る
熊
野
権
現
垂
迹
の
次
第
は
語
り
了
え
て
い
る
訳
で
あ
る
が
、
そ
の
後
に
更
に
㈧

㈨

㈢
の 

如
き
話
を
つ
け
加
え
て
い
る
。
㈨

の
よ
う
に
奇
怪
な
内
容
の
話
も
あ
り
、

こ
の
辺
に
な
る
と
文
章
も
晦
渋
で
、
こ
れ
ら
の
記
事
が
ど
の
よ 

う
な
意
味
を
も
つ
の
か
理
解
し
難
い
。

以

上

が

「
神
道
集
」

の

「
熊
野
権
現
事
」

の
大
綱
で
あ
る
。

量
的
に
は
㈢

の
五
衰
殿
物
語
が
全
体
の
半
分
強
を
占
め
て
お
り
、

「
神
道 

集
」

の
意
図
が
、
こ
の
物
語
に
よ
っ
て
熊
野
の
縁
起
を
説
こ
う
と
し
た
所
に
あ
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
る
が
、
熊
野
に
関
す
る
旧
来
の
諸
伝 

承
を
も
網
羅
し
て
組
織
立
て
よ
う
と
し
、
そ
れ
が
未
熟
に
終
っ
て
い
る
た
め
に
、
す
こ
ぶ
る
錯
雑
し
た
観
を
呈
し
て
い
る
。
し
か
し
大
筋 

と
し
て
は
、
「熊
野
権
現
御
垂
迹
縁
起
」

の
如
き
古
伝
承
と
、

本
地
垂
迹
思
想
に
よ
る
本
地
観
と
を
、

五
衰
殿
物
語
に
よ
っ
て
結
合
し
よ

ニ
九
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う
と
し
た
も
の
と
見
て
良
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
そ
し
て
、
「熊
野
の
本
地
」

の
名
を
以
て
呼
ば
れ
る
室
町
期
以
後
の
物
語
諸
本
は
、
 

い
ず

れ

も

「
神
道
集
」

の
0
_
内
的
の
み
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
天
台
山
王
子
信
垂
迹
説
や
、
獬
師
に
ま
つ
わ
る
神
顕
現
の
説
話
な
ど
は 

と
り
除
か
れ
て
い
る
。
「
神
道
集
」

の

「熊
野
権
現
事
」
と
、

室

町

物

語

の

「熊
野
の
本
地
」
と
の
関
係
は
、

後
に
述
べ
る
よ
う
に
、
物 

語

の

諸

本

が

「
神
道
集
」

の
記
事
そ
の
も
の
を
源
と
し
て
成
立
し
た
と
速
断
す
る
に
は
な
お
疑
問
が
あ
る
が
、

「
神
道
集
」

の

「
熊
野
権 

現
事
」

の
錯
雑
し
た
構
成
を
、
そ
の
説
こ
う
と
し
た
意
図
に
従
っ
て
単
純
化
す
れ
ば
、
物
語
諸
本
の
如
き
形
態
に
な
る
こ
と
は
、
自
然
の 

変
化
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

三
、
五
衰
殿
物
語
の
成
立

「
神
道
集
」
に
至
っ
て
、
そ
の
具
体
的
な
姿
を
あ
ら
わ
し
、
以
後
、
熊
野
権
現
の
縁
起
を
語
る
物
語
と
し
て
広
く
流
布
し
た
五
衰
殿
物

(
注

7
)

語
は
、
そ
の
典
拠
と
な
っ
た
と
目
す
べ
き
説
話
を
仏
典
の
中
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ

れ

は

「旃
陀
越
国
王
経
」
で
あ
る
。

こ
の
経 

典
は
、
旃
陀
越
王
の
王
子
出
生
を
め
ぐ
っ
て
起
き
た
事
件
の
過
去
の
因
縁
が
、
仏
陀
に
よ
っ
て
説
き
明
か
さ
れ
る
こ
と
を
内
容
と
し
て
い 

る
が
、

そ
の
王
子
出
生
の
経
緯
を
語
る
説
話
は
、

五
衰
殿
物
語
と
き
わ
め
て
類
似
し
て
い
る
。

両
者
の
内
容
を
対
比
し
て
示
し
て
み
よ 

5

0

旃
陀
越
国
王
経 

神
道
集
の
五
衰
殿
物
語 

旃
陀
越
と
い
う
国
王
は
婆
羅
門
道
に
奉
事
し
、
国
を
治
め
る 

摩
訶
陀
国
の
善
財
王
は
千
の
都
を
構
え
、

千

人

の

后

を

置 

に
諸
の
婆
羅
門
を
任
用
す
る
。
 

く
。

王
は
一
人
の
小
夫
人
を
特
に
珍
重
し
、

小
夫
人
は
塵
妊
す 

王
は
后
の
一
人
五
衰
殿
女
御
を
寵
愛
し
、
余
の
后
達
を
顧
み



る

。
諸
夫
人
は
こ
れ
を
嫉
み
、
婆
羅
門
に
金
を
与
え
て
、
も

し

小 

夫
人
が
子
を
生
め
ば
必
ず
国
の
患
と
な

る

で
あ
ろ
う
と
、
王 

に
讒
言
せ
し

め

る

。

王
は
こ

れ

を

聞
い
て
甚
だ
憂
え
、
遂
に
婆
羅
門
の
言
に
従
つ 

て
小
夫
人
を
殺
す
。

小
夫
人
の
骸
を
葬
っ
た
所
、
後
に
塚
の
中
で
児
が
生
れ
る
。
 

母
の
骸
は
半
身
が
朽
ち
ず
に
乳
を
出
し
て
児
を
養
ぅ
。

三
年
の
後
、
塚
が
崩
れ
る
。
児
は
、
昼
は
外
に
出
て
鳥
獣
と 

戯
れ
、
夜
は
塚
の
中
に
宿
る
。

児
六
才
の
時
、
仏
陀
が
沙
門
の
姿
と
な
っ
て
現
れ
、
こ
の
児 

を
祇
洹
へ
伴
な
う
。
児
は
出
家
し
て
須
陀
と
名
の
り
、
忽
に 

羅
漢
道
を
得
る
。

そ
の
後
、
仏
は
須
陀
を
旃
陀
越
王
の
許
へ
行
か
し
め
る
。
王

な
い
。
五
衰
殿
女
御
は
や
が
て
懐
妊
す
る
。

余
の
九
百
九+

九
人
の
后
達
は
こ
れ
を
嫉
み
、
相
人
を
語
ら 

っ
て
、
五
衰
殿
女
御
の
腹
の
王
子
は
、
生
れ
て
後
鬼
と
な
っ 

て
国
土
を
滅
す
で
あ
ろ
う
と
、
占
う
こ
と
を
命
ず
る
。

王
は
そ
の
占
い
に
も
動
じ
な
か
っ
た
が
、
后
達
の
重
ね
て
の 

計
略
に
は
か
ら
れ
、
遂
に
五
衰
殿
女
御
の
許
を
去
る
。
后
達 

は
宣
旨

と

称
し
て
武
士
を
遣
わ
し
、
女
御
を
山
中
で
殺
さ
せ 

る
。

女
御
は
山
中
で
王
子
を
生
ん
だ
後
に
斬
ら
れ
る
。
死
後
も
骸 

よ
り
乳
を
出
し
て
王
子
に
与
え
、
ま
た
十
二
の
虎
'か
現
れ
て 

王
子
を
守
護
す
る
。

三
年
の
後
、
女
御
の
骸
は
水
と
な
っ
て
失
せ
、
そ
の
後
は
虎 

共
が
食
物
を
集
め
て
王
子
を
養
う
。

児
四
才
の
時
、
苑
商
山
に
住
む
喜
見
聖
人
が
、
十
羅
刹
女
の 

告
げ
に
よ
っ
て
来
っ
て
王
子
を
救
い
、

手
許
に
て
養
育
す 

る

。
王
子
七
才
の
時
、

喜
見
聖
人
は
王
子
を
具
し
て
内
裏
へ
参

ニ
九
五



ニ
九
六

が
国
に
後
嗣
の
無
い
こ
と
を
歎
く
と
、
須
陀
は
王
に
奇
瑞
を 

り
、
王
に
こ
れ
ま
で
の
一
部
始
終
を
物
語
る
。

見
せ
て
、
仏
陀
に
帰
依
す
る
よ
う
に
勧
め
、
仏
陀
の
許
へ
伴 

な
う
。
仏
陀
は
王
に
戒
を
授
け
た
後
、
須
陀
が
王
の
子
で
あ 

る
こ

と

を

明
か
し
、
事
実
を
物
語
る
。

こ
の
よ
う
に
、
部
分
的
な
類
似忆

と
ど
ま
ら
ず
、
話
の
運
び
方
全
体
が
、
両
者
は
極
似
し
て
い
る
。
五
衰
殿
物
語
の
種
が
「
旃
陀
越
国
王 

経
」
に
あ
っ
た
こ
と
は
、
ま
ず
否
定
し
得
な
い
で
あ
ろ
う
。

「旃
陀
越
国
王
経
」
は

「
大
正
新
修
大
蔵l

i
」

で
は
一
頁
に
も
満
た
な
い
小
部
の
経
典
で
あ
る
た
め
も
あ
ろ
う
が
、
筆
者
は
寡
聞
に
し 

て
こ
の
経
典
に
つ
い
て
は
何
ら
聞
く
所
が
な
い
。
ま
た
、
右
の
如
き
話
も
中
世
以
前
の
説
話
集
の
類
の
中
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

(
注
8
)

し
か
し
、
民
間
伝
承
の
中
に
は
、
こ
の
経
典
を
種
と
し
た
伝
説
の
あ
る
こ
と
を
、
南
方
熊
楠
翁
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
常
陸
国 

(
注 
9
) 

i

) 

(
注

8

東
光
院
の
頭
白
上
人
•
安
芸
国
宮
島
光
明
寺
の
上
達
上
人
.
伊
予
国
西
宇
和
郡
龍
潭
寺
の
幽
霊
和
尚
•
陸
中
国
稗
貫
郡
大
興
寺
の
如
幻
充

(
注
12
)

察
和
尚
な
ど
の
伝
と
し
て
知
ら
れ
る
赤
子
塚
の
伝
説
で
あ
る
。
懐
胎
し
て
い
る
女
を
殺
し
て
、
屍
体
を
土
中
に
埋
め
た
所
、
そ
の
塚
の
中 

で
赤
児
が
生
れ
る
。
母
親
の
幽
霊
が
そ
の
児
を
養
な
い
、
児
は
成
長
の
後
に
名
僧
知
識
と
な
っ
た
と
す
る
伝
え
で
あ
る
。

こ
の
伝
説
に
つ 

い
て
は
、
柳
田
国
男
翁
も
と
り
上
げ
ら
れ
、
そ
れ
が
サ
へ
の
神
の
信
仰
と
い
う
民
俗
的
土
壌
に
よ
っ
て
育
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を

(
注
13
)

論
証
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
種
は
南
方
翁
の
指
摘
の
如
く
、
こ
の
仏
典
の
説
話
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
良
い
で
あ
ろ
う
。
赤
子
塚
の
伝
説
に 

類
す
る
話
は
、
「
東
海
道
名
所
記
」

の
小
夜
の
中
山
の
条
に
記
さ
れ
て
い
る
外
、
「
狗
張
子
巻
ニ
•
原
隼
人
佐
謫
山
」
や

「
奇
異
雑
談
集
巻 

四

•
霊
山
正

法
寺
の
開

山

国
阿
上
人
の
発
心
由
来
」
等
、
近
世
の
怪
異
小
説
の
題
材
に
も

と

り

上
げ
ら
れ
て
い
て
、
こ
の
種
の
説
話
は
か 

な

り

古
く
か
ら
民
間
に
流
布
し
て
い
た
よ
う
で

あ

る

。

さ
す
れ
ば
、

中
世
以
前
の
文
献
に
は
確
実
な
徴
証
を
求

め

得
な
い
と

し

て

も

、



「施
陀
越
国
王
経
」
を
種
と
す
る
説
話
が
、

い
わ
ゆ
る
説
話
管
理
者
の
扱
う
材
料
の
一
つ
と
し
て
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
 

従
っ
て
、
五
衰
殿
物
語
が
「
旃
陀
越
国
王
経
」
に
基
づ
い
て
作
ら
れ
た
可
能
性
は
、
決
し
て
少
な
く
な
い
と
言
え
る
と
思
う
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
、

五
衰
殿
物
語
の
原
拠
をr

旃
陀
越
国
王
経
」
と
す
る
前
提
に
立
っ
て
、

再
び
両
者
を
比
較
す
る
と
、

仏
典
の
説
話
に
比 

し
、
五
衰
殿
物
語
に
は
物
語
と
し
て
の
潤
色
が
非
常
に
豊
か
に
施
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、

一
夫
人
が
王
の
寵
愛
を
集
め
る
こ
と
に
つ 

い
て
、

経

は

「
王
小
夫
人
、
特
見
珍
重
、
時
兼
娠
」
と
記
す
だ
け
で
あ
る
が
、

「
神
道
集
」

で
は
、
五
衰
殿
女
御
は
千
人
の
后
の
中
に
は 

最
下
の
悪
女
で
あ
っ
た
の
で
、
王
は
こ
の
女
御
を
捨
置
き
、
そ
の
御
殿
も
荒
れ
る
に
任
せ
る
有
様
で
あ
っ
た
。
女
御
は
こ
れ
を
過
去
の
宿 

業
と
悲
し
み
、
千
手
観
音
に
祈
る
と
、
生
を
替
え
ず
に
三
十
二
相
八
十
種
好
を
具
足
し
て
、
紫
磨
金
色
の
身
と
な
り
、

一
変
し
て
大
王
の 

寵
愛
を
一
身
に
集
め
る
に
至
っ
た
と
述
べ
て
い
る
如
き
で
あ
る
。

こ

の

よ

う

な

五
衰
殿
物
語
の
脚
色
の
中
で
、
特
に
問
題
と
な
る
の
は
、
五
衰
殿
女
御
の
殺
害
と
王
子
の
誕
生
、
及
び
そ
の
王
子
を
喜
見 

聖
人
な
る
聖
が
救
い
出
す
条
で
あ
る
。

「旃
陀
越
国
王
経
」
は
、
小
夫
人
の
殺
害
と
児
の
誕
生
に
つ
い
て
も
、
「
王
便
聰
用
其
言
、
遂
見
抂
殺
、
便
葬
埋
之
、
児
後
於
塚
中
生
」 

と
、
ほ
ん
の
事
実
を
記
す
だ
け
で
あ
る
が
、

「
神
道
集
」
は
、

こ
の
部
分
を
物
語
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
と
し
て
感
動
的
に
語
っ
て
い
る
。
 

大
王
を
た
ば
か
る
こ
と
に
成
功
し
た
九
百
九
十
九
人
の
后
達
は
、
大
王
の
宣
旨
と
称
し
て
、
六
人
の
武
士
に
五
衰
殿
女
御
を
鬼
谷
山
の
鬼 

時
谷
に
て
斬
る
こ
と
を
命
ず
る
。
武
士
は
五
衰
殿
に
乱
入
し
て
女
御
を
引
き
出
し
、
鬼
谷
山
へ
情
容
赦
も
な
く
追
い
立
て
て
行
く
。
最
期 

所
に
据
え
ら
れ
た
女
御
は
、
身
々
と
な
ら
ず
し
て
死
ぬ
事
を
悲
し
み
、
観
音
を
祈
り
つ
つ
千
手
経
を
読
誦
す
る
と
、
や
が
て
玉
の
如
く
な 

る
王
子
が
生
ま
れ
る
。
さ
す
が
の
武
士
も
、
こ
の
有
様
に
は
哀
れ
を
催
し
、
谷
の
水
を
汲
ん
で
王
子
に
産
湯
を
つ
か
わ
せ
た
後
に
、
涙
な 

が
ら
に
女
御
の
首
を
賜
わ
る
と
い
う
内
容
で
あ
る
。

ニ
九
七



ニ
九
八

特

に

「旃
陀
越
国
王
経
」
と
違
う
所
は
、
女
御
の
悲
痛
な
願
い
に
よ
っ
て
処
刑
を
暫
く
猶
予
し
、
王
子
を
生
ん
だ
後
に
斬
る
こ
と
で
あ 

る
。
「
広
益
俗
説
弁
」

の

「熊
野
神
天
竺
よ
り
飛
来
り
給
ふ
説
」
に
は
、

俗
説
云
、
天
竺
摩
伽
陀
国
に
善
財
王i

桃
瞧
と
て
あ
り
し
が
、
其
妃
五
衰
殿
の
善
法
女
懐
妊
し
け
る
を
、
他
の
妃
こ
れ
を
ね
た
み
、
善 

財
王
が
留
守
を
う
か
が
ひ
、
官
人
を
っ
か
は
し
善
法
女
を
山
中
に
殺
さ
し
む
。
其
死
後
に
い
た
っ
て
屍
男
子
を
生
む
。
云
 々

と
あ
っ
て
、
経
の
説
話
と
同
じ
く
、
死
後
に
王
子
を
生
ん
だ
と
記
し
て
い
る
。
更
に
古
く
、
舞

の

本

の

「
高
館
」

の
中
で
、
鈴
木
三
郎
が 

重
代
の
腹
巻
の
由
来
を
語
る
に
、

こ
の
五
衰
殿
物
語
を
以
て
す
る
所
が
あ
る
が
、
そ

こ

で

も

「
俗
説
弁
」
記
載
の
如
き
形
で
語
ら
れ
て
い 

る

。

そ
こ
で
、
あ
る
い
は
そ
う
い
う
形
を
も
っ
た
五
衰
殿
物
語
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
疑
問
が
起
き
る
が
、
筆
者
の
見
た
限
り 

で
は
、
室
町
物
語
の
諸
本
を
は
じ
め
、
説
経
の
正
本
に
至
る
ま
で
、
す
べ
て
女
御
の
生
前
に
王
子
の
誕
生
が
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。

こ
れ 

は
、
前
記
の
赤
子
塚
の
伝
説
の
よ
う
に
、
塚
の
中
の
死
骸
か
ら
赤
児
が
生
ま
れ
た
こ
と
を
語
る
伝
承
が
、

一
方
に
お
い
て
民
間
に
広
く
流 

布
し
て
い
た
た
め
に
、
そ
れ
と
の
混
同
に
よ
っ
て
生
じ
た
後
世
の
誤
伝
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。

さ
て
、
こ
の
よ
う
に
「
神
道
集
」

の
語
る
五
衰
殿
物
語
が
、
原
拠
の
説
話
の
母
の
死
と
児
の
出
生
の
順
序
を
変
え
て
脚
色
を
加
え
た
結 

果
は
、

王
子
誕
生
の
奇
瑞
と
女
御
の
最
期
の
様
を
印
象
づ
け
る
上
で
、

効
果
を
挙
げ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、

筑
土
鈴
寛
氏

(
注
14
)

は
、
こ
こ
に
は
日
本
固
有
の
山
と
産
育
の
信
仰
が
現
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
強
調
さ
れ
て
い
る
。
日
本
の
民
俗
の
中
に
は
、
山
の
神
に
関
す 

る
種
々
の
伝
承
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
山
の
神
を
以
て
産
の
神
と
す
る
信
仰
が
顕
著
に
見
ら
れ
、
更
に
は
、
山
の
神
自
身
の
出 

産
を
語
る
伝
え
も
伝
存
し
て
い
る
。

「義
経
記
」
に
、
近
江
と
越
前
と
の
境
に
あ
る
愛
発
山
の
名
の
由
来
と
し
て
、

弁
慶
の
ロ
を
通
し
て 

語
ら
れ
た
、
白
山
の
竜
宮
の
宮
が
辛
崎
の
明
神
と
契
り
を
結
び
、
懐
胎
し
た
た
め
加
賀
へ
帰
る
途
、
こ
の
山
で
御
産
を
な
し
た
と
す
る
話 

尨
ど
は
、
文
献
に
残
っ
た
古
い
例
で
あ
る
。

こ
う
し
た
、
山
の
神
の
信
仰
か
ら
生
ま
れ
た
山
中
で
の
貴
子
誕
生
の
語
り
ご
と
が
基
盤
と
な



っ
て
、
あ
の
よ
う
な
五
衰
殿
女
御
の
王
子
出
産
の
場
面
が
描
き
出
さ
れ
た
と
す
る
考
え
方
は
、
そ
の
時
代
の
古
い
資
料
を
揃
え
て
実
証
す 

る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
柳
田
翁
を
は
じ
め
と
す
る
民
俗
学
の
成
果
に
照
ら
し
て
見
る
と
、
充
分
な
説
得
力
を
も
つ
も
の
と
考
え
ら
れ 

る

。

外
来
の
説
話
に
拠
り
な
が
ら
、
こ
の
部
分
が
五
衰
殿
物
語
の
中
で
最
も
力
を
こ
め
て
語
ら
れ
、
聴
手
に
非
常
に
大
き
な
印
象
を
与
え 

る

場
面
と
な
り
得
た
の
に
は
、
そ
の
よ
う
な
民
俗
的
な
素
地
が
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
は
妥
当
で
あ
ろ
う
。

次
に
、
生
ま
れ
た
王
子
を
、
母
の
骸
が
乳
を
出
し
て
養
い
、
三
年
の
後
に
母
の
骸
は
水
と
成
っ
て
失
せ
た
と
す
る
の
は
、
経

に

「
其
母 

半
身
不
朽
、
児
得
飲
其
?1
、
乃
至
三
年
、
其
塚
崩
陥
」
と
あ
る
の
の
忠
実
な
翻
案
と
言
え
る
程
に
近
い
。
ま

た

「
神
道
集
」
に

「
王
子
ハ 

虎

共

ノ

中

左

タ

ノ

虎

右

ノ

虎
頭
ト
尾
ニ
取
付
遊

ヒ

下

ヘ
リ
」
と
あ
る
の
も
、
経

の

「
児
後

得
出
、
与
鳥
獣
共
戯
」
に
相
当
し
て
い
る
。

こ
う
し
て
、

一
人
と
り
残
さ
れ
て
鳥
獣
を
友
と
し
て
暮
す
王
子
は
、
経
で
は
仏
陀
に
救
わ
れ
る
が
、

「
神
道
集
」
で
は
、

こ
こ
に
喜
見 

聖

人

と

い

う

人
物
が
登
場
す
る
。

こ
の
聖
は
「
此
山
籠
ノ
深
法
ヲ
行
下
ケ
リ
、

昼
夜
六
時
ニ
无
間
モ
法
花
経
ヲ
読
誦
シ
下
ケ
リ
、

人
ノ 

七
百
才
ニ
及
下
ヘ
リ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
山
中
止
棲
の
法
華
行
者
で
あ
る
。
日
本
の
民
間
仏
教
で
は
、
上
代
か
ら 

山
林
を
道
場
と
し
て
苦
行
を
積
み
、
咒
験
力
を
養
う
こ
と
に
努
め
た
修
行
者
が
多
く
現
わ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
山
林
抖
擻
の
行
者
の
間
に 

は
、
法
華
経
が
信
仰
の
支
柱
と
し
て
奉
ぜ
ら
れ
て
い
た
が
、
特

に

「薬
王
品
」

の
喜
見
菩
薩
に
対
す
る
信
仰
が
非
常
に
盛
な
時
期
が
あ
っ 

た
。
「
法
華
経
薬
王
品
」
に
は
、
喜
見
菩
薩
が
か
っ
て
日
月
浄
明
徳
仏
の
許
で
修
行
し
て
い
た
時
、
「
我
雖
以
神
力
供
養
於
仏
、
不
如
以
身 

供
養
」
と
て
、
「
即
服
諸
香
旃
檀g

以
天
宝
衣
、
而
自
纒
身
、
灌
諸
香
油
、
以
神
通
力
願
、

而
自
然
身
」
と
あ
る
が
、

こ
の
故
事
に
倣
っ

(
注
16

)

て
、
自
ら
焼
身
の
業
に
出
る
僧
尼
が
、
平
安
時
代
中
期
よ
り
幾
多
現
わ
れ
た
こ
と
を
、
「
法
華
験
記
」
そ
の
他
の
諸
書
が
記
録
し
て
い
る
。
 

「
神
道
集
」

の
聖
の
名
の
「
喜
見
」
は
、
お
そ
ら
く
こ
の
喜
見
菩
薩
を
意
識
し
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
聖
に
、
山
中
の
王
子
を
救
う
べ
し 

と
の
不
思
議
の
告
げ
の
あ
っ
た
時
、
折
柄
聖
は
薬
王
品
を
講
じ
て
い
た
と
述
べ
て
い
る
の
も
、
そ
れ
を
思
わ
せ
る
書
き
方
で
あ
る
。
す
な

ニ
九
九



三
〇
〇

わ
ち
、
喜
見
聖
人
と
い
う
人
物
に
は
、
そ
の
よ
う
な
山
中
止
棲
の
法
華
の
持
経
者
の
姿
が
投
影
さ
れ
て
い
る
こ
と
は

明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

民
間
仏
教
の
一
形
態
で
あ
っ
た
山
林
抖
擻
の
苦
行
者
の
群
れ
は
、
次
第
に
組
織
化
さ
れ
て
、

い
わ
ゆ
る
修
験
道
な
る
一
派
を
樹
立
す
る 

に
至
る
が
、
熊
野
が
古
く
か
ら
か
か
る
修
行
者
の
道
場
と
し
て
繁
栄
し
、
中
世
修
験
道
の
成
立
に
際
し
て
も
、
そ
の
一
大
根
拠
地
と
な
っ 

た
こ
と
は
、
あ
ま
ね
く
知
ら
れ
る
通
り
で
あ
る
。
従
っ
て
、
熊
野
権
現
の
縁
起
に
関
す
る
伝
承
に
修
験
の
徒
が
参
与
し
て
く
る
こ
と
は
、
 

当
然
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
前

述

の

「熊
野
権
現
御
垂
迹
縁
起
」

の
古
伝
承
に
、
神
が
修
験
の
霊
場
を
何
個
所
か
巡
歴
す
る
こ
と
が
語 

ら
れ
て
い
る
所
に
も
、
既
に
修
験
と
の
結
び
つ
き
が
見
ら
れ
、
更
に
そ
の
伝
承
の
中
に
、
役
行
者
や
裸
形
上
人
が
登
場
す
る
な
ど
修
験
と 

の
関
係
を
一
層
深
め
て
く
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
事
実
と
考
え
合
わ
せ
る
と
、
五
衰
殿
物
語
に
喜
見
聖
人
の
如
き
人
物
が
描
か
れ
た
こ
と 

は
、
単

に

「旃
陀
越
国
王
経
」

の
翻
案
と
い
う
以
上
に
、
こ
の
物
語
の
成
立
を
考
え
る
上
に
特
別
の
意
味
を
有
す
る
も
の
と
理
解
す
べ
き 

で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
物
語
の
作
者
を
求
め
る
と
す
れ
ば
、
ど
う
し
て
も
喜
見
聖
人
の
如
き
聖
を
先
達
と
仰
ぎ
、
熊
野
の
信
仰
を 

説
い
た
修
験
の
姿
が
浮
か
ん
で
く
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
、
五
衰
殿
物
語
は
「
旃
陀
越
国
王
経
」

の
説
話
を
種
と
し
、
日
本
固
有
の
山
神
信
仰
を
土
壌
と
し
て
、
か
か
る
形
の
花
を
開 

い
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
が
、

こ
の
種
の
物
語
の
常
と
し
て
、

「
神
道
集
」
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
形
に
な
る
ま
で
に
は
、

幾
段
階
か
の 

成
長
の
過
程
が
あ
っ
た
と
す
る
想
定
が
必
要
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

た
だ
筆
者
の
主
観
と
し
て
は
、

「
神
道
集
」
に
見
る
五
衰
殿
物
語 

は
、
原
拠
の
説
話
と
新
た
な
脚
色
と
が
、
か
な
り
截
然
と
し
て
い
て
、
こ
う
い
う
種
類
の
文
芸
の
中
で
は
、
比
較
的
創
作
性
が
高
い
よ
う 

に
も
感
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
と
も
か
く
、
室
町
期
以
後
に
単
独
の
物
語
と
し
て
草
子
や
絵
巻
に
仕
立
て
ら
れ
た
多
く
の
「
熊
野 

の
本
地
」
が
現
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
「
神
道
集
」
に
見
る
形
よ
り
も
更
に
物
語
と
し
て
の
潤
色
を
加
え
て
い
る
。
現
存 

の
資
料
の
上
で
は
、
「
神
道
集
」

の
五
衰
殿
物
語
が
最
も
素
朴
な
形
態
な
の
で
あ
る
。



四
、

「
熊
野
の
本
地
」

の
物
語
諸
本

室
町
時
代
以
降
に
、
絵

巻

•
奈
良
絵
本
•
写
本
、
及
び
版
本
の
形
で
作
ら
れ
、
今
日
ま
で
伝
存
し
て
い
る
室
町
物
語
「熊
野
の
本
地
」 

の
諸
本
は
、
非
常
に
数
が
多
い
上
に
、
本
文
の
異
同
が
錯
雑
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
諸
本
を
分
類
し
、
系
統
づ
け
る
こ
と
は
大
変
難
し
い 

作
業
で
あ
る
が
、
今
ま
で
に
筆
者
が
直
接
調
査
す
る
こ
と
の
で
き
た
本
、
及
び
横
山
重
氏
の
「
室
町
時
代
物
語
集
」

の
解
題
に
よ
っ
て
本 

文
の
特
徴
を
知
り
得
る
本
に
つ
い
て
、

一
応
の
分
類
を
施
し
て
列
記
す
れ
ば
、

左
の
如
く
で
あ
る
。

(
各
本
の
末
尾
に 

<
>

 

に
入
れ
て 

記
し
た
名
称
は
、
本
稿
で
用
い
た
略
号
で
あ
る
。)

A

I

酒
井
宇
吉
氏
旧
蔵
〔
室
町
中
期
〕
絵

巻

「
熊
野
御
本
地
」 

三

軸

〈酒
井
本
〉

「
室
町
時
代
物
語
集
第
一
」
に
横
山
氏
が
解
題
さ
れ
て
い
る
。
本
書
は
戦
後
に
も
一
度
書
肆
に
姿
を
見
せ
た
が
、
現
在
の
所
在
は
不 

詳
で
あ
る
。

A

I

天
理
図
書
館
蔵
元
和
八
年
写
絵
巻 

三

軸

〈元
和
本
〉

「
室
町
時
代
物
語
集
第
一
」
所
収
。

A

I

高
野
辰
之
氏
旧
蔵
絵
卷
零
卷 

一
軸

「
室
町
時
代
物
語
集
第
一
」
に
解
題
掲
載
。
五
衰
殿
女
御
の
懐
妊
か
ら
、
女
御
が
斬
ら
れ
る
所
ま
で
を
存
す
る
。

A

n 

〔
寛
永
〕
刊
丹
緑
絵
入
本
「
く
ま
の
、
ほ
ん
ち
」
一—巻

(横
山
重
氏
•
天
理
図
書
館
•
日
本
民
芸
館
蔵
) 

〈
丹
緑
本
〉

「
室
町
時
代
物
語
集
第
一
」
所
収
。

A

n

寛
文
八
年
刊
絵
入
本
「
御
す
い
で
ん
」
一
二
卷
(
国
会
図
書
館
蔵
)

三
o

一



「
室

町

時

代

物

語

集

第

こ

に

、
清
水
泰
氏
蔵
本
に
ょ
る
解
題
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
刊

記

「
寛
文
八
暦
ニ
月
吉
日
」
。

A
n 

〔
元
禄
宝
永
〕
井
筒
屋
三
右
衛
門
刊
絵
入
本
「御
す
い
殿
」
一
一
巻
(
東
洋
文
庫
蔵
)

同
上
西
村
屋
与
八
後
印
本
(
東
大
附
属
図 

書

館

•
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
}

「
室
町
時
代
物
語
集
第
一
」
に
解
題
掲
載
。
井
筒
屋
版
は
巻
末
に
「
通
あ
ぶ
ら
町\

井
筒
屋
三
右
衛
門
板
」

の
刊
記
。
西
村
屋
版
は 

そ
の
求
板
本
で
、
刊
記
を
削
っ
て
い
る
が
、
題
簽
に
、
山
形
に
巴
印
の
西
村
屋
与
八
の
紋
が
あ
る
。

A

m

徳
江
元
正
氏
蔵
写
本
「熊
野
御
本
地
」 

一

冊

〈徳
江
本
〉

伝
承
文
学
研
究
会
編
「
神
道
物
語
集
㈠

」
所
収
。

B

杭

全

神

社

蔵

〔
室
町
末
〕
絵
巻 

一

軸

〈杭
全
本
〉

「
室
町
時
代
物
語
集
第
一
」
所
収
。
本
書
は
も
と
冊
子
仕
立
の
絵
入
本
を
巻
子
本
に
改
装
し
た
も
の
で
あ
る
。

B

京
都
大
学
国
文
学
研
究
室
蔵
写
本
「
く
ま
野
」 

一

冊

〈京
大
本
〉

「
室
町
時
代
物
語
集
第
一
」
に
解
題
掲
載
。

C

大
東
急
記
念
文
庫
蔵
奈
良
絵
本
「
く
ま
の
ゝ
本
地
」 

ニ

冊

〈大
東
急
本
〉

「
室
町
時
代
物
語
集
第
一
」
所
収
。

C

有
馬
丈
ニ
氏
蔵
絵
巻
「
く
ま
の
ゝ
本
地
」 

三

軸

〈有
馬
本
〉

横

山

重

氏

編

「
室
町
時
代
小
説
集
」
所
収
。

C

国
会
図
書
館
蔵
奈
良
絵
本
(首
欠
)
 

ニ

冊

〈国
会
本
〉

C

高
野
辰
之
氏
旧
蔵
写
本
「熊
野
ノ
本
地
」 

五
冊



「
室
町
時
代
物
語
集
第
一
」
に
解
題
掲
載
。
本
書
の
本
文
は
片
仮
名
書
き
で
あ
る
。

D

慶
応
義
塾
図
書
館
蔵
〔
室
町
末
〕
写
本 

一

冊

〈慶
応
甲
本
〉

横

山

重

氏

編

「
説
経
正
本
集
第
三
附
録
」
所
収
。

E

蜷
川
第
一
氏
蔵
〔
室
町
末
〕
奈
良
絵
本 

一

冊

〈蜷
川
本
〉

「
室
町
時
代
物
語
集
第
一
」
所
収
。

E

天
理
図
書
館
蔵
〔
室
町
末
〕
大
形
奈
良
絵
本
「熊
野
の
本
地
」 

ニ

冊

〈天
理
甲
本
〉

E

国
会
図
書
館
蔵
「
寺
社
書
上
」
四
十
九
所
収
「
熊
野
大
権
現
縁
起
」 

一
冊 

本
書
は
、
文
政
十
年
に
提
出
さ
れ
た
、
武
州
豊
島
郡
原
宿
村
青
山
総
鎮
守
熊
野
権
現
境
内
調
書
に
添
え
ら
れ
た
も
の
で
、
調
書
に
記 

さ
れ
た
本
社
の
什
物
の
中
に
「
一
、
熊
野
縁
起
春
巻
、
常
徳
院
義
尚
書
給
、
美
作
将
監
Z

申
伝
候
、
当
地
御
勧
請
之
比
、
紀
伊
殿
Z 

御
寄
附
、
年
月
不
知
、
写
シ
添
書
別
紙
二
相
添
申
候
」
と
あ
る
。

F

東
京
大
学
国
文
学
研
究
室
蔵
弘
治
ニ
年
奥
書
写
本
「
く
ま
の
、
御
ほ
ん
地
の
さ
ぅ
し
」 

一

冊

〈弘
治
本
〉

日
本
古
典
文
学
大
系
「御
伽
草
子
」
所
収
。
奥

書

に

「
弘
治
ニ
年
七
月
廿
六
日
一
日
に
こ
れ
を
か
く
也
」
と
あ
る
。

G

天
理
図
書
館
蔵
横
形
奈
良
絵
本 

ニ

冊

〈天
理
こ
本
〉

H

高
安
六
郎
氏
旧
蔵
奈
良
絵
本
「
く
ま
の
、
ほ
ん
ち
」 

ニ

冊

〈高
安
本
〉

横

山

重

氏

編

「
神
道
物
語
集
」
所
収
。

I

慶
応
義
塾
図
書
館
蔵
寛
永
十
八
年
写
本
「
ご
す
い
で
ん
」 

一

冊

〈寛
永
本
〉

横

山

重

氏

編

「
説
経
正
本
集
第
三
」

の
附
録
の
部
に
解
題
掲
載
。

三
〇
三



三
〇
四

I

高
安
六
郎
氏
旧
蔵
奈
良
絵
本
「
く
ま
の
ゝ
本
地
」 

ニ

冊

〈高
安
別
本
〉

I

酒
井
宇
吉
氏
旧
蔵
奈
良
絵
本
「熊
野
の
本
地
」 

三
帖 

I

岡
田
希
雄
氏
旧
蔵
写
本
「熊
野
本
地
」 

一
冊 

I

高
野
辰
之
氏
旧
蔵
絵
巻
零
卷 

一
軸 

I

慶
応
義
塾
図
書
館
蔵
絵
巻
零
巻 

一

軸

〈慶
応
乙
本
〉

以

上

五

本

は

「
室
町
時
代
物
語
集
第
一
」
に
解
題
掲
載
。

右
の
如
く
、
A

か
ら
I

ま
で
の
九
類
に
分
け
ら
れ
、
A

の
み
は
更
に
三
種
に
区
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
、
本
文
が
直
接
の
承
接 

関
係
を
有
す
る
こ
と
の
明
ら
か
な
本
に
つ
い
て
記
す
と
、

A

Iの
酒
井
本
は
、
筆
者
は
か
つ
て
一
見
し
た
だ
け
で
、

精
査
を
し
て
い
な
い
が
、

「
室
町
時
代
物
語
集
」

の
横
山
氏
の
解
題
に
よ
れ 

ば
、
次
の
元
和
本
が
本
書
と
詞
章
及
び
段
落
を
全
く
同
じ
く
し
、
画
面
の
構
図
も
き

わ
め
て
近
似
し
て
い
る
と
あ
る
。
ま
た
、
高
野
本
も 

現
所
在
不
明
で
未
見
の
本
で
あ
る
が
、
横
山
氏
は
や
は
り
酒
井
本
.
元
和
本
と
同
一
の
本
文
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
元

和
本
.
 

高
野
本
は
酒
井
本
を
祖
と
す
る
忠
実
な
転
写
本
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
ぅ
。
酒
井
本
は
室
町
中
期
を
下
ら
な
い
頃
の
製
作
と
推
定
し
得
る 

絵
巻
で
、

「熊
野
の
本
地
」

の
現
存
諸
本
の
中
で
最
も
古
い
本
で
あ
る
か
ら
、

A

I

の
系
統
の
本
文
は
伝
来
の
古
い
こ
と
の
確
か
な
も
の 

で
あ
る
。
し
か
し
、

遺
憾
な
が
ら
、
酒
井
本
を
使
ぅ
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
他
の
系
統
の
本
と
の
比
較
に
当
っ
て
は
、
元
和
本
を
以
て 

A
I
を

代
表
せ
し
め
る
。

A

nの
三
種
の
版
本
は
、

〔
寛
永
〕
丹
緑
本

^

.寛
文
八
年
版
^

>

〔
元
禄
宝
永
〕
版
の
順
に
、

本
文
を
継
承
し
て
複
刻
し
て
い
る
。



但
し
、
〔
寛
永
〕
丹
緑
本
と
寛
文
八
年
版
の
本
文
は
ほ
と
ん
ど
変
ら
な
い
が
、
〔
元
禄
宝
永
〕
版
は
、
寛
文
八
年
版
の
本
文
を
所
々
省
略
し 

た
り
、
叙
述
を
前
後
さ
せ
た
り
し
た
個
所
が
あ
る
。

こ
の
A

n

の
版
本
系
の
本
文
は
、
A

I

の
系
統
の
本
文
を
基
礎
と
し
て
、
そ
れ
に
記
事
を
増
補
し
た
り
、
叙
述
を
く
わ
し
く
し
た
も
の 

で
、
全
篇
の
長
さ
は
、
A

I

の 

一
•
五
倍
強
に
達
し
て
い
る
。
A

I

と
A

n

の
本
文
の
関
係
を
示
す
一
例
を
、
元
和
本
と
丹
緑
本
と
に
よ 

っ
て
示
す
と
、

〈
元
和
本
〉

き
さ
き
千
人
ま
て
お
も
ち
給
ふ
と
い
へ
共
、

一
人
も
わ
う
し
い
て
き
た
ま
は
ね
は
、
く
ら
ゐ
を
ゆ
つ
る
へ
き
か
た
な
し
、
な
け
き
か 

な
し
み
給
ふ
事
か
き
り
な
し
、
^|
る
と
き
、̂

7
い
せ
ん
の
き
に
、
と
り
の
あ
つ
ま
り
て
、
す
を
く
い
、

こ
を
あ
た
、
め
や
し
な
ふ
を 

急
い
ら
ん
あ
り
て
、
わ
れ
大
こ
く
の
あ
る
し
と
い
へ
と
も
、
わ
う
し
の
な
き
事
、
あ
け
く
れ
か
な
し
み
給
ふ
、
し
か
る
所
に
、
千
人 

の
き
さ
き
の
な
か
に
、
千
く
わ
う
に
よ
う
こ
と
申
て
、
御
す
い
て
ん
と
申
み
や
お
は
し
け
れ
と
も
，
御
お
ほ袅

な
く
し
て
、
大
わ
う 

み
ゆ
き
も
な
し
、

こ
れ
を
か
な
し
み
た
ま
ひ
て
、
き
う
ち
う
に
ち
ふ
つ
た
う
を
た
て
、

ほ
そ
ん
に
十
一

め
ん
く
わ
ん
お
ん
を
御
あ
ん 

ち
あ
り
て
、
日
夜
に
御
き
や
う
#
.
三
く
わ
ん
、
ら
い
は
い
三
千
一
一
一
百
^
三
し
給
ふ
、
大
わ
う
い
ま
一
と
、
き
う
ち
う
へ
み
ゆ
き
な
ら 

せ
給
へ
と
、
か
ん
た
ん
を
く
た
き
、
御
き
ね
ん
あ
り
け
れ
は
、
ま
こ
と
に
く
は
ん
せ
お
ん
の
御
あ
は
れ
み
に
や
あ
り
け
ん
、

の
こ
り 

九
百
九
十
九
人
の
き
さ
き
よ
り
も
、
御
か
た
ち
い
つ
く
し
く
見
え
さ
せ
給
へ
は
、
大
わ
う
御
す
い
て
ん
に
う
つ
ら
せ
給
ふ 

〈
丹
緑
本
〉

か
く
て
、
き
さ
き
千
人
ま
で
。
た

、
せ
た
も
ふ
と
い
へ
と
も
。

一
人
も
わ
う
じ
い
て
き
た
ま
は
ね
ば
。
く
ら
い
を
ゆ
づ
る
べ
き
か
た 

な
し
。
あ
る
と
き
、

て
い
ぜ
ん
の
木
に
。
と
り
の
あ
つ
ま
り
、
す
を
く
ゐ
て
。
子
を
あ
た
、
め
。
や
し
な
ふ
を
^
い
ら
ん
あ
り
て
。

三
〇
五
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わ
れ
た
い
こ
く
の
あ
る
じ
と
い
へ
と
も
。
わ
う
じ
の
な
き
事
、
あ
け
く
れ
か
な
し
み
給
ふ
。
し
か
る
と
こ
ろ
に
。
千
人
の
き
さ
き
の 

な
か
に
。
せ
ん
わ
う
女
御
と
て
。
御
す
い
で
ん
と
申
宮
お
は
し
け
れ
ど
も
、
大
わ
う
御
お
ぼ
え
な
く
し
て
。
御
ゆ
き
も
な
し
。
大
百 

九
十
九
人
の
き
さ
き
た
ち
へ
は
。

一
よ
づ
、
御
ゆ
き
な
ら
せ
給
ふ
に
。

一
じ
ゆ
ん
は
三
ね
ん
三
月
に
か
よ
わ
せ
給
ふ
。
御
す
い
で
ん 

は
。
げ
す
の
女
御
と
て
。
さ
げ
し
め
ら
れ
ま
い
ら
せ
て
。

一

じ
ゆ
ん
に
も
は
づ
れ
。
さ
い
じ
ゆ
ん
に
も
な
り
け
れ
は
。
六
ね
ん
ま
で 

こ
そ
、

ひ
と
り
の
み
。
わ
た
ら
せ
給
ひ
け
れ
。
御
す
い
で
^
^
^!
|し
^!
給
び
。
御

ひ

ま

の

つ

れ

く

に

。
き
う
.
^
"
^
^
っ
だ
う 

を
た
て
。
御
ほ
ん
ぞ
ん
に
十
一
め
ん
く
わ
ん
お
ん
を
。
雅
あ
ん
ち
し
あ
り
て
。
に
ぢ
や
に
御
き
や
う
三
十
三
ぐ
わ
ん
。
ら
い
は
レ
を 

三
千
三
百
三
十
三
ど
し
給
ふ
。—
ね
が
は
く
は
大
わ
う
一
ど
。

こ
の
き
う
ち
う
へ
—̂

^
き

^!
^

J

給
—
へ
と
。
か
ん
た
ん
を
く
だ
き
、
御 

き
ね
ん
あ
り
け
れ
ば
。
ま
こ
と
に
く
わ
ん
ぜ
お
ん
の
御
ち
か
ひ
に
や
あ
り
け
ん
。
六
ね
ん
と
申
十
月
に
。
大
わ
う
御
こ
、
ろ
を
す
ま 

し
お
ぼ
し
め
す
や
う
。
さ
て
も
ち
ん
は
。
き
さ
き
千
人
と
こ
そ
お
も
ひ
し
に
。

い
ま
一
人
は
い
つ
く
に
。
あ
る
や
ら
ん
と
、
せ
ん
じ 

あ
る
に
。
り
や
う
大
じ
ん
、
そ
う
も
ん
申
さ
れ
け
る
は
。

こ
れ
よ
り
さ
い
ほ
う
。
せ
ん
ち
や
う
の
ま
つ
ば
ら
と
申
と
こ
ろ
に
。
御
す 

い
で
ん
と
て
わ
た
ら
せ
給
ふ
と
ぞ
、
申
さ
れ
け
る
。
す
な
わ
ち
御
ゆ
き
な
り
て
、袅

い
ら
ん
あ
り
け
れ
は
。

の
こ
り
九
百
九
十
九
人 

の
き
さ
き
よ
り
も
。
御
か
た
ち
う
つ
く
し
く
見
へ
さ
せ
た
ま
へ
は
。
御
ち
ぎ
り
ふ
か
く
ぞ
き
こ袅

さ
せ
給
ひ
け
る
。

の
如
く
、
丹
緑
本
の
本
文
は
、
元
和
本
と
同
文
と
言
っ
て
よ
い
近
似
し
た
詞
章
(傍
線
の
部
分
)
を
断
続
的
に
有
し
、
そ
の
間
に
新
た
な 

詞
章
を
加
え
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
両
者
の
本
文
の
関
係
は
全
篇
を
通
じ
て
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
物
語
中
の
和
歌
も
、
元
和
本
に
載
せ
る 

和
歌
を
す
べ
て
有
し
、
そ
の
上
に
丹
緑
本
独
自
の
和
歌
を
増
補
し
て
い
る
。
更
に
、
絵
に
お
い
て
も
、
丹
緑
本
の
挿
絵
は
、
元
和
本
の
画 

図
と
、
構
図
を
ほ
と
ん
ど
同
じ
く
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
元
和
本
と
丹
緑
本
と
の
関
係
は
き
わ
め
て
密
接
で
あ
る
。
丹
緑
本
は
、
元 

和
本
も
し
く
は
そ
の
祖
本
と
目
す
べ
き
酒
井
本
等
の
、
A

I

の
系
統
に
属
す
る
絵
巻
に
基
づ
い
て
、
画
図
は
そ
の
ま
ま
採
り
、
本
文
も
そ



れ
に
拠
り
な
が
ら
適
宜
増
補
を
加
え
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
な
お
、
丹
緑
本
に
お
い
て
増
補
さ
れ
た
記
事
に
つ
い
て
は
後
に
詆
す
。

A

m

の
徳
江
本
の
性
質
に
つ
い
て
は
、
所
蔵
者
の
徳
江
元
正
氏
が
、
前
記
の
伝
承
文
学
研
究
会
編
「
神
道
物
語
集
㈠

」
に
、
詳
細
に
解 

説
さ
れ
て
い
る
。
本
文
に
特
徴
を
も
つ
本
で
あ
る
が
、
そ
の
源
は
A

n

の
版
本
系
の
本
文
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
詞
章
は
版
本
と
か
な
り 

離
れ
て
お
り
、
記
事
や
和
歌
も
版
本
よ
り
少
な
い
が
、
版
本
系
特
有
の
記
事
や
和
歌
が
見
ら
れ
、
他
の
系
統
の
本
と
は
直
接
関
係
を
有
す 

る
個
所
が
見
当
ら
な
い
。

こ
の
本
に
は
誤
字
や
宛
字
が
非
常
に
多
く
、
ま

た

「
ふ
し
し
つ
み
給
ひ
と
も
」
「
う
つ
た
い
申
事
よ
」
「御
こ
し 

ら
い
」

の
如
く
、

エ
の
音
を
ィ
の
音
で
表
記
す
る
特
徴
が
見
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
特
徴
は
奥
浄
瑠
璃
風
の
地
方
的
な
語
り
物
に
、
し
ば
し 

ば
見
う
け
る
も
の
で
あ
る
。
あ
る
い
は
本
書
の
本
文
も
、
地
方
的
な
語
り
を
経
た
も
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
源 

は
版
本
系
統
の
本
文
で
あ
っ
た
と
認
め
て
良
い
で
あ
ろ
う
。

B

の
京
大
本
は
杭
全
本
の
転
写
と
思
わ
れ
る
本
で
あ
る
。
た
だ
杭
全
本
で
は
挿
絵
の
中
に
絵
詞
と
し
て
書
か
れ
て
あ
る
和
歌
ニ
首
の
中 

の
一
首
を
、
京
大
本
は
本
文
の
中
に
挿
入
し
て
い
る
が
、
そ
の
位
置
を
誤
っ
て
い
る
。

C

の
大

東

急

本

•
有

馬

本

•
国
会
本
の
三
本
も
、

全
く
同
系
の
本
文
を
共
有
す
る
。
大
東
急
本
と
有
馬
本
と
は
、
絵
の
挿
入
さ
れ
て
い 

る
位
置
も
大
部
分
が
一
致
す
る
し
、
大
東
急
本
と
国
会
本
は
字
詰
ま
で
一
致
す
る
。

次
の
高
野
本
は
未
見
で
あ
る
が
、

「
室
町
時
代
物
語 

集
」

の
解
題
に
よ
れ
ば
、
同
じ
く
C

の
系
統
の
本
で
あ
る
。
高
野
本
は
、
漢
字
を
や
や
多
く
交
え
た
片
仮
名
書
き
で
、
ま
ま
詞
章
を
幾
分 

簡
略
に
し
た
所
が
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

E

の
蜷
川
本
と
天
理
甲
本
と
は
、
語
句
の
末
に
小
異
は
見
ら
れ
る
が
、
詞
章
の
大
部
分
は
一
致
し
、
挿
絵
も
構
図
は
や
や
異
な
る
も
の 

の
、
位
置
は
同
じ
で
あ
る
。
た
だ
天
理
本
に
は
巻
末
に
、

こ
の
物
か
た
り
を
一
た
ひ
よ
め
は
、

一
た
ひ
く
ま
野
へ
ま
い
り
た
る
う
ち
に
い
る
、

ひ
や
く
た
ひ
も
十
た
ひ
も
、

又
か
く
の
こ
と

三
〇
七
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し
、

こ
の

さ
う

し
を
も
ち
え
さ
る
物
は
、

こ
ん
け
ん
の
御
に
く
み
を
か
ふ
む
り
て
、
ひ
ん
く
う
の
ほ
う
を
う
け
、

こ
せ
に
は
、

あ
く 

た
う
へ
お
つ
る
な
り
、

こ
の

さ
う

し
を
し
ん
し
て
よ
め
は
、

こ
ん
け
ん
の
御
よ
ろ
こ
ひ
た
ま
ひ
け
り
、
南
無
せ
う
し
や
う
一
し
よ
大 

ほ
さ
つ
、

り

や
う
し
よ
こ
ん
け
ん
、

や
く
し
に
よ
ら
い
、

に
や
く
一 

わ
う
し
、

一
ま
む
の
け
ん
そ
く
、

十
ま
む
の
こ
ん
か
う

と
う 

し
、
く
わ
ん
し
や
う
申
た
て
ま
つ
る

の
一
文
、が
添
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
文
は
蜷
川
本
に
は
無
い
。
筆
者
は
蜷
川
本
を
未
見
で
あ
る
が
、
そ
の
解
題
に
よ
る
と
、
天
理
本
と
同 

じ
く
、

図
柄
の
古
雅
な
、

大
形
の
立
派
な
奈
良
絵
本
で
あ
る
。

共
に
、

奈
良
絵
本
と
し
て
は
最
も
早
い
時
期
の
製
作
に
か
か
る
本
で
あ 

る
。
筆

者

は

「岩
屋
の
草
子
」
に
つ
い
て
も
、
同
じ
頃
の
古
い
大
形
奈
良
絵
本
を
二
種
見
て
い
る
(
一
は
天
理
図
書
館
蔵
本
、

一
は
古
書 

即
売
会
に
出
品
さ
れ
た
が
、
現
所
在
は
不
詳
)
。

や
は
り
本
文
も
挿
絵
も
同
系
の
本
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
を
見
る
と
、
奈
良
絵
本
の
出
は 

じ
め
た
ご
く
初
期
に
、
あ
る
作
者
グ
ル
ー
プ
の
中
で
、
こ
の
よ
う
な
同
種
の
大
形
本
が
幾
つ
か
作
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
次
の 

国
会
図
書
館
の
「
寺
社
書
上
」
所
収
本
も
、
蜷
川
本
や
天
理
本
と
ほ
ぼ
同
じ
本
文
を
有
す
る
。

I

の
寛
永
本
と
慶
応
乙
本
と
は
、
詞
章
に
は
細
か
い
異
同
が
少
な
か
ら
ず
あ
る
が
、
記
事
の
上
で
は
特
徴
を
同
じ
く
す
る
。
同
じ
く
I
 

と
し
た
高
安
別
本
•
酒

井

本

.
岡

田

本

•
高
野
本
の
四
本
は
、

い
ず
れ
も
未
見
で
、

詳
細
は
分
ら
な
い
が
、

「
室
町
時
代
物
語
集
」

の
解 

題
に
よ
れ
ば
、
寛
永
本
の
系
統
と
す
べ
き
特
徴
を
、
記
事
の
上
に
有
し
て
い
る
。
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
六
本
を
I

と
し
て
ま
と
め
た
の
で
あ 

る
が
、
単
純
な
転
写
の
関
係
に
あ
る
本
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

上
記
は
、
転
写
の
関
係
の
本
、
祖
本
を
同
じ
く
す
る
本
、
も
し
く
は
改
訂
増
補
が
な
さ
れ
て
い
て
も
、
原
拠
と
な
っ
た
本
を
明
ら
か
に 

推
定
す
る
こ
と
の
で
き
る
本
等
に
つ
い
て
、
整
理
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
、
そ
れ
ら
の
本
を
そ
れ
ぞ
れ
に
束
ね
、
そ
れ
に
独 

立
し
た
特
徴
を
備
え
て
い
る
本
を
加
え
て
、
分
類
し
た
結
果
が
最
初
に
掲
げ
た
諸
本
の
表
で
あ
る
。
A

か
ら
I

ま
で
の
九
類
の
伝
本
を
対



照
し
て
ゆ
く

と
、
本
文
の
詞
章
が
大
き
く

異
な
る
だ
け
で
な
く
、
記
事
内
容
に
も
錯
雑
し
た
出
入
異
同
が
見
ら
れ
る
。
こ
の

九
類
の
伝
本 

を
系
譜
づ
け
る
こ
と
は
、

ほ
と
ん
ど
不
可
能
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
以
下
に
物
語
の
筋
を
追
っ
て
、
諸
本
を
逐
一
比
較
し
て
み
る
。
 

な
お
、
「
神
道
集
」

の
五
衰
殿
物
語
と
、
室
町
物
語
の
諸
本
と
の
関
係
を
考
え
る
た
め
に
、
「
神
道
集
」
と
の
比
較
も
併
せ
て
行
な
う
こ
と 

と
^IN

る
0

1

r

文

A

I

元
和
本
系
.
A

n

丹
緑
本
系
は

そ
も
^
/
な
ん
袅

ん
ふ
た
い
、
大
日
ほ
ん
わ
う
し
や
う
よ
り
み
な
み
に
、
き
の
く
に
、

大
神
お
は
し
ま
す
、
く
ま
の
、
こ
ん
け
ん
と 

申
た
て
ま
つ

る
、
ま
こ
と
に
け
ん
ち
う
し
ゆ
し
や
う
に
し
て
、
御
め
く
み
、
四
か
い
の
ほ
か
ま
て
も
、
あ
ま
ね
く
り
し
や
う
を
ほ
と 

こ
し
て
、

一
さ
い
し
ゆ
し
や
う
の
ね
か
ひ
を
、
み
て
給
ふ
こ
と
き
は
ま
り
な
し
、
そ
の
い
に
し
へ
を
、
た
つ
ね
た
て
ま
つ
る
に
(元 

和
本
に
よ
る
。
丹
緑
本
も
ほ
と
ん
ど

同
文
)

と
い
う
文
で
書
き
出
し
、
そ
れ
よ
り
物
語
に
入
る
。

こ
の
前
文
を
、
他
の
系
統
の
諸
本
は
す
べ
て
有
し
な
い
。

「
神
道
集
」
に
も
、
こ
れ 

に
当
る
文
は
無
い
が
、
前
述
の
よ
う
に
、

「
神
道
集
」
は
物
語
に
入
る
前
に
、
唐
の
天
台
山
王
子
垂
迹
説
と
、

十
二
所
権
現
の
本
地
を
記 

す
。
右
の
前
文
を
備
え
る
A

I

 

•
 
A

n

の
形
態
は
、
神
の
縁
起
を
語
ろ
う
と
す
る
本
地
物
の
作
品
と
し
て
は
整
っ
て
い
る
が
、

こ
れ
が
古 

い
形
か
ど
う
か
は
判
定
で
き
な
い
。

2

摩
訶
陀
国
の
大
王
の
名

諸
本
多
く
平
仮
名
で
「
せ
ん
さ
い
王
」
と
記
し
、

い
か
な
る
漢
字
を
宛
て
る
べ
き
か
明
ら
か
で
な
い
が
、
「
神
道
集
」
に

は

「善
財
王
」

三
◦
九
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(赤
木
文
庫
本
•
彰
考
館
本
•
神
宮
文
庫
本
.
河
野
本
等
)
も

し

く

は

「
善
哉
王
」

(
東
洋
文
庫
本
)
と
あ
る
。

し
か
る
に
、
A

I

元
和 

本
系
と
A

n

徳

江

本

は

「
千
さ
い

王
」
、
A

n

丹

緑

本
系
は
「
せ
ん
ざ
い
王
」
と
す
る
。
千
歳
王
の
意
味
を
考
え
て
い
た
と
解
釈
で
き
る
。
 

3

大
王
の
王
宮
の
様
と
臣
下
の
数
。

諸
本
、
大
王
の
都
や
内
裏
の
広
さ
と
荘
厳
の
様
子
、
及
び
大
王
に
仕
え
る
臣
下
の
数
等
を
誇
張
的
に
述
べ
て
い
る
が
、
A

I

元
和
本
系 

に
は
こ
の
記
事
が
無
い
。
ま
た
E

蜷
川
本
系
は
、
臣
下
の
数
の
み
を
記
す
。

「
神
道
集
」
は
、
内
裏
の
広
さ
の
み
を
記
し
、

臣
下
の
数
は 

記
さ
な
い
。

4
 

大
王
の
后
の
こ
と
。

八
1
元
和
本
系
.
6
杭

全

本

.
〇
大
東
急
本
系
.
〇
慶
応
甲
本
.
卩
弘
治
本
.
0
5
天
理
こ
本
は
、
大
王
が
千
人
の
后
を
も
ち
、
そ
の
一 

人
に
、
ご
す
い
で
ん
の
善
法
女
御
が
い
た
と
記
す
。
A

n

丹
緑
本
系
.

A

m

徳

江

本
.

H

高

安

本

.
1
寛
永
本
系
は
、
は
じ
め
七
人
の
后 

を
も
つ
が
、
子
の
無
き
た
め
、
更
に
千
人
の
后
を
集
め
る
。
大
臣
の
中
よ
り
九
百
九
十
九
人
の
后
を
揃
え
、
今
一
人
に
中
御
門
し
げ
た
か 

宰

相

(高

安

本

•
寛
永
本
は
源
宰
相
)

の
女
を
据
え
た
と
す
る
。
E

蜷
川
本
は
、

千
人
の
女
御
と
七
人
の
后
を
も
つ
と
の
み
述
べ
て
い 

る
。

「
神
道
集
」
に
は
千
人
の
后
が
あ
っ
て
、
千
の
都
を
構
え
て
住
ん
だ
と
あ
る
。
A

n

.
 
A

In

や
H

.
I

の
諸
本
は
江
戸
期
に
降
る
伝 

本
で
あ
る
こ
と
か
ら

考
え
て
も
、
は
じ
め
七
人
の
后
が
あ
っ
て
、
そ
の
後
に
千
人
の
后
を
備
え
た
と
す
る
の
は
、
新
し
い
脚
色
で
あ
ろ
ぅ 

と
思
わ
れ
る
。

5

小
鳥
が
子
を
養
ぅ
様
を
見
て
、
大
王
が
王
.子
の
無
い
の
を
悲
し
む
事
。

こ
の
記
事
を
欠
く
の
は
A

m

徳
江
本
と
E

蜷
川
本
系
の
み
で
あ
る
。

「
神
道
集
」
に
も
こ
の
記
事
は
無
い
が
、

徳
江
本
は
A

n

丹
緑
本 

系
か
ら
岐
れ
た
後
出
の
本
で
あ
り
、
蜷
川
本
系
も
全
編
に
亘
っ
て
叙
述
が
簡
素
で
筋
書
化
さ
れ
た
傾
向
が
見
ら
れ
る
の
で
、
こ
れ
に
よ
っ



て
蜷
川
本
系
が
古
態
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
。

6

大
臣
が
王
の
歎
き
を
見
て
、
鹿
は
千
頭
に
な
れ
ば
中
に
鹿
王
が
お
り
、
牛
は
千
頭
に
な
れ
ば
中
に
牛
王
が
お
り
、
人
は
千
人
に
な
れ 

ば
中
に
仏
体
が
ま
し
ま
す
と
言
う
が
、
后
を
千
人
迄
供
え
て
王
子
の
無
い
の
は
前
世
の
宿
業
故
、
罪
障
を
滅
す
る
た
め
に
施
行
を
ひ
か 

せ
給
え
と
勧
め
る
事
。

こ
の
記
事
を
欠
く
の
は
、
A

I

元
和
本
系
.
A

n

丹
緑
本
系
.
A

m

徳
江
本
の
A

類
諸
本
と
、
E

蜷
川
本
系
で
あ
る
。
C

大
東
急
本
系 

は
大
臣
が
施
行
を
勧
め
る
事
だ
け
を
記
し
、
「鹿
は
千
頭
に
な
れ
ば
云
々
」

の
文
は
無
い
。

ま
た
、
I

寛
永
本
は
こ
の
記
事
を
(
8
)
の 

次
に
置
い
て
い
る
。
「
神
道
集
」
に
は
こ
の
記
事
も
無
い
。

こ
の
記
事
の
場
合
は
、

現
存
諸
本
の
中
で
最
も
伝
来
の
古
い
A

I

元
和
本
系 

に
欠
け
て
い
る
所
か
ら
す
る
と
、
あ
る
い
は
途
中
で
増
補
さ
れ
た
記
事
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

7

后
の
一
人
五
衰
殿
女
御
の
許
に
大
王
の
御
幸
が
無
い
事
。

諸
本
す
ベ
て
こ
の
記
事
を
有
す
る
。
但

し

「神
道
集
」
は
、
女
御
が
一
千
人
の
中
に
最
下
の
悪
女
で
あ
っ
た
た
め
、
大
王
は
こ
の
女
御 

を
捨
て
お
い
た
と
書
い
て
い
る
が
、

物
語
諸
本
は
、

姿
は
美
し
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
大
王
の
覚
え
が
少
な
か
っ
た
と
言
い
、
「
神
道
集
」 

の
よ
う
な
語
り
方
を
す
る
本
は
見
出
せ
な
い
。
そ
し
て
、
A

n

丹
緑
本
系
.
A

m

徳
江
本
は
、
前

の

(
4
)
の
条
で
、
余
の
九
百
九
十
九 

人
の
后
達
が
、

「
わ
れ
く
は
み
な
大
じ
ん
の
子
と
も
な
り
。

か
れ
は
く
ぎ
や
う
の
子
な
れ
は
。

ひ
と
つ
だ
い
り
に
は
か
な
ふ
ま
じ
。
」 

(引
用
は
丹
緑
本
)
と
言
っ
て
、
女
御
を
一
里
隔
て
た
千
町
の
松
原
に
住
ま
わ
せ
た
と
書
い
た
事
と
関
連
し
て
、
下
司
の
女
御
と
て
大
王 

の
御
幸
が
無
か
っ
た
と
い
う
風
に
記
し
、
ま
た
C

大
東
急
本
系
は
、
大
王
の
心
に
入
ら
な
か
っ
た
の
は
余
の
后
達
の
咒
阻
の
故
で
あ
る
と 

し
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
、
他
の
本
の
書
き
方
で
は
、
女
御
の
許
に
大
王
の
御
幸
が
な
か
っ
た
理
由
が
は
っ
き
り
し
な
い
た
め
に
、
そ
れ
を 

説
明
し
よ
う
と
し
て
附
け
加
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
こ
こ
で
、
「神
道
集
」

の
よ
う
な
、

女
御
が
最
下
の
悪
女
で
あ
っ
た
と
い
う

三
ニ



三

ニ

ー

説
明
の
仕
方
を
し
た
本
が
、
物
語
の
中
に
一
つ
も
見
ら
れ
な
い
こ
と
は
、

「
神
道
集
」
と
物
語
諸
本
と
の
関
係
を
考
え
る
上
に
、

興
味
あ 

る
事
実
と
し
て
注
意
さ
れ
る
。
同

じ

く

「
神
道
集
」
で
は
、
大
王
に
捨
て
置
か
れ
た
女
御
の
住
居
の
様
を
「
而
築
地
モ
破
扉
モ
无
、
御
簾 

ハ
有
ト
モ
朽
ハ
テ
、
、
只
其
跡
計
ナ
リ
、
虎
狼
多
乱
レ
入
テ
怖
キ
事
斜
ナ
ラ
ス
、
天
上
ノ
五
衰
ハ
人
間
ニ
モ
有
ケ
ル
物
ト
覚
へ
テ
、
床
サ 

へ
尽
セ
ヌ
物
ハ
御
涙
計
ナ
リ
」

と
述
べ
て
い
る
。

こ
の
文
は
五
衰
殿
の
名
の
意
味
を
説
明
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
物
語
の
諸
本 

に
は
、

こ
の
よ
う
な
記
事
も
見
え
な
い
。

物
語
諸
本
で
は
、
「
五
す
い
で
ん
」
と
書
い
て
い
る
本
も
多
い
が
、
A

I

元

和

本

.
A

n

丹
緑 

本

.
H

高

安

本

.
1
寛
永
本
等
は
、
「
御
す
い
で
ん
」
と
記
し
て
い
て
、
既
に
五
衰
の
意
味
を
考
え
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

8 

五
衰
殿
女
御
が
千
手
観
音
に
大
王
の
御
幸
を
祈
念
す
る
事
。

こ

の

記
事
も
諸
本
の
す
べ
て
に
存
す
る
。

「
神
道
集
」
は
、

千
手
観
音
に
祈
る
と

、

悪
女
で
あ
っ
た
女
御
は
、
生
を
替
え
ず
に
三
十
ニ 

相
八
十
種
好
を
具
足
し
、
紫
磨
金
色
の
身
と
な
っ
た
と
述
べ
る
。
物
語
諸
本
に
は
、
そ
の
よ
う
な
語
り
方
を
す
る
も
の
は
無
い
。
た
だ
A
 

I

元
和
本
系
は
、
悪
女
で
あ
っ
た
と

は

言
っ
て
い
な
い
が
、
「
ま

こ

と

に

く

は
ん
せ
お
ん
の
、
御
あ
は
れ
み
に
や
あ

り

け
ん
、
の

こ

り

九 

百
九
十
九
人
の
き
さ
き
よ
り
も
、

御
か
た
ち
い
つ

く

し

く

見
え
さ
せ
給
へ
は
」
と

述
べ
て
い
て
、

「
神
道
集
」
に
や
や
近
い
形
を
見
せ
て 

い
る
。

9

大
王
五
衰
殿
に
御
幸
し
、
女
御
を
見
て
こ
れ
に
心
を
移
す
事
。

諸
本
と
も
、
特
に
相
違
す
る
所
は
無
い
。

「
神
道
集
」
も
ほ
ぼ
同
じ
叙
述
で
あ
る
。
た

だ

「
神
道
集
」

は
前
述
の
如
く
、
大
王
が
女
御

の
方
へ
御
幸
な
っ
た
こ
と
は
全
く
観
音
の
利
生
に
よ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
が
、

物
語
諸
本
で
は
そ
の
点
が
は
っ
き
り
し
て
い
な 

 ヽ

0

10
大
王
は
余
の
后
達
を
捨
て
て
五
衰
殿
に
留
ま
っ
て
い
た
が
、
あ

る

日
、
御
殿
の
庭
に
雪
の
積
る
の
を
見
て
、
女
御
と
歌
を
よ
み
交
す



事

。
こ
の
記
事
は
、
A

I

元
和
本
系
.

A

n

丹
緑
本
系
.
A

m

徳
江
本
、
及
び
E

蜷
川
本
に
は
無
い
。

「
神
道
集
」
も
こ
れ
を
欠
く
。

他
の 

諸
本
に
お
け
る
大
王
と
女
御
の
歌
は
大
同
小
異
で
あ
る
が
、
G

天
理
こ
本
の
み
は
、

「群
雲
さ
わ
ぎ
、

夕
霧
乱
れ
た
る
を
見
て
」
歌
を
よ 

ん
だ
と
あ
っ
て
、
歌
も
他
本
と
全
く
異
な
る
特
徴
を
有
し
て
い
る
。

11
女
御
が
観
音
に
王
子
を
祈
請
す
る
と
、
験
あ
っ
て
、
女
御
は
懐
妊
す
る
事
。

諸
本
特
に
変
る
所
は
無
い
が
、
D

慶
応
甲
本
の
み
は
、

女
御
が
観
音
に
祈
請
す
る
こ
と
が
見
え
な
い
。

「
神
道
集
」
は
、
大
王
が
同
じ 

く
は
こ
の
女
御
の
腹
に
御
子
を
儲
け
た
い
と
願
っ
て
、
仏
に
祈
請
し
た
と
書
い
て
い
る
。

12
女
御
は
懐
妊
と
知
ら
ず
、
悩
ま
し
げ
に
し
て
い
る
と
、
乳
母
が
そ
の
様
を
見
て
笑
う
の
で
、
不
審
に
思
い
尋
ね
る
と
、
乳
母
は
懐
妊 

で
あ
る
こ

と

を

語

り

喜

ぶ

事

。

こ
の
条
は
「
神
道
集
」
に
無
く
、
A

I

元
和
本
系
は
、
た
だ
女
御
自
身
が
乳
母
に
、
只
な
ら
ぬ
身
に
な
っ
た
由
を
告
げ
る
と
だ
け
記
し 

て
い
る
。
他
の
諸
本
は
右
の
よ
う
な
記
事
を
記
す
が
、
女
御
の
様
を
見
て
笑
う
者
を
、
A

n

丹
緑
本
系
と
A

TTT

徳

江

本

は

「花
つ
む
と
い 

う
端
者
」
、
C

大
東
急
本
系
は
「
乳
母
の
つ
ほ
む
」
、
F

弘

治

本

は

「
つ
ほ
む
と
い
う
端
者
」
と
、
似
通
っ
た
名
を
出
し
て
い
る
。
ま
た
、
 

A

n

.

A

mは
、

女
御
が
端
者
の
花
つ
む
に
、

懐
妊
の
こ
と
を
口
外
し
な
い
よ
う
口
止
め
す
る
こ
と
を
加
え
て
い
る
。

な
お
こ
の
条
に 

は
、
懐
妊
の
時
、
身
の
悩
ま
し
く
な
る
理
由
を
、
乳
母
あ
る
い
は
端
者
が
女
御
に
語
っ
て
聞
か
せ
る
、
次
の
よ
う
な
言
葉
を
記
す
本
が
多

 ヽ

o

V

月
の
さ

わ

り

と

、

ま
ら
せ
給
ひ
て
、

つ
は
ら
せ
給
ふ
に
、
か
し
ら
つ
く
ら
せ
給
ふ
と
き
は
、
か
み
う
ち
、
は
な
を
つ
く
ら
せ
た
ま
ふ 

と
き
は
、
よ
ろ
つ
の
も
の
く
さ
く
、
め
を
つ
く
ら
せ
給
ふ
と
き
は
、
め
か
す
み
、
あ
し
は
き
つ
く
ら
せ
給
ふ
と
き
は
、

こ
し
ひ
さ
い

三
ニ
ニ



三
一
四

た
く
候
な
り
と
申
せ
は
、
ま
事
に
さ
や
あ
る
ら
ん
と
、
お
ほ
し
め
し
け
る
<

B

杭
全
本
〉

た
か
き
も
い
や
し
き
も
、

は
ら
み
つ
わ
る
と
申
て
、

月
の
さ
は
り
と
ま
り
て
、

し
は
し
こ
、
ろ
よ
か
ら
す
、

そ
れ
を
い
か
に
と
申 

に
、
三
月
と
申
と
き
、

三
た
ひ
く
わ
ひ
も
ん
と
て
、
三
す
三
き
た
な
り
、
り
う
こ
な
り
.、

つ
く
わ
ん
し
ん
そ
く
こ
れ
な
り
、

こ
、
ろ 

は
か
う
へ
な
り
、
く
わ
ん
し
む
は
と
う
た
い
な
り
、
そ
く
は
あ
し
な
り
、
さ
れ
は
、
は
ら
の
う
ち
を
は
、
三
た
ひ
く
わ
ひ
も
ん
の
い 

へ
と
な
つ
け
た
り
、
か
し
ら
を
つ
く
ら
せ
た
ま
ふ
と
き
は
、
よ
ろ
つ
の
物
、
あ
ち
は
ひ
ち
か
い
て
、
あ
ま
き
物
は
に
か
く
、
に
か
き 

物
は
あ
ま
く
な
る
、
身
を
つ
く
ら
せ
た
ま
ふ
と
き
は
、
五
た
ひ
み
な
や
す
か
ら
す
候
な
り
、

い
み
し
き
御
よ
ろ
こ
ひ
と
、
を
か
み
参 

ら
せ
候
な
り
と
て
、

か

ら

く

と

は

ら

い

て

さ

ふ

ら

ふ

と

申

<

E

畴
川
本
〉

そ
の
他
、
F

弘

治

本

.
G

天
理
乙
本
.
H

高

安

本

.
I

寛
永
本
が
、
同
じ
趣
旨
の
言
葉
を
記
し
て
い
る
。

こ
の
記
事
の
内
容
に
は
、
懐
妊 

に
つ
い
て
の
女
性
へ
の
教
訓
と
い
う
匂
い
が
感
じ
ら
れ
る
。

「
熊
野
の
本
地
」

の
物
語
が
、

ど
の
よ
う
な
人
々
を
対
象
に
語
ら
れ
た
か
と 

い
う
問
題
に
、
有
力
な
証
拠
を
提
供
す
る
個
所
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
こ
の
記
事
が
A

I

元
和
本
系
に
は
無
い
所
を
見
る
と
、
物
語
の
流
布 

す
る
過
程
で
、
増
補
さ
れ
た
部
分
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

13
余
の
后
達
は
、
五
衰
殿
女
御
の
懐
妊
を
聞
き
、
安
か
ら
ず
思
う
事
。

A

n

丹
緑
本
系
.

A

m

徳
江
本
に
は
、

こ
こ
に
特
別
の
趣
向
が
構
え
ら
れ
て
い
る
。
五
衰
殿
女
御
の
端
者
の
花
つ
む
は
、
懐
妊
の
こ
と 

を
女
御
か
ら
口
止
め
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
内
裏
の
花
見
の
折
、
余
の
后
達
の
端
者
に
、
そ
の
場
に
似
合
わ
ぬ
猿
の
花
逍
遙
と
笑
わ 

れ
た
こ
と
に
腹
を
立
て
、
わ
が
主
の
女
御
が
大
王
の
御
子
を
宿
し
た
こ
と
を
誇
ら
か
に
言
い
立
て
た
と
あ
る
。

こ
れ
は
明
ら
か
に
丹
緑
本 

の
増
補
記
事
で
、
徳
江
本
は
丹
緑
本
系
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
他
は
諸
本
変
ら
ず
、
「
神
道
集
」
も
同
じ
で
あ
る
。 

14
余
の
后
達
は
集
っ
て
五
衰
殿
女
御
を
咒
咀
す
る
が
験
の
無
い
事
。



A

I

元
和
本
系
.

B

杭

全

本

•
 
I

寛
永
本
系
に
は
、
れ
ん
け
夫
人
と
い
う
后
が
咒
咀
の
事
を
言
い
出
し
た
と
あ
る
。
A

n

丹
緑
本
は
、
 

こ
こ
で
は
れ
ん
け
夫
人
の
事
は
記
さ
ず
、
別
に
^!
じ
^'
と
い
う
后
が
そ
れ
を
制
す
る
が
、
聞
き
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
と
す
る
記
事
を
有
す 

る
。
「
神
道
集
」
に
は
こ
の
条
は
無
い
。

15
后
達
が
相
人
に
、
五
衰
殿
女
御
の
腹
の
御
子
に
つ
い
て
占
わ
せ
る
と
、
生
れ
出
る
御
子
は
福
相
の
王
子
で
、
や
が
て
王
位
を
継
ぎ
国 

土
も
安
穏
で
あ
ろ
う
と
の
卦
が
出
る
事
。

諸
本
と
も
ほ
と
ん
ど
同
じ
内
容
で
、

「
神
道
集
」

も
変
ら
な
い
。

相
人
の
国
を
、
A

n

丹
緑
本
系
.
D

慶
応
甲
本• 

G

天
理
こ
本
は 

「
き
う
し
国
」
、
C

大
東
急
本
系
は
「
き
し
ん
国
」
、
E

蜷
川
本
系
は
「
仏
子
国
」
、
F

弘

治

本

は

^
き
う
し
う
国
」
、
H

高

安

本

は

^
き
し 

国
」
と
し
、
他
は
国
名
を
記
さ
な
い
。
「
神
道
集
」
も
国
名
は
記
し
て
い
な
い
。

16

后
達
は
相
人
を
語
ら
っ
て
、
生
れ
出
る
王
子
は
稀
代
の
悪
王
で
、
国
土
を
滅
し
、
父
母
の
命
を
も
失
な
う
で
あ
ろ
う
と
占
う
よ
う
に 

命
ず
る
事
。

諸
本
同
じ
。
「
神
道
集
」
も
ほ
ぼ
似
た
内
容
の
記
事
で
あ
る
。

17
后
達
は
大
王
に
、
相
人
を
召
し
て
、
五
衰
殿
女
御
の
腹
の
御
子
の
こ
と
を
占
う
よ
う
に
勧
め
る
。
相
人
は
大
王
の
前
に
て
、
后
達
に 

頼
ま
れ
た
如
く
に
悪
王
の
由
を
占
う
が
、
大
王
は
少
し
も
驚
か
な
い
事
。

こ
の
条
も
特
に
違
う
所
は
無
い
。
た
だ
、
0
大
柬
急
本
系
は
、

こ
こ
で
突
然
相
人
の
名
を
「
あ
り
よ
」
と
言
っ
て
い
る
。
ま
た
、
八辽
 

丹
緑
本
系
と
A

m

徳
江
本
は
、
相
人
が
王
宮
の
門
を
出
て
三
町
も
行
か
な
い
う
ち
に
死
ん
だ
こ
と
を
加
え
る
。

18

后
達
は
大
勢
の
女
を
鬼
の
形
に
つ
く
り
、
五
衰
殿
へ
送
っ
て
大
王
を
お
ど
す
。
大
王
も
こ
れ
に
恐
れ
、
遂
に
五
衰
殿
よ
り
出
る
事
。
 

鬼
形
に
仕
立
て
る
女
の
姿
や
、
人
数
に
つ
い
て
の
記
述
は
、

諸
本
少
し
ず
つ
異
な
る
が
、
大
筋
は
変
ら
な
い
。

「
神
道
集
」
も
ほ
ぼ
同

三一

五



三
一
六

じ
で
あ
る
。
な
お
'
 

A

I

元

和

本
系
.

A

n

丹
緑

本

系

.
H

高
安

本
.
1
寛
永
本
は
、
大
王
が
五
衰
殿
を
去
る
に
当
っ
て
、
女
御
が 

い
ま
よ
り
は
、
さ
そ
や
み
な
ら
ん
、
わ
か
や
と
に
、
ち
き
り
し
月
の
、
ひ
か
り
へ
た
て
、

〈
元
和
本
〉

と
い
う
歌
を
よ
む
こ
と
を
添
え
る
。
B

杭
全
本
は
本
文
中
に
は
歌
が
無
い
が
、
挿
絵
の
中
に
絵
詞
と
し
て
同
じ
歌
を
出
し
て
い
る
。

19

后
達
は
作
り
宣
旨
を
書
き
、
五
衰
殿
女裤

を
都
を
隔
た
っ
た
山
中
に
て
失
う
べ
し
と
武
士
に
命
ず
る
事
。

D

慶
応
甲
本
は
こ
の
条
を
欠
く
が
、
お
そ
ら
く
脱
文
で
あ
ろ
う
。
A

n

徳
江
本
の
み
は
、
大
王
自
身
が
女
御
を
失
う
こ
と
を
命
ず
る
と 

い
う
風
に
改
変
し
て
い
る
。
そ
の
他
、
細
部
の
違
い
と
し
て
は
、
A

I

元
和
本
系
.
A

n

丹
緑
本
系
.
H

高

安

本

.
I

寛
永
本
は
、
后
達 

が
大
王
の
許
よ
り
と
う
は
つ
の
劍
を
盗
み
出
し
て
武
士
に
授
け
る
と
い
う
記
事
を
共
有
す
る
。
6
杭

全

本

.
0
大
東
急
本
系
に
も
、
大
王 

の
斂
を
盗
む
こ
と
が
あ
る
が
、飙

の
名
は
記
さ
な
い
。

「
神
道
集
」
に
は
、
釩
に
関
す
る
記
事
は
無
い
。

ま
た
、
五
衰
殿
女
御
を
斬
る
べ 

き
場
所
の
名
は
、
A

I

と
A

n

が
ー
致
す
る
だ
け
で
、
他
の
諸
本
は
そ
れ
ぞ
れ
に
違
え
て
書
い
て
い
る
。

<

A

I
元
和

本

〉
ち
こ
さ
ん
の
ふ
も
と
、
き
ち
く
の
た
に
、
と
ら
の
い
は
や 

<

A

n

丹
緑
本
〉
同
上 

<

A

m

徳
江
本
〉
き
ん
し 

国
筑
前
の
国
中
山
ほ
く
石
か
岩
や 

<B

杭
全
本
〉
ち
こ
く
し
や
う
、
り
う
せ
ん 

<c

大
東
急
本
系
〉
き
し
ん
こ
く
、
ほ
う
せ
き 

か
い
は
や 

<D

慶
応
甲
本
〉
ナ
シ 

<E

蜷
川
本
系
〉
ち
こ
ん
し
や
う
の
山
、
飛
驛
徳
王
の
ふ
も
と
、
菊
水
の
北
、
は
ん
と
う
の 

い
わ
や 

<F

弘
治
本
〉
け
ん
こ
し
や
う
の
山
の
く
れ
ん
し
ほ
の
た
に
、
ほ
く
せ
き
の
い
わ
や 

<G

天
理
こ
本
〉
ち
こ
く
せ
ん 

<H

高

安

本

〉
ひ
こ
く
わ
う
の
ふ
も
と
、
ち
し
ん
の
た
に
、
は
と
う
の
い
は
や 

<
1
寛
永

本

〉
ひ
と
く
王
の
と
こ
ろ
、
き
し
く
の 

た
き
、
は
ん
と
う
の
い
わ
や
の
み
ね

「
神
道
集
」
は

「
鬼
谷
山
ノ
鬼
時
谷
」
と
言
い
、
A

I

元

和

本
.

A

n

丹
緑
本
が
、
こ
れ
に
最
も
近
い
。

20
武
士
が
五
衰
殿
へ
参
っ
て
宣
旨
を
読
み
上
げ
る
。
女
御
は
大
王
の
心
変
り
を
恨
み
つ
つ
歌
を
よ
む
事
。



A

I
元

和

本

系

.

B
杭

全

本

•
 

F
弘

治

本

.

G
天

理
こ
本
•
 

H
高

安

本

• 

I

寛
永
本
は
、

み
つ
く
き
の
、

あ
と
も
み
わ
か
す
、
な
り
に
け
り
、

し
て
の
や
ま
ち
の
、

た

ひ

に

い

そ

け

は

〈
元
和
本
〉

と
い
ぅ
女
御
の
歌
一
首
を
記
す
。

〇
大
東
急
本
は
、

そ
の
外
に
、
前
の

18
の
条
で
八
1

.
八
^
:
<
.
!
1
1.
1

の

諸

本

に

あ

っ

た

「
い
ま
よ
り 

は
…
…
」

の
歌
を
、

こ
こ
に
並
べ
る
。

A

n
丹
緑
本
系
は
、
右

の

「
み
つ
く
き
の
…
…

」

の
歌
を
は
さ
ん
で
、

更
に
次
の
三
首
を
加
え 

る
。

あ
わ
れ
を
も
、

つ
ら
さ
も
し
ら
ぬ
、
も

の

、
ふ
と
、

い
つ
よ
り
た
れ
か
、

い
ひ
な
ら
ひ
け
ん 

ほ
と
、
ぎ
す
、
き
く
は
か
り
に
て
、

し
ら
ざ
り
し
、

し
で
の
山
ぢ
の
、

し
る
へ
を
も
せ
よ 

水
ぐ
き
の
、

い
ま
を
か
ぎ
り
と
、
お
も
ひ
し
に
、

し
で
の
山
ぢ
の
、

い
そ
ぎ
を
ぞ
す
る 

ま
た
A

m
徳
江
本
は
、

A

n
丹

緑

本

が

増

補

し

た

「
あ
わ
れ
を
も
…
…
」

と

「
ほ

と

、
ぎ

す

…
…
」

の
ニ
首
を
記
し
て
い
る
。
D
慶
応
甲 

本
と
E
蜷
川
本
系
に
は
歌
が
無
い
。
「
神
道
集
」
も
歌
は
載
せ
て
い
な
い
。

21
五
衰
殿
女
御
が
武
士
に
追
い
立
て
ら
れ
て
御
殿
を
出
る
時
、
髪
が
御
簾
に
か
か
っ
て
ひ
き
と
め
ら
れ
る
。
女
御
は
、
永
年
つ
き
添
っ 

た
者
も
皆
逃
げ
去
っ
た
の
に
、
心
な
き
御
簾
が
我
を
ひ
き
と
ど
め
る
こ
と
よ
と

て
歌
を
よ
む
事
。

諸
本
す
ベ
て
こ
の
記
事
を
有
す
る
が
、
歌
に
は
異
同
が
多
い
。
左
に
列
挙
し
て
み
る
。

<
A

I
元
和
本
〉

玉
す
た
れ
、

か
け
て
な
れ
に
し
、
な

こ
り
と

て
、

ひ
か
る
、
そ
て
に
、
な
み
た
お
ち
け
り 

<
A

n
丹
緑
本
〉

た
ま
す
だ
れ
。

か
け
て
な
れ
に
し
、
な
ご
り
と

て
。

ひ
か
る
、
そ
で
に
。

な
み
だ
を
ち
け
り 

と
し

月
は
。

よ
そ
に
か
け
ご
し
、

た
ま
み
す
の
。

い
つ
の
ち
ぎ
り
に
。

わ
れ
を
と
む
ら
ん 

<
A

nr
徳
江
本
〉
年
月
は
、
余
所
に
か
け
こ
し
、

玉
水
の
、

い袅

の
契
り
に
、

わ
れ
を
と
む
ろ
ふ



三
一
八

八
B
杭
全
本
〉

と
し
こ
ろ
は
、

よ
そ
に
そ
見
つ
る
"

た
ま
す
た
れ
、

な
に
を
し
の
ひ
に
、

b
れ

を

と

む

ら

ん

(
但
し
本
文
中
に
は 

無
く
、
絵
詞
と
し
て
出
す
)

<
c
大
東
急
本
〉

と
し
月
は
、

よ
そ
に
の
み
見
し
、

た
ま
す
た
れ
、

な
に
を
し
の
ひ
て
、
わ

れ

を

と

、
め
ん 

<
D
慶
応
甲
本
〉

と
し
ふ
れ
て
、

よ
そ
に
み
え
ぬ
る
、

玉
す
た
れ
、
な
に
を
し
の
ふ
の
、

そ
て
を
ひ
く
ら
ん 

<
E
蜷
川
本
〉

つ
き
そ
.ひ
し
、
人
に
は
な
を
も
、
ま
さ
り
け

り
、

わ

れ

を

と

、
む
る
、

玉
の
す
た
れ
は 

い
か
は
か
り
、
ぅ
れ
し
か
ら
ん
と
、
思
ひ
し
に
、

し
て
の
山
ち
を
、

い
そ
く
つ
ら
さ
よ 

<
F
弘
治
本
〉

と
し
こ
ろ
は
、

よ
そ
に
み
つ
る
に
、
た
ま
す
た
れ
、

な
に
を
し
の
ひ
に
、

わ

れ

を

と

、
む
る 

<
G
天
理
こ
本
〉

と
し
こ
ろ
は
、

よ
そ
に
の
み
見
し
、
玉
す
た
れ
、
な
に
を
し
の
ひ
て
、

わ
れ
を
と
む
ら
ん 

<
H
高
安
本
〉

と
し
こ
ろ
は
、

よ
そ
に
見
へ
つ
る
、

た
ま
す
た
れ
、

ひ
か
ふ
る
そ
て
そ
、

い
と
、

つ
ゆ
け
き 

〈
I
寛
永
本
〉

玉
す
た
れ
、

か
け
て
な
れ
に
し
、

な
こ
り
と
て
、

ひ

き

と

、
む
る
に
、
な
み
た
と
ま
ら
す

年
お
い
て
、

よ
そ
に
そ
見
ゆ
る
、
玉
す
た
れ
、
何
を| 

|

の
、
わ

れ

を

と

む

ら

ん

(
前

の

「
玉
す
た
れ
」

の
歌 

は
本
文
中
に
記
す
が
、

こ
の
歌
は
巻
末
に
別
に
附
記
す
る
)

右
の
歌
は
、
大
き
く
分
け
る
と
、

「
玉
す
だ
れ
」

の

系

統

と

「
と
し
月
は
」

の
系
統
の
二
つ
に
な
る
。

A

I
が

「
玉
す
だ
れ
」
系
で
あ
る 

の
に
対
し
て
、

B •  

C 

•  

D 

•
 

F 

•  

G 

•  

H

の

諸

本

は

「
と
し
月
は
」
系
に
属
し
、
顕
著
な
対
照
を
見
せ
て
い
る
。

A

n
丹
緑
本
は
、

A 

I
元
和
本
系
を
承
け
な
が
ら
、

一

方

の

「
と
し
月
は
」

の
歌
を
も
採
り
入
れ
、

A

m
徳
江
本
は
、
丹

緑

本

が

増

補

し

た

「
と
し
月
は
」

の 

方
だ
け
を
残
し
て
い
る
訳
で
あ
る
。

ま
た
I
寛
永
本
も
、
丹
緑
本
に
近
い
形
を
示
し
て
い
る
。

な
お
、

E
畴
川
本
系
の
み
は
、
ど
ち
ら
と 

も
異
な
る
独
自
の
歌
を
有
し
て
い
る
。
「
神
道
集
」

に
は
、

こ
の
条
の
記
事
は
全
く
無
い
。



22
武
士
達
は
五
衰
殿
女
御
を
山
中
へ
追
い
立
て
て
行
く
。
習
わ
ぬ
徒
歩
に
行
き
疲
れ
た
女
御
を
馬
に
乗
せ
、
目
的
地
に
着
く
事
"

C
大

東

急

本

系

.
D
慶

応

甲

本

.
F
弘
治
本
に
は
、

途
に
て
女
御
が
歎
き
の
歌
を
よ
む
事
を
記
す
。

C

.
F
は
一
首
で
あ
る
が
、

D 

は
、

C 

•
 

F
と
同
じ
歌
の
外
に
、

(
20
)

の

条

で

諸

本

に

あ

っ

た

「
み
つ
く
き
の
…
…
」

の
歌
を
、

こ
こ
に
並
べ
て
い
る
。
女
御
を
乗
せ 

る
馬
に
つ
い
て
は
、
C
大
東
急
本
の
み
は
、
女
御
が
観
音
に
祈
請
す
る
と
馬
が
現
れ
た
と
述
べ
て
い
る
が
、
D
慶
応
甲
本
は
、
武
士
の
乗 

っ
て
い
た
馬
を
参
ら
せ
た
と
し
、

そ
の
他
の
諸
本
は
す
べ
て
、
武
士
が
馬
を
尋
ね
出
し
た
と
す
る
。

ま
た
、
目
的
地
に
着
い
た
後
、
女
御 

が
こ
の
馬
を
観
音
の
化
身
と
し
て
崇
め
尊
ぶ
事
が
、

A

I
元

和

本

系

•
A

n
丹

緑

本

系•

A

n
徳

江

本•

B
杭

全

本•

H
高

安

本•

I
寛 

永
本
に
あ
る
。

0
大
東
急
本
は
、

目
的
地
に
着
く
と
、

馬
は
い
ず
く
と
も
な
く
消
え
失
せ
た
と
言
っ
て
い
る
。

「
神
道
集
」

に
は
、

歌
を 

よ
む
事
と
、
馬
に
関
す
る
記
事
は
、
共
に
無
い
。

23
五
衰
殿
女
御
を
最
期
の
座
に
据
え
、
餅
を
当
て
よ
う
と
す
る
が
、
不
思
議
が
起
っ
て
斬
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
女
御
は
、
胎
内
に
王 

子
の
あ
る
間
は
斬
れ
ま
い
と
言
っ
て
、
武
士
を
待
た
せ
る
事
。

A

I
元
和
本
系
と
H
高
安
本
の
み
は
、
武
士
が飙

を
抜
く
前
に
、
王
子
の
胎
内
に
い
る
間
は
斬
れ
ま
い
か
ら
暫
く
待
て
と
言
う
と
述
べ 

て
い
る
。

「
神
道
集
」

で
は
、

一
人
の
武
士
が
斬
ろ
う
と
す
る
と
、
他
の
武
士
が
こ
れ
を
止
め
る
と
い
う
風
に
な
っ
て
い
て
、

不
思
議
を 

記
し
て
い
な
い
。
従
っ
て
、

こ
こ
も
A

I
元

和

本

系

の

書

き

方

が

「
神
道
集
」

に
近
く
、

こ
の
方
が
古
い
形
で
、
次
第
に
奇
瑞
を
強
調
す 

る
よ
う

に
な
つ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

24

女
御
が
^
念
す
る
と
、

や
が
て
王
子
が
誕
生
す
る
。

女
御
は
王
子
に
、

母
の
亡
き
後
の
事
を
言
い
含
め
、

髪
を
切
っ
て
神
々
や
父 

母
、
更
に
は
山
中
の
獣
な
ど
に
手
向
け
、
王
子
守
護
を
祈
る
事
。

諸
本
、
女
御
の
祈
念
に
よ
っ
て
、
す
ぐ
に
王
子
の
誕
生
が
あ
る
が
、

I
寛
永
本
だ
け
は
、
武
士
が
仮
屋
を
作
っ
て
待
つ
う
ち
に
、
月
日

三
一
九



三
ニ
〇

満
ち
て
誕
生
し
た
と
述
べ
る
。

ま
た
、

A

n
丹

緑

本

系

.

A

m
徳

江

本

.

G
天

理

こ

本

.

H
高

安

本

.
1
寛
永
本
に
は
、
王
子
に
谷
の
水 

に
て
産
湯
を
つ
か
わ
せ
る
事
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。
次
に
、
王
子
誕
生
の
後
に
、
女
御
が
歌
を
よ
む
事
が
、

A

I
元

和

本

系

.
A

n
丹
緑 

本

系

• 

D
慶

応

甲

本

•
 

E
蜷

川

本

系

.
F
弘

治

本• 

G
天

理

乙

本

.
H
高
安
本
の
諸
本
に
は
記
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
歌
は 

<

A

I元
和
本
〉

み
な
し
子
を
、

ふ
せ
お
く
山
の
、

ふ
も
と
を
は
、
あ
ら
し
こ
か
ら
し
、

こ

、
ろ
し
て
ふ
け 

<
A

n
丹
緑
本
〉
元
和
本
一
一
同
ジ
。

<
D
慶
応
甲
本
〉

わ
れ
は
い
ま
、

し
て
の
や
ま
ち
も
、

こ
え
ぬ
へ
し
、

た
れ
か
は
か
、
る
、
な
け
き
を
も
つ
ま
ん 

〈
E
祿
パ
本
〉

み
な
し
こ
を
、

こ
の
山
も
と
に
、

す
て
を
き
ぬ
、

あ
わ
れ
み
た
ま
へ
、

か
み
も
ほ
と
け
も

(
女
御
)

み
な
し
子
と
、
思
ひ
な
わ
ひ
そ
、
け
ふ
よ
り
も
、
わ
れ
は
こ
く
ま
ん
、

よ

ろ

つ

よ

ま

て

も

(
山
の
神
の
返
歌
) 

い
か
は
か
り
、
う
れ
し
か
ら
ま
し
、
身
な
し
こ
を
、

よ
ろ
つ
よ
ま
て
も
、

そ
た
て
た
ま
は
、

(
女
御
)

〈
F
弘
治
本
〉

わ
か
こ
^

は
、

し
よ
く
の
山
ち
も
、

こ
へ
ぬ
ら
ん
、
う
め
る
こ
の
す
へ
、
お
も
ふ
お
も
ひ
に 

<
G
天
理
こ
本
〉
我
こ
え
む
、

し
て
の
や
ま
ち
も
、
や
け
ぬ
へ
し
、
う
め
る
子
ゆ
へ
に
、
も
ゆ
る
お
も
ひ
は 

<
H
高
安
本
〉

わ
か
こ
え
ん
、

し
て
の
山
ち
も
、
や
け
ぬ
へ
し
、
う
め
る
子
ゆ
へ
に
、
も
ゆ
る
お
も
ひ
は 

の
如
く
で
、

A

I •  

A

n
の
歌
と
、

D 

.
 

F 

•
 

G 

•  

H

の
諸
本
の
歌
と
は
別
の
一
類
を
な
し
て
お
り
、

E

の
み
は
、
山
の
神
の
歌
を
も
加 

え
て
三
首
を
記
し
、
特
徴
の
あ
る
形
を
見
せ
て
い
る
。

ま
た
、

I
慶
応
こ
本
は
、

も

の

、
ふ
も
、

い
は
木
の
身
に
は
、

よ
も
あ
ら
し
、
も

の

、
あ
は
れ
を
、

し
る
や
し
ら
す
や 

も

の

、
ふ
も
、

い
は
木
の
身
に
は
、
あ
ら
ね
共
、

君
の
お
ほ
せ
を
、

い
か
て
そ
む
か
ん 

と
い
う
、
他
の
本
と
は
全
く
異
な
る
ニ
首
の
歌
を
入
れ
る
。

同
系
の
寛
永
本
に
は
、

こ
の
条
に
歌
が
無
い
の
を
、
本
書
が
独
自
に
増
補
し



た
の
で
あ
ろ
う
。

「
神
道
集
」

は
、
王
子
の
産
湯
の
事
は
記
す
が
、

女
御
が
諸
神
に
髪
を
手
向
け
る
事
と
、
歌
を
よ
む
事
は
記
さ
な
い
。
 

25
武
士
が
五
衰
殿
女
御
の
首
を
斬
る
と
、
亡
骸
は
王
子
を
抱
え
て
乳
房
を
含
ま
す
。
武
士
は
女
御
の
首
を
持
ち
、
王
宮
へ
帰
る
事
。

C
大

東

急

本

系

.
D
慶

応

甲

本

.
F
弘

治

本

.
G
天

理

乙

本

.
H
高
安
本
の
諸
本
で
は
、
武
士
の
一
人
が
発
心
し
、
次
の
歌
を
よ
む
。
 

み
な
し
子
の
、
す
ま
ん
み
山
の
、

た
つ
た
ひ
め
、

あ
ら
し
も
あ
き
の
、
木

葉

ち

ら

す

な

(
大
東
急
本
、
他
の
本
も
ほ
ぼ
同
じ
)

A

n丹
緑

本

系

.
A
n徳
江
本
で
は
、
右
の
歌
を
、
女
御
の
空
し
き
骸
が
よ
ん
だ
と
し
て
い
る
。
丹
緑
本
は
、
原
拠
と
し
た

A

I元
和
本 

系
に
は
歌
が
無
い
の
を
、
他
の
系
統
の
本
の
歌
を
採
り
入
れ
て
、

そ
の
際
に
趣
向
も
変
え
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

「
神
道
集
」

に
は
、
武 

土
が
発
心
し
て
歌
を
よ
む
記
事
は
無
い
。

26
女
御
の
亡
骸
は
乳
を
出
し
て
王
子
を
養
い
、
山
の
虎
狼
等
の
獣
も
王
子
を
守
護
し
て
三
年
を
過
ぎ
る
事
。

A

I元
和

本

系

.
A
n丹
緑

本

系

.
B杭
全
本
は
、

三
年
の
後
に
、

虎
狼
は
女
御
の
白
骨
を
と
り
か
く
し
、

王
子
一
人
を
残
し
て
帰 

る
。

C
大
東
急
本
系
は
、

三
才
の
時
.
山
神
が
う
け
ん
の
聖
を
尋
ね
よ
と
い
う
女
御
の
遺
言
を
王
子
に
告
げ
る
と
あ
り
、

D
慶
応
甲
本 

は
、
女
御
が
王
子
の
枕
上
に
立
っ
て
、
同
様
の
事
を
告
げ
る
と
す
る
。

E
蜷
川
本
系
に
は
、

四
才
の
三
月
十
八
日
に
、
わ
が
兄
の
聖
に
つ 

げ
奉
ら
ん
と
告
げ
て
、
女
御
の
骸
は
消
え
失
せ
る
と
い
う
記
事
が
あ
る
。

「
神
道
集
」

で
は
、

三
年
目
に
女
御
の
骸
は
水
と
成
り
、

そ
れ 

よ
り
後
は
.、
虎
共
が
木
の
汁
を
吸
い
集
め
て
王
子
を
養
っ
た
と
し
て
い
る
。

27
山
の
麓
に
住
む
聖
に
、
山
中
の
王
子
を
尋
ね
よ
と
の
、
虫
喰
い
に
よ
る
歌
の
告
げ
が
あ
る
事
。

聖

の

名

を

「
神
道
集
」

は
喜
見
聖
人
と
す
る
が
、

物

語

の

諸

本

は

ほ

と

ん

ど

「
ち
け
ん
聖
」

に
作
る
。

わ
ず
か
に
、

I
寛
永
本
系
に 

「
き
け
ん
し
や
う
の
聖
」

と
あ
る
個
所
が
見
え
る
の
み
で
、

そ
れ
も
別

の

個

所

で

は

「
ち
け
ん
し
や
う
」
と
も

書
い
て
い
る
。

そ
の
外
に 

は
、
C
大

東

急

本

系

が

「
う
け
ん
の
聖
」
、

E
蜷

川

本

系

が

「
祇
園
精
舎
の
聖
」

と
す
る
。

蜷
川
本
系
は
こ
の
祇
園
精
舎
の
聖
を
女
御
の

三
ニ
ー



三
ニ
ニ

兄
と
言
っ
て
い
る
。

次
に
聖
へ
の
不
思
議
な
告
げ
に
つ
い
て
も
、

「
神
道
集
」

は

蛛

が

糸

を

以

て

「
鬼
時
谷
ト
云
谷
ニ
善
財
王
ノ
王
子
十 

ニ
ノ
虎
二
養
ハ
レ
テ
有
ヲ
取
テ
大
王
ニ

奉
リ
下
へ
」

と
引
き
歩
い
た
と
語
る
が
、
物
語
諸
本
は
す
べ
て
虫
喰
い
に
よ

る

も

の

と

し

、

そ
の 

告
げ
の
言
葉
も
、

I
寛
永
本
系
を
除
き
、
和
歌
に
な
っ
て
い
る
。

た
だ
、

A

I
元

和

本

系

.
A

n
丹

緑

本

系

.
B
杭
全
本
が
、
虫
喰
い
の 

業
を
十
羅
刹
女
の
計
ら
い
と
思
わ
れ
る
と
記
し
て
い
る
の
は
'
「
神
道
集
」

と
一
致
す
る
。

ま
た
、

H
高

安

本

.
1
寛
永
本
系
は
、

冥
途 

の
女
御
が
こ
お
ろ
ぎ
と
な
っ
て
文
字
を
喰
い
つ
け
た
と
い
う
風
に
改
め
て
い
る
。
虫
喰
い
の
歌
は
、
元
和
本
に
、

み
な
し
こ

を

、

そ
た
つ
る
山
の
、
御
ひ
し
り
、

た
つ
ね
見
た
ま袅

、

か
へ
す
<

も 

と
あ
る
の
と
、
諸
本
ほ
ぼ
同
じ
内
容
で
あ
る
が
、

G
天
理
こ
本
は
、

み
な
し
こ
を
、

そ

た

て

、
を
く
そ
、

こ
の
山
に
、
ち
け
ん
ひ
し
り
の
、

て
し
に
な
れ
と
て 

と
、
や
や
違
っ
た
歌
を
記
す
。

ま
た
、
右
の
歌
の
外
に
、

A

n
丹
緑
本
は
、

こ
の
山
に
。

み
な
し
ご
す
つ
る
。

た
つ
た
や
ま
。

み
ね
の
あ
ら
し
よ
。

あ
わ
れ
と
も
見
よ 

C
大
東
急
本
系
は
、

こ
の
山
に
、

み
な
し
子
あ
り
て
、
ま
よ
ふ
な
り
、
夜
の
ま
に
ゆ
き
て
、

た
つ
ね
み
た
ま
へ 

と
い
う
、

そ
れ
ぞ
れ
別
の
歌
を
加
え
る
。

28
聖
は
山
に
尋
ね
入
り
王
子
を
見
出
す
。

王
子
は
素
姓
を
名
の
り
、
母
の
遺
言
を
語
る
。

王
子
の
願
い
に
よ
り
、
母
女
御
の
屍
を
火
葬 

に
す
る
事
。

I
寛
永
本
系
の
み
は
異
な
っ
て
い
て
、
聖
が
王
子
に
素
姓
を
問
う
と
、
王
子
は
逆
に
汝
は
何
者
ぞ
と
問
い
返
す
。

ち
け
ん
し
や
う
と
申 

す
聖
と
答
え
る
と
、
更
に
聖
と
は
い
か
な
る
者
ぞ
と
問
う
。

そ
し
て
、
王
子
が
自
分
の
素
姓
を
名
の
る
事
が
無
く
、
不
自
然
な
内
容
に
変



え
ら
れ
て
い
る
。
女
御
の
屍
を
火
葬
に
し
た
時
、

E
蜷

川

本

系

.
H
高

安

本• 

I
寛
永
本
を
除
き
'
 

諸

本

、
左
の
王
子
の
歌
を
記
す
。

世
の
中
に
、
あ
り
ふ
る
人
の
、

は
て
み
れ
は
、

た

、

一
と
き
の
、

け

ふ

り

な

り

け

り

(
元
和
本
、
他
の
本
も
同
じ
)

但
し
、

1
寛
永
本
は
、
卷
末
に
右
の
歌
を
附
記
し
て
い
る
。

ま
た
、

0
慶
応
甲
本
だ
け
は
、
右
の
歌
を
聖
が
よ
ん
だ
と
す
る
。

<!&:1丹
緑 

本
系
は
、

こ
こ
で
も
右
の
歌
の
外
に
、

世
の
中
に
•
さ
か
へ
さ
か
ふ
る
、
人
も
み
な
、

は
て
は
け
ふ
り
の
、

い
ろ
に
な
り
け
り 

の
一
首
を
加
え
、

A

m
徳
江
本
は
、

丹
緑
本
の
増
補
し
た
一
首
の
方
を
残
し
て
い
る
。

「
神
道
集
」

に
は
、

女
御
の
屍
を
火
葬
に
す
る
記 

事
は
無
い
。

な
お
、

こ
の
条
の
、

A

I
元

和

本

系

.

A

n
丹
緑
本
系
と
B
杭
全
本
の
両
者
に
は
、
次
の
よ
う
な
非
常
に
近
似
し
た
詞
章
が 

含
ま
れ
て
い
る
。

〈
元
和
本
〉

わ
う
し
を
い
た
き
、

の
た
ま
ふ
や
う
、
き
う
か
三
ふ
く
の
あ
つ
き
日
、
た
れ
か
あ
ふ
き
を
か
さ
し
、
け
ん
と
う
そ
せ
つ 

の
、

ふ
ゆ
の
夜
の
さ
む
き
に
も
•

い
つ
れ
の
人
か
、

ふ
す
ま
を
か
さ
ね
ま
い
ら
せ
ん
、

た
と
へ
は
、

そ
ら
に
か
け
る
と
り
の
、

つ
は 

さ

お

ち

、

う
を
の
み
つ
に
は
な
れ
、
き
し
の
ひ
た
い
に
、

ね
を
は
な
れ
た
る

く

さ
、
江
に
つ
な
か
さ
る
ふ
ね
の
、
た

、
よ
ふ
る
こ

と
 

く
に
て
、
月
日
を
お
く
り
、
と
し
を
む
か
へ
て
、

三
さ
い
ま
て
、
せ
い
ち
や
う
な
ら
せ
給
ふ
事
、

ふ
し
き
な
か
ら
御
い
た
は
し
さ
、
 

世
に
た
め
し
や
は
あ
る
と
て
、
す
み
そ
め
の

そ

て

を

し

ほ

り

給

ふ

(
丹
緑
本
も
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
文
)

〈
杭
全
本
〉

わ
う
し
を
い
た
き
給
い
て
、
き
う
か
三
ほ
く
の
あ
つ
き
日
も
、

た
れ
か
あ
ふ
き
の
か
せ
を
も
ま
い
ら
せ
ん
、

け
ん
と
う 

そ
せ
つ
の
さ
む
さ
に
も
、

い
つ
れ
の
人
か
、

ふ
す
ま
を
も
か
さ
ね
て
た
て
ま
つ
ら
ん
、
た
と
へ
は
そ
ら
と
ふ
と
り
の
、
ち
に
を
ち
、
 

み
つ
に
あ
そ
ふ
う
ほ
の
、
く
か
に
あ
か
り
け
る
あ
り
さ
ま
、
又
き
し
の
ひ
た
ひ
に
、
■ね
を
は
な
れ
た
る
く
さ
、
至
の
ほ
と
り
に
つ
な 

か
さ
る
ふ
ね
の
、

ふ
せ
い
に
も
、

な
を
ま
さ
り
て
お
は
し
ま
す
よ
と
て
、

し
や
う
人
は
、

す
み
そ
め
の
た
も
と
を
し
ほ
り
も
あ
へ

三
二
三



す

、

の
給
ひ
け
り

右
の
文
は
、

C
類
以
下
の
諸
本
に
は
見
ら
れ
な
い
の
で
、

A

B
両
類
の
本
の
間
に
は
、
特
別
の
関
係
が
存
す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
せ 

る
。

29
聖
の
許
で
学
問
を
修
め
、
成
長
し
た
王
子
は
、

七
才
の
時
内
裏
へ
参
り
、
大
王
に
会
っ
て
一
部
始
終
を
物
語
る
事
。

大
王
と
王
子
の
再
会
に
つ
い
て
、
大
部
分
の
本
は
、

王
子
が
内
裏
へ
参
り
、
南
殿
の
苑
に
佇
ん
で
い
る
所
を
大
王
が
見
て
不
審
に
思
う 

こ
と
か
ら
、

王
子
の
素
姓
が
あ
ら
わ
れ
る
事
に
な
っ
て
お
り
、

こ

れ

は

「
神
道
集
」

と
さ
し
て
変
ら
な
い
。

し
か
し
、

A

n
丹
緑
本
系
と 

E
蜷
川
本
系
は
、
特
徴
の
あ
る
趣
向
を
構
え
て
い
る
。
A

n
丹
緑
本
系
は
、

王
子
七
才
の
時
、
大
王
に
御
悩
が
つ
き
、
鳥
の
告
げ
に
よ
っ 

て
、

聖
の
許
の
王
子
が
召
さ
れ
る
。

王
子
が
参
内
し
て
祈
る
と
、
大
王
は
平
癒
す
る
。

E
蜷
川
本
系
は
、
大
王
が
五
衰
殿
女
御
の
菩
提
を 

弔
う
た
め
に
、
祇
園
精
舍
の
聖
を
請
ず
る
。

王
子
は
聖
と
共
に
参
っ
て
、
説
法
の
座
に
上
り
、
自
ら
の
身
の
上
を
物
語
る
と
い
っ
た
内
容 

で
あ
る
。

ま
た
、

I
寛
永
本
系
の
み
は
、

王
子
は
は
じ
め
に
大
臣
公
卿
に
会
っ
て
身
の
上
を
語
り
、
大
臣
公
卿
が
そ
れ
を
大
王
に
奏
聞
す 

る
事
に
し
て
い
る
。

こ
れ
も
新
し
い
変
改
で
あ
ろ
う
。

30
大
王
が
余
の
后
達
を
殺
そ
う
と
す
る
の
を
、

王
子
が
止
め
る
。

王
子
は
母
女
御
の
首
を
乞
い
、
大
王
が
后
達
を
責
め
る
と
、
願
の
下 

よ
り
首
を
取
り
出
す
事
。

A

n
丹
緑
本
系
と
、

E
蜷
川
本
系
は
、
前
条
と
関
連
し
て
、
大
王
の
布
施
に
母
女
御
の
首
を
所
望
す
る
。
他
の
諸
本
は
ほ
と
ん
ど
変
ら 

な
い
。
「
神
道
集
」

は
、

こ

の

条

か

ら

以

下

(
34
)

ま
で
の
記
事
が
無
い
。

31
大
王
は
、

王
子
に
位
を
譲
ろ
う
と
す
る
が
、

王
子
は
出
家
の
志
が
固
く
、

こ
れ
を
受
け
な
い
事
。

E
蜷

川

本

系

.
H
高

安

本

.
I
寛
永
本
系
は
、
最
後
に
王
子
は
大
王
の
請
い
を
入
れ
て
位
に
つ
き
、
新
王
と
申
す
と
あ
る
。



32
大
王
が
聖
に
相
談
す
る
と
、

王
子
の
出
家
の
志
を
翻
す
に
は
、
母
女
御
を
再
び
こ
の
世
に
招
き
返
す
外
は
な
い
と
い
っ
て
、
聖
が
肝 

胆
を
く
だ
き
修
法
を
行
な
う
と
、
女
御
は
元
の
姿
と
な
っ
て
蘇
え
る
事
。

こ
の
記
事
は
、

A

I
元

和

本

系

.
A

n
丹

緑

本

系

.
B
杭
全
本
に
の
み
存
す
る
。

し
か
し
、

こ
の
三
本
も
、

そ
の
結
果
王
子
が
位
に
つ 

い
た
と
は
語
っ
て
い
な
い
所
を
見
る
と
、

こ
の
記
事
が
後
の
増
補
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

A

I
や

B

の
系
統 

は
、
今
ま
で
に
見
て
き
た
所
で
は
、
他
の
本
よ
り
も
古
い
形
態
を
残
す
よ
う
に
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、

こ
の
よ
う
に
、
他
よ
り
も
進 

ん
だ
形
も
含
ん
で
い
る
訳
で
あ
る
。

但
し
、

こ

の

女

御

を

祈

り
返
す
事
と
非
常
に
よ
く
似
た
話
は
「
厳
島
の
本
地
」

に
見
ら
れ
、

そ
れ 

は
貞
和
ニ
年
の
古
い
絵
巻
に
既
に
記
さ
れ
て
い
る
。
「
厳
島
の
本
地
」

か
ら
の
輸
入
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、

ま
た
、

「
熊
野
の
本
地
」

の
方 

に
、
古
く
か
ら
こ
の
よ
う
な
形
も

出
来
て
い
た
と
見
る
こ
と
も

可
能
で
あ
る
。

33
新
王
が
五
衰
殿
女
御
を
斬
っ
た
武
士
等
を
処
罰
す
る
事
。

こ
の
記
事
は
、

H
高

安

本

•
I
寛
永
本
系
に
だ
け
存
す
る
。

H
高
安
本
は
、
新
王
が
七
人
の
武
士
を
斬
り
、

そ
の
後
に
九
百
九
十
九
人 

の
后
達
を
も
斬
っ
た
と
す
る
。

I
寛
永
本
は
、

七
人
の
武
士
の
処
刑
だ
け
を
記
し
、

同
じ
系
統
の
I
慶
応
乙
本
や
高
安
別
本
は
、
武
士
の 

処
刑
の
外
に
、

相
人
を
も
尋
ね
出
し
て
、

熱
湯
を
ロ
に
流
し
込
ん
で
焼
き
殺
し
た
と
述
べ
る
。

こ
の

記
事
も

新
し
い
増
補
部
分
で
あ
ろ 

5

0

34

新
王
は
御
堂
を
建
て
て
、

母
女
御
の
菩
提
を韦

う
事
。

こ
の
記
事
も
、

(
31
)

の
条
と
同
じ
く
、

E
蜷

川

本

系• 

H
高

安

本• 

I
寛
永
本
系
に
だ
け
見
え
る
。
王
子
が
位
を
継
い
で
、
新
王
と 

称
し
た
事
を
述
べ
る
上
記
三
本
は
、

こ
の
辺
の
叙
述
に
共
通
し
た
特
徴
を
有
し
て
い
る
が
、

そ
の
中
で
は
、

(33
)
を
欠
く

 
E

蜷
川
本
系 

が
古
い
と
思
わ
れ
る
。

三
ニ
五



三
ニ
六

35
大

王

.
王

子

•
聖
の
三
人
は
本
国
を
厭
い
、

臣
下
を
引
き
連
れ
て
、
飛
車
に
て
日
本
へ
渡
り
、
紀
伊
国
牟
婁
郡
音
無
川
の
ほ
と
り
に 

落
ち
着
く
事
。

大
王
一
行
が
跡
を
垂
れ
た
場
所
を
、

A

I
酒

井

本

は

「
音
無
川
か
つ
ち
」
元

和

本

は

「
音
無
川
か
へ
ん
ちJ

、

B
杭

全

本

は

「
音
無
川 

の
か
つ
ち
」

と
記
す
。

「
か
つ
ち
」
が
何
処
を
指
す
の
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、

A

I
と
B
は
、
関
係
の
深
い
本
で
あ
る
事
を
窺
わ
せ
る
。
 

F
弘

治

本

に

は

「
音
無
川
そ
な
へ
.の
里
」

と
あ
る
。

こ

れ

は

「
神
道
集
」

に
、
猪
を
追
う
狩
師
が
八
咫
烏
の
導
き
で
曾
那
恵
と
い
う
所
に 

至
っ
た
と
あ
る
、

そ
の
曾
那
恵
と
同
じ
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、

I
寛
永
本
系
は
、

は
じ
め
に
日
本
国
あ
ま

^|
ゅ

0
か
ぱ
ま
に
着
い
た
が
、

こ 

こ
は
狭
い
と
て
、
紀
伊
国
音
無
川
^

¥

¥

の
里
に
赴
い
た
と
述
べ
て
い
て
、
独
自
の
特
徴
を
有
し
て
い
る
。
他
の
諸
本
は
、
特
別
の
地
名 

は
記
し
て
い
な
い
。

「
神
道
集
」

の
こ
の
条
は
大
分
異
な
っ
て
い
て
、

大
王
が
五
つ
の飙

を
北
へ
向
け
て
投
げ
る
と
、
第
ー
は
紀
伊
国
武 

漏
郡
、
第
二
は
筑
紫彥

根
嶽
、
第
三
は
陸
奥
国
中
宮
山
、
第
四
は
淡
路
和
、
第
五
は
伯
耆
国
大
山
に
留
ま
っ
た
。
大
王
一
行
は
、
金
の
早 

車
に
て
、

先
ず
第
二
の
彦
根
嶽
に
着
き
、
次
第
に
転
じ
て
最
後
に
紀
伊
国
武
漏
郡
に
止
ま
っ
た
と
語
っ
て
い
る
。
物
語
諸
本
の
中
に
は
、
 

「
神
道
集
」

の
ょ
う
な
語
り
方
を
し
た
本
は
見
出
せ
な
い
。

「
神
道
集
」

は
こ
の
条
に
続
け
て
、

七
千
年
の
後
に
狩
師
の
千
代
包
に
対
し 

て
、
熊
野
権
現
が
三
枚
の
鏡
と
な
っ
て
現
ず
る
と
い
う
説
話
を
記
す
が
、

こ
の
説
話
も
、
物
語
諸
本
に
は
、

す
べ
て
欠
け
て
い
る
。

36
本
地
と
垂
迹
に
関
す
る
記
事
。

諸
本
、
熊
野
の
諸
神
が
、
上
述
の
物
語
の
人
物
の
垂
迹
で
あ
る
事
を
説
き
、

ま
た
、

そ
の
本
地
仏
を
記
し
て
い
る
が
、
諸
神
と
物
語
中 

の
人
物
及
び
本
地
仏
と
の
関
係
を
^
:
示
す
る
と
、

左
の
如
く
で
あ
る
。
主
要
人
物
で
あ
る
、
大

王

•
女

御

•
王

子

•
聖
の
四
人
の
外
に
、
 

大

臣

•
公

卿

•
殿
上
人
そ
の
他
に
つ
い
て
も
、
垂
迹
神
を
記
述
す
る
本
が
多
い
が
、

四
人
の
外
は
省
略
し
た
。

㈠

神
道
集
及
び
A

I
元

和

本

系•

A

n
丹

緑

本

系

•
B
杭
全
本



証

誠

殿
 

結

宮

(西
官
)
 

早
玉宫

(
中
宮
)

若
一
王
子 

㈡

C
大
東
急
本
系

証

誠

殿
 

両
所
権
現 

那
智
権
現 

若
一
王
子 

本 

宮 

新 

宫
 

那 

智 

滝 

本 

㈢

そ
の
他
の
諸
本

証

誠

殿

神
道
集 

聖

(
阿
弥
陀
)

女

御

(
千
手
観
音
)

大

王

(
薬
師
)

王

子

(
十
一
面
観
音
)

F
弘

治

本•

H
高
安
本 

C
大
東
急
本
系 

大

王

(
阿
弥
陀
)

女

御

(
十
一
面
観
立
日
)

聖

(
薬
師
) 

(
十
一
面
観
音
) 

(
阿
弥
陀
)

(
薬
師
}

(
飛
滝
権
現
) 

(
千
手
観
音
)

A

m
徳
江
本 

大
王

A

I
元
和
本
系 

聖

(
阿
弥
陀
)

女
御

大

王

(
薬
師
)

王

子

(
十
一
面
観
音
)

F
弘
治
本 

大

王

(
阿
弥
陀
)

女

御

(
観
音
)

聖

(
薬
師
)

王

子

(
十
一
面
観
音
) 

(
阿
弥
陀
) 

(薬
師
}

(
飛
滝
権
現
) 

(
千
手
観
音
)

D
慶
応
甲
本 

大
王

A

n
丹
緑
本
系 

聖

(
阿
弥
陀
) 

女
御

大

王

(
薬
師
)

B
杭
全
本 

聖

(
阿
弥
陀
) 

女
御

大

王

(
薬
師
)

王

子

(
十
一
面
観
音
)

王

子

(
十
一
面
観
音
)

H
高
安
本 

大

王

(
阿
弥
陀
)

王

子

(
十
一
面
観
音
)

(
阿
弥
陀
)

(薬
師
}

(
飛
滝
権
現
)

女

御

(
千
手
観
音
)

E
蜷
川
本
系 

G
天
理
乙
本

聖 

聖

I
寛
永
本 

大

王

(
阿
弥
陀
) 

三
ニ
七



結 

宮 

両
所
権
現 

那
智
権
現 

若
一
王
子 

本 

宮 

新 

宮 

聖 

宮

㈠

の

「
神
道
集
」

と
、

A

I
元

和

本

系

.
A

n
丹

緑

本

系

.
B
杭
全
本
の
三
系
統
の
諸
本
は
全
く
一
致
し
、
記
述
も
最
も
整
っ
て
い
る
。
 

こ
れ
が
古
い
伝
え
で
あ
ろ
ぅ
と
思
わ
れ
る
。

㈡

の
、

C
大
東
急
本
系
と
F
弘
治
本
は
ー
致
し
、

H
高
安
本
も
上
の
ニ
本
に
き
わ
め
て
近 

い
。

と
こ
ろ
で
、

こ
の
系
統
の
記
述
は
、
熊
野
三
山
の
祭
神
の
組
織
に
照
ら
す
と
、

不
自
然
な
所
を
も
っ
て
い
る
。
本

宮

•
新
宫

.
那
智 

の
三
山
は
、
本
来
は
祭
神
を
異
に
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
ぅ
が
、
平
安
朝
の
院
政
時
代
に
は
、
既
に
三
山
共
に
、

い
わ
ゆ
る
十
二
所
の
神
を 

祭
っ
て
い
る
。
十
二
所
と
は
、
証

誠

殿

.
早

玉

宮

•
結
宫

(
以
上
を
三
所
権
現
と
す
る
。
最
も
主
要
な
祭
神
で
あ
る
)
•
若

宮

•
禅
師
官
.
 

聖

宮

•
児

宮

•
子

守

宮

(
以
上
を
五
所
王
子
と
す
る
。
中
で
若
宮
の
一
所
は
殊
に
重
く
遇
さ
れ
た
)
•
一
万
宮
•
十

万

官

•
勧
請
十
五
所
.
 

飛

行

夜

叉

.
米

持

金

剛

童

子

(
一
万
宮
と
十
万
官
と
を
一
所
と
見
な
し
て
四
所
と
称
す
る
)

で
あ
る
。

こ
の
外
に
、

那
智
山
に
限
り
、

こ 

の
山
の
地
主
神
で
あ
る
飛
滝
権
現
が
祭
ら
れ
て
い
る
。
㈠

の
神
道
集
系
統
は
、
物
語
の
主
要
人
物
四
人
を
、

三
所
権
現
と
、

五
所
王
子
の 

中
で
最
も
重
要
視
さ
れ
た
若
宮
に
宛
て
、

そ

の

本

地

も

「
長
秋
記
」
等
に
記
さ
れ
た
も
の
と
一
致
す
る
。

し
か
る
に
、
㈡

の
系
統
の
C

.
 

F

の
ニ
本
で
は
、
証
誠
殿
と
若
一
王
子
は
よ
い
と
し
て
、
女
御
と
聖
の
垂
迹
を
、
両
所
権
現
と
那
智
権
現
と
し
た
の
は
、
不
正
確
な
書
き

女
御

王
子

女

御

.
大
王

女

御

(
薬
師
}

王
子
(十
一
面
観
音
)

王
子

大
王

女
御

大
王

女
御

王
子

三
二
八女

御

(
千
手
観
音
) 

王

子

(
十
一
面
観
立
®
)



方
で
あ
る
。
}

一
:

所
権
現
と
は
、

三
所
の
中
の
早
玉
宮
と
結
宮
を
指
す
。

こ
の
ニ
所
を
共
に
女
御
の
垂
迹
と
し
た
の
は
お
か
し
い
し
、

そ
の 

本
地
を
単
に
観
音
と
す
る
の
も
、
平
安
末
期
以
来
の
本
地
説
に
合
致
し
な
い
。

ま
た
那
智
権
現
と
い
う
の
は
、
那
智
山
の
祭
神
全
体
を
言 

う
の
か
、

那
智
山
特
有
の
飛
滝
権
現
を
指
す
の
か
、

は
っ
き
り
理
解
で
き
な
い
。
前
者
で
あ
れ
ば
、
証

誠

殿

•
両

所

権

現

•
若
一
王
子
と 

並
べ
る
の
は
不
合
理
で
あ
る
し
、
後
者
の
場
合
は
、r

長
秋
記
」
等
に
記
す
飛
滝
権
現
の
本
地
は
千
手
観
音
で
あ
る
の
と
異
な
っ
て
い
る
。
 

更
に
そ
の
後
に
、
本
官
は
阿
弥
陀
、
新
宮
は
薬
師
、

那
智
は
飛
滝
権
現
と
い
う
風
に
、

三
山
を
一
つ
ず
つ
ま
と
め
て
本
地
を
記
す
の
も
不 

可
解
な
叙
述
で
あ
る
。

こ
う
し
て
み
る
と
、

こ
の
㈡

の
本
地
と
垂
迹
の
説
は
、

三
山
の
祭
神
に
つ
い
て
正
確
な
知
識
を
も
た
な
い
者
の
間 

で
、

く
ず
れ
て
き
た
伝
承
で
あ
る
事
を
思
わ
せ
る
。
㈢

と
し
て
一
括
し
て
掲
げ
た
諸
本
は
、

一
本
毎
に
少
し
ず
つ
異
な
っ
て
い
る
が
、

こ 

れ
ら
に
な
る
と
な
お
一
層
、

記
述
が
混
乱
を
来
し
て
い
る
。

た
と
え
、は
、

D
慶
応
甲
本
の
如
き
は
、
大
王
と
女
御
の
垂
迹
を
、
証
誠
殿
と 

那
智
権
現
で
あ
る
と
言
い
な
が
ら
、
す

ぐ

そ

の

後

に

「
ほ
ん
く
う
は
大
わ
う
な
り
、

し
ん
く
う
は
せ
ん
く
わ
う
に
ょ
に
て
お
は
し
ま
す
」 

と
も
記
し
て
い
て
、
全
く
統
一
が
な
く
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、

G
天
理
こ
本
は
、
結
宮
を
大
王
、
両
所
権
現
を
女
御
と
す
る
が
、

こ
れ
は 

結宫

が
両
所
権
現
の
一
体
で
あ
る
事
を
知
ら
な
い
誤
り
で
あ
る
。
但
し
、

E
蜷
川
本
系
は
、
両

所

権

現

を

女

御

•
大
王
の
二
人
と
し
て
お 

り
、

こ
れ
は
㈠

の
神
道
集
系
の
、
結宫

を
女
御
、
早
玉宫

を
大
王
と
す
る
の
と
同
じ
意
味
に
な
る
。

こ
の
本
で
は
本
地
も
記
さ
れ
て
い
な 

い
が
、

神
道
集
系
諸
本
の
伝
承
が
簡
略
化
さ
れ
た
も
の
と
見
て
良
い
で
あ
ろ
う
。

37

九
百
九
十
九
人
の
后
の
事
。

A

I
元

和

本

系

.
A

n
丹

緑

本

系

.
B
杭
全
本
は
、

九
百
九
十
九
人
の
后
達
が
大
王
一
行
の
後
を
追
っ
て
来
り
、
毒
蛇
と
な
っ
た
の
を 

権
現
が
打
ち
殺
し
た
が
、
怨
念
が
赤
虫
と
な
っ
て
道
者
を
悩
し
た
と
語
る
。

C
大
東
急
本
系
は
、

つ
ほ
む
の
局
が
雷
と
な
っ
て
后
達
を
職 

殺
し
た
所
、
赤
虫
と
な
っ
て
熊
野
に
棲
ん
だ
と
し
、

F
弘

治

本

.
H
高
安
本
は
、
后
達
が
雷
と
な
り
、

三
月
ょ
り
七
月
+

五
日
ま
で
は
赤

三
ニ
九



三
三
〇

虫
と
な
る
と
述
べ
る
。

A

m
徳
江
本
は
、

天
が
后
達
の
乗
っ
た
船
を
沈
め
、
后
達
は
赤
虫
と
な
る
。

D
慶

応

甲

本

.
G
天

理N；

一
本
は
、
単 

に
赤
虫
と
な
っ
た
と
だ
け
あ
り
、

I
寛
永
本
は
、

三
月
三
日
よ
り
頭
の
黒
い
虫
と
な
る
と
記
す
。

E
蜷
川
本
系
の
み
は
、

こ
の
条
を
欠
い 

て
い
る
。
「
神
道
集
」

は
赤
虫
に
な
っ
た
事
を
記
す
だ
け
で
あ
る
。

38
末
文

諸
本
と
も
、
熊
野
権
現
の
霊
験
を
た
た
え
、

こ
の
物
語
を
読
め
ば
、
熊
野
へ
参
詣
す
る
の
と

同
じ
利
益
の
あ
る
こ
と
を
述
べ
る
。

し
か 

し
、

こ
の
条
の
本
文
は
、

同
じ
系
統
の
本
で
あ
っ
て
も
異
な
っ
て
い
る
事
が
あ
る
。

た
と
え
ば
、

E

の
蜷
川
本
と
天
理
甲
本
、

I

の
寬
永 

本

と
慶
応N；

一
本
と
は
、

そ
れ
ぞ
れ
に
相
違
が
見
ら
れ
る
。
最
も
簡
略
な
の
は
H
高
安
本
で
、

此袅

ん
き
に
ま
か
ふ
事
さ
ら
に
な
し
、

ゆ

め

'
^
御
う
た
か
ひ
あ
る
へ
か
ら
さ
る
の
み 

と
記
す
だ
け
で
あ
る
。

ま
た
、

A

n
丹
緑
本
系
と
A

m
徳
江
本
に
は

あ
な
が
ち
に
、

わ

が

ま

へ

、
と
て
、
き
た
ら
ね
と
、
こ

、

ろ
を
は
こ
ぶ
、

ほ
と
そ
う
れ
し
き 

の
歌
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。

以
上
が
、
物
語
の
筋
を
追
っ
て
諸
本
を
比
較
し
た
結
果
見
ら
れ
る
所
の
主
な
異
同
で
あ
る
。

は
じ
め
に
断
っ
た
よ
う
に
、
こ

れ

を

総
合 

し
て
も
、
諸
本
の
関
係
に
つ
い
て
、
明
確
な
結
論
を
引
き
出
す
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
部
分
部
分
に
は
同
類
と
言
え
る
本
は
あ
っ
て
も
、
 

そ
れ
ら
は
全
篇
を
通
じ
て
一
貫
し
て
い
な
い
。

A
よ
り
I
ま
で
の
九
系
統
の
伝
本
に
対
し
て
、
更
に
上
位
の
分
類
を
施
す
に
足
る
資
料
と 

は
な
し
得
な
い
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
上
記
の
諸
本
の
比
較
を
通
し
て
、

は
っ
き
り
し
た
分
類
と
ま
で
は
い
か
な
く
と
も
、

そ
の
中
か
ら
類
似
性
の
濃
い
本
を
抜
き



出
す
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
第
一
に
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、

A

I

元
和
本
系
と

B

杭
全
本
で
あ
る
。

こ
の
両
者
は
、
前
半
に
お
い
て
は
、

そ 

れ
ほ
ど
顕
著
な
類
似
を
見
せ
て
い
な
い
が
、
後
半
の
、
特

に

(

32
)

か
ら
巻
末
に
至
る
間
の
記
事
は
、
他
の
系
統
の
諸
本
に
対
し
て
、
際 

立
っ
た
特
徴
を
共
有
し
て
い
る
。
ま
た
本
文
の
詞
章
に
も
、

一
部
で
は
あ
る
が
、

(

28
)

に
掲
げ
た
よ
う
な
近
似
し
た
部
分
を
含
ん
で
い 

る
。
両
者
が
か
な
り
近
い
関
係
に
あ
る
事
は
認
め
て
良
い
で
あ
ろ
う
。
次
は
、

H

高
安
本
と

I

寛
永
本
系
で
あ
る
。

こ

の

両
者
は
(
4
) 

の
善
財
王
の
后
に
関
す
る
記
事
や
、
(

31
) 

(
33
) 

(
34
)

の
大
王
と
王
子
の
再
会
以
後
の
記
事
な
ど
、
物
語
の
脚
色
の
上
で
、

か
な
り
目 

立
っ
た
特
徴
を
共
に
し
て
い
る
。
た
だ
、

こ
ち
ら
の
場
合
は
、
(
4
)
の
条
で
は

A

n

丹
緑
本
系
が
、
(

31
)
以
下
の
条
で
は

E

蜷
川
本
系 

が
、

こ
の
ニ
本
と
同
じ
形
を
示
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
他
の
系
統
の
本
と
の
交
渉
が
複
雑
で
あ
っ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
、

H

.
I

の
ニ
系 

統
を
単
純
に
同
類
と
認
め
る
訳
に
は
い
か
な
い
で
あ
ろ
う
。

そ
の
他
、

0

大
東
急
本
系
と
卩
弘
治
本
と
の
間
に
も
、

(

36
)

の
本
地
や
垂 

迹
を
説
く
部
分
の
一
致
が
見
ら
れ
る
事
は
、

か
な
り
重
い
意
味
を
有
す
る
も
の
と
考
え
て
良
い
よ
う
に
思
う
。

し
か
し
、
物
語
の
筋
の
上

で
は
、

そ
れ
ほ
ど
顕
著
な
類
似
が
現
れ
て
い
な
い
の
で
、

C

.

F

の
ニ
系
統
の
関
係
を

ど
の
よ
う
に

解
釈
す
べ
き
か
、

未
だ
考
え
得
な

ヽ

°

V

右
の
如
く
に
、
九
系
統
の
諸
本
を
適
確
に
分
類
す
る
こ
と
す
ら
困
難
な
状
態
な
の
で
、

そ
れ
ら
を
縦
に
系
譜
づ
け
る
こ
と
は
全
く
不
可 

能
と
言
っ
て
良
い
。
た
だ
、
「
神
道
集
」
を
基
準
と
し
て
見
れ
ば
、

そ
れ
に
最
も
近
い
の
は

A

I

元
和
本
系
で
あ
り
、

B

杭
全
本
が
そ
れ 

に
準
ず
る
も
の
と
言
え
る
。

殊
に
、

本
地
と
垂
迹
を
説
く
条
が
「神
道
集
」

に
一
致
し
、

且
つ
整
っ
て
い
る
の
は
、

こ
の
系
統
の
本
文 

が
、
比
較
的
正
統
な
伝
承
過
程
を
経
て
き
た
も
の
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
そ
の
中
に
は
、

(

32
)

の
よ
う
な
、
物
語
の
筋
立 

と
し
て
は
明
ら
か
に
二
次
的
な
増
補
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
記
事
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、

こ
の
系
統
が
ど
こ
ま
で
古
態
を
残
す
と 

言
え
る
か
は
疑
問
で
あ
ろ
う
。

ー
方
、

5

商
安
本
や
1
寛
永
本
系
は
、
丹
緑
本
か
ら
影
響
を
受
け
た
と
考
え
ら
れ
る
部
分
が
か
な
り
多
く



三

三

ニ

見
え
、
内
容
的
に
は
最
も
時
代
の
下
る
本
文
と
思
わ
れ
る
。

五
、
神
道
集
と
物
語
諸
本
と
の
関
係

さ
て
次
に
は
、

こ

れ

ら

の

物

語

諸

本

と

「
神
道
集
」

と
の
関
係
を
考
え
て
み
る
。
現

存

す

る

「
熊
野
の
本
地
」

の
物
語
諸
本
に
は
、
南 

北
朝
期
に
ま
で
遡
り
得
る
古
本
は
見
出
せ
な
い
。

一
方
、

「
神
道
集
」
も
、

現
存
す
る
伝
本
は
室
町
中
期
以
降
の
写
本
で
あ
る
が
、

そ
の 

成
立
時
期
は
、

内

部

徴

証

か

ら

し

て

南

北

朝

の

文

和

•
延
文
の
頃
と
な
す
推
定
が
妥
当
視
さ
れ
て
い
る
。

但
し
、

こ
れ
に
は
異
説
も
あ 

り
、
文
和
延
文
年
間
に
編
纂
さ
れ
た
の
は
、

原
神
道
集
と
も
い
う
べ
き

も
の
で
、
現

存

「
神
道
集
」

は
、
室
町
初
期
の
後
小
松
院
の
頃
の

-
 

(
注
17
)

改
修
を
経
た
と
す
る
見
方
も
行
な
わ
れ
て
い
る
よ
う

に
、

「
神
道
集
」
が

文

和

•
延
文
の
頃
に
一
旦
の
固
定
を
見
た
と
し
て
も
、

そ
の
後 

に
も
改
修
の
手
が
加
わ
っ
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
か
ら
、

「
神
道
集
」

と
物
語
諸
本
と
の
記
載
内
容
の
新
旧
を
、

客
観
的
に
判
定
す 

る
き
め
手
は
無
い
と
言
っ
て
良
い
。
従
っ
て
、
両
者
の
関
係
を
考
え
る
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
記
載
内
容
を
対
照
し
て
、
主
観
的
に
想
像
を 

め
ぐ
ら
す
よ
り
、
方
法
が
無
い
の
で
あ
る
。

「
神
道
集
」

の
五
衰
殿
物
語
と
、

「
熊
野
の
本
地
」

の
物
語
諸
本
と
の
間
に
見
ら
れ
る
記
事
の
異
同
は
、

前
掲
の
如
く
で
あ
る
。

そ
こ 

に
明
ら
か
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

「
神
道
集
」

の
記
述
は
、

物
語
諸
本
に
比
し
て
著
し
く
簡
素
で
あ
る
。

そ
れ
を
見
る
と
、

一
般
に 

言
わ
れ
て
い
る
如
く
、

「
神
道
集
」

の
五
衰
殿
物
語
が
源
と
な
っ
て
、

そ

れ

に

物

語

的

潤

色

を

加

え

て

「
熊
野
の
本
地
」

と
い
う
作
品
が 

成
立
し
た
と
見
な
し
て
差
支
え
な
い
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、

そ
う
考
え
る
場
合
に
、
物
語
諸
本
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
、

一
つ 

の
問
題
が
あ
る
。
物
語
諸
本
の
間
に
は
、

記
事
に
複
雑
な
出
入
異
同
の
あ
る
事
は
、

先
に
見
て
き
た
通
り
で
あ
る
が
、

一
方
で
は
、

そ
こ 

に

「
神
道
集
」
を
並
べ
て
み
る
と
、
物
語
諸
本
に
は
す
べ
て
存
在
し
な
が
ら
、

「
神
道
集
」

に
だ
け
は
欠
け
て
い
る
記
事
が
、

か
な
り
多



く
見
出
さ
れ
る
。
前
揭
の
物
語
の
構
成
記
事
の
番
号
で
言
え
ば
、
(
14
) 

(21
) 

(22
) 

(24
) 

(30
) 

(31
)

の
条
な
ど
で
あ
る
。

ま
た
、
 

(
7

) 

(
8

) 

(27
)

の
条
の
如
く
、
対
応
す
る
記
事
で
あ
っ
て
も
、

「
神
道
集
」

と
物
語
諸
本
と
で
は
、
内
容
が
大
き
く
違
っ
て
い
る
個 

所
も
あ
る
。

た

と

え

ば

(
21
)

の
、

五
衰
殿
女
御
が
武
士
に
追
い
立
て
ら
れ
て
御
殿
を
立
ち
出
で
る
時
、
女
御
の
髪
が
御
簾
に
か
か
っ
て 

引
き
と
め
ら
れ
る
と
い
う
記
事
は
、

物
語
の
本
筋
に
は
格
別
必
要
の
な
い
些
細
な
事
件
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
物
語
の
方
に
は
、

こ 

の
記
事
の
欠
け
て
い
る
本
は
見
ら
れ
な
い
、

お
そ
ら
く
こ
れ
は
、
聰
手
の
感
動
を
誘
う
の
に
、
非
常
に
効
果
の
あ
る
場
面
で
あ
っ
た
事
に 

よ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
が
、

そ

れ

が

「
神
道
集
」

に
は
書
か
れ
て
い
な
い
事
は
、
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

そ 

れ
と
、
今
一
つ
目
に
つ
く
事
実
は
、

「
神
道
集
」

に
は
和
歌
が
一
首
も
記
さ
れ
て
い
な
い
事
で
あ
る
。

物
語
の
方
は
、

諸
本
に
よ
っ
て
和 

歌
の

数
や
、

詞
に
出
入
異
同
が
見
ら
れ
る
が
、
最
も
少
な
い
本
で
も
六
首
の
和
歌
を
含
ん
で
い
る
。

こ
う
し
て
見
る
と
物
語
諸
本
は
、
部 

分

的
に
は
、
前

述

の

よ

う

に

「
神
道
集
」

に
近
い
本
も
あ
れ
ば
離
れ
た
本
も
あ
る
と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
が
、
全
体
と
し
て
は
、
物
語
諸 

本

が

一
ま
と
ま
り
の
グ
ル
—
プ

を

な

し

て

「
神
道
集
」

に
相
対
し
て
い
る
事
が
わ
か
る
。

従
っ
て
、

物
語
諸
本
の
間
に
は
、

詞
章
は
勿 

論
、

記
事
内
容
に
も
複
雑
な
異
同
が
見
ら
れ
る
け
れ
ど
も
、

そ

れ

は

「
神
道
集
」

に
載
せ
ら
れ
た
よ
う
な
簡
素
な
形
態
の
物
語
を
、

い
ろ 

い
ろ
に
潤
色
し
た
結
果
生
じ
た
も
の
で
は
な
く
、
物
語
諸
本
に
は
、
直
接
の
祖
本
と
も
い
う
べ
き
も
の
が
存
在
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考 

え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、

「
神
道
集
」

の
如
き
簡
素
な
五
衰
殿
物
語
を
基
に
、

更
に
物
語
的
潤
色
を
加
え
た
絵
巻
の
類
が
一
つ
作 

ら
れ
、

そ
れ
が
源
と

な
っ
て
、
多

数

の

物
語
諸

本
が
次

々

と

生
み
出
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
。

そ
の
よ
う
な
過

程

を

考
え
な
い
と
、

「
神 

道

集

」

と

現

存

の

物
語
諸

本
と
の
間

の

顕

著

な

相
違
を
理

解

し

に
く
い
よ
う
に
思
う
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
右

に

想

定

し

た

「神
道
集
」
か
ら
物
語
諸
本
へ
の
過
程
と
は
全
く
逆
の
想
定
も
、
仮
説
と
し
て
立
て
得
る
で
あ
ろ
う
。
物 

語
諸
本
の
如
き
形
態
が
「神
道
集
」
以
前
に
既
に
成
立
し
て
い
て
、
「神
道
集
」
は
、

そ
れ
を
要
約
し
て
記
載
し
た
と
す
る
見
方
で
あ
る
。

三
三
三



三
三
四

現
存
の
物
語
諸
本
に
は
、

南
北
朝
期
に
ま
で
遡
る
古
本
が
見
出
せ
な
い
事
は
既
に
述
べ
た
が
、

そ
れ
ら
の
物
語
諸
本
に
記
さ
れ
た
形
態 

が
、
既
に
南
北
朝
期
に
出
来
上
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
得
る
資
料
が
存
在
す
る
。
そ
れ
は
先
に
も
触
れ
た
、
貞

和

ニ

年

(
一
 

三
四
六
)

に
製
作
し
た
旨
の
奥
書
を
有
す
る
「厳
島
縁
起
絵
巻
」
(梅
沢
記
念
館
蔵
)

で
あ
る
。

こ
の
絵
巻
は
後
半
の
み
を
残
す
零
巻
で 

あ
る
が
、

そ
の
残
存
部
分
は
室
町
末
期
以
後
の
「厳
島
の
本
地
」

の
諸
本
と
、

ほ
と
ん
ど
同
じ
内
容
で
あ
る
。

「厳
島
の
本
地
」

の
物
語 

の
内
容
は
、
「熊
野
の
本
地
」

の
五
衰
殿
物
語
と
き
わ
め
て
密
接
な
交
渉
を
有
し
て
い
る
。
「厳
島
の
本
地
」

の
女
主
人
公
で
あ
る
足
引
の 

宮
の
迎
る
運
命
は
、

五
衰
殿
女
御
の
そ
れ
と
全
く
同
じ
な
の
で
あ
る
。

こ
の
両
本
地
の
関
係
に
つ
い
て
は
、

「厳
島
の
本
地
」

の
項
に
お 

い
て
詳
述
す
る
が
、

「厳
島
の
本
地
」
が

「熊
野
」

の
五
衰
殿
物
語
を
借
用
し
た
も
の
と
す
る
の
が
、

最
も
妥
当
性
を
も
つ
よ
う
に
考
え 

ら
れ
る
。

そ
し
て
、
右
の
貞
和
の
絵
巻
に
は
、
山
中
で
殺
害
さ
れ
た
足
引
の
宮
の
骨
を
集
め
て
、
海
成
国
の
聖
が
修
法
に
よ
っ
て
元
の
姿 

に
蘇
ら
せ
る
事
が
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
と
全
く
同
趣
向
の
記
事
が
、

「熊
野
の
本
地
」

の
元
和
本
系
諸
本
や
杭
全
本
に
見
ら
れ
る
事
は 

前
述
の
如
く
で
あ
る
。

す
る
と
、

「熊
野
の
本
地
」

の
元
和
本
系
や
杭
全
本
の
如
き
形
態
の
物
語
は
、
南
北
朝
期
の
貞
和
ニ
年
以
前
に
存 

在
し
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
訳
で
あ
る
。

従
っ
て
、

「
神
道
集
」

の
記
述
し
た
五
衰
殿
物
語
は
、
既
に
存
在
し
た
物
語
系
統
の
本
を
要
約 

し
た
も
の
と
す
る
見
方
も
、
あ
な
が
ち
に
否
定
は
で
き
な
い
と
思
う
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、

「
神
道
集
」

の
巻
ニ
に
は
、

こ

の

「熊
野
権
現
事
」
と
並
べ
て
、
箱
根
伊
豆
の
神
の
本
地
を
語
る

n

一
所
権
現
事
」
 

が
載
せ
ら
れ
て
い
る
が
、

そ

の

「
ニ
所
権
現
事
」
を
見
る
と
、
そ
こ
に
は
長
歌
を
も
含
む
十
二
首
の
和
歌
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
南 

北
朝
期
を
降
ら
ぬ
時
代
の
製
作
と
さ
れ
る
「箱
根
権
現
縁
起
絵
巻
」
と
較
べ
て
も
、
記
事
は
ほ
と
ん
ど
変
っ
て
い
な
い
。
「熊
野
」
と

「箱 

根
」

の
二
つ
の
本
地
譚
は
ど
ち
ら
も
、

前
生
物
語
の
舞
台
を
天
竺
に
構
え
、

か
の
土
で
数
々
の
苦
難
を
嘗
め
た
者
が
日
本
へ
渡
り
、

機 

縁
熟
し
て
神
と
顕
れ
た
と
い
う
風
に
語
っ
て
い
て
、
縁
起
の
構
成
が
全
く
一
致
し
て
い
る
。

こ
の
天
竺
の
物
語
を
中
心
と
す
る
二
つ
の
縁



起
は
、
形
式
の
同
一
性
か
ら
見
て
、
同
じ
頃
に
、

同
じ
宗
教
者
の
グ
ル
ー
ブ
の
手
に
成
っ
た
公
算
が
大
き
い
よ
う
に
思
う
。

「神
道
集
」
 

が
、

こ
の
ニ
篇
の
み
を
同
じ
巻
に
並
べ
た
の
も
、

そ
う
な
る
べ
き
必
然
性
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

そ
う
す
る
と
、

「
神
道
集
」

に
お
け 

る
、

こ
の
二
つ
の
本
地
に
対
す
る
記
述
の
態
度
も
、

同
一
で
あ
っ
た
と
見
る
の
が
自
然
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

「箱
根
」

の
方
は
物
語 

を
省
略
せ
ず
に
採
録
し
、
「熊
野
」

の
方
は
先
行
の
物
語
を
梗
概
化
し
て
記
し
た
と
考
え
る
の
に
は
、
疑
問
が
存
す
る
の
で
あ
る
。

五
衰
殿
物
語
に
お
け
る
「神
道
集
」
と
物
語
諸
本
と
の
関
係
は
、

結
局
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、

「神
道
集
」

に
記
さ
れ
た
如
き
形
態
が 

古
態
の
も
の
で
あ
っ
て
、

そ
れ
に
和
歌
を
加
え
、
記
事
も
ふ
や
す
と
い
っ
た
潤
色
が
施
さ
れ
て
、
物
語
諸
本
に
見
る
形
の
も
の
に
成
長
し 

た
と
す
る
の
が
、
や
は
り
穏
当
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
さ
て
、

そ
の
よ
う
な
見
方
に
立
っ
た
場
合
、

五
衰
殿
物
語
の
第
一
次
の
形
態
が 

作
ら
れ
る
に
当
っ
て
、
伊
豆
箱
根
の
本
地
を
語
る
物
語
と
違
っ
て
、
和
歌
が
一
首
も
挿
入
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
何
故
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の 

理
由
を
適
切
に
説
明
す
る
こ
と
は
、

ま
だ
で
き
な
い
け
れ
ど
も
、

一
つ
の
推
測
を
示
し
て
お
こ
う
。

「
ニ
所
権
現
事
」
に
語
ら
れ
て
い
る 

物
語
は
、
天
竺
に
舞
台
を
構
え
て
い
る
が
、
内
容
は
、
今
日
ま
で
に
日
本
の
各
地
か
ら
採
集
さ
れ
た
継
子
型
昔
話
の
中
の
一
種
と
全
く
同 

じ
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
民
間
に
流
布
し
て
い
た
説
話
を
素
材
と
し
な
が
ら
、
本
地
仏
か
ら
垂
迹
神
へ
の
過
程
を
合
理
的
に
説
明
す
る
た
め 

に
、

物
語
の
場
を
天
竺
に
移
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

そ
れ
に
対
し
て
、

五
衰
殿
物
語
の
方
は
、

既
に
論
証
し
た
よ
う
に
、
 

「旃
陀
越
国
王
経
」
と
い
う
仏
典
の
説
話
を
種
と
し
て
い
る
。

こ
の
素
材
の
違
い
に
、
前
記
の
理
由
が
求
め
ら
れ
は
し
な
い
か
と
考
え
る 

の
で
あ
る
。

一
方
は
も
と
も
と
日
本
の
説
話
で
あ
り
、
従
っ
て
天
竺
の
人
間
が
和
歌
を
よ
む
と
い
う
矛
盾
が
あ
っ
て
も
、
比
較
的
自
然
に 

聴
手
の
耳
に
受
け
容
れ
ら
れ
た
の
に
対
し
て
、

こ
ち
ら
は
外
国
の
説
話
に
基
づ
く
創
作
で
あ
っ
た
た
め
に
、
そ
の
第
一
次
段
階
の
形
態
に 

お
い
て
は
、
作
中
人
物
に
和
歌
を
よ
ま
せ
る
ま
で
の
日
本
化
に
は
至
ら
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
の
で
あ
る
。

三
三
五



三
三
六

六
、
物
語
諸
本
を
め
ぐ
る
諸
問
題

五
衰
殿
物
語
を
内
容
と
す
る
「熊
野
の
本
地
」

の
写
本
類
が
、
室
町
時
代
に
お
い
て
非
常
に
多
く
作
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
、
諸
本
の
伝 

存
状
態
か
ら
充
分
に
想
像
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、

現
存
の
諸
本
に
は
、

絵
巻
や
奈
良
絵
本
の
如
き
絵
入
本
が
大
変
多
く
見
ら
れ 

る
。

こ

れ

は

「熊
野
の
本
地
」
に
限
っ
た
こ
と
で
も
な
い
が
、
「熊
野
の
本
地
」
は
、

室
町
物
語
の
中
で
、

最
も
絵
入
本
の
多
い
作
品
の 

一
つ
と
は
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

こ
う
い
う
絵
巻
や
奈
良
絵
本
の
意
味
に
つ
い
て
、

か
つ
て
横
山
重
氏
が
、

「室
町
時
代
小
説
集
」
所
収
の 

有

馬

丈

ニ

氏

蔵

「く
ま
の
、
本
地
」
絵
巻
の
解
題
の
中
で
、
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

因
に
記
し
て
お
く
。
所
蔵
者
の
有
馬
氏
は
、

こ
の
絵
巻
の
意
味
に
つ
い
て
、
和
歌
山
県
の
故
南
方
熊
楠
翁
に
、
問
ひ
合
せ
の
手
紙
を 

書
い
た
。
南
方
翁
は
、
返
事
を
書
い
て
、
校
訂
者
を
有
馬
氏
に
推
薦
さ
れ
た
と
い
ふ
。
そ
こ
で
有
馬
氏
は
、

こ
の
絵
巻
を
校
訂
者
に 

呈
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
時
、
有
馬
氏
に
宛
て
た
、
南
方
翁
の
手
紙
も
拝
見
し
た
。
そ
れ
に
は
、
翁

は

「熊
野
の
布
教
者
が
、
 

寄
附
金
の
多
寡
に
応
じ
て
、
各
所
に
、
絵
巻
や
、
奈
良
絵
本
等
を
置
い
て
行
っ
た
の
で
あ
ら
う
が
、

こ
の
絵
巻
も
、

そ
の
一
つ
で
あ 

ら
う
」
と
い
ふ
意
味
の
事
を
書
い
て
居
ら
れ
る
。
熊
野
本
地
の
絵
巻
や
、
奈
良
絵
本
に
は
、

か
な
り
古
い
も
の
が
あ
り
、
立
派
な
も 

の
も
あ
る
。
或
は
南
方
翁
の
云
は
れ
る
通
り
で
あ
ら
う
か
。

こ
れ
に
反
し
て
、

詉

訪
本
地
の
写
本
は
、
近
世
の
も
の
が
多
く
、
粗
末 

な
も
の
が
多
い
や
う
で
あ
る
。

熊
野
の
布
教
者
が
寄
附
の
御
礼
と
し
て
絵
巻
の
類
を
配
布
し
た
と
い
う
、
右
の
南
方
翁
の
言
葉
を
、
直
接
証
拠
立
て
る
資
料
は
見
当
ら
な 

い
。

し
か
し
、
た

と

え

ば

「
八
幡
の
本
地
」

に
も
、
古
い
絵
巻
が
幾
つ
も
残
っ
て
い
る
が
、

八
幡
の
場
合
に
は
、
各
地
の
八
幡
宮
に
伝
わ 

っ
て
い
る
も
の
が
多
い
。
特
に
著
名
な
も
の
に
は
、

大
阪
府
誉
田
神
社
蔵
「
神
功
皇
后
御
縁
起
」、

京
都
府
石
清
水
八
幡
宮
蔵
「
八
幡
宮 

御
縁
起
絵
」、

大
分
県
宇
佐
神
官
蔵
「
八
幡
宮
縁
起
」
が
あ
る
が
、

こ
の
三
種
は
、
永
享
五
年
に
将
軍
足
利
義
教
が
同
時
に
奉
納
し
た
絵



巻
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
に
、

各
地
の
八
幡
宮
に
奉
納
さ
れ
る

こ
と
が

多
か
っ
た

よ
う
で

あ
る
。

と
こ
ろ
が

「熊
野
」

の
場
合
に
は
、
伝
本 

の
成
立
事
情
や
伝
来
を
示
す
奥
書
を
有
す
る
本
が
無
く
、
正
確
に
は
わ
か
ら
な
い
が
、
現
存
本
を
見
る
限
り
、
民
間
に
伝
わ
っ
た
も
の
の 

よ
う
に

思
わ
れ
る
。
南
方
翁
の
言
わ
れ
た

よ
う
な

伝
本
成
立
の
経
緯
は
、
肯
定
的
に
考
え
得
る
所
で
あ
る
。

次
に
、
物
語
諸
本
を
本
文
の
上
か
ら
見
る
と
、
そ
の
中
に
は
、
書
承
に
よ
っ
て
い
る
こ
と
の
明
ら
か
な
本
も
あ
る
。
た
と
え
ば

、

A

I
 

の
酒
井
本
と
元
和
本
、

C

の
大
東
急
本
と
有
馬
本
と
国
会
本
、

E

の
蜷
川
本
と
天
理
甲
本
な
ど
は
、

そ
れ
ぞ
れ
転
写
の
関
係
に
あ
る
事
に 

間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、

A

n

の
丹
緑
本
は
、

A

I

元
和
本
系
の
絵
巻
を
典
拠
と
し
て
、
増
補
改
修
を
加
え
て
本
文
を
作
っ
た
事 

も
確
か
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ら
は
直
接
、
本
か
ら
本
へ
と
本
文
が
承
け
継
が
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、

A

以
下

I

ま
で
の
九
種
に
分
類
を
試 

み
た
、
そ
の
各
系
統
の
本
文
相
互
の
関
係
に
な
る
と
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
べ
き
か
、
非
常
に
問
題
が
多
い
。
前
掲
の
よ
う
に
、
 

記
事
の
複
雑
な
出
入
異
同
が
見
ら
れ
る
と
共
に
、
詞
章
も
著
し
く
動
い
て
い
る
。

一
例
と
し
て
、
善
財
王
が
、
小
鳥
の
子
を
養
う
様
を
見 

て
、
自
分
，に
王
子
の
無
い
事
を
悲
し
む
所
の
文
を
並
べ
て
み
る
。

こ
の
条
は
、

E

の
蜷
川
本
系
だ
け
に
は
欠
け
て
い
る
。

〈
A

I

元
和
本
〉

あ
る
と
き
、
て
い
せ
ん
の
き
に
、
と
り
の
あ
つ
ま
り
て
、

す
を
く
い
、

こ
を

あ
た
、
め
や
し
な

ふ
を
、

急
い
ら
ん 

あ
り
て
、

〔
そ
も
〕
わ
れ
、

大

こ
く
の
あ
る
し
と
い
へ
と
も
、
わ
う
し
の
な
き

事

〔を
〕、

あ
け
く
れ
か
な
し
み

給

ふ

(〔
〕の中
 

は
酒
井
本
に
よ
っ
て
補
っ
た
字
)

〈
B

杭
全
本
〉

あ
る
ひ
の
つ
れ
^
^
に
、
大
わ
う
、
な
ん
て
ん
に
い
て
、
御
ら
ん
す
れ
は
、
す

、
め
と
申
小
て
う
か
、
す
を
く
い
、
 

め
ん
と
り
い
つ
れ
は
、
お
ん
と
り
か
は
り
、
お
ん
と
り
い
つ
れ
は
、
め
ん
と
り
か
は
り
、
ひ
ま
な
く
、
か
い
こ
を
や
し
な
ふ
を
、

つ 

く
-
'
^
と
、
御
こ
、
ろ
を
す
ま
し
、
御
ら
ん
し
て
、
さ
て
も
か
の
と
り
、
い
く
は
く
の
、
ほ
う
お
ん
を
灸
ん
と
.て
、
か
や
う
に
、

こ 

を
や
う
い
く
す
る
や
ら
ん
、

わ
れ
は
千
人
の
き
さ
き
を
、

か
し
つ
け
と
も
、

わ
か
く
ら
い
を
ゆ
つ
る
へ
き
、

わ
う
し
ー
人
も
な
し

三

三

.
七



と
、
な
け
き
給
ひ
て

〈
C

大
東
急
本
〉
三
月
の
こ
ろ
、

な
ん
て
ん
へ
出
さ
せ

給
ひ
て
、
御
ら
ん
す
る

に
、
こ
と
り
の
か
い
子
を
そ
た
て
、
、

は
こ
く
む
を 

御
ら
ん
し
て
、

あ
は
れ
に
お
ほ
し
め
し
て
、

大
わ
う
、

大
し
ん
を
め
さ
れ
て
、

お
ほ
せ
ら
れ
け
る
は
、

あ
れ
ほ
と
の
こ
と
り
た
に 

も
、
子
を
も
ち
て
、
そ
た
て
は
こ
く
む
な
ら
ひ
あ
り
、

み
つ
か
ら
は
、
千
人
の
き
さ
き
を
あ
い
し
た
て
ま
つ
る
は
、
も
し
や
一
人
の 

わ
う
し
を
も
、

ま
う
く
る
か
と
お
も
ふ
に
、
な
と
か
子
と
い
ふ
も
の
、
、
な
か
る
ら
ん
、

わ
か
く
ら
ゐ
を
ゆ
つ
る
へ
き
わ
う
し
も 

ま
し
ま
さ
す
と
、
御
な
け
き
あ
り

<
D

慶
応
甲
本
〉
お

9
ふ
し
、

は
る
の
こ
と
な
る
に
、

み
な
み
お
も
て
を

袅

い
ら
ん
あ
る
に
、

こ
と
り
ふ
た
つ
、
と
ひ
め
く
る
、

よ 

く

^
^
み
た
ま
へ
は
、
す
を
か
け
、

こ
を
や
し
な
ふ
、

た
い
わ
う
、

つ
く
^
/
と
御
ら
ん
し
て
、
人
し
れ
す
、
御
心
の
う
ち
に
お
ほ 

し
め
し
け
る
は
、

あ
の
て
う
る
い
た
に
も
、

こ
を
も
ち
、

か
し
つ
く
に
、.
い
か
に
し
て
ま
ろ
は
、
せ
ん
に
ん
の
き
さ
き
、
も
ち
た
り 

と
い
へ
と
も
、
わ
か
く
ら
い
を
ゆ
つ
る
へ
き
、

わ
う
し
一
人
も
な
し
と
、
御
身
を
そ
う
ら
み
た
ま
ひ
け
る

<
卩
弘
治

本
〉
三
月
ち
う
し
ゆ
ん
に
、
な
ん
て
ん
に
御
い
て
あ
り
て
、

よ
も
の
こ
す
へ
の
な
つ
か
し
き
を
、
御
ら
ん
し
け
る
に
、
あ 

る
き
の
袅

た
に
、

こ
と
り
す

を
く

い
て
、

こ
を
う
み
そ
た
て
、
、
や
し
な
い
け
る
を
御
ら
ん
し
て
、
御

こ

、
ろ
を
す
ま
し
て
、
あ
は 

れ
に
お
ほ
し
め
し
け
る
、
あ
れ

ほ
と
の
か
り
な
る
身
ま
て
も
、

い
く
ほ
と
の
お
ん
を

袅

ん
と
て
、

こ
を
は
や
し
な
ふ
ら
ん
、
ま
る
か 

千
人
の
き
さ
き
の
、
ま
し
ま
せ
と
も
、

い
ま
た
、
わ
か
あ
と
を
ゆ
つ
る
へ
き
わ
う
し
、

い
て
き
た
ま
は

す
、
い
か
な
る
こ
と
や
ら
ん 

と
、
身
を
う
ら
み
お
■ほ
し
め
し
け
り

<
G

天
理
乙
本
〉
や
よ
ひ
の

十
日
あ
ま
り
の
事
に

や
、
な
む
て
ん
の
さ
く
ら
、

い
み
し
く
さ
き
み

た
れ
、
に
ほ
ひ
ふ
か
き
あ
り
さ
ま 

を
、
御
ら
ん
し
て
お
は
し
ま
す
に
、

い
け
の
み
き
は
な
る
、
う
へ
木
の
え
た
に
、

こ
と
り
す
を
く
ひ
て
、

こ
を
そ
た
て
、
や
し
な
ふ



げ
し
き
を
ノ
御
ら
ん
し
て
1
御
心
を
す
ま
さ
古
た
ま
ふ
、

い
く
は
く
の
お
ん
を
見
ん
と
て
、

て
う
る
い
た
に
も
、

こ
を
は
そ
た
て
は 

く

、
む
ら
ん
、
わ
れ
大
こ
く
の
わ
ラ
と
し
て
、
千
人
の
き
さ
き
を
か
し
つ
き
て
、
わ
う
し
一
人
ま
ふ
け
す
と
、

お
ほ
し
め
し
つ
、
け 

た
ま
ひ
て

<
H

高
安
本
〉
や
よ
ひ
の
十
日
あ
ま
り
に
、

な
ん
て
ん
の
さ
く
ら
、

い
み
し
く
さ
き
み
た
れ
、

に
ほ
ひ
な
つ
か
し
き
を
御
ら
ん
し 

て
、
御

こ

、
ろ
を
ず
ま
さ
せ
給
ひ
け
る
に
、

い
け
の
み
き
は
な
る
、
う
へ
き
の
み
な
み
の
え
た
に
、

こ
と
り
の
す
を
く
い
て
、

こ
を 

そ
た
て
け
る
を
御
ら
ん
し
て
、
御

こ

、
ろ
の
う
ち
に
、

お
ほ
し
め
し
け
る
は
、

お
ん
お
う
け
ん
と
て
、

て
う
る
い
、

つ
は
さ
ま
て 

も
、
子
を
は
も
ち
け
る
な
ら
ひ
な
り
、
わ
れ
大
こ
く
の
わ
う
と
し
て
、
千
人
の
き
さ
き
を
か
し
つ
き
た
て
ま
つ
れ
と
も
、
く
ら
ゐ
に 

つ
か
せ
給
ふ
へ
き
、
わ
う
し
一
人
も
ま
し
ま
さ
す
と
、
な
け
か
せ
給
ひ
、
す
百
人
の
大
し
ん
た
ち
を
め
し
て
、
お
ほ
せ
ら
れ
け
る
は
、
 

わ
れ
い
か
な
れ
は
、
く
ら
ゐ
を
つ
ぐ
へ
き
、
わ
う
し
一
人
も
お
は
せ
ぬ
事
の
、

か
な
し
さ
よ
と
そ
、

の
給
ひ
け
る 

<
1
寛
永
本
〉
さ
る
ほ
ど
に
、

三
月
中
じ
ゆ
ん
の
比
、
花
□
□
□
□
や
ラ
が
□
□
な
ら
せ
給
い
て
、
御
ら
ん
あ
り
け
れ
ば
、
う
へ
き 

□

□

□

、

こ

と

9
す
お
く
い
て
、

か
い
ご
お
や
し
な
ひ
て
、

そ
だ
て
け
る
を
、
御

袅

い
ら
ん
あ
つ
て
、
御
な
み
だ
お
な
が
し
、

の
た 

も
ふ
や
う
は
、

か
の
と
り
ど
も
は
、
何
の
ほ
ど
の
ほ
う
お
ん
を
爰
ん
と
て
、
あ
れ
ほ
ど
の
こ
お
ば
お
も
ふ
ら
ん
、
ま
る
は
七
人
の
き 

さ
き
、

い
つ
き
か
し
つ
け
ど
も
、
あ
と
お
ゆ
づ
る
へ
き
王
子
、

一
人
も
ま
し
ま
さ
す
と
、
お
ほ
し
め
し
て
、
御
な
げ
き
あ
り 

右
の
如
く
、

八
系
統
の
諸
本
と
%
、
叙
述
内
容
は
同
様
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
詞
章
は
一
本
毎
に
、

そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
と
い
う
現
象 

を
呈
し
て
い
る
。

A

I

元
和
本
系
と

B

杭
全
本
と
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
記
事
内
容
か
ら
す
れ
ば
非
常
に
近
い
関
係
が
認
め
ら
れ
る
が
、
 

そ
の
両
者
で
さ
え
も
、
詞
章
は
か
く
の
如
く
に
全
く
異
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
本
文
の
分
化
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
生
じ 

た
の
で
あ
ろ
う
か
。

三
三
九



三
四
〇

一
般
的
に
考
え
ら
れ
る
の
は
、

こ
の
物
語
は
、

口
承
に
よ
る
伝
承
が
主
で
あ
っ
て
、

口
語
り
に
よ
っ
て
い
た
た
め
に
、

か
く
自
由
に
語 

り
変
え
ら
れ
た
と
す
る
考
え
方
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
で
一
応
は
説
明
が
つ
く
か
も
し
れ
な
い
が
、

現
存
諸
本
の
本
文
に
即
し
て
見
る
時
に 

は
、

そ
れ
に
は
も
う
少
し
条
件
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ち
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
気
が
す
る
。
そ
れ
は
、

口
承
と
い
う
事
を
、
全
く
の 

口
語
り
で
伝
え
ら
れ
て
い
た
も
の
が
、
時
々
に
書
記
さ
れ
て
、
諸
本
の
本
文
と
な
っ
た
と
い
う
風
に
単
純
に
理
解
す
る
と
、
確
か
に
諸
本 

の
間
で
、
詞
章
は
流
動
し
て
お
り
、
記
事
も
部
分
々
々
で
は
複
雑
な
出
入
異
同
を
示
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
全
体
と
し
て
見
る
時
に
は
、
 

逆
に
ど
の
本
も
、
叙
述
内
容
が
一
定
の
枠
を
守
っ
て
い
る
事
に
、
不
審
を
覚
え
る
の
で
あ
る
。
右
に
挙
げ
た
、
小
鳥
が
子
を
養
う
の
を
見 

て
の
大
王
の
歎
き
を
述
べ
る
条
に
し
て
も
、
蜷
川
本
系
を
除
い
て
は
、
す
べ
て
の
系
統
が
、

こ
れ
を
備
え
て
い
る
。
物
語
の
本
筋
に
、

そ 

れ
程
必
要
性
の
高
い
記
事
と
も
思
え
な
い
の
に
、

そ
れ
を
欠
く
本
が
余
り
に
少
な
い
の
が
不
思
議
と
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
先
に
、

五 

衰
殿
物
語
を
細
分
し
て
、
筋
の
運
び
を
追
っ
て
諸
本
を
対
照
す
る
作
業
を
試
み
た
が
、
そ
の
よ
う
な
方
法
が
可
能
な
の
は
、
物
語
の
構
成 

の
上
で
は
、
著
し
く
枠
を
踏
み
出
し
た
本
が
無
い
か
ら
で
あ
る
。

再
び
、
伊
豆
箱
根
ニ
所
の
本
地
を
語
る
物
語
を
引
き
合
い
に
し
て
考
え
て
み
る
。
「伊
豆
箱
根
の
本
地
」
は
、
「熊
野
の
本
地
」
に
較
べ 

れ
ば
、
そ
の
伝
本
は
遙
に
少
な
い
。

「
神
道
集
」

の

「
ニ
所
権
現
事
」
と
全
く
同
じ
内
容
を
有
す
る
、

南

北

朝

期

の

「箱
根
権
現
縁
起
絵 

巻
」
が
伝
わ
る
が
、
そ
の
後
の
資
料
と
し
て
は
、
「曾
我
物
語
」

の
彰
考
館
本
•
万
法
寺
本
や
幸
若
の
「
小
袖
曾
我
」

に
、
挿
話
と
し
て
梗 

概
が
語
ら
れ
て
い
る
の
と
、
寛

文

延

宝
頃
の
刊
本
「伊
豆
箱
根
の
御
本
地
」、
及

び

「箱
根
本
地
由
来
」
と
題
す
る
江
戸
中
期
を
降
る
頃
の 

写
本
を
見
る
に
過
ぎ
な
い
。
と
こ
ろ
が
、

こ
れ
ら
の
時
代
を
隔
て
た
幾
つ
か
の
資
料
に
現
れ
て
く
る
物
語
の
内
容
は
、
著
し
く
変
化
し
て 

い
て
、
物
語
の
筋
ま
で
が
、

か
な
り
違
っ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
特
に
、
資
料
と
し
て
は
最
も
新
し
い
「箱
根
本
地
由
来
」
 

の
内
容
は
、
民
間
に
ニ
所
の
信
卯
を
宣
布
し
て
歩
い
た
と
思
わ
れ
る
唱
導
者
の
ロ
語
り
を
、
生
々
し
く
伝
え
て
い
る
と
言
う
事
の
で
き
る



も
の
で
、
南
北
朝
期
の
神
道
集
や
古
絵
巻
の
伝
承
と
較
べ
る
と
、

そ
の
変
化
の
大
き
い
事
に
驚
か
さ
れ
る
程
で
あ
る
。

こ
れ
に
比
す
れ
ば 

「熊
野
の
本
地
」

の
方
は
、
物
語
の
変
化
が
遙
に
小
さ
い
し
、

「箱
根
本
地
由
来
」

の
よ
う
な
伝
本
も
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い

。

A

n
 

徳
江
本
は
、
言
葉
づ
か
い
や
用
字
法
に
、
地
方
に
お
け
る
語
り
を
経
た
本
文
で
あ
る
事
を
思
わ
せ
る
節
が
あ
る
が
、
そ
の
内
容
は
、
丹
緑 

本
系
統
の
本
が
元
に
な
っ
て
い
る
事
が
明
ら
か
で
、
室
町
期
か
ら
民
間
の
下
層
部
に
お
い
て
語
ら
れ
て
い
た
形
態
を
伝
え
る
も
の
と
は
言 

え
な
い
の
で
あ
る
。

熊
野
信
仰
は
、
伊
豆
箱
根
の
ニ
所
よ
り
も
ず
っ
と
規
模
が
大
き
い
。
熊
野
権
現
の
本
地
を
語
る
五
衰
殿
物
語
が
、

口
語
り
に
よ
っ
て
広 

い
地
域
に
普
及
し
た
で
あ
ろ
う
と
は
、
当
然
想
像
さ
れ
る
所
で
あ
る
。
そ
の
場
合
の
語
り
手
は
、
熊
野
信
仰
の
宣
布
に
携
っ
て
い
た
、
唱 

導
者
と
い
う
べ
き
人
々
が
ま
ず
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
室

町

期

以

後

の

「熊
野
の
本
地
」

の
諸
本
を
見
る
と
、
そ
の
語
り
手
や
聴
き
手 

が
女
性
で
あ
っ
た
と
考
え
さ
せ
る
記
事
が
見
出
せ
る
。

最
近
、
渡
辺
守
邦
氏
が
、
「熊
野
の
本
地
」
と

「課
訪
の
本
地
」
を
対
象
と
し
て
、
「神
道
集
」
や
物
語
諸
本
や
、
説
経
あ
る
い
は
浄
瑠

(
注
18

)

璃
の
正
本
を
比
較
し
、
そ
の
内
部
兆
候
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
の
語
り
の
管
理
者
の
性
格
を
考
え
る
研
究
を
発
表
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
 

氏

は

「熊
野
の
本
地
」
に
つ
い
て
、

五
衰
殿
女
御
懐
妊
の
条
の
、
侍
女
が
懐
胎
の
由
来
を
述
べ
る
部
分
を
と
り
上
げ
、

そ
の
語
り
手
の
問 

題
を
考
え
ら
れ
た
。
物
語
諸
本
に
は
、
懐
妊
の
た
め
に
悩
ま
し
げ
に
し
て
い
る
女
御
の
前
を
、
笑
い
な
が
ら
通
っ
た
侍
女
が
咎
め
ら
れ
、
 

笑
っ
た
理
由
を
尋
ね
ら
れ
る
と
、
懐
妊
と
は
か
く
か
く
の
事
で
あ
る
と
物
語
る
、
と
い
っ
た
内
容
の
記
事
を
載
せ
る
本
が
多
い
(
そ
の
本 

文
は
先
に
掲
出
し
た
。
三
一
三
頁
参
照
)
。
「神
道
集
」
に
は
こ
の
記
事
は
無
い
が
、
説
経
正
本
に
は
、
五
衰
殿
女
御
自
身
が
首
を
斬
ら
れ 

よ
う
と
す
る
に

臨
ん
で
、
武
士
に
向
っ
て
、
懐
胎
よ
り
出
生
ま
で
の
十
月
の
経
過
を

さ
れ
は
、
人
間
の
出
生
す
る
初
を
、
あ
ら
'
^
か
た
り
聞
せ
ん
、
先
母
の
た
い
内
に
や
と
る
初
の
月
は
、
ふ
た
う
の
け
に
て
、

と
つ

三
四
一



三
四
ニ

こ
の
姿
を
ひ
や
う
せ
り
、
さ
れ
は
ふ
た
う
と
い
ふ
も
し
、

一
つ
の
お
さ
あ
い
力
を
重
る
と
か
け
り
、
く
げ
ん

も

く

せ
ん
三

あ

く

と

う
 

に
、
ま
よ
ひ
出
る
初
也
、

二
月
め
は
に
よ
い
ほ
う
し
ゆ
、

し
や
か
に
よ
ら
い
に
て
ま
し
ま
す
、

そ
の
か
た
ち
、

し
や
く
じ
や
う
の
こ 

と
し
、

三
月
め
は
、

.

.

と
い
う
風
に
語
り
聞
か
せ
る
こ
と
が
あ
る

P

渡
辺
氏
は
、
右
の
物
語
諸
本
と
説
経
と
を
比
較
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
 

お
伽
草
子
と
説
経
浄
瑠
璃
の
二
つ
が
懐
妊
と
い
う
女
性
特
有
の
事
象
を
強
調
的
に
と
り
あ
げ
て
い
る
こ
と
で
共
通
す
る
の
で
あ
る 

が
、

お
伽
草
子
の
そ
の
内
部
に
は
「
は
ら
み
つ
わ
る
」
「月
の
さ
は
.り
」

「
し
は
し
こ
、
ろ
よ
か
ら
す
」

「
よ
ろ
つ
の
物
、
あ
ち
は
ひ 

ち
か
ひ
て
」
等
々
、
当
事
者
的
、
体
験
的
な
、
女
性
で
な
け
れ
ば
わ
か
ら
な
い
類
の
表
現
が
多
い
の
に
対
し
、
説
経
浄
瑠
璃
の
そ
れ 

は
非
体
験
的
、
観
念
的
な
、
数
歩
®
離
を
置
い
た
傍
観
者
の
と
ら
え
か
た
で
あ
る
。

こ
の
両
者
の
差
異
は
端
的
に
言
う
な
ら
ば
、
女 

性

•
男
性
の
違
い
で
あ
る
。
お
伽
草
子
の
描
写
に
は
、
今
日
の
科
学
的
合
理
的
知
識
か
ら
す
れ
ば
、
ナ
ン
セ
ン
ス
と
せ
ね
ば
な
ら
な 

い
考
え
方
も
有
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
事
実
に
密
着
し
て
い
る
と
い
う
点
か
ら
し
て
、
説
経
浄
瑠
璃
の
傍
観
的
な
態
度
と
の
比
較
を 

待
つ
ま
で
も
な
く
、
女
性
の
体
験
の
に
じ
み
出
た
、
女
性
の
手
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
論
を
待
た
な
い
。
女
性
の
語
り
手
の
管 

理
下
に
あ
っ
た
名
残
り
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
説
経
浄
瑠
璃
の
、
お
よ
そ
素
っ
気
の
な
い
、
事
実
離
れ
を
し
た
懐 

妊
の
由
来
の
説
明
は
男
性
の
そ
れ
で
あ
る
。

こ
の
様
に
両
者
の
差
異
は
、

そ
れ
を
管
理
し
て
い
た
者
の
違
い
に
起
因
す
る
も
の
と
考 

え
る
の
は
不
都
合
で
あ
ろ
う
か
。

渡
辺
氏
は
更
に
、
物
語
諸
本
に
お
い
て
、

そ

こ

に

「
つ
ほ
む
」
と

か

「花
つ
む
」
と
い
っ
た
名
の
侍
女
が
突
然
に
登
場
し
て
、
懐
胎
の
由 

来
を
物
語
る
こ
と
が
、
物
語
の
運
び
の
上
か
ら
、

い
か
に
も
と
っ
て
つ
け
た
感
を
与
え
る
不
自
然
さ
を
指
摘
さ
れ
、

「懐
胎
の
由
来
の
部 

分

は

『
つ
ほ
む
』
を
登
場
さ
せ
る
た
め
に
齟
み
込
ま
れ
た
も
の
で
あ
り
、

こ
の
物
語
を
管
理
し
て
い
た
唱
導
者
を
『
つ
抵
む
』
が
暗
示
1



て
い
た
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。」
と
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
渡
辺
氏
の
見
解
に
は
全
く
同
感
で
あ
る
。
語
り
手
も
女
性
で
あ
り
、
聴
き
手
も
女
性
で
あ
る
と
い
う
事
情
が
な
け
れ
ば
、

こ
の
よ 

う
な
語
ら
れ
方
は
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
右
の
懐
胎
の
由
来
の
記
事
は
、
物

語

諸

本

の

中

で

「
神
道
集

j

に
最
も
近
く
、
伝
来
も
古
い
元
和 

本
系
に
は
載
っ
て
い
な
い
。
従
っ
て
、

こ
の
部
分
だ
け
に
つ
い
て
言
え
ば
、
物
語
系
統
の
伝
承
が
、

は
じ
め
か
ら
女
性
の
管
理
下
に
あ
っ 

た
と
は
言
い
切
れ
な
い
が
、
「神
！̂

」
と
物
語
諸
本
と
を
比
較
す
る
と
、

後
者
に
潤
色
が
多
い
中
で
も
、

特
に
五
衰
殿
女
御
に
関
す
る 

叙
述
が
ふ
え
、
描
写
も
細
や
か
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る

C

た

と

え

ば

「
神

i

に
は
無
く
、
物
語
諸
本
は
す
べ
て
が
備
え 

て
い
る
記
事
に
、
女
御
が
五
衰
殿
を
立
ち
出
で
る
時
、
侍
女
達
は
皆
主
を
捨
て
て
逃
げ
去
っ
て
し
ま
っ
た
の
に
、
心
も
持
た
ぬ
御
簾
が
、
 

女
御
の
髪
に
絡
ん
で
引
き
と
ど
め
る
と
い
う
描
写
が
あ
る
。
物
語
の
筋
に
格
別
必
要
の
無
い
こ
の
記
事
を
、
す
べ
て
の
本
が
共
有
し
て
い 

る
の
も
、
や
は
り
こ
の
場
面
が
女
性
的
な
感
動
を
誘
う
所
に
意
味
が
あ
っ
た
た
め
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
残
酷
な
運
命
を
迪
る
女 

性
に
対
し
て
の
同
情
と
関
心
が
、

五
衰
殿
物
語
の
文
芸
と
し
て
の
成
長
の
中
心
に
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、

そ
こ
に
は
物
語
の
管
理
者 

と
し
て
の
女
性
の
参
与
が
あ
っ
た
事
が
想
像
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
、
熊
野
信
仰
の
布
教
者
で
、

し
か
も
女
性
が
、

五
衰
殿
物
語
の
伝
承
に
あ
づ
か
っ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
す
ぐ
に
浮
び
上
が
っ 

て
く
る
の
は
熊
野
の
勧
進
比
丘
尼
で
あ
る
。
熊
野
比
丘
尼
に
つ
い
て
の
記
録
は
、
近
世
の
考
証
随
筆
の
類
に
は
し
ば
し
ば
見
出
す

こ
と
が 

で
き
る
が
、
中
世
に
お
け
る
そ
の
実
態
は
明
ら
か
で
な
い
。

し
か
し
、

「曾
我
物
語
」
に
お
け
る
虎
の
よ
う
に
、
女
性
の
唱
導
者
に

よ
っ 

て
物
語
が
管
理
さ
れ
て
い
た
実
例
が
あ
る
の
で
、
熊
野
比
丘
尼
が
信
仰
宣
布
の
方
法
と
し
て
、

五
衰
殿
物
語
を
語
っ
て
い
た
と
想
像
す
る 

こ
と
も
、

決
し
て
無
理
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

前

記

の

「箱
根
本
地
由
来
」
と
い
う
写
本
に
は
、
地
方
の
民
衆
に
語
り
か
け
て
い
た
、
熊
野
比
丘
尼
に
類
す
る
女
性
唱
導
者
の
姿
の
投

三
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影
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
、

「熊
野
の
本
地
」

の
現
存
諸
本
に
つ
い
て
は
、
前
記
の
如
き
理
由
か
ら
、
同
じ
よ
う
に
全
く
の
ロ

語
り
に
よ
る
伝
承
を
書
記
し
た
も
の
と
は
考
え
得
な
い
。

「熊
野
の
本
地
」
に
も
、
箱
根
と
同
じ
く
口
承
の
世
界
が
背
後
に
あ
っ
た
か
も

i
)

し
れ
な
い
が
、
そ
の
痕
跡
は
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
絵
巻
や
奈
良
絵
本
を
主
と
す
る
現
存
諸
本
と
、
五
衰
殿 

物
語
の
語
り
手
と
し
て
浮
ん
で
く
る
熊
野
比
丘
尼
と
は
、
ど
の
よ
う
に
結
び
つ
け
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

近
世
に
お
け
る
熊
野
比
丘
尼
は
、
「東
海
道
名
所
記
」
に

「
そ
の
な
り
ふ
り
は
お
山
風
に
な
り
、

ひ
た
す
ら
傾
城
白
拍
子
に
な
り
た
り
」
 

と
記
さ
れ
た
よ
う
に
、
著
し
く
零
落
し
た
姿
を
示
し
て
い
る
が
、
本
来
は
、
や
は
り
同
じ
書
に
、

い
つ
の
こ
ろ
か
、
比
丘
尼
の
、
伊
勢
熊
野
に
詣
で
て
行
を
つ
と
め
し
に
、

そ
の
弟
子
み
な
伊
勢
熊
野
に
参
る
。

こ
の
故
に
熊
野
比
丘 

尼
と
名
づ
く
。

其
中
に
声
よ
く
哥
を
う
た
ひ
け
る
尼
の
あ
り
.て
、

う
た
ふ
て
勧
進
し
け
り
。

そ
の
弟
子
ま
た
哥
を
う
た
ひ
け
り
。
 

又
、

熊

野
の
絵
と
名
づ
け
て
、

地

獄

極
楽
す
ベ
て
六
道
の
有
様
を
絵
に
か
き
て
、
絵
と
き
を
い
た
し
、
奥
深
く
お
は
し
ま
す

女

房

達 

は
、
寺
ま
う
で
、
談
義
な
ん
ど
も
き
く
事
な
け
れ
ば
、
渡
世
を
知
ら
ぬ
人
の
た
め
に
、
比
丘
尼
は
許
さ
れ
て
、
仏
法
を
も
す
す
め
た 

り
け
る
也

と
あ
る
如
く
、
上
層
階
級
の
間
に
も
出
入
し
て
説
法
を
も
し
た
の
で
あ
る
。
「熊
野
の
本
地
」

の
絵
巻
や
奈
良
絵
本
は
、
「名
所
記
」
に
言 

う
よ
う
な
、

「奥
深
く
お
は
し
ま
す
女
房
達
」
を
聴
き
手
に
、

熊
野
比
丘
尼
が
物
語
を
す
る
際
の
媒
介
と
な
っ
た
も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ 

う
か
。
あ
る
い
は
そ
れ
は
、
南
方
翁
の
言
わ
れ
た
如
く
、
熊
野
の
檀
那
と
し
て
経
済
的
援
助
を
仰
い
だ
こ
と
に
対
す
る
見
返
り
と
し
て
作 

ら
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
絵
巻
や
奈
良
絵
本
は
、
絵
の
芸
術
性
は
別
と
し
て
、
本
と
し
て
は
立
派
な
も
の
で
あ
る
。
 

文
化
的
に
も
経
済
的
に
も
恵
ま
れ
た
階
層
の
中
で
な
く
て
は
、

こ
の
よ
う
な
本
は
生
み
出
さ
れ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

右
の
よ
う
に
考
え
る
と
、

「熊
野
の
本
地
」

の
物
語
諸
本
に
お
け
る
、

本
文
の
異
同
の
生
じ
た
過
程
に
つ
い
て
も
、
あ
る
程
度
想
像
を



办

ぐ
ら
す
こ
と
が
で
き
る
。
語
り
手

菸

絵
卷
や
奈
良
絵
本
の
絵
を
職
き
手
に
見
せ
な
が
ら
語
る
場
合
"
詞
書
の
訶
章
を
そ
う
忠
実
に
守
る 

必
要
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
う
か
と
言
っ
て
全
く
自
由
に
語
っ
た
の
で
も
な
く
、
叙
述
の
大
筋
は
詞
書
に
添
っ
て
い
た
の 

で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

こ
う
し
て
、

一
度
文
字
に
定
着
し
た
詞
章
が
、

そ
れ
に
つ
か
ず
離
れ
ず
の
語
り
方
に
よ
っ
て
変
化
を
生
じ
、

そ 

れ
が
ま
た
、
次
の
機
会
に
書
記
さ
れ
る
と
い
っ
た
風
な
過
程
の
中
で
、
本
文
が
流
動
し
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

つ
ま
り
、
文
字
だ
け 

で
も
な
く
、
語
り
だ
け
で
も
な
い
、
文
字
を
媒
介
と
し
た
語
り
の
上
で
の
変
化
と
考
え
る
の
が
妥
当
の
よ
う
に
思
う
の
で
あ
る
。

ま
た
、

「熊
野
の
本
地
」

で
は
、
同
じ
和
歌
が
、
本
に
よ
っ
て
記
さ
れ
て
い
る
場
所
の
異
な
る
例
が
幾
つ
か
見
ら
れ
る
。

そ
の
よ
う
に 

物
語
の
中
で
和
歌
の
位
置
が
動
く
の
も
、
絵
を
見
せ
な
が
ら
の
語
り
に
都
合
の
良
い
よ
う
に
、
和
歌
を
本
文
か
ら
独
立
さ
せ
て
、
絵
詞
と 

し
て
記
し
て
お
く
事
が
あ
っ
た
た
め
で
は

な
い
か
と

思
わ
れ
る
。

た
と
え
ば
、

杭
全
本
は
、
元
は
絵
入
の
冊
子
本
で
あ
っ
た

も
の
を

絵
巻 

に
改
装
し
た
本
で
あ
る
が
、
冊
子
の
時
の
第
十
四
図
に

当
る

絵

(大
王
が
五
衰
殿
か
ら
還
御
す
る
所
)
と
、
第

十

五

図

の

絵

(女
御
が
五 

衰
殿
を
立
ち
去
る
所
)

と
に
は
、
次
の
よ
う
に
和
歌
と
詞
書
と
が
そ
れ
ぞ
れ
一
首
ず
つ
記
さ
れ
て
い
る
。

大
わ
う
か
く
そ
あ
そ
は
し
け
り

い
ま
よ
り
は
、
さ
そ
や
み
な
ら
ん
、
我
か
や
と
の
、
ち
き
り
し
月
は
、
さ
し
も
い
て
ね
は 

き
さ
き
か
く
そ
お
ほ
し
め
し
つ
、
け
り

と
し
こ
ろ
は
、

よ
そ
に
そ
見
つ
る
、
た
ま
す
た
れ
、
な
に
を
し
の
ひ
に
、
わ
れ
を
と
む
ら
ん 

杭
全
本
は
、

こ
の
ニ
首
を
本
文
の
中
に
は
記
し
て
い
な
い
。
他
の
諸
本
の
多
く
は
、
右
の
ニ
首
の
歌
を
、
本
文
の
中
の
、

そ
れ
ぞ
れ
の
該 

当
個
所
に
入
れ
て
い
る
が
(但
し
他
の
本
は
、
前

の

「
い
ま
よ
り
は
」

の
歌
は
女
御
が
よ
ん
だ
歌
と
す
る
)
、
大
東
急
本
は
、
「
い
ま
よ
り 

は
」

の
歌
を
、
後

の

「
と
し
こ
ろ
は
」

の
歌
と
共
に
、
女
御
が
五
衰
殿
を
立
ち
去
る
所
に
出
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、
和
歌
を
本
文
か
ら
離

三
四
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し
て
、
絵
の
所
に
記
し
て
お
い
た
た
め
に
、
語
り
の
時
に
、

そ
れ
を
入
れ
る
場
所
を
変
え
る
場
合
が
あ
っ
た
事
を
示
し
て
い
る
と
言
え
そ 

う
で
あ
る
。
杭
全
本
を
か
な
り
忠
実
に
転
写
し
た
本
に
京
都
大
学
国
文
学
研
究
室
の
蔵
本
が
あ
る
が
、

こ
の
京
大
本
で
は
、
前
の
ニ
首
の 

中

の

「
い
ま
よ
り
は
」

の
歌
を
、
本
文
の
中
に
組
み
入
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
入
れ
る
べ
き
場
所
を
間
違
え
て
、
女
御
が
武
士
に
追
い 

立
て
ら
れ
て
山
中
へ
赴
く
途
中
に
入
れ
、
次
の
よ
う
に
前
後
の
文
と
も
続
か
な
く
な
っ
て
い
る
。

も
の
、

ふ
の
さ
き
に
た
ち
、
あ
ゆ
ま
せ
給
ふ
、
大
わ

う
か
く

そ
あ
そ
は

し
け
り

今
よSN

は
、
さ
そ
や
み
な
ら
ん
、
わ
か
や
と
の
、
ち
き
り
し
月
は
、
さ
し
も
い
て
ね
は 

さ
て
六
日
と
申
せ
は

忠
実
な
転
写
の
場
合
に
は
、
絵
詞
の
処
理
に
、

か
え
っ
て
こ
の
よ
う
な
間
違
い
が
起
る
が
、
語
り
の
場
合
に
は
、
和
歌
の
位
置
を
自
然
さ 

を
そ
こ
な
わ
ず
に
動
か
せ
た
よ
う
に
思
う
の
で
あ
る
。
和
歌
が
絵
詞
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
実
例
は
杭
全
本
だ
け
で
あ
る
が
、
寛
永
本
に 

は
、
巻
末
の
本
文
が
完
結
し
た
後
に
、

年
お
い
て
、

よ
そ
に
そ
見
ゆ
る
、
玉
す
た
れ
、
何
を
□
□
□
の
、

わ
れ
を
と
む
ら
ん 

世
の
中
に
、
あ
り
ふ
る
人
の
、

は
て
み
れ
は
、

た

、

一
時
の
、
け
む
り
な
り
け
り 

し
ん
王
の
御
う
た
也 

と
い
う
ニ
首
の
和
歌
を
記
し
て
い
る
。
多
く
の
本
で
は
、
前
の
歌
は
女
御
が
五
衰
殿
を
立
ち
去
る
所
に
、
後
の
歌
は
聖
が
女
御
の
屍
を
火 

寒
に
す
る
所
に
出
て
い
る
歌
で
あ
る
。

こ
れ
も
、
寛
永
本
の
元
の
本
に
は
、

こ
の
ニ
首
が
絵
詞
と
し
て
出
し
て
あ
っ
た
の
で
、
巻
末
に
別 

に
記
し
て
お
い
た
の
で
は
な
い
か
"

ま
た
、
横

山

重

氏

が

「室
町
時
代
物
語
集
」

の
解
題
で
注
意
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
が
、
元
和
本
絵
巻
や
丹
縁
本
の
、
山
中
の
王
子 

を
獄
達
が
守
議
す
る
場
面
を
推
い
た
絵
を
見
る
と
、
虎
や
猿
な
ど
の
撒
に
ま
じ
っ
て
、
大
き
な
意
ら
し
い
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。
元
和
本



や
丹
緑
本
の
本
文
で
は
、

こ

の

獣

達

を

「
と
ら
、
お
ほ
う
か
み
」
と
書
い
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
杭
全
本
に
は
「
と
ら
、

お
う
か
め
」
と
あ 

る
。

こ

の

「
お
う
か
め
」
は

「
お
う
か
み
」
が
訛
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
が
、
元
和
本
や
丹
緑
本
が
、
狼
を
推
く
べ
き
所
に
亀 

を
出
し
て
く
る
と
い
う
誤
り
を
生
じ
た
原
因
は
、
杭

全

本

の

よ

う

な

「
お
う
か
め
」
と
い
う
語
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
前
述
の
よ
う 

に
、
元
和
本
系
と
杭
全
本
系
と
の
間

忆

は
、

か
な
9
密
接
な
交
渉
が
あ
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
も
、
そ
う
考
え
て
支
障
が
な
い
で 

あ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
の
事
も
、
諸
本
間
の
交
渉
が
、

口
頭
に
よ
る
語
り
を
媒
介
と
し
て
い
た
事
情
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

七
、

五
衰
^
#
語
の
特
色

五
衰
殿
物
語
の
内
容
は
き
わ
め
て
残
酷
で
あ
る
。
神
仏
の
前
生
を
説
く
本
地
物
語
に
お
い
て
は
、
主
人
公
達
が
艱
難
辛
苦
の
境
界
に
身 

を
置
く
の
は
通
例
で
あ
る
が
、
首
を
斬
ら
れ
た
女
性
が
、

な
お
自
ら
の
乳
房
に
よ
っ
て
児
を
養
う
と
い
っ
た
場
面
を
中
心
に
据
え
た
こ
の 

物
語
ぼ
ど
、
残
酷
な
作
品
は
無
い
と
言
っ
て
も
良
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、

そ
の
場
面
が
残
酷
な
だ
け
で
な
く
、
そ
の
後
の
語
り
方
に
お 

い
て
も
、
物
語
の
古
い
形
態
で
は
、

五
衰
殿
女
御
の
悲
惨
な
死
を
償
お
う
と
す
る
よ
う
な
意
識
が
稀
薄
で
あ
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
。
た 

と
え
ば
、

一
、
女
御
が
聖
の
修
法
に
よ
っ
て
蘇
え
る
と
い
う
語
り
方
は
、

か
な
り
早
く
現
れ
て
い
た
形
跡
も
あ
る
が
、

「神
道
集
」
及
び
物
語
諸 

本
の
大
部
分
に
無
い
所
か
ら
見
て
、
本
来
の
形
と
は
思
わ
れ
な
い
。

一一、
女
御
を
殺
害
さ
せ
た
九

s'
九
十
九
人
の
后
達
に
対
す
る
復
警
や
、
女
御
を
斬
っ
た
武
士
、
偽
り
の
占
い
を
し
た
相
人
の
処
罰
が
語 

ら
れ
て
い
な
い
。

H
高

安

本

.
1
寬

永

本

系

*
 

A
n
丹
緑
本
等
に
は
、
そ
れ
ら
の
記
事
が
見
え
る
が
、
新
し
い
添
加
で
あ
る
こ
と
は 

明
白
で
あ
る
。

三
四
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三
、
女
御
の
忘
れ
形
見
で
あ
る
王
子
が
、

王
位
を
継
い
で
末
永
く
栄
え
る
と
い
っ
た
形
式
に
な
っ
て
い
な
い
。

E

蜷

川

本

系

.

H

高
安 

本

.
1
寛
永
本
系
は
、

王
子
が
大
王
の
請
い
を
入
れ
て
位
に
つ
き
、
新
王
と
称
し
た

と
ず
る

が
、

こ
れ
も
後
出
の
形
態
と
判
定
し
得 

る
。

の
如
く
で

あ
る
。

女
御
の
死
を
何
ら
か
の
形
で
償
お
う
と
す
る
気
持
を
窺
わ
せ
る
記
事
が
、

若
干
の
本
に
お
い
て
は
増
補
さ
れ
て
い
る 

が
、

こ
の
事
は
逆
に
、
本
来
の
形
態
の
物
語
で
の
五
衰
殿
女
御
の
扱
い
方
は
、
き
わ
め
て
非
情
で
あ
っ
た
事
を
示
し
て
い
る
。
も
し
熊
野 

権
現
の
前
生
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
の
で
な
か
っ
た
な
ら
ば
、

こ
の
物
語
を
聴
く
人
々

に
と
っ
て
、
救
い
が
無
か
っ
た
の
で
は

な
い
か
と 

思
わ
れ
る
内
容
で

あ
る
。

す
な
わ
ち
五
衰
殿
物
語
は
、
人
間
世
界
に
お
け
る
物
語
の
主
人
公
達
の
苦
悩
は
、
将
来
神
と
し
て
顕
現
す
る
た 

め
に
意
義
を
有
す
る

と
い
う

本
地
物
の
形
を
、
最
も
意
識
的
に
表
現
し
て

い
る
と

言
う

こ
と
が
で
き
る
。

和
辻
哲
郎
氏
は
、

こ
の
物
語
に 

r

苦
し
む
神
、
悩
む
神
、
人
間
の
苦
し
み
を
己
れ
に
背
負
ふ
神
の
観
念
を
見
出
す

こ
と
が

出
(細
於
」

と
言
わ
れ
た
が
、

そ
の
よ
う

に
思
想 

的
な
創
作
意
図
を
、

か
な
り
明
白
に
感
じ
と
る

こ
と
の
で
き
る

作
品
で

あ
る
。

更
に
、

同
じ
こ
と
は
こ
の
物
語
の
形
式
の
面
か
ら
も
言
え
る
よ
う
に
思
う
。

「阿
弥
陀
の
本
地
」
や

「昆
沙
門
の
本
地
」

の
よ
う
に
、
 

仏

菩

薩

•
諸
天
の
如
き
、
も
と
も
と
仏
教
か
ら
来
た
信
仰
対
象
の
本
地
を
説
く
の
で
あ
れ
ば
、
天
竺
の
物
語
と
し
て
語
ら
れ
る
の
は
当
然 

で
あ
る
が
、
日
本
の
神
の
本
地
を
説
く
の
に
、
摩
訶
陀
国
の
物
語
を
も
っ
て
し
た
の
は
、
本
地
垂
迹
思
想
の
立
場
か
ら
す
る
論
理
的
な
考 

え
方
に
よ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

日
本
古
来
の
神
の
本
地
を
語
る
作
品
に
は
、

日
本
国
内
を
舞
台
と
す
る
物
語
を
も
っ
て
し 

た
も
の
の
方
が
多
く
、

そ
の
中
に
は
、
本
地
仏
に
つ
い
て
は
全
く
触
れ
て
い
な
い
場
合
も
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
物
語
そ
の 

も
の
は
、
本
地
垂
迹
思
想
と
は
直
接
結
び
つ
い
て
こ
な
い
例
も
少
な
く
な
い
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
対
し
、

「熊
野
の
本
地
」

の
場
合
に
あ 

っ
て
は
、
熊
野
諸
神
の
本
地
が
、
本
地
垂
迹
説
に
よ
っ
て
、
阿

弥

陀

•
観

音

•
薬
師
等
と
定
め
ら
れ
、

そ
れ
を
更
に
具
体
的
に
述
べ
る
意



図

を

以

て

、

摩

訶

陀

国

を

舞

台

と

す

る

五

衰

殿

物

語

が

創

作

さ

れ

る

と

い

う

過

程

を

経

た

と

考

え

ら

れ

る

の

で

あ

る

。

右

の

如

く

、

五

衰

殿

物

語

を

内

容

と

す

る

「
熊

野

の

本

地

」

は
、

作

者

の

思

想

や

創

作

意

図

が

、

か

な

り

明

確

に

現

わ

れ

て

い

る

作

品 

で

あ

る

。

そ

の

意

味

で

、

本

地

物

の

成

立

の

問

題

を

探

る

に

は

、

最

も

重

要

な

資

料

の

一

つ

で

あ

る

が

、

こ

の

問

題

に

つ

い

て

は

、

個

 々

の

本

地

物

作

品

の

考

察

を

終

え

た

後

に

、

改

め

て

総

括

し

て

と

り

あ

げ

た

い

と

思

う

。

八
、

「
熊
野
の
本
地
」

の
説
経
正
本
と
御
国
浄
瑠
璃

「
熊

野

の

本

地

」

の
物
語
が
、

説

経

の

よ

う

な

語

り

物

芸

能

と

し

て

何

時

頃

か

ら

行

な

わ

れ

た

の

か

は

明

ら

か

で

な

い

。
横

山

重

氏

編 

「
説

経

正

本

集

」

に
よ
れ

ば

、

現

存

の

正

本

と

し

て

最

も

古

い

も

の

は

、

万

治

元

年

の

「
熊

野

之

権

現

記

こ

す

い

て

ん

」

と
、

や
は
り
万 

治

頃

の

刊

行

と

さ

れ

る

「
こ
す
い

天

」

(
仮

題

)

の

二

つ

で

あ

る

。

そ

れ

以

前

に

は

「
熊

野

の

本

地

」

の

説

経

に

つ

い

て

の

記

録

は

見

出 

せ

な

い

。

こ

の

ニ

本

は

赤

木

文

庫

に

そ

れ

ぞ

れ

一

本

が

所

蔵

さ

れ

て

い

る

が

、

ど

ち

ら

も

落

丁

の

あ

る

不

完

全

本

で

、

完
全

な

本

と

し

て 

は
、

宝

永

頃

の

鱗

形

屋

版

(
所

属

太

夫

未

詳

)

と
、

正

徳

享

保

期

の

説

経

太

夫

佐

渡

七

太

夫

豊

孝

の

正

本

の

二

種

が

存

す

る

。

「
説
経
正 

本

集

」

に
は
、

こ

の

二

種

の

正

本

が

翻

刻

さ

れ

、

万

治

版

二

種

の

解

題

が

載

せ

ら

れ

て

い

る

。

そ

れ

に

よ

れ

ば

、

以

上

の

正

本

は

内

容

的 

に

二

つ

の

系

統

に

分

け

ら

れ

る

。

A

〔
万

治

〕
刊

「
こ
す
い

天

」

六
段
i

尾
欠
)
(
赤

木

文

庫

蔵

)

〔
宝

永

〕
鱗

形

屋

孫

兵

衛

刊

「
熊

野

之

御

本

地

」

六
段
(
東

大

図

書

館

•
国

会

図

書

館

•
天

理

図

書

館

.
岩

瀬

文

庫

等

蔵

)

B

万

治

元

年

さ

う

し

や

九

兵

衛

刊

「
熊

野

之

権

現

記

こ

す

い

て

ん

」

六
段
畜
5 

(
赤

木

文

庫

蔵

)

C

享

保

〕
惣

兵

衛

刊

佐

渡

七

太

夫

豊

孝

正

本

「
ご

す

い

で

ん

」

六
段
(
前

島

春

三

氏

蔵

)

三
四
九



三
五
〇

A .
の
系
綠

は

、

中

世

物

謙

の

r

熊

野

の

本

地

」

諸

本

と

、

大

i

に

お

い

て

特

に

変

る

所

は

無

い

が

、

B

の
系
統
は
、

金

平

浄

瑠

璃

風

の

合 

戦

の

場

商

が

人

っ

て

い

る

の

が

大

き

な

特

徽

で

あ

る

。

す

な

わ

ち

、

万

治

元

年

版

は

初

段

に

'
 

惣

兵

衛

版

は

第

二

段

に

、

せ
ん
ざ
い
王
が 

摩

迦

陀

国

に

朝

貢

し

な

い

仏

子

国

を

、

の

ふ

み

•
お

く

み

の

両

臣

を

大

将

と

し

、

三

万

余

騎

の

勢

を

遣

し

て

攻

め

滅

ぼ

す

と

い

ぅ

話

を

構 

え

て

い

る

。

し

か

し

こ

の

合

戦

は

、

本

筋

の

五

衰

殿

物

語

の

上

に

は

何

の

影

響

も

及

ぼ

し

て

い

な

い

。

全

く

操

り

の

一

場

面

と

し

て

、

金 

平

風

の

通

型

を

と

り

入

れ

た

に

過

ぎ

な

い

。

従

っ

て

大

き

く

見

れ

ば

、

説

経

と

し

て

は
A

の

系

統

が

古

態

で

あ

る

と

言

っ

て

よ

い

で

あ

ろ 

ラ
0更

に

、

物

語

諸

本

と

の

比

較

を

こ

ま

か

く

行

な

ぅ

と

、

<

6

そ

れ

ぞ

れ

に

、

特

定

の

物

語

諸

本

と

の

関

係

を

示

す

個

所

が

見

出

さ

れ 

る
。

ま

ず

<

の

系

練

の

正

本

に

は

、

次

の

よ

ぅ

に

物

語

諸

本

の

中

で

元

和

本

.
丹

緑

本

系

と

近

似

す

る

所

が

多

い

。

1

正
本
に

ば

み

な

し

子

を

、

ふ
せ
を
く

山

の

、

ふ

も

と

に

は

、

あ
ら
し
こ
か
ら
し
、
心
し
て

ふ
け 

み

な

し

子

の

、

す

め

る

深

山

の

、

た
つ
た
ひ
め
、
あ
ら
く
も

秋

の

、

木

の

は

ち
ら
す
な 

の

ニ

首

の

歌

が

あ

る

。

前

者

は

物

語

諸

本

の

中

で

は

、

元

和

本

系

と

丹

緑

本

系

に

の

み

存

す

る

。
後

者

は

元

和

本

系

に

は

無

く

、

丹 

緑

本

系

と

、

そ

の

他

大

東

急

本

系

•
慶

応

申

本

•
弘

治

本

•
天

理

こ

本

•
高

安

本

等

の

諸

本

に

あ

る

が

、

丹

緑

本

系

以

外

は

、

女
御 

を

_

う

た

武

士

が

よ

ん

だ

歌

と

し

、

正

本

と

同

じ

く

女

御

め

骸

が

よ

ん

だ

と

す

る

の

は

丹

緑

本

系

だ

け

で

あ

る

。

2 

武

士

が

女

禅

を

処

刑

す

る

場

所

を

正

本

の

よ

ぅ

に

「
ち

こ

さ

ん

の

ふ

も

と

、

き

ち

く

た

に

、

と

ら

の

い

わ

や

」

と

す

る

の

は

、

元 

和

本

•
丹

縁

本

系

で

あ

る

。

3 

女

御

の

胎

内

に

あ

る

王

子

を

悪

し

く

占

っ

た

相

人

が

、

王

宮

を

出

る

や

、

た

ち

ど

こ

ろ

に

天

罰

を

蒙

っ

て

死

ん

だ

と

す

る

の

は

、



丹

緣

本

系

の

外

に

は

見

え

な

い

。

4

初

段

冒

頭

の

攘

も

そ

の

、
ち
、

な

ん袅

ん

ふ

た

い

ふ

た

ら

く

、

大

日

ほ

ん

王

城

よ

り

南

、

き

い

の

国

に

大

臣

ま

し

ま

す

、

則

く

ま

の

、
こ
ん
け 

ん

と

申

奉

る

、

ま

こ

と

に

け

ん

ち

う

し

ゆ

せ

う

に

し

て

、

御

め

く

み

久

か

た

の

、

四

方

の

外

迄

、

あ

ま

ね

く

り

せ

う

を

ほ

と

こ 

し
、

衆

生

の

ね

か

ひ

を

み

て

給

ふ

、

そ

の

い

に

し

へ

を

尋

る

に 

と

い

う

書

き

出

し

は

、

元

和

本

.
丹

緑

本

系

に

非

常

に

近

い

文

で

あ

る

。

物

語

諸

本

の

比

較

の

項

で

述

べ

た

よ

う

に

、

丹

緑

本

は

元

和

本

系

の

伝

本

に

基

づ

い

て

増

補

を

加

え

た

と

考

え

ら

れ

る

本

で

あ

る

。
従
っ 

て
、

右

の

如

き

<
系

統

正

本

の

特

徽

は

、

そ

の

正

本

の

本

文

が

、

物

語

諸

本

の

中

で

特

に

丹

緑

本

を

典

拠

に

し

た

の

で

は

な

い

か

と

想

像 

せ

し

め

る

。

但

し

、

元

和

本

•
丹

縁

本

系

に

特

有

の

記

事

で

、
A

系

統

正

本

に

は

採

ら

れ

て

い

な

い

も

の

も

あ

る

。

元

和

本

•
丹
緑
本
系 

に
は
、

聖

の

修

法

に

よ

っ

て

女

御

が

蘇

え

る

こ

と

が

あ

る

が

、

正

本

に

は

無

い

。

ま

た

丹

緑

本

系

の

、

女

御

懐

妊

の

時

に

登

場

す

る 

む

と

い

う

端

者

の

話

も

、

正

本

は

入

れ

て

い

な

い

。
更

に

、

王

子

が

大

王

と

の

対

面

を

遂

げ

る

き

っ

か

け

を

、

正

本

は

、

大

王

が

五

衰

殿 

女

御

の

十

三

年

の

供

養

の

た

め

に

聖

を

招

き

、

王

子

が

同

道

し

て

導

師

を

勤

め

る

と

い

う

風

に

語

る

が

、

こ

れ

は

丹

緑

本

と

は

異

な

り

、
 

蜷

川

本

系

が

正

本

に

最

も

近

い

形

を

見

せ

て

い

る

。

同

じ

く

、

聖

を

「
き

を

ん

せ

う

し

や

の

お

せ

う

」

と

し

て

い

る

の

も

、

物
語
諸
本
で 

は

蜷

川

本

系

だ

け

で

あ

る

®

こ

の
よ
う
に
、

全

面

的

に

正

本

が

丹

緑

本

系

に

拠

っ

た

と

は

な

し

難

い

が

、

他

の

物

語

諸

本

と

の

直

接

の

交 

渉

を

示

す

徽

候

は

稀

薄

で

あ

る

。
A

系

統

正

本

の

成

立

に

は

、

丹

緑

本

系

が

最

も

大

き

な

影

響

を

及

ぼ

し

た

と

考

え

て

大

過

な

い

で

あ

ろ 

5

0

次

に

6
系

統

の

正

本

を

見

る

と

、

<
:
系

統

と

同

じ

く

元

和

本

.
丹

緑

本

系

と

ー

致

す

る

の

は

、

(
3
)
の

相

人

の

死
だ

け

で

、

こ
ち
ら

三
五
一



三
五
ニ

で

は

蜷

川

本

系

と

の

一

致

が

顕

著

で

あ

る

。

そ

れ

は

、

1

相

人

の

国

を

仏

師

固

と

す

る

こ

と

。

2 

女

御

を

処

刑

す

る
場

所

を

「ち
こ
ん
し

や

う

、

ば
ん
と
う
か

岩

屋

」

と
す
る
こ
と
。

3

女

御

が

懐

妊

七

ヶ

月

に

な

っ

て

王

子

を

生

む

ま

で

、

山

中

で

処

刑

を

待

っ

こ

と

。

4 

聖

を

「
ぎ

を

ん

し

や

う

じ

や

の

上

人

」

と
呼

ぶ

こ
と
。

5 

五

衰

殿

女

御

の

十

三

年

の

導

師

を

勤

め

る

こ

と

が

き

っ

か

け

と

な

っ

て

、

王

子

が

大

王

と

対

面

す

る

こ

と

。

等

で

(
但

し

、

4

.
5
は
A

系

統

の

正

本

と

同

じ

で

あ

る

)
、

こ

れ

ら

は

物

語

諸

本

の

中

で

は

、

蜷

川

本

系

の

み

に

見

ら

れ

る

特

徴

で

あ 

る
。
B

系

統

の

正

本

は

、

前

述

の

如

く

金

平

風

の

脚

色

を

加

え

た

改

作

と

目

さ

れ

る

が

、

こ

れ

を

以

て

見

る

と

、

改

作

に

当

っ

て

、

特
に 

蜷

川

本

系

の

伝

本

の

記

述

を

採

り

入

れ

た

こ

と

に

な

る

。

一
体
、

B

系

統

の

万

治

元

年

版

「
熊

野

之

権

現

記

こ

す

い

て

ん

」

は
、

説

経

の

正

本

と

す

べ

き

か

ど

う

か

、

疑

問

の

存

す

る

本

で

あ 

る
。

こ

れ

に

つ

い

て

横

山

重

氏

は

次

の

ょ

う

に

述

べ

ら

れ

て

い

る

。

説

経

太

夫

佐

渡

七

太

夫

の

名

は

、

寛

永

•
明

暦

期

の

も

の

と

、

正

徳

•
享

保

期

の

佐

渡

七

太

夫

豊

孝

と

が

あ

る

以

外

、

天

和

—

貞
享 

ご

ろ

の

「
し
ん
と
く

丸

」

に
、

そ

の

名

を

見

る

に

過

ぎ

な

い

。

従

つ

て

、

明

暦

か

ら

天

和

の

間

、

貞

享

か

ら

正

徳

ま

で

、

こ
の
名
題 

の

太

夫

の

消

息

は

詳

で

な

い

。

本

書

は

、

そ

の

趣

向

•
詞

章

か

ら

み

て

、

決

し

て

説

経

の

本

来

の

も

の

と

は

云

へ

な

い

も

の

で

あ

る

。

し

か

し

、

正

徳

•
享
保
期
の 

佐

渡

七

太

夫

豊

孝

は

、

彼

の

章

指

本

の

序

に

、

本

書

に

類

似

し

て

ゐ

る

「
ご

す

い

で

ん

」

を

、

そ

の

他

の

六

篇

と

共

に

、

家
の
曲
と 

し

て

挙

げ

て

ゐ

る

。

さ

う

す

れ

ば

、

或

は

相

当

古

く

か

ら

、

こ

の

形

の

も

の

を

語

っ

て

ゐ

た

の

で

は

あ

る

ま

い

か

。
寛

永

•
明

暦

期



の

佐

渡

七

太

夫

は

、

本

書

の

板

元

と

同

じ

「
さ

う

し

や

九

兵

衛

」

か
ら
、

伝

本

と

し

て

は

最

後

の

正

本

「
せ

っ

き

や

う

さ

ん

せ

う

太 

夫

」

を

明

暦

ニ

年

に

出

し

て

ゐ

る

。

こ

れ

を

本

書

の

万

治

元

年

に

比

べ

る

と

、

そ

の

間

僅

に

一

年

の

差

で

あ

る

。

し
か
し
、

こ
れ
ら 

ニ

本

の

調

子

や

語

り

口

を

対

比

し

て

み

る

に

、

こ

れ

が

同

一

人

の

語

っ

た

も

の

と

は

到

底

考

へ

ら

れ

な

い

。

以

上

の

点

か

ら

見

れ

ば

、

本

書

を

俄

に

説

経

の

正

本

と

断

定

す

る

こ

と

は

、

不

可

能

の

や

う

で

あ

る

。

し

か

し

、

一

方

「
ご
す
い
で 

ん
」

(
正

徳

享

保

期

の

佐

渡

七

太

夫

正

本

)

と

の

関

係

等

か

ら

考

へ

る

と

、

本

書

を

語

っ

た

太

夫

は

、

あ

る

い

は

寛

永

•
明
暦
期
の 

佐

渡

七

太

夫

で

な

い

ま

で

も

、

こ

れ

ら

と

同

系

の

太

夫

で

あ

っ

た

か

も

知

れ

ぬ

と

思

ふ

。

な

ぜ

な

ら

ば

、

説

経

も

、

明

暦

を

経

て

寛 

文

期

に

入

る

と

、

浄

瑠

璃

の

影

響

を

受

け

る

や

う

に

な

っ

て

、

そ

の

金

平

風

を

取

り

入

れ

、

詞

章

も

曲

節

も

、

大

い

に

変

化

を

み

せ 

て

ゐ

る

か

ら

で

あ

る

。

こ

の

よ

う

に

万

治

元

年

版

の

正

本

に

は

疑

問

が

多

い

。

物

語

諸

本

と

の

関

係

に

お

い

て

、
A

系

統

の

正

本

と

顕

著

な

相

違

の

見

ら

れ

る

こ 

と
が
、

ど

の

よ

う

な

意

味

を

も

つ

の

か

も

、

こ

の

正

本

の

性

格

が

明

ら

か

に

な

ら

な

い

と

、

何

と

も

言

う

こ

と

が

で

き

な

い

。

次

に

、

物

語

諸

本

に

対

し

て

、

こ

れ

ら

の

正

本

に

共

通

し

た

特

徴

に

っ

い

て

見

る

。

物

語

諸

本

と

異

な

る

個

所

と

し

て

、

特
に
眼
に
っ 

く

の

は

左

の

二

つ

で

あ

る

。

1

物

語

諸

本

に

は

、

五

衰

殿

女

御

が

懐

胎

し

た

時

に

、

侍

女

や

端

者

が

女

御

に

向

っ

て

懐

胎

と

は

何

ぞ

や

と

い

う

こ

と

を

説

明

す

る 

条

が

あ

る

。

正

本

に

も

、

そ

れ

に

基

づ

い

た

と

思

わ

れ

る

記

事

が

あ

る

が

、

筋

の

上

で

の

場

所

と

内

容

が

異

な

っ

て

い

る

。
A

系
統 

の
正
本
で
は
、

女

御

を

山

中

に

弓

き

立

て

て

い

っ

た

武

士

達

が

、

い

よ

い

よ

女

御

を

斬

ろ

う

と

す

る

と

、
M

が

段

々

に

折

れ

る

。
女 

御

は

こ

れ

を

見

て

、

尤

か

ふ

こ

そ

有

へ

け

れ

、

水

か

ら

思

ひ

あ

た

っ

て

有

、

我

た

い

内

に

は

、

忝

も

十

せ

ん

の

君

や

と

ら

せ

給

ふ

を

、

い
や
し
き
も
の

三
五
三



三
五
四

、
ふ

の

身

と

し

て

、

け

ん

け

き

を

あ

つ

る

、

み

や

う

か

の

程

こ

そ

あ

さ

ま

し

け

れ

、

王

子

た

ん

生

な

ら

さ

る

う

ち

は

、

切

共

つ

く 

共

か

い

有

ま

し

、

な

ん

ち

ら

わ

れ

ら

に

至

迄

、

く

わ

こ

の

こ

う

ゐ

ん

つ

た

な

く

し

て

、

せ

ん

あ

く

の

へ

た

て

は

あ

れ

共

、

上
下
の 

し

や

へ

つ

な

く

、

皆

是

仏

た

い

成

物

を

、

さ

れ

は

人

間

の

出

生

す

る

初

を

、

あ

ら

く

か

た

り

て

聞

せ

ん

、

先

母

の

た

い

内

に

や 

と

る

初

の

月

は

、

ふ

た

う

の

け

に

て

、

と

つ

こ

の

姿

を

ひ

や

う

せ

り

、

さ

れ

は

ふ

た

う

と

い

ふ

も

し

、

一
つ
の
お
さ
あ
い
力
を
重 

る

と

か

け

り

く

け

ん

^

く

せ

ん

三

あ

く

と

う

に

ま

ょ

ひ

出

る

初

也

、

ニ

月

め

は

に

ょ

い

ほ

う

し

ゆ

、

し
や

か

に

ょ

ら

い

に

て 

ま

し

ま

す

、

そ

の

か

た

ち

、

し

や

く

じ

や

う

の

こ

と

し

、

三

月

め

は

も

ん

し

ゆ

ぼ

さ

つ

、

そ

の

か

た

ち

、

さ

ん

こ

に

へ

う

せ

り

、
 

四

月

め

は

ふ

け

ん

菩

薩

、

か

し

ら

と

左

右

の

手

足

出

来

り

、

大

日

の

か

た

ち

を

少

あ

ら

わ

す

也

、

五

月

め

は

地

さ

う

菩

薩

、

六
こ 

ん

こ

と

く

く

そ

な

は

る

、

是

六

道

の

初

也

、

六

月

め

は

み

ろ

く

菩

薩

、

五

り

ん

五

た

い

の

こ

と

く

也

、

七

月

め

は

や

く

し

如 

来

、

さ

れ

ば

母

の

た

い

内

を

、

上

る

り

せ

か

い

共

、

又

は

じ

や

う

と

共

こ

れ

を

い

ふ

、

八

月

め

は

く

わ

ん

を

ん

菩

薩

、

十
五
爰
ん 

ま

ん

の

月

の

こ

と

し

、

へ

う

と

う

に

光

を

ほ

と

こ

す

、

爰

に

又

成

仏

共

、

ほ

つ

し

ん

の

大

日

共

い

ふ

也

、

九

月

め

は

せ

い

し

菩

薩 

せ

い

し

の

二

字

は

、

生

る

、
事

は

丸

か

力

に

至

と

か

く

、

こ

、
を

い

せ

天

せ

う

太

神

共

い

へ

り

、

さ

れ

は

い

せ

と

い

ふ

も

し

は

、
 

人

は

是

丸

る

カ

に

生

る

、
と

か

け

り

、

十

月

め

は

あ

み

た

如

来

、

つ
か
へ

り

と

て

、

此

め

の

前

の

ち

こ

く

へ

、

ま

つ

さ

か

様

に

を 

つ
る
也
、

是

六

道

へ

ま

ょ

ひ

出

る

初

也

と
、

懐

胎

の

次

第

を

説

く

。

ま

た

、
B

系

統

の

正

本

で

は

、

五

衰

殿

女

御

の

懐

胎

を

聞

い

た

余

の

后

達

が

、

相

人

に

胎

内

の

御

子

に 

つ

い

て

占

わ

せ

た

時

、

相

人

の

語

っ

た

言

葉

と

し

て

、
A

と

同

じ

趣

旨

の

懐

胎

の

次

第

を

記

す

。

た

だ
A

ょ

り

も

簡

略

で

あ

る

。

2

大

王

が

五

衰

殿

女

御

の

十

三

年

の

供

養

に

ち

け

ん

上

人

を

招

い

た

時

、

王

子

が

同

道

し

て

、

代

っ

て

高

座

に

上

り

、

説

法

を

す 

る
。

こ

の

部

分

は

前

述

の

如

く

蜷

川

本

に

類

似

す

る

が

、

蜷
川
本
は



こ

の

ち

こ

ゆ

す

に

の

ぼ

り

た

ま

へ

は

-

御

か

と

い

よ

く

ふ

し

き

に

も

〜

い

と

を

し

く

も

を

ぼ

し

め

す

に

乂

は

ふ

の

き

さ

き

ま

い 

り

た

ま

ひ

し

は

し

め

よ

り

、

御

心

に

も

い

ら

せ

た

ま

は

て

、

く

わ

ん

を

ん

に

い

の

り

た

ま

ひ

し

事

、

は

か

せ

を

め

し

て

と

ひ

給

ひ

(天
理
甲
本
せ
ん
し
)

し
事
、

を

そ
ろ
し

け

な

る

に

よ

う

は

う

を

、

つ

く

り

い

た

し

て

を

と
し
給

ひ

し

事

、

き

さ

き

た

ち

せ

い

し

を

か

き

て

、

つ
る
き
に 

そ
へ
て
、
も
の
、

ふ

に

た

ま

は

り
し

事

、

又

き

さ

き

の

御

は

ら

に

、

わ

う

し

ま

し

ま

す

ほ

と

は

、

御

く

ひ

の

き

れ

さ
り
し

事

、

つ 

ふ

さ

に

と
き
の
へ

た
ま
へ
は

の
よ
う
に
、

王

子

の

語

る

の

は

、

母

女

御

の

身

の

上

に

起

き

た

事

柄

で

あ

る

が

、

正
本
で
は 

そ

れ

つ

ら

く

を

も

ん

み

る

に

、

仏

一

代

の

せ

つ

経

は

、

け

ご

ん

、

あ

ご

ん

、

ほ

う

ど

う

、

は

ん

に

や

、

ほ
つ
け
、

ね

は

ん

、

ま 

つ
け
こ
ん
経
は
、

三

七

日

の

せ

つ

ほ

う

也

、

十

方

し

や

う

と

の

さ

う

を

あ

ら

わ

し

、

三

が

い

ゆ

い

一

し

ん

と

と

き

給

へ

り

、

さ
て 

あ

こ

ん

は

十

二

ね

ん

の

せ

つ

は

う

也

、

是

は

し

や

う

く

の

ほ

う

成

ゆ

へ

に

、

仏

も

を

と

れ

る

す

か

た

を

あ

ら

わ

し

、

三
そ
う
の 

み
の
り
を
と
き

給

ふ

、

扨

お

は

り

八

年

は

、

ほ

け

経

を

せ

つ

法

し

給

へ

り

、

と

り

わ

き

女

人

成

仏

は

、

五

の

ま

き

、

大
は
ほ
ん
に 

し
ご
く
せ
り
、

一
し
や
ふ
と
く
さ
ほ
ん
天
王
、

ニ

し

や

大

し

や

く

、

三

じ

や

ま

王

、

四

し

や

天

り

ん

じ

や

う

王

、

五

し

や

仏

身

、
 

う

ん

が

に

よ

し

ん

、

そ

く

と

く

成

仏

と

有

、

此

も

ん

の

心

は

、

一
つ
に
は
、

ほ

ん

天

の

く

ら

い

に

至

事

か

な

は

す

、

二
つ
に
は
た 

い
し
や
く
、

三

に

は

ま

王

に

成

事

な

し

、

四
つ
に
は
、

天

り

ん

ぜ

う

王

、

五

つ

に

は

、

仏

身

を

う

る

事

あ

た

は

す

と

也

…

… 

と
い
っ
た

風

に

、

全

く

の

説

法

と

な

っ

て

い

る

。

(
1
)
に

つ

い

て

は

、

既

に

紹

介

し

た

よ

う

に

、

渡

辺

守

邦

氏

が

、

物

語

諸

本

の

記

述

に

は

女

性

の

当

事

者

的

体

験

が

に

じ

み

出

て

い

る 

の
に
対
し
て
、

正

本

の

事

実

離

れ

を

し

た

懐

妊

の

由

来

の

説

明

は

、

非

体

験

的

観

念

的

な

傍

観

者

の

捉

え

方

で

あ

り

、

こ
の
違
い
は
、

そ 

れ

ぞ

れ

の

語

り

を

管

理

し

て

い

た

者

の

、

女

性

•
男

性

の

違

い

に

起

因

す

る

の

で

は

な

い

か

と

の

説

を

出

さ

れ

て

い

る

。

物

語

諸

本

に

見

三
五
五



三
五
六

ら

れ

る

「
熊

野

の

本

地

」

の
物
語
に
、

女

性

の

伝

承

と

い

う

性

格

が

濃

厚

で

あ

る

こ

と

は

、

筆

者

も

先

に

述

べ

た

所

で

あ

る

が

、

説
経
の 

正

本

に

な

る

と

、

全

体

的

に

そ

れ

が

薄

れ

て

い

る

。

た

と

え

ば

、

物

語

諸

本

に

は

こ

と

ご

と

く

に

備

わ

っ

て

い

る

、

女

御

が

五

衰

殿

を

立 

ち

去

る

時

に

髪

が

御

簾

に

絡

ん

で

引

き

と

ど

め

ら

れ

る

と

い

っ

た

、

女

性

的

感

動

を

誘

っ

た

と

思

わ

れ

る

叙

述

が

、

正

本

で

は

失

わ

れ

て 

し

ま

っ

て

い

る

こ

と

な

ど

も

、

そ

の

一

例

と

考

え

る

こ

と

が

で

き

る

。

こ

の

よ

う

な

変

化

は

、

や

は

り

物

語

と

説

経

に

お

け

る

語

り

手

の 

違

い

に

よ

っ

て

生

じ

た

も

の

と

理

解

し

て

良

い

の

で

は

な

い

か

と

思

わ

れ

る

。

次

の

(
2
)
の
場
合
は
、

や

は

り

渡

辺

氏

が

同

じ

論

考

で

指

摘

さ

れ

て

い

る

よ

う

に

、

王

子

の

説

法

の

内

容

が

、

物

語

諸

本

で

は

、

五 

衰

殿

女

御

の

身

の

上

に

起

っ

た

事

実

を

大

王

に

打

ち

明

け

る

目

的

を

も

っ

て

お

り

、

こ

れ

に

よ

っ

て

王

子

の

素

姓

が

顕

れ

る

と

い

う

風 

に
、

物

語

の

筋

の

運

び

に

密

着

し

て

い

る

の

に

対

し

て

、

正

本

で

は

、

物

語

と

は

全

く

関

係

の

な

い

一

般

的

な

説

教

と

な

っ

て

い

る

。

こ 

の

よ

う

に

物

語

の

本

筋

か

ら

は

遊

離

し

た

説

教

を

挿

入

す

る

の

は

、

特

に

説

経

正

本

の

特

徴

と

は

言

え

な

い

。

江

戸

前

期

の

御

伽

草

子

や 

仮

名

草

子

の

類

に

も

、

し

ば

し

ば

見

ら

れ

る

傾

向

で

あ

る

。

た

と

え

ば

、

寛

文

末

延

宝

初

年

頃

に

刊

行

さ

れ

た

「
い

づ

は

こ

ね

の

御

本 

地

」

は
、

本

筋

の

物

語

よ

り

附

加

的

な

脚

色

の

多

い

作

品

で

あ

る

が

、

そ

の

中

で

、

亡

き

大

王

の

追

善

を

萇

む

場

面

で

は

、

日

本

よ

り

招 

か

れ

た

だ

う

せ

う

法

師

が

、

阿

弥

陀

の

名

号

の

功

徳

を

長

々

と

説

い

て

い

る

。

ま

た

「
秋

月

物

語

」

は

江

戸

時

代

の

写

本

•
刊

本

し

か

伝 

存

せ

ず

、

内

容

的

に

見

て

も

比

較

的

新

し

い

作

品

で

は

な

い

か

と

思

わ

れ

る

が

、

こ

の

作

品

に

お

い

て

も

、

随

所

に

仏

教

の

教

理

を

説

く 

説

法

が

挿

入

さ

れ

て

い

る

。

本

地

物

を

は

じ

め

中

世

の

物

語

に

は

、

神

仏

の

霊

験

功

徳

を

説

く

唱

導

的

目

的

が

濃

く

現

わ

れ

て

い

る

が

、
 

教

理

的

な

定

型

化

し

た

説

法

は

、

古

い

本

よ

り

も

か

え

っ

て

江

戸

時

代

の

伝

本

に

多

く

見

ら

れ

る

の

で

あ

る

。

従

っ

て

(
2
)
の

相

違

は

、
 

時

代

の

一

般

的

傾

向

と

し

て

理

解

す

べ

き

も

の

の

よ

う

に

思

わ

れ

る

。

さ

て

以

上

の
如

く

、

説

経

の

正

本

に

は

、

物

語

諸

本

の

中

の

特

定

の

伝

本

と

の

交

渉

が

具

体

的

に

認

め

ら

れ

る

一

方

、

物

語

諸

本

と
内



容

を

異

に

す

る

個

所

も

、

そ

こ

に

特

別

古

態

が

あ

る

と

は

考

え

ら

れ

な

い

。

従

っ

て

、

現

存

の

物

語

諸

本

に

現

わ

れ

な

か

9
た

よ

ぅ
な
中 

世

以

来

の

別

種

の

伝

承

を

、

正

本

か

ら

探

り

得

る

か

も

知

れ

な

い

と

い

っ

た

期

待

は

、

空

し

い

と

言

っ

て

よ

い

で

あ

ろ

ぅ

。

現

存

の

正

本 

の
範
囲
で
は
、

古

説

経

特

有

の

調

子

も

詞

章

の

上

に

見

ら

れ

な

い

し

、

物

語

の

内

容

も

全

体

に

筋

書

的

で

、

起

伏

が

乏

し

く

な

っ

て

い 

る
。

熊

野

の

本

地

物

語

の

資

料

と

し

て

、

説

経

の

正

本

に

、

そ

れ

ほ

ど

重

要

な

意

味

を

も

た

せ

る

こ

と

は

で

き

な

い

と

考

え

ら

れ

る

。
 

な
お
、

仙

台

市

の

斎

藤

報

恩

会

に

、

御

国

浄

瑠

璃

が

多

数

所

蔵

さ

れ

て

い

る

が

、

そ

の

中

に

、

御
す

い

で

ん 

文

政

五

年

写

本

一

冊

が

あ

る

。

本

書

は

巻

末

に

r
于

時

文

政

五

歳

十

月

吉

日

」

の
年

記

が

あ

る

。

巻

頭

に

「
御

す

い

で

ん

上

」

と

あ

り

、

途

中

に

「
三
段
め 

下

三

た

ん

め

」

と

し

て

区

切

っ

た

所

が

あ

る

が

、

n

一
段
目
」

あ

る

い

は

「
中

」

の
区

切

り

は

無

い

。

本

書

の

本

文

は

、

物

語

諸

本 

の
中

で

最

も

新

し

い

版

本

の

、

元

禄

宝

永

頃

の

井

筒

屋

三

右

衛

門

版

や

、

そ

れ

と

同

じ

西

村

屋

与

八

の

求

版

本

と

全

く

同

じ

で

あ

る

。

上 

記

の

「
三

段

め

」

と

し

た

区

切

り

は

、

井

筒

屋

版

の

上

下

の

巻

分

け

の

個

所

と

一

致

す

る

。

つ
ま
り
本
書
は
、

井

筒

屋

版

系

の

版

本

を

そ 

の
ま
ま

写

し

た

も

の

で

、

御

国

浄

瑠

璃

と

し
て
の

特

徴

は

何

も

な

い

。

御

国

浄

瑠

璃

と

し
て
語

ら

れ

た

も
の
か
ど
ぅ
か
も

疑

問

で

あ
る
。

注
1 

r

紀
伊
続
風
土
記
附
録
巻
之
十
二
」
所
収
尊
勝
院
文
書
。

注
2

宮

地

直

一

氏

「
熊
野
三
山
の
史
的
研
究
」
四
三
◦
頁
。

注
3 

r

紀
伊
続
風
土
記
巻
之
七
十
九
」
那
智
山
の
条
。

注
4 

「
続
群
書
類
従
神
祇
部
七
十
六
所
収
」
。
大
須
真
福
寺
に
南
北
朝
時
代
の
書
写
に
か
か
る
本
が
存
す
る
。

注
5

寺
社
元
要
記
三
十
巻
。
後
鳥
羽
院
勅
撰
の
旨
を
記
し
た
文
治
四
年
の
奥
書
が
あ
る
が
、
後
世
の
記
事
が
含
ま
れ
、
す
こ
ぶ
る
疑
わ
し
い
。

注
6

熊
野
曼
茶
羅
に
つ
い
て
は
、
宮
地
直
一
氏
が
「熊
野
三
山
の
史
的
研
究
」
に
附
録
と
し
て
載
せ
ら
れ
た
「
熊
野
垂
迹
絵
考
説
」

に
詳
細
に
述
べ

三
五
七



三
五
八

ら
れ
て
い
る
。

注
7

大
正
新
修
大
蔵
経
第
十
四
卷
経
集
部
一
、

五
一
八
番
所
収
。
劉
宋
沮
渠
京
声
訳
一
巻
。

注
8

南
方
熊
楠
全
集
第
六
卷
一
九
四
頁
。

注
9

郷
土
研
究
第
一
巻
第
二
号
。

注
10
楓
軒
偶
記
卷
ニ
。

注
11
郷
土
研
究
第
四
巻
。

注
12
日
本
伝
説
名
彙
、
赤
子
塚
の
項
。

注
13
柳

田

国

男

氏

「
赤
子
塚
の
話
」

注
14

筑

土

鈴

寛

氏

「
唱
導
と
本
地
文
学
と
」
(
国
語
と
国
文
学
第
七
卷
第
八
•
九
号
、
「
中
世
芸
文
の
研
究
」
所
収
)
。
氏
は
熊
野
と
厳
島
の
本
地
に
つ 

い

て

r

此
本
地
に
於
て
も
、
最
も
主
要
な
る
点
は
、
御
す
ひ
で
ん
の
姫
、
又
云
、
あ
し
び
き
の宫

の
、

山
の
産
育
で
あ
ら
ぅ
。

是
は
こ
れ
御
山
の
誕 

生
で
あ
る
。
山
と
産
育
、
山
と
女
性
の
信
仰
が
此
ニ
本
地
に
伝
へ
ら
れ
て
ゐ
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

注
15
柳

田

国

男

氏

「
山
の
人
生
」
。
翁
は
こ
の
書
で
、
常
民
の
間
に
伝
え
ら
れ
た
、
山
中
生
活
に
お
け
る
種
々
の
奇
異
な
る
伝
承
を
整
理
さ
れ
た
が
、
 

そ
の
中
に
、
山
の
神
と
出
産
に
関
す
る
多
く
の
伝
承
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

注
16
「
法
華
験
記
」
上
の
九
に
は
、
那
智
山
住
僧
の
焼
身
を
左
の
如
く
記
す
。

沙
門
応
照
、
熊
野
奈
智
山
住
僧
、
性
禀
精
進
、
更
無
懈
怠
、
読
誦
法
華
為
其
業
、
勤
求
仏
道
為
其
志
、
山
林
樹
下
為
棲
、

不
楽
人
間
交
雑
、

転
誦 

法
華
之
時
、
毎
至
薬
王
品
、
銘
骨
髓
、
徹
肝
胆
、
恋
慕
随
喜
喜
見
菩
薩
焼
身
燃
臂
、
遂
発
念
願
、
我
如
薬
王
菩
薩
、

焼
此
身
供
養
諸
仏
矣
、

断
穀 

離
塩
、
更
不
食
甘
味
、
松
葉
為
膳
、
又
服
風
水
、
以
浄
内
外
不
浄
、
為
焼
身
方
便
、
臨
焼
身
時
、
著
新
紙
法
服
、

手
執
香
爐
、

結
跏
趺
坐
薪
上
、
 

面
拘
西
方
、
勧
請
諸
仏
而
発
願
、
我
以
此
身
心
、
供
養
法
華
経
、
以
頂
供
養
上
方
諸
仏
、
以
足
奉
献
下
方
世
尊
、

背
方
東
方
薄
伽贺

納
受
、

：

|

刖
方



西
方
正
遍
知
哀
愍
、
乃
至
以
胸
供
養
釈
迦
大
師
、
以
左
右
脇
施
多
宝
世
尊
、
以
咽
喉
奉
上
阿
弥
陀
如
来
、

乃
至
以
五
蔵
供羧

五
智
如
来
、

以
六
府 

施
与
六
道
衆
生
云
云
、
即
結
定
印
、
即
口
誦
妙
法
、
心
信
三
宝
、
乃
至
身
鉢
成
于
灰
、
誦
経
音
不
絶
、
不
見
散
乱
気
色
、

煙
香
不
薨
、

似
焼
沈
檀 

之
香
、
微
風
頻
吹
、
如
調
音
楽
之
声
、
乃
至
火
滅
已
後
、
余
光
猶
残
、
虚
空
照
曜
、
山
谷
明
朗
、

不
知
名
字
、

不
見
形
相
奇
妙
衆
鳥
数
百
来
集
、
 

以
如
鈴
声
、
和
鳴
飛
遊
矣
、
是
則
日
本
国
最
初
焼
身
也
、
親
見
伝
聞
輩
、
莫
不
随
喜
矣 

注
17
近

藤

喜

博

氏

「
神
道
集
に
つ
い
て
」

(
同

氏

編

「
神
道
集
東
洋
文
庫
本
」
所
収
)
。

現

「
神
道
集
」
が
後
小
松
院
の
頃
の
改
修
を
経
た
と
す
る
説 

を
最
初
に
提
唱
さ
れ
た
の
は
折
ロ
信
夫
博
士
で
あ
る
。

注
18
渡

辺

守

邦

氏

「
本
地
物
s§
類
研
究
序
説
」
(
大
妻
女
子
大
学
文
学
部
紀
要
第
一
.
ニ
号
)

注
19
「
日
本
昔
罾
集
成
」
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
ぉ
銀
小
銀
型
継
子
話
の
中
で
、

山
梨
県
西
八
代
郡
上
九
|
色
村
の
採
集
例
は
、

結
末
が
大
原
明
神
.
 

三
島
明
神
.
箱
根
権
現
の
本
地
を
語
る
形
式
に
な
っ
て
い
る
。

そ
の
内
容
も
、
前

記

の

「
箱
根
本
地
由
来
」
に
近
い
所
が
あ
る
。

こ
れ
な
ど
は
、
伊 

豆
箱
根
の
本
地
譚
の
民
間
で
語
ら
れ
て
い
た
も
の
が
口
碑
と
な
っ
て
残
存
し
た
も
の
で
あ
ろ
ぅ
。
と
こ
ろ
が
、
「
熊
野
の
本
地
」

の
五
衰
殿
物
語
に
類 

す
る
話
は
、
民
間
伝
承
の
中
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

注
20
和

辻

哲

郞

氏

「
尊
皇
思
想
と
そ
の
伝
統
」
(
日
本
倫
理
思
想
史
第
一
巻
)

厳島
の本
地

I
、

厳
島
縁
起
の
古
伝
承

厳
島
の
本
地
物
語
は
、

「
神
道
集
」

に
は
載
せ
ら
れ
て
い
な
い
。

し
か
し
、

貞

和

ニ

年

(
一
三
四
六
)

の
製
作
に
か
か
る
古
絵
巻
が
現 

存

し
、

そ
の
成
立
は
南
北
朝
ま
で
遡
る
こ
と
が

確
め
ら
れ

る
。

そ
し
て
、

そ
の
物
語
の
内
容
や
、

本
地
物
語
出
現
以
前
の
、
縁
起
に
関
す

三
五
九



三

六

〇

る

伝

承

に

は

、

「
熊

野

の

本

地

」

の
場
合
と
、

い

ろ

い

ろ

の

点

で

類

似

が

見

ら

れ

る

の

で

あ

る

。

厳

島

に

関

す

る

諸

記

録

は

、

同

社

が

平

清

盛

の

崇

敬

を

受

け

た

頃

か

ら

、

多

く

現

れ

て

く

る

が

、

そ

の

本

地

仏

に

つ

い

て

も

、

清
盛
が 

長

寛

ニ

年

(
一
一
六
四
)

厳

島

へ

一

族

書

写

の

法

華

経

を

奉

納

し

た

時

の

願

文

の

中

に 

相

伝

云

、

当

社

是

観

世

音

菩

薩

之

化

現

也

の

文

句

が

見

え

、

ま

た

、

承

安

四

年

(
一
一
七
四
)

建

春

門

院

厳

島

御

幸

の

願

文

に

は

、

夫

当

社

者

、

尋一一

内

証一
者

、

則

大

日

也

、

有

A

便1,1

于

祈

一一日
域

之

皇

胤

一

思1

一
外
現一

者

、

亦

貴

女

也 

と

あ

る

。
熊

野

と

ほ

ぼ

同

じ

頃

に

、

本

地

説

に

関

す

る

記

録

が

見

ら

れ

る

が

、

右

の

如

く

に

、

あ

る

い

は

観

音

と

言

い

、

あ

る

い

は

大

日 

と

言

っ

て

、

未

だ

本

地

説

が

固

定

し

て

い

な

か

っ

た

よ

う

で

あ

る

。

次

に

、

そ

の

縁

起

に

つ

い

て

も

、

仁

安

三

年

(
一
一
六
八
)

十
一

(
注
1
)

月
、

神

主

佐

伯

景

弘

が

社

殿

の

造

営

に

つ

い

て

官

裁

を

乞

う

た

解

文

に

、

当

社

者

推

古

天

皇

、

丑

之

年

和

光

同

塵

、

垂

跡

以

降

、

星

霜

歳

重

、

感

応

日

新

、

則

是

鎮

護

国

家

之

仁

祠

、

当

国

第

一

之

霊

社

也 

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

右

の

縁

起

説

の

具

体

的

な

内

容

は

、

そ

れ

よ

り

大

分

時

代

が

降

っ

て

、

「
長

門

本

平

家

物

語

」

及

び

「
源

平

盛

衰

記

」

に
語
ら
れ

る

所 

に

よ

っ

て

知

る

事

が

で

き

る

。

「
長

門

本

平

家

物

語

」

は
、

巻

五

末

の

「
厳

島

之

次

第

事

」

に
、

推

古

天

皇

端

正

五

年

、

播

磨

国

印

南

野 

の

金

色

の

鹿

を

射

殺

し

た

罪

に

よ

り

、

安

芸

国

さ

さ

ら

浜

に

流

さ

れ

た

佐

伯

蔵

本

が

、

浦

々

を

廻

っ

て

い

た

所

に

、

娑

竭

羅

龍

王

の

第

三 

の

姫宫

が

九

州

よ

り

海

上

を

、

紅

の

帆

を

か

け

た

瑠

璃

の

壺

に

乗

っ

て

現

れ

、

蔵

本

の

供

え

る

供

御

を

受

け

た

後

に

、

厳

島

に

社

殿

を

作 

ら

せ

、

鎮

座

ま

し

ま

し

た

と
い
う

内

容

の

縁

起

を

記

し

て

い

る

。

こ

の

縁

起

は

、

は

じ

め

に

、

厳

島

大

明

神

は

「
仏

法

興

行

の

あ

る

じ

、
 

慈

悲

第

一

の

明

神

」

に
て
、

「
百

王

を

守

護

し

、

密

教

を

渡

さ

ん

謀

に

、

皇

城

を

ち
か
く
と

お

ぼ

し

て

、

九

州

よ

り

寄

給

へ

り
」
と

説
き



起

し

、

上

記

の

神

垂

迹

の

次

第

を

語

っ

た

後

に

、

弘

法

大

師

が

こ

の

明

神

に溁

く

帰

依

し

、

入

唐

求

法

に

当

っ

て

そ

の

擁

護

を

蒙

っ

た

こ 

と

を

述

べ

、

終

り

に

弘

法

帰

朝

の

時

も

厳

島

に

参

詣

し

て

、

多

羅

葉

に

「
本

体

観

世

音

、

常

在

補

陀

落

、

為

度

衆

生

故

、

示

現

大

明

神

」 

の

本

地

の

文

を

書

い

て

奉

納

し

た

事

を

以

て

結

ん

で

い

る

。

佐

伯

蔵

本

配

流

の

事

は

、

「
日

本

書

紀

」
仁

徳

天

皇

三

十

八

年

七

月

の

条

に

、

同

じ

内

容

の

話

を

見

る

こ

と

が

で

き

る

。

天

皇

が

皇

后 

と

共

に

避

暑

を

さ

れ

て

い

た

時

、

毎

夜

摂

津

の

菟

餓

野

に

鹿

の

鳴

く

声

を

聞

き

、

心

を

慰

め

て

お
ら
れ
た

が

、

俄

に

そ

の

声

の

聞

か

れ

な 

く

な

っ
た
翌

日

、

猪

名

県

の

佐

伯

部

が

、

菟

餓

野

の

鹿

を

大

贄

と
し
て

献

上

し

た

の

で

、

天

皇

は

佐

伯

部

を

う

と

ま

れ

、

安
芸
の

淬

田

に 

移

さ

れ

た

と

い

う

記

事

で

あ

る

。
佐

伯

部

は

書

紀

に

よ

れ

ば

蝦

夷

を

主

体

と

す

る

部

民

で

、

景

行

紀

に

、

播

磨

•
讃

岐

.
伊

予

•
安

芸

.
 

阿

波

の

五

国

に

、

佐

伯

部

を

置

い

た

こ

と

が

見

え

る

。
清

盛

の

頃

の

厳

島

の

神

主

は

佐

伯

景

弘

で

あ

る

が

、

先

に

挙

げ

た

景

弘

の

、

社
殿 

造

営

に

関

す

る

解

文

に

は

、

以

，一
佐
伯
鞍
職
子
々
孫
々i

為

，

一

神

主

職

，令
A

遂一一

造

営

一

者

、

彼

鞍

職

者

景

弘

之

曩

祖

也

、

景

弘

者

件

鞍

職

之

末

孫

也 

と
述

べ

ら

れ

て

い

る

。
厳

島

の

神

主

家

の

佐

伯

氏

は

、

縁

起

に

い

う

、

は
じ
め
て

神

垂

迹

の

時

に

奉

仕

し

た

佐

伯

蔵

本

の

後

裔

と

称
し
て 

い

た

の

で

あ

る

。
厳

島

神

主

家

の

佐

伯

氏

と

、

書

紀

に

い

う

佐

伯

部

と

の

関

係

は

明

ら

か

で

な

い

が

、

縁

起

の

佐

伯

蔵

本

配

流

の

事

は

、
 

仁

徳

紀

の

佐

伯

部

に

ま

つ

わ

る

説

話

に

基

づ

い

た

も

の

で

、

神

主

家

の

佐

伯

氏

の

間

に

伝

え

ら

れ

て

い

た

伝

承

と

考

え

て

良

い

で

あ

ろ 

5

0

次

に

、

女

神

が

九

州

よ

り

海

路

に

よ

っ

て

厳

島

に

到

来

し

た

と
す
る

の
も
、

由

来

の

古

い

伝

え

で

あ

っ

た

と

思

わ

れ

る

。
厳

島

の

祭

神 

は
、

田

心

姫

•
湍

津

姫

•
市

杵

嶋

姫

で

あ

る

が

、

こ

の

三

女

神

は

筑

紫

の

宗

像

氏

の

奉

祀

す

る

神

で

あ

る

。

そ

し

て

「
播

磨

風

土

記

」

に 

は
、

託

賀

郡

黒

田

里

の

袁

布

山

や

支閛

丘

の

地

名

説

話

と

し

て

、

宗

像

大

神

の

遊

幸

を

語

る

伝

え

が

載

せ

ら

れ

て

い

る

。
宗

像

の

神

の

信



三
六
ニ

仰

圏

が

中

匡

地

方

に

拡

大

し

て

い

た

こ

と

を

示

し

て

い

る

が

、

厳

島

も

宗

像

の

神

を

祭

祀

し

て

い

た

以

上

、

「
播

磨

風

土

記

」

所
載
の

宗 

像

神

遊

幸

の

説

話

に

類

す

る

伝

え

が

存

在

し

た

の

で

は

な

い

か

と

考

え

ら

れ

る

の

で

あ

る

。

「
長

門

本

平

家

物

語

」

の

語

る

厳

島

縁

起

は

、

こ

の

よ

う

な

伝

承

を

基

に

、

弘

法

大

師

と

の

関

係

を

強

調

す

る

こ

と

か

ら

知

ら

れ

る

よ 

う

に

、

更

に

真

言

系

の

僧

徒

の

作

為

が

加

わ

っ

て

出

来

た

も

の

と

考

え

ら

れ

る

。
厳

島

に

お

け

る

神

仏

習

合

に

際

し

て

、

習

合

の

対

象

と

.
 

(
注 
2
)

な

っ

た

仏

教

は

、

最

初

は

天

台

系

で

あ

っ

た

と

言

わ

れ

る

。

先

の

仁

安

三

年

の

景

弘

の

解

文

に

、

外

宮

の

建

造

物

と

し

て

常

行

三

昧

堂

が 

記

さ

れ

て

い

る

が

、

常

行

三

昧

は

天

台

系

寺

院

に

お

い

て

行

な

わ

れ

て

お

り

、

ま
た

、

治

承

元

年

十

月

、

清

盛

一

行

参

詣

の

時

の

「
伊

都 

岐

嶋

千

僧

供

養

日

記

」

に

よ

っ

て

、

島

内

本

社

の

近

く

に

比

數

神

社

の

鎮

座

が

知

ら

れ

る

こ

と

な

ど

か

ら

、

清

盛

時

代

の

厳

島

に

は

、

天 

台

系

の

信

仰

が

入

っ

て

い

た

と

考

え

ら

れ

る

の

で

あ

る

。

し

か

る

に

、

鎌

倉

時

代

に

な

る

と

、

真

言

系

の

僧

徒

が

厳

島

と

の

関

係

を

深

め 

て

き

た

よ

う

で

あ

る

。

r

沙

石

集

」

(
弘

安

年

間

撰

)

の

卷

ー

第

八

話

「
生

類

ヲ

神

明

ニ

供

ズ

ル

不

審

ノ

事

」

に
、

弘

法

大

師

の

厳

島

参

詣 

の

事

が

記

さ

れ

た

り

、

「
平

家

物

語

」

に
、

清

盛

の

厳

島

造

営

が

弘

法

大

師

の

示

現

に

よ

っ

て

行

な

わ

れ

た

と

い

う

話

が

載

せ

ら

れ

る

な 

ど
、

厳

島

に

関

す

る

弘

法

説

話

が

現

れ

て

く

る

。

「
長

門

本

平

家

物

語

」

の

厳

島

縁

起

は

、

そ

の

最

も

成

長

し

た

も

の

で

、

「
長

寛

勘

文

」 

の

引

く

「
熊

野

権

現

御

垂

迹

縁

起

」

よ

り

も

、

時

代

的

に

は

新

し

い

と

思

わ

れ

る

が

、

縁

起

の

構

造

に

は

共

通

し

た

性

格

が

見

ら

れ

、

両 

者

は

相

似

た

過

程

を

迎

っ

て

成

立

し

た

の

で

は

な

い

か

と

、

窺

わ

し

め

る

の

で

あ

る

。

さ

て

、

本

稿

が

対

象

と

す

る

厳

島

の

本

地

物

語

に

お

い

て

も

、

天

竺

で

の

物

語

が

終

っ

た

後

に

、

我

が

国

に

飛

来

し

た

足

引

の

宮

が

、
 

厳

島

の

神

と

し

て

顕

現

す

る

次

第

は

、

や

は

り

右

の

佐

伯

蔵

本

の

説

話

に

よ

っ

て

語

ら

れ

て

い

る

。

こ
れ
も
、

「
神

道

集

」
に

お

け

る

「
熊 

野

権

現

之

事

」

の

語

り

方

と

、

き

わ

め

て

類

似

し

て

い

る

。

こ

の

厳

島

の

本

地

物

語

を

伝

え

る

伝

本

と

し

て

現

存

す

る

の

は

、

次

項

に

解 

題

す

る

諸

本

で

あ

る

。



ニ
、

「
厳
島
の
本
地
」

の
諸
本

A

I

梅

沢

記

念

館

蔵

貞

和

ニ

年

写

絵

巻

(零
巻
) 

一

軸

〈貞
和
本
〉

外

題

内

題

共

に

な

し

。

巻

末

に

「
貞

和

ニ

年

五

月

十

五

日\

絵

師

覚

阿

弥

陀

仏

セ

士

ー \

願

主

掃

部

入

道

々

祟

」

の
奥
書
が
あ 

り
、

次

に

別

筆

で

「
安

養

寺

再

興

寄

進

玉

花

院

ト

益

」

と

あ

る

。
前

半

半

分

以

上

を

欠

き

、

善

財

王

が

迦

羅

比

丘

山

の

王

子

を

尋

ね 

に

行

く

所

か

ら

巻

末

ま

で

の

、

絵

四

面

、

詞

書

四

段

を

存

す

る

。

「
室

町

時

代

物

語

集

第

一

」

所

収

。

A

n
明

暦

ニ

年

婦

屋

仁

兵

衛

刊

絵

入

本

「
い

つ

く

し

ま

の

御

ほ

ん

地

」

一一i 

(国
会
図
書
館
蔵
)

〈明
暦
版
〉

「
室

町

時

代

物

語

集

第

一

」

所

収

。

B

I

赤

木

文

庫

蔵

〔
室

町

末

江

戸

初

間

〕

写
本 

一

冊

〈赤
木
本
〉

外

題

内

題

共

に

な

し

。

巻

末

の

約

三

丁

分

に

大

き

な

破

損

が

あ

る

。

B

I

刈

谷

市

立

図

書

館

蔵

奈

良

絵

本

「
唐

土

物

語

」

(上
欠
) 

ニ

冊

〈刈
谷
本
〉

(
マ
マ
)

中

巻

の

題

簽

に

「
め

ろ

こ

し

物

語

」

下

巻

に

は

「
唐

土

物

語

」

と

あ

る

。
但

し

後

題

簽

で

あ

る

。
内

題

は

な

い

。

B

n

天

理

図

書

館

蔵

元

和

八

年

写

本

「
い

つ

く

し

ま

の

裘

ん

ぎ

」 

上
下
合
一
冊
〈天
理
本
〉

巻

末

奥

書

「
右

之

一

巻

い

つ

れ

も

か

な

も

し

に

ょ

ら

す

本

の

こ

と

く

ぅ

つ

し

畢

\

元

和

八

年\

正

月

吉

日

」
。

「
室

町

時

代

物

語

集 

第

一

」
所

収

。

B

n

続

群

書

類

従

神

祇

部

所

収

本

「
厳

島

御

本

地

」

〈
続

類

従

本

〉

B

n

慶

応

義

塾

図

書

館

蔵

写

本

「
い

つ

く

し

ま

本

地

」 

一

冊

〈慶
応
本
〉

B

n
国

会

図

書

館

蔵

明

暦

三

年

写

本

「
厳

島

の

御

兔

ん

ロ

」 

一

冊

〈国
会
本
〉

三
六
三



三
六
四

巻

末

奥

書

「
明

暦

三

ノ

\

卯

月

七

日

ニ

書

候

也

」
ひ

B

DI
白

峰

寺

蔵

〔
江

戸

初

〕
絵

巻

「
い

っ

く

し

ま

」 

三

軸

〈白
峰
寺
本
〉

元

は

冊

子

仕

立

の

大

形

横

本

を

巻

子

本

に

改

装

す

る

。
横

山

重

氏

編

「
神

道

物

語

集

」

所

収

。

右

の

諸

本

の

外

に

、

広

島

大

学

国

文

学

研

究

室

蔵

〔
江

戸

前

期

〕

写

巻

子

本

「
い

っ

く

嶋

」

一

軸

(
存

下

巻

、

絵

の

部

分

を

切

り

取 

り
、

詞

書

の

み

を

つ

な

ぎ

合

わ

せ

る

)

が

あ

る

。

精

査

し

て

い

な

い

が

、

友

久

武

文

氏

の

御

教

示

に

よ

れ

ば

、
B

系

統

の

本

文

で

、

特
に 

B

I

刈

谷

本

に

近

い

よ

ぅ

で

あ

る

。

ま

た

、

厳

島

の

野

坂

宮

司

家

に

、

明

治

三

十

三

年

写

本

「
厳

島

縁

起

」

一
冊
が
存
す
る
。

本

書

も

未 

調

査

で

あ

る

。

「
厳

島

の

本

地

」

の

諸

本

は

、

右

の

如

く

に
A

B

の

ニ

系

統

に

大

別

す

る

事

が

で

き

る

。
A

I

の

貞

和

本

は

、

南

北

朝

期

の

製

作

に

か 

か

る

古

絵

巻

で

あ

る

が

、

惜

し

む

ら

く

は

前

半

三

分

の

ニ

近

く

を

佚

し

、

全

貌

が

明

ら

か

で

な

い

。
他

の

諸

本

は

、

い
ず
れ
も

時

代

が

遙 

に

降

り

、

室

町

末

期

以

降

江

戸

時

代

の

成

立

に

か

か

る

本

で

あ

る

。

し

か

も

そ

の

中

で

、

貞

和

本

絵

巻

の

詞

書

の

系

統

を

引

く

と

思

わ

れ 

る

本

文

を

有

す

る

の

は

、
A

n

の

明

暦

ニ

年

版

の

み

で

あ

る

。

本

作

の

内

容

は

、

天

竺

に

お

け

る

善

財

王

と

足

引宫

の

物

語

が

中

心

を

な

し

、

巻

末

に

、

王

や

宮

、

そ

の

他

の

人

々

が

我

朝

に

渡

来

し 

て
、

厳

島

の

神

々

と

顕

れ

る

次

第

を

添

え

て

い

る

。

明

暦

版

は

、

物

語

の

部

分

に

お

い

て

は

、

貞

和

本

に

か

な

り

近

い

本

文

を

有

す

る 

が

、

そ

の

後

の

垂

迹

を

語

る

部

分

に

な

る

と

、

貞

和

本

に

較

べ

著

し

く

簡

略

で

あ

る

。
貞

和

本

は

物

語

の

部

分

の

大

半

を

欠

い

て

い

る

の 

で
、

明

暦

版

が

貞

和

本

の

系

統

の

本

文

を

承

け

て

い

る

と

断

定

す

る

こ

と

に

は

問

題

が

あ

ろ

ぅ

が

、

貞

和

本

に

残

っ

て

い

る

物

語

の

終

り 

の

部

分

で

は

、

貞

和

本

と

明

暦

版

と

は

、
B

系

統

の

諸

本

に

対

し

て

、

明

白

に

共

通

し

た

特

徴

を

も

つ

こ

と

が

認

め

ら

れ

る

。

次

に
B

系

統

に

お

い

て

は

、
B

I

と

し

た

赤

木

本

と

刈

谷

本

は

、

本

文

が

殆

ど

同

文

で

あ

る

。

赤

木

本

は

、
B

系

統

の

中

で

は

最

も

写



し
が
古
い
と
推
定
さ
れ
る
本
で
あ
る
が
、
本
文
に
は
意
味
の
通
じ
難
い
個
所
が
多
く
、
ま
た
巻
末
に
は
、

か
な
り
大
き
な
破
欠
が
あ
る
。
 

そ
れ
ら
は
刈
谷
本
に
よ
っ
て
補
う
こ
と
が
可
能
で
あ
る
が
、
時
に
は
、
刈
谷
本
の
改
竄
と
思
わ
れ
る
所
も
あ
る
。

B

n

と
し
た
、
天

理
本
•
続
類
従
本
•
慶

応

本

•
国
会
本
の
四
本
は
、
同
系
の
本
文
で
あ
る
。
特
に
、
慶
応
本
と
国
会
本
は
殆
ど
同
文 

で
あ
る
。
四
本
共
に
、
詞
章
の
大
筋
は
、
B

I
赤
木
本
系
に
沿
っ
て
い
る
が
、
部
分
的
な
相
違
は
随
所
に
見
ら
れ
る
。
そ
の
B

I
と
異
な 

る
個
所
の
大
部
分
は
、

四
本
の
間
で
一
致
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
B

n
の
四
本
は
、
同
一
の
祖
本
か
ら
岐
れ
た
も
の
で
、
そ
の
共
通
の
祖 

本
は
B

I
赤
木
本
系
と
関
係
の
深
い
本
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

B

nl
の
白
峰
寺
本
は
、
B

I

.
 
B

n

と
較
べ
て
、
詞
章
の
異
同
の
程
度
は
か
な
り
大
き
い
。
し
か
し
、
部
分
的
に
B

I

赤
木
本
系
と
一 

致
す
る
所
が
多
く
、
B

n
天
理
本
系
と
は
直
接
の
関
係
が
認
め
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
赤
木
本
の
本
文
の
、
意
味
の
通
り
難
い
個
所
が
概
し 

て
分
り
よ
く
な
っ
て
い
る
。

こ
の
本
は
お
そ
ら
く
、
B

I
赤
木
本
系
の
本
が
基
に
な
っ
て
、
変
改
の
加
え
ら
れ
た
本
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
如
き
諸
本
の
分
類
を
行
な
う
に
当
っ
て
、
拠
り
所
と
し
た
個
所
を
、
次
に
若
干
掲
げ
る
。

一
、
*
!
哉
王
が
扇
の
絵
女
房
を
見
て
恋
と
な
り
、
思
い
に
沈
む
条
。

A

I

貞
和
本
は
欠
巻
の
た
め
不
明
で
あ
る
が
、
A

n

明
暦
版
は
、
B

系
統
の
諸
本
の
叙
述
に
較
べ
る
と
大
分
簡
略
で
あ
る
。
B

I

赤
木 

本
は
次
の
如
く
に
叙
述
し
て
い
る
。

①
善
哉
王
は
東
城
国
に
伝
わ
る
宝
の
、
扇
の
絵
女
房
に
心
を
奪
わ
れ
、
恋
の
病
と
な
る
。

②
管
絃
の

折
、
山
郭
公
の
声
を
聞
い
て 

善
哉
王
が
何
や
ら
口
ず
さ
む
の
を
臣
下
が
聞
き
と
が
め
、
恋
の
病
と
知
る
。

③
臣
下
が
善
哉
王
に
訳
を
尋
ね
る
と
、
王
は
扇
の
絵 

の
こ
と
を

明
か
す
。

臣
下
は
、

そ
の
絵
は
吉
祥
天
女
を
描
い
た
も
の

故
、

思
い
と
ど
ま
る
よ
う
に

勧
め
、
 

④
西
城
国
の
姫
宮
こ

三
六
五



三
六
六

そ
、
天
下
第
一
の
美
人
の
由
を
語
る
e 

⑤
東
城
国
に
伝
わ
る
宝
に
、
又
五
色
の
烏
が
あ
り
、
王
に
向
っ
て
、
我
が
盛
り
の
時
な
ら 

ば
、
文
の
御
使
い
を
い
た
す
べ
き
も
の
を
と
言
う
。

⑥
王
が
山
郭
公
の
声
を
聞
き
、

「
五
月
や
み
、
お
と
つ
れ
て
行
、

郭
公
、
恋 

す
る
わ
れ
に
、
声
な
き
か
せ
そ
」
と
、
歎
き
の
歌
を
よ
む
の
を
聞
き
、
五
烏
は
決
心
し
て
王
の
文
を
賜
わ
り
、
西
城
国
へ
赴
く
。
 

こ
れ
に
対
し
て
明
暦
版
は
、
①
を
、
善
哉
王
に
百
人
の
后
を
供
え
よ
う
と
し
た
時
、
王
は
扇
の
絵
女
房
に
違
わ
ぬ
后
を
と
望
む
、
と
い
う 

風
に
述
べ
、
②
③
の
記
事
を
欠
い
て
い
る
。
明
暦
版
が
簡
略
化
し
た
も
の
の
如
く
に
も
考
え
ら
れ
る
が
、
赤
木
本
の
叙
述
を
見
る
と
、
② 

と
⑧

に
、
山
郭
公
の
事
が
二
度
出
て
く
る
の
が
、
不
自
然
な
重
複
を
感
じ
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

次
に
、
赤
木
本
の
②
③
④
の
部
分
の
本
文
を
掲
げ
、
B

系
統
の
諸
本
を
比
較
し
て
み
る
。

<
B

I
赤
木
本
〉
扨
も
、
く
わ
ん
け
ん
過
け
れ
は
、
御
ロ
す
さ
み
に
、
^
^
,
人
1

聞
叫
ど
|办

、

い
か
に
や
、
大
わ
う
き
こ
し
め
せ
、
 

せ
ん
さ
い
わ
う
の
御
な
う
は
、
別
の
御
事
に
て
は
ま
し
ま
さ
す
、
今
夜
、
く
は
ん
か
く
候
つ
る
に
、办

|郭
公
、
丨
雲
#|
ば
|る
|か
に
、；
ニ 

y
o
u
r

、

お
^r

つ—
^
p

,{̂ !
つ
る
に
、
御
ロ
す
さ
み
候
つ
る
、
ま
さ
し
く
、
恋
の
御
や
ま
ひ
と
お
ほ
え
候
と
、
申
た
り
け
れ
は
、
大
わ 

う
き
こ
し
め
し
、
や
す
き
事
な
り
、
た
と
ひ
、
此內

り
の內

、

千
人
の
き
さ
き
の
中
に
て
も
、

わ
た
ら
せ
給
へ
は
、

又
、

天
下
な 

ら

ひ

の

国

の

こ
と
な
ら
は
、
た
つ
ね
て
ま
い
ら
せ
候
へ
し
と
、
あ
り
け
れ
は
、
#|
ゆ
«|
^
^
^
^!
^

1

1

^

7

|
«!
—
御
返
事
も
な
レ
「
，
 

去

ほ

と

に

、

あ
る
し
ん
か
ま
い
り
て
、

ひ
そ
か
に
た
つ
ね
た
て
ま
つ
る
に
、
此
御
こ
と
を
語
お
は
し
ま
す
、
し
ん
か
申
た
て
ま
つ
る 

は
、
扱
も
、
此
扇
子
の袅

ね
う
ほ
う
と
申
た
て
ま
つ
る
は
、

い
に
し
へ
の
、

ひ
し
や
も
ん
の
い
も
う
と
、
き
ち
し
や
う
天
女
申
人
を 

か

き

と

め

た

る

と

か
■や

、

そ
れ
は
な
の
み
の
こ
り
て
、

ぬ
し
は
な
し
、
お
も
ひ
と
、
ま
り
た
ま
へ
、
扨
も
、
是
よ
り
西
に
国
あ
り
、

其
国
の
名
を
は
、
さ
い
し
や
う
国
と
な
つ
く
な
り
、
わ
う
の
名
を
は
、
天
一
わ
う
と
な
つ
く
な
り
、
三
は
ん
に
あ
た
り
た
ま
ふ
姫
宮 

と
申
こ
そ
、
天
下
第
一
の
、

み
め
よ
き
女
房
と
は
申
候
へ
と
、
語
た
て
ま
つ
る



B

E
の
諸
本
の
本
文
も
、
右
の
赤
木
本
の
詞
章
に
ぼ
ぼ
沿
'〇■
て
い
る
が
、
傍
線
を
附
し
た
(
ィ
)(

U
)

(
ハ
)

の
三
値
所
に
、
左
の
如
き 

異
同
が
見
ら
れ
る
。

k

〈
天
理
本

〉

御
く
ち
ず
さ
み
あ
り
つ
る
を

、

あ
る
し
ん
か
聞
か
ど
め
ま
ひ
ら
せ
、
大
り
へ
ま
い
り
、
父

大

王

に

申

奉

る

は

〈
続
類 

従

本

〉

御
く
ち
ず
さ
み
あ
り
け
る
を
、
或
人
が
き
、
と
が
め
、
大
里
へ
ま
い
り
、
大

わ

う

へ

申

奉

る

が

〈
慶
応
本
〉
せ
ん
さ
い
わ 

う
、

御
く
ち
す
さ
み
あ
り
け
る
を
、
あ
る
し
ん
か
き
、
ま

い

ら

せ

〈
国
会
本
〉
慶
応
本
ト
同

㈣

〈慶

応

本

.
国
会
本
〉

コ

ノ

句

ナ

シ

〈
天

理
本
•
続
類
従
本
〉
赤
木
本
ト
同

M

〈
天

理

本

〉

是
は
扇
の
う
ち
の
裘
女
房
を
恋
給
へ
ば

、

人
し
ら
ず
、
さ
て
も
す
ぎ
さ
せ
給
へ
ば

、

あ
る
臣
下
参
て
、

ひ
そ
か
に
尋
奉 

る
に
、
此

事

を

か

た

り

お

は

し

ま

す

〈
続
類
従
本
〉
是
は
絵
を
こ
ひ
さ
せ
給
へ
ば

、

御
返
事
な
し
、
さ
る

ほ
ど
に
、
あ
し
ん
が

参 

り
て
、

ひ
そ
か
に
た
づ
ね
た
て
ま
つ
る
に
、
此

御

事

を

語

り

お

は

し

ま

す

〈
慶

応

本

•
国
会
本
〉

コ
ノ
句
ナ
シ 

ま
ずS

で
は
、
赤
木
本
に
対
し
て
、
天
理
本
•
続
類
従
本
•
慶

応

本

•
国
会
本
の
四
本
が
同
類
の
本
文
を
有
す
る
こ
と
が
、
次
の
㈣

と
㈧
 

で
は
、

慶
応
本
と
国
会
本
が
共
通
し
た
脱
文
の
あ
る
点
で
全
く
同
系
の
本
で
あ
る
こ
と
が
、

ま
たS

と
㈧

で
、

天
理
本
と
続
類
従
本
と 

は
、
近
い
関
係
に
あ
る
も
の
の
、
詞
章
の
細
部
に
な
る
と
や
や
動
い
て
い
る
こ
と
が
、
そ
れ
ぞ
れ
示
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、

B
I

赤
木
本
や
、
B
n

天
理
本
以
下
の
四
本
で
は
、
王
が
山
郭
公
の
声
を
聞
い
て
口
ず
さ
ん
だ
事
か
ら
、
恋
の
病
で
あ
る 

こ
と
が

知
れ
た
と

述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
言
葉
を
口
ず
さ
ん
だ
の
か
を
記
し
て
い
な
い
の
で
、
甚
だ
不
明
瞭
な
叙
述
と 

な
っ
て
い
る
。
し
か
る
に
、
B

m
の
白
峰
寺
本
は
、
左
の
よ
う
に
明
瞭
な
書
き
方
を
し
て
い
る
。

<
B

nI
白
峰
寺
本
〉
さ
て
、
く
は
ん
け
ん
す
き
け
れ
は
、
お
り
ふ
し
、
や
ま
ほ
と
、
き
す
、

ー
こ袅

を
と
つ
れ
け
れ
は
、
せ
ん
さ
い 

わ
う
き
こ
し
め
し
、

御
く
ち
す
さ
み
あ
り
け
る

三
六
七



三
六
八

時
鳥
、

い
つ
く
に
ゆ
く

や
、
う
は
の
そ
ら
に
、
恋
す
る
わ
れ
に
、
声
な
き
か
せ
そ 

と
、
か
や
う
に袅

い
し
た
ま
ひ
て
、
御
袖
を
か
ほ
に
を
し
あ
て
た
ま
へ
は
、

て
ん
し
や
ラ
人
、
き

、

と
か
め
ま
い
ら
せ
、

い
そ
き
大 

わ
う
に
ま
い
り
、
そ
う
も
ん
申
け
る
は
、
せ
ん
さ
い
わ
う
の
御
な
う
は
、

へ
ち
の
御
な
や
み
に
て
も
は
ん
へ
ら
す
、
ま
さ
し
く
、

こ 

ひ
ち
の
や
ま
ふ
と
み
え
ま
い
ら
す
る
と
、
申
け
れ
は

こ
の
本
で
は
、
王

は

「
時
鳥
云
々
」
の
和
歌
を
詠
じ
た
と
あ
り
、

こ
れ
な
ら
ば
文
意
は
明
瞭
と
な
る
。
と
こ
ろ
が
、

こ

の

「
時
鳥
」
の
歌 

は
、
B

I

.
 
B

n

の
諸
本
で
は
、
前
述
の
如
く
、

こ
の
後
の
⑥

の
場
面
に
出
て
く
る
。
白
峰
寺
本
は
⑥
の
場
面
で
は
、
王
が
山
郭
公
の
声 

を

聞

い

て

「
五
月
や
み
云
々
」

の
歌
を
詠
じ
た
事
を
記
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
見
る
と
、

こ
の
山
郭
公
に
関
し
て
は
、
⑥

の
所
に
だ
け
記
す
A

n
明
暦
版
と
、
②
と
⑥
の
ニ
個
所
に
記
す
B

I
赤

木

本
.
B 

n

天
理
本
系
の
諸
本
と
、
②

の
所
に
の
み
記
す
B

m
白
峰
寺
本
と
の
、
三
通
り
の
形
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
先
後
関
係
を
想
像
し
て 

み
る
と
、
明
暦
版
が
貞
和
本
の
残
存
部
分
に
お
い
て
、
そ
れ
と
非
常
に
近
い
形
を
有
す
る
こ
と
か
ら
、
貞
和
本
の
こ
の
部
分
も
、
明
暦
版 

の
如
き
形
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
そ
れ
を
前
提
と
し
て
、
明
暦
版
の
形
が
本
来
で
、
B

I

赤

木

本
.

B

n

天
理
本
系
は
②
③
の
記
事 

を
増
補
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
も
、
⑥
の
歌
を
頭
に
お
い
て
山
郭
公
の
事
を
書
い
た
た
め
に
重
複
を
生
じ
、
B

m
白
峰
寺
本
は
、
更 

に
そ
の
重
複
を
避
け
て
、
叙
述
を
合
理
的
に
す
る
た
め
に
、
⑥
の
歌
を
②
に
移
し
た
、
と
い
う
過
程
を
考
え
る
こ
と
が
、
最
も
自
然
で
は 

な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

ニ
、
善
哉
王
が
神
の
告
げ
に
よ
っ
て
船
と
車
を
造
り
、
西
城
国
へ
赴
く
条 

こ
こ
に
、
B

I
赤
木
本
に
次
の
如
き
文
が
あ
る
。

〈
B

I
赤
木
本
〉
千
人
の
大
く
を
め
し
よ
せ
て
、
木
千
本
き
ら
せ
た
ま
ひ
て
、
も
と
き
り
の
大
き
な
る
に
て
、
千
そ
う
の
ぐ
せ
い
の



船
を
つ
く
り
、
す
へ
き
り
の
ほ
そ
き
に
て
、
千
れ
う
の
し
ち
の
く
る
ま
を
つ
く
り
た
ま
ひ
て 

右

の

文

中

の

「
し
ち
の
く
る
ま
」
と
い
う
語
を
、
B

n
天
理
本
系
の
四
本
は
「
じ
ひ
の
く
る
ま
」
に
作
り
、
B

m
白
峰
寺
本
は
「
し
ぢ
の 

く
る
ま
」
と
す
る
。
A

系
統
で
は
、
貞
和
本
は
こ
の
部
分
も
佚
し
て
無
く
、
明
暦
版
は
単
に
「
も
と
を
ば
せ
ん
ぞ
う
の
ふ
ね
に
つ
く
り
、
 

す袅

を
ば
せ
ん
れ
う
の
く
る
ま
に
つ
く
り
」
と
し
て
い
る
の
で
、
参
考
と
な
ら
な
い
。
さ
て

赤

木

本

の

「
し
ち
の
く
る
ま
」
の
意
味
は
不 

明
瞭
で
あ
る
が
、
白
峰
寺
本
に
「
し
ぢ
」
と
あ
り
、
車
に
関
連
す
る
語
と
し
て
は
「
楊
」
が
思
い
浮
ぶ
。
し

か

し

「
榻
の
車
」
と
い
う
語 

も
耳
慣
れ
な
い
。
B

n
諸

本

の

「慈
悲
の
車
」
は
、
上

の

「
弘
誓
の
船
」
と
も
対
応
し
て
い
て
、
意
味
が
通
る
。
従
っ
て
、

こ
こ
は
赤
木 

本
が
誤
り
を
犯
し
て
意
味
不
明
の
語
に
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
B

m
白
峰
寺
本
が
同
じ
く
「
し
ぢ
の
く
る
ま
」
と
し
て
い
る
事
は
、
 

白
峰
寺
本
は
、
6

1
赤
木
本
の
系
統
の
本
と
の
み
交
渉
を
有
し
て
い
た
こ
と
を
証
す
る
。

三
、
善
哉
王
が
父
王
の
命
に
よ
り
き
ま
ん
国
へ
薬
草
を
取
り
に
行
く
こ
と
に
な
り
、
后
足
引
の
官
と
別
れ
を
惜
し
む
条
。

<
A

n
明
磨
版
〉
き
ま
ん
ご
く
と
申
は
、
お
に
の
す
む
く
に
な
り
、
か
の
く
す
り
の
は
な
を
も
、
み
め
よ
き
く
ぎ
や
う
、
み
め
よ
き 

く
わ
ん
に
ん
、
せ
ん
に
ん
に
も
か
へ
て
と
る
べ
し
、
ま
し
て
、
に
う
ば
う
の
む
く
べ
き
や
う
な
し

(み
ち
に
)

<
B

I
赤
木
本
〉
せ
ん
さ
い
王
は
、
さ
れ
は
こ
そ
、
此
た
ひ
と
申
は
、
か
た
み
ち
六
年
也
、
鬼
の
す
む
国
と
聞
、
夜
昼
こ
と
に
隙
も 

な
し
、
思
ひ
も
よ
ら
ぬ
こ
と
な
り
、
又
后
、
か
の
国
は
鬼
か
せ
か
い
と
う
け
た
ま
は
る
、
か
の
国
の
く
す
り
は
、
み
め
よ
き
女
に
か 

わ
り
て
と
る
と
、

う
け
給
は
る
、

御
身
一
人
し
て
は
、
か
な
は
せ
た
ま
ふ
へ
か
ら
す
、
き
国
よ
り
か
へ
ら
せ
た
ま
ふ
へ
き
事
、
ふ
ち 

や
う
な
り
と
て
、

か
な
し
ひ
た
ま
ふ
(傍
注
は
刈

谷
本
)

<
B

n
天
理
本
〉
ぜ
ん
ざ
ひ
わ
う
は
、
さ
れ
ば
こ
そ
、
此
た
び
と
申
は
、
か
た
み
ち
六
年
な
0
、
お
に
の
す
む
国
と
き
く
、
夜
る
ひ 

る
心
に
ひ
ま
も
な
し
、

お
も
ひ
も
よ
ら
ず
と
あ
り
け
れ
ば
、

ま
た
き
さ
き
.、

彼
国
と
申
は
'
 

お
に
が
せ
か
ひ
と
う
け
た
ま
は
る
、

三
六
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三
七
〇

か
の
国
の
く
さ
は
、
み
め
よ
き
お
と
こ
千
人
に
か
わ
り
て
と
る
と
、
う
け
た
ま
わ
る
が
、
御
身
一
人
し
て
は
、
か
な
ひ
た
ま
ふ
べ
か 

ら
ず
、
お
に
の
国
よ
り
か
へ
り
給
ふ
べ
き
こ
と
、
不
定
な
り
と
て
、
か
な
し
み
こ
が
れ
お
わ
し
ま
す
(続
類
従
本
•
慶

応

本

•
国
会 

本
も
天
理
本
と
ほ
ぼ
同
文
)

<
B

m
白
峰
寺
本
〉

コ
ノ
部
分
ニ
当
ル
文
ナ
シ
。

右
の
文
全
体
と
し
て
は
、
B

I
と
B

n
は
ほ
ぼ
一
致
し
、
A

n
明
暦
版
は
簡
略
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
傍
線
の
部
分
に
つ
い
て
見 

る
と
、
A

n
は
善
哉
王
の
言
葉
と
し
、
B

I
と
B

n
は
共
に
、
后
の
言
葉
と
し
て
い
な
が
ら
、
そ
の
内
容
は
、
A

n
と
B

n
の
間
に
通
う 

所
が
あ
る
と
い
う
、
複
雑
な
関
係
を
示
し
て
い
る
。
し
か
も
、

こ
の
王
あ
る
い
は
后
の
言
葉
も
、
意
味
を
は
っ
き
り
つ
か
め
な
い
。

B

n
 

の

文

は

「
鬼
の
国
の
薬
草
は
、
み
め
よ
き
男
千
人
を
代
償
と
し
て
採
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
」

の
意
に
解
せ
る
が
、
そ
れ
が
原
義
で
あ
る
か 

ど
う
か
は
疑
問
で
あ
ろ
う
。
も
と
も
と
不
明
瞭
で
あ
っ
た
た
め
に
、
諸
本
が
い
ろ
い
ろ
に
言
い
換
え
た
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
た
だ 

全
体
的
に
、

こ
の
よ
う
な
個
所
で
は
、
B

n
系
統
の
本
文
が
、

一
番
分
り
よ
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
B

m
白
峰
寺
本
は
、

こ
う
し
た
所 

を
多
く
合
理
化
し
た
り
、
省
略
し
た
り
し
て
い
る
。

四
、
足
引
宮
が
最
期
に
臨
ん
で
、
自
ら
の
髪
を
仏
神
•
父

母

•
山
の
獣
等
に
手
向
け
る
条
。

<
A

n
明
暦
版
〉
ね
が
は
く
は
、

こ
の
や
ま
の
さ
ん
じ
ん
ご
わ
う
、
此
わ
う
じ
の
三
ざ
い
に
な
り
た
ま
は
ん
ほ
ど
は
、
わ
が
む
ね
の 

あ
ひ
た
ち
ぶ
さ
と
な
り
て
、

こ
の
わ
う
じ
を
た
す
け
た
ま
ひ
候
へ
と
て

<
B

I
赤
木
本
〉
扭
も
、
御
く
し
七
つ
に
ゆ
い
わ
け
、

一
ふ
さ
を
は
、
ぼ
ん
て
ん
た
い
し
や
く
に
奉
る
、
此
わ
う
し
三
さ
い
に
な
ら 

せ
た
ま
は
ん
迄
、
こ
と

ゆ
へ
な
ふ
ま
ほ
り
給
へ
、

一
ほ
う
を
は
、
り
う
く
う
し

や
う
と
、
一
は
う
を
は
、袅

ん
ま
王
に
ま
い
ら
す
る
、

一
ふ
さ
を
は
、
ち

、
母
に
ま
い
ら
せ
候
、

一
ふ
さ
を
は
、
此
山
中
の
こ
ほ
う
や
か
ん
に
ほ
と
こ
す
、
を
の
^

、
わ
う
し
し
ゆ
こ
の



た

め

に

と

そ

、

手

向

た

ま

ふ

(
傍

注

ハ

刈

谷

本

)

<

B

n
天

理

本

〉

さ
て
も
、
御
ぐ
し
を
七
つ
に
ゆ
ひ
わ
け
お
は
し
ま
し
'
 

一
ふ
さ
の
か
み
を
ば
、
ぼ
ん
で
ん
た
い
し
や
く
に
た
て
ま 

つ
る
、
此
わ
う
じ
三
ざ
ひ
に
な
ら
せ
給
は
ん
ま
で
、
ま
ぼ
り
給
へ
、

一
ふ
さ
の
か
み
を
ば
、
け
ん
ろ
う
ぢ
し
ん
に
た
て
ま
つ
る
、

一

C

マ

3

ふ
さ
の
か
み
を
ば
、
此
山
の
や
ま
の
か
み
に
た
て
ま
つ
る
、
わ
う
に
、

一
ふ
さ
の
か
み
を
ば
、
り
う
ぐ
う
じ
や
う
ど
へ
奉
る
、

一

ふ 

さ
の
か
み
を
ば
、

二
人
の
父
母
に
ま
い
ら
せ
候
、
此
わ
う
じ
三
ざ
ひ
に
な
ら
せ
給
は
ん
ま
で
、
事
ゆ
へ
な
く
ま
ぼ
り
給
へ
、
今
一
ふ 

さ
を
ば
、
此
や
ま
の
こ
ろ
う
や
か
ん
ど
も
に
ほ
ど
こ
す
と
、
か
や
う
に
い
ろ
^
^
に
た
む
け
た
ま
ひ
て 

<
B

n
続
類
従
本
〉
扨
そ
の
、
ち
に
、

御
ぐ
し
を
七
つ
に
ゆ
ひ
わ
け
て
お
は
し
ま
す
、

一
ふ
さ
を
ば
、

ぼ
ん
て
ん
大
し
や
く
に
奉 

る
、
此
わ
う
じ
三
才
迄
、
事
ゆ
へ
な
く
ま
も
ら
せ
給
へ
、
又
一
ふ
さ
を
ば
、
り
う
ぐ
う
じ
や
う
ど
へ
、

一
ふ
さ
を
ば
"
爰
ん
ま
て
ん 

し
、

一
ふ
さ
を
ば
、
父
母
の
た
め
、

一
ふ
さ
を
ば
、
此
山
に
す
む
こ
ら
う
や
か
ん
に
、
か
の
わ
う
じ
し
ゆ
ご
の
た
め
に
、
た
む
け
給 

ひ
て<

B

n
慶
応
本
〉
さ
て
ひ
め
宮
は
、
御
ぐ
し
七
つ
に
ゆ
い
わ
け
て
、

ひ
と
ふ
さ
の
か
み
を
は
、
ぽ
ん
て
ん
た
い
し
や
く
に
た
て
ま
つ 

る
、
わ
う

じ
三
つ
に
な
ら
せ
給
は
ん
ま
て
、
こ
と

ゆ
へ
な
く

御
ま
ぼ
り
給
へ
、
又
一
ふ
さ
の
か
み
を
は
、
け
ん
ろ
う
地
神
に
た
て
ま 

つ
る
、

一
ふ
さ
を
は
、
此
山
の
し
ゆ
ご
じ
ん
ち
う
わ
う
に
た
て
ま
つ
る
、

一
ふ
さ
を
は
、
り
う
く

う
し
や
う
ど
へ
た
て
ま
つ
る
、

一
 

ふ
さ
お
は
、

ち

、
は
、
に
た
て
ま
つ
る
、

又
一
ふ
さ
を
は
、

此
さ
ん
中
の
こ
ら
う
や
か
ん
に
ほ
と
こ
し
給
ふ
と
、

か
や
う
に
い
ろ 

に
、
た
む
け
給
ひ
て

<
B

In
白
峰
寺
本
〉
さ
て
き
さ
き
は
、
御
く
し
を
七
つ
に
わ
け
、

一

ふ
さ
を
は
、

ほ
ん
て
ん
た
い
し
や
く
に
た
て
ま
つ
る
、

こ
の
わ 

う
し
三
さ
い
に
な
ら
せ
た
ま
は
ん
ま
て
、
ゆ
へ
な
く
ま
も
り
た
ま
.へ，、

一
ふ
さ
を
は
、
り
う
く

う
し
や
う
に
ま
い
ら
す
る
、

一
ふ
さ

三
七
一



三
七
ニ

を
は
、
ち

、
は
、
に
た
て
ま
つ
る
、

一
ふ
さ
を
、
^
ん
ま
大
王
に
ま
い
ら
す
る
、

一
ふ
さ
を
は
、

こ
の
や
ま
の
こ
ら
う

や
か
ん
に
ほ 

と
こ
す
な
り
、

を
の
^
^
、
わ
う

し
し
ゆ

こ
の
た
め
に
、
た
む
け
た
ま
ふ 

こ
こ
も
明
暦
版
は
、
足
引
官
が
髪
を
手
向
け
る
こ
と
を
記
さ
ず
、
B

系
統
の
諸
本
に
較
べ
て
、
著
し
く
簡
略
で
あ
る
。
B

系
統
の
諸
本 

に
あ
っ
て
は
、
B

I
赤
木
本
と
B

m
白
峰
寺
本
は
一
致
し
、
B

n
の
天
理
本
•
慶

応

本

•
国
会
本
は
、
更
に
く
わ
し
く
な
っ
て
い
る
。
そ 

し
て
、

こ
こ
で
は
B

n
の
諸
本
の
中
で
、
続
類
従
本
の
み
は
、
B

I

.

B

nと
一
致
す
る
と
い
う
、
特
殊
な
関
係
を
見
せ
て
い
る
。

宮
が
髪
を
手
向
け
た
対
象
を
見
る
と
、
赤

木

本

•
続
類
従
本
•
白
峰
寺
本
は
、
梵
天
帝
釈
•
竜
宮
浄
土
•
閻

魔

王

•
父

母

•
山
中
の
虎 

狼
野
干
の
五
つ
、
天

理

本

•
慶

応

本

•
国
会
本
は
、
梵
天
帝
釈
.
堅
牢
地
神
•
山
の
神
•
竜
宮净

土
.
父

母

•
山
の
虎
狼
野
干
の
六
つ
と 

な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
諸
本
は
い
ず
れ
も
、
そ
の
は
じ
め
に
、
髪
を
七
つ
に
結
い
分
け
た
と
述
べ
て
い
る
の
で
、
ど
の
本
も
数
が
合
わ 

な
い
が
、
天
理
本
は
、

山
の
神
と
竜
宮
浄
土
の
間
に
「
わ
う
に
」
と
い
う
意
味
不
明
の
三
字
が
入
っ
て
い
る
。

あ
る
い
は
こ
れ
は
、
「
一
 

ふ
さ
の
か
み
を
ば
、袅

ん
ま
わ
う
に
奉
る
」
と
い
っ
た
文
を
書
き
洩
し
た
痕
跡
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
も
し
そ
う
で
あ
れ
ば
、
天
理 

本
は
七
つ
.に
な
っ
て
、
数
が
合
っ
て
く
る
。
そ
こ
で
、

こ
こ
で
は
天
理
本
が
一
番
元
の
形
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
訳
で
あ
る
が
、

こ 

の
種
の
物
語
で
は
、
数
が
合
わ
な
い
と
い
っ
た
不
合
理
な
叙
述
は
、

い
く
ら
も
あ
る
こ
と
な
の
で
、
必
ず
し
も
そ
う
言
っ
て
よ
い
か
ど
う 

か
は
疑
問
で
あ
る
。

天
理
本
と
同
系
と
す
べ
き
慶
応
本
や
国
会
本
が
六
つ
で
あ
る
こ
と
、

ま
た
続
類
従
本
は
五
つ
で
あ
る
所
か
ら
す
る 

と
、
B

I
赤
木
本
の
如
き
五
つ
の
形
が
古
く
、
B

n
の
諸
本
は
、
数
を
合
わ
せ
よ
う
と
し
て
増
補
し
た
も
の
と
解
釈
す
る
事
も
可
能
で
あ 

ろ
う
。
な
お
B

m
白
峰
寺
本
は
、

こ
こ
で
も
B

I
赤
木
本
系
と
だ
け
交
渉
の
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。

五
、
足
引
宮
の
首
を
、
父
王
の
后
達
が
武
士
か
ら
受
け
取
る
条
に

へ
？0
1
赤
木
本
〉
き
さ
き
立
、
御
く
ひ
う
け
と
り
て
、
な
の
め
な
ら
す
に
よ
ろ
こ
ひ
て
、
此
く
ひ
を
«
、
そ
の
は
の
ふ
み
い
た
の
下



に
、

う

す

む

へ

き

よ

し

、

さ

た

め

た

ま

ふ

と

い

う

文

が

あ

る

。

こ

の

「
そ

の

は

」

の
語
を
、
B

n

の

系

統

の

本

は

、

〈
天

理

本

〉

「
そ

う

ば

」
、

〈
続

類

従

本

〉

「
さ

う

ば

」
、

〈
慶

応

本

.
 

国

会

本

〉

「
さ

う

は

の

な

み

」

に

作

り

、

B

I

刈

谷

本

と
B

]]I
白

峰

寺

本

は

、

共

に

^
そ

の

や

」

と

す

る

。

A

^

明

暦

版

に

は

^
御
く
び 

を

、

き

さ

き

た

ち

よ

ろ

こ

び

た

ま

ひ

て

、

ふ

か

き

た

に

へ

ぞ

、

す

て

ら

れ

け

る

」

と

あ

っ

て

、

こ

の

語

が

出

て

こ

な

い

。
B

系

統

の

諸

本 

の
中
で
は
、

「
そ

の

や

」
は
、

「
其

の

屋

」
の

意

と

解

せ

る

が

、

他

は

意

味

を

解

し

難

い

。

「
そ

の

や

」

と

す

る

別

谷

本

は

、

赤

木

本

と

細

部 

に

至

る

ま

で

ほ

と

ん

ど

同

文

の

本

文

を

も

ち

、

白

峰

寺

本

も

赤

木

本

系

と

非

常

に

関

係

の

深

い

本

で

あ

る

か

ら

、

赤

木

本

の

「
そ

の

は

」 

は
、

「
そ

の

や

」

の

誤

写

と

も

考

え

ら

れ

る

が

、

そ

う

す

る

と

、
B

n

諸

本

の

「
ぞ

う

ば

」

「
さ

う

ば

」

「
さ

う

は

の

な

み

」

等

の

語

が

出 

て
き

た

元

は

、

赤

木

本

の

「
そ

の

は

」

と

い

う

誤

写

に

あ

っ

た

と

な

す

事

が

で

き

る

。

し
か
し
、
B

n

の

「
ぞ

う

ば

」

と
い

う

語

が

実

際 

に

存

在

し

た

と

す

れ

ば

、

逆

に

「
ぞ

う

ば

」

か
ら
、

「
そ

の

は

」

「
そ

の

や

」

へ

と

合

理

化

さ

れ

た

と

見

る

こ

と

も

で

き

よ

う

。

六
、

善

哉

王

が

、

蘇

っ

た

足

引

宮

と

共

に

、

住

み

所

を

求

め

て

、

聖

の

許

を

立

ち

出

で

る

条

。

<
A

I

貞

和

本

〉

こ

の

国

は

女

人

の

た

け

く

、

仏

法

僧

の

そ

た

ち

か

た

き

国

と

て

、

聖

に

い

と

ま

お

乞

給

て

、

聖

、

金

の

飛

車

を

造 

て
、

奉

り

給

た

り

し

か

は

、

三

人

こ

れ

に

め

さ

せ

、

五

の飙

を

南

え

向

て

な

け

さ

せ

給

ふ

、

一
は
龍
宮
城
に
納
ぬ
、

一
は
尺
迦
羅
国 

に
納
ぬ
、

三
の
劍

は

、

あ

き

つ

嶋

、

安

芸

国

、

お

ん

か

の

嶋

に

そ

飛

度

る

、

今

の

厳

嶋

是

な

り

、

一
の飙

に
引
さ
れ
て
、

先
、

尺
迦 

ら

国

に

そ

つ

き

給

ふ

、

后

の

御

い

も

う

と

の

四

の宫

は

、

尺

迦

ら

国

の

王

に

や

し

な

は

れ

さ

せ

給

て

、

三

の

宮

と

そ

申

け

る

、

尋
相 

給

て

、

昔

の

契

あ

ら

は

れ

て

、

た

く

ひ

な

く

か

た

ら

い

給

ほ

と

に

、

何

な

る

御

契

に

や

有

け

ん

、

か

た

ら

ひ

よ

り

給

て

、

本

の

足

引 

宫

を

■は

か

れ

^
/
に

そ

お

も

ひ

給

け

る

、

后

は

、

い

く

ほ

と

も

あ

る

ま

し

き

身

に

、

か

く

あ

さ

ま

し

き

め

を

見

事

よ

と

、

な
き
か
な 

し
み
給
て
、

立

別

な

ん

と

の

給

ふ

、

本

の

車

に

奉

り

、

吾

朝

推

古

天

王

の

御

宇

、

端

正

年

g

十

一

月

十

三日
！
：

日
午
時

に

、

あ
き
つ

三
七
三



三
七

四

嶋

伊

与

国

、

石

つ

け
の
峯

に

落

つ

き
給
、

影
T

^

^

0l
# p!
飾
叫
栖
^l
、
^

^

/-ci
l̂!
9l
;
^
^
r

p

そ
こ
を
も
立

給

て

、

安

芸

国

佐 

西

の

郡

、

河
—
用# !
—

所

—
に

を

り

居

せ

給

ふ

<
A
n
明
暦
版
〉

こ
の
く
に
は
、

に
よ
に
ん
の
こ
、
ろ
た
け
き
ほ
ど
に
、

そ
だ
ち
が
た
き
く
に
と
て
、

た
ち
な
ん
と
お
ほ
せ
あ
り 

て
、

ひ
じ
り
に
は
、

こ
が
ね
の
く
る
ま
を
つ
く
り
て
、
た
て
ま
つ
り
た
ま
へ
ば
、
わ
う
は
五
つ
の
つ
る
ぎ
を
、
み
な
み
に
む
か
ひ
て 

な
げ
さ
せ
た
ま
へ
ば
、

二
つ
は
り
う
ぐ
う
じ
や
う
ど
に
お
ち
ぬ
る
、

三
つ
は
し
や
か
ん
ら
こ
く
に
を
さ
ま
り
ぬ
、

三
つ
の
つ
る
ぎ
に 

ひ
か
れ
て
、

し
や
か
ん
ら
こ
く
へ
ぞ
と
び
た
ま
ふ
"
き
さ
き
の
御
い
も
ふ
と
の
み
や
は
、
し
か
ん
ら
こ
く
の
や
う
く
ん
に
て
、
三
の 

み
や
と
ぞ
申
け
る
、
た
づ
ね
あ
は
せ
た
ま
ひ
て
、
む
か
し
の
ち
ぎ
り
あ
さ
か
ら
ず
と
て
、
た
ぐ
ひ
な
く
か
た
り
た
ま
ふ
、
さ
て
い
か 

な
る
ち
ぎ
り
に
て
や
あ
り
つ
ら
ん
、

こ
の
わ
う
は
ち
か
づ
き
た
ま
ひ
て
、
も
と
の
御
き
さ
き
を
ば
、
か
す
く
に
お
ぼ
し
め
し
た
ま 

へ
ば
、

い
く
ほ
ど
な
き
よ
に
、
か
く
あ
さ
ま
し
き
め
を
見
る
こ
と
の
か
な
し
さ
と
て
、
な

く

く

、
た
ち
わ
か
れ
な
ん
と
の
た
ま
ひ 

て
、
も
と
の
御
く
る
ま
に
の
り
た
ま
ひ
て
、
わ
が
て
う
三
十
四
だ
い
の
み
か
ど
、
す
い
こ
て
ん
わ
う
五
ね
ん
、

み
づ
の
と
の
う
し
、

P

____________

 

ハ

___________

十
一
月
十
三
日
む
ま
の
と
き
に
、
に
つ
ほ
ん
あ
き
つ
し
ま
、

い
よ
の
く
に
、

い
は
と
の
み
ね
に
お
ち
つ
き
た
ま
ふ
、
こ

、

に
も
、

つ

,_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_ 

二
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_

の
ご
ん
げ
ん
す
ま
せ
た
ま
へ
ば
と
て
、

こ
れ
に
も
た
、
せ
た
ま
は
で
、
あ
き
の
く
に
、
さ

、
い
の
こ
ほ
り
、
と
か
き
が
む
ら
に
お
ち

つ
き
て

<

B

I

赤
木
本
〉
其
時
、

上
人
の
た
ま
ふ
や
う
、

此
国
は
ほ
ん
ふ
の
、

た
や
す
く
す
む
せ
か
い
に
て
も
候
は
す

、

神

通

飛
車
に
の 

り
、

か
へ
り
た
ま
ふ
へ
し
と
あ
り

け
れ
は
、

せ
ん
さ
い
王
、
后
、
よ
ろ
こ
ひ
た
ま
ひ
て
、
御
車
に
め
さ
れ
け
る
、

ひ
し
り
、
御
ま
ほ 

り
よ
り

三
つ
の
け
ん
を
と
り
い
た
し
、
此
け
ん
の
と
、
ま
ら
む
所
を
、
す
み
か
と
さ
た
め
給
ふ
へ
し
と
て
、
南
に
む
か
い
て
な
け
給 

ふ
、

一
つ
は
り
う
く

う
し
や
う
と
に
と
、
ま
り
た
ま
ふ
、

一
つ
は
し
や
か
ら
い
国
へ
と
ひ
た
ま
ふ
、

あ
ら
た
め
て
た
い
り
を
つ
く



り
、

い
れ
奉
る
、

し
は
し
す
ま
せ
給
ふ
所
に
、
せ
ん
さ
い
王
い
か
、
思
食
け
ん
、
后
の
御
い
も
う
と
に
思
ひ
付
給
ふ
、
后
の
御
事
を 

つ
ぎ
に
な
し
け
り
、
拔
も
后
は
是
を
う
ら
み
た
ま
ひ
て
、

か

、
る
う
き
世
に
あ
れ
は
こ
そ
と
て
、
又
と
ふ
車
に
め
し
て
、
と
ひ
袷
‘ 

程
に
、
日

本

あ
き
つ
嶋

、

い
よ
の
国
、
石
つ
ち
の
み
ね
に
は
し
め
て
お
ち
つ
き
給
ふ
、
此

み
ね
に
は
、
本

は

い
わ
つ
か
さ
の
こ
ん
け 

ん
、
す
み
た
ま
ふ
な
れ
は
、
あ
る
へ
か
ら
す
と
て
、

あ
き
の
国
、
さ

、
い
の
こ
ほ
り
、
川

井
村
と
い
ふ
所
に
お
ち
つ
き
給
ふ 

<

B

I刈

谷

本

〉

赤

木

本

ト

同

文

。

<|:0辽

天
理
本
>
そ
の
時
、
上
人
の
給
ふ
や
う
は
、
此
国
は
ぼ
ん
ぶ
の
、
た
や
く
1-^
む
せ
か
ひ
に
て
も
候
は
ず
、
神
通
の
と
ぶ
く
る 

ま
に
の
せ
た
ま
ふ
べ
し
と
在
け
れ
ば
、
大
わ
う
も
き
さ
き
も
、
よ
ろ
こ
び
た
ま
ひ
、
御
く
る
ま
に
こ
そ
め
さ
れ
け
り
、

ひ
じ
り
は
、
 

御
ま
ぶ
り
よ
り
け
ん
を
三
つ
と
り
い
だ
し
、
此
け
ん
の
と
ゾ
ま
ら
ん
と
こ
ろ
を
、
す
み
か
と
さ
だ
め
た
ま
へ
と
て
、
み
な
み
に
む
け

ホ
_____________________________________________
__________
___________

て
な
げ
た
ま
ふ
、

一
つ
は
り
う
ぐ
う
城
に
と
ゾ
ま
る
、

一
つ
は
し
や
か
ら
国
に
と
ゾ
ま
る
、

一
つ
の
け
ん
は
、
く
も
の
な
み
、
け
む 

り
の
な
み
の
い
と
ふ
か
き
、
お
ん
か
の
御
し
ま
に
と
ゾ
ま
る
と
か
や
、
m

も
此
と
ぶ
車
、
し
や
か
ら
国
へ
と
び
給
ふ
、
あ
ら
た
め
て 

だ
い
り
を
つ
く
り
、

い
れ
た
て
ま
つ
り
、
し
ば
し
す
ま
せ
給
ふ
と
こ
ろ
に
、
ぜ
ん
ざ
ひ
わ
う
、

い
か
ゾ
や
お
ぼ
し
め
し
け
ん
、
き

さ
 

き
の
お
い
も
ふ
と
ご
に
お
も
ひ
つ
き
給

ひ
て
、
も
と
の
き
さ
き
の
御

事
を
ば
、

つ
ぎ
に
な
し
た
ま
ひ
け
り
、
扭
も
き
さ
き
、

こ
れ
を 

う
ら
み
給
ふ
、
か
、
る
う
き
世
に
あ
れ
ば
こ
そ
と
て
、
ま
た
と
ぶ
車
に
め
し
、

と
び
た
ま
ふ
ほ
ど
に
、
た
ん
し
や
う
五
年
き
の
え
さ

_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
 

(
い
し
づ
ち
山
力
)

る
、
十
二
月
十
三
日
む
ま
の
と
き
、
に
つ
ほ
ん
あ
き
つ
し
ま
、

い
よ
の
国
、

い
、
づ
ち
山
の
み
ね
に
、

は
じ
め
て
お
ち
つ
き
た
ま 

ふ
、
此
み
ね
に
は
も
と
、

い
つ
の
\
ご
ん
げ
ん
、

い
わ
つ
か
さ
の
ご
ん
げ
ん
、
す
み
た
ま
ひ
け
れ
ば
、
あ
る
べ
か
ら
ず
と
て
、
あ
き 

の
国
、
さ

、
い
の
こ
ほ
り
、
か
わ
い
の
村
に
お
ち
つ
き
給
ふ
な
り

<

B

n続

類

従

本

〉

天

理

本

ト
同
ジ
内

容

デ
ア
ル
ガ
、

詞

章

ニ
ハ
ヤ
ヤ
異

同

ガ
多
ィ
。

天

理

本

ノ

傍

線

「
ホ
へ
ト
」
ノ
句
ヲ
欠
ク
。

三
七
五
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<
B

n

慶

応

本

•
国
会
本
〉

天
理
本
ト
ホ
ボ
同
文
。

<
B

m

白
峰
寺
本
〉
赤
木
本
ト
ホ
ボ
同
文
。

こ
こ
は
、
貞
和
本
の
存
す
る
部
分
で
あ
る
が
、
貞
和
本
と
明
暦
版
は
、
他

の

.6
系
統
の
諸
本
と
、

明
確
に
区
別
し
得
る
特
徽
を
共
有
し
て 

い
る
。
第
ー
に
、

詞
章
が
八
の
ニ
本
と
3

の
七
本
と
の
間
で
、

は
っ
き
り
と
し
た
違
い
を
見
せ
て
い
る
が
、
叙
述
内
容
の
上
で
も
、

及
は 

善
哉
王
と
足
引
官
が
最
初
に
渡
っ
た
尺
迦
羅
国
に
は
、

足
引
宮
の
妹
官
が
養
わ
れ
て
い
た
事
を
記
す
の
に
、
B

の
諸
本
は
そ
れ
を
記
し
て 

い
な
い
。

そ
こ
で
B

の
本
文
で
は
、

「
せ
ん
さ
い
王
、

い

か

、
思
食
け
ん
、
后
の
御
い
も
う
と
に
、

思
ひ
付
給
ふ
」

と
い
う
文
が
、

い
か 

に
も
唐
突
に
現
れ
て
く
る
。
B

系
統
の
諸
本
の
本
文
は
、
相
当
に
く
ず
れ
た
も
の
で
あ
る
事
が
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、

明
暦
版 

の
み
は
、
新
し
い
伝
本
で
あ
り
な
が
ら
、
貞
和
本
系
の
古
い
本
文
を
承
け
て
い
る
事
が
わ
か
る
。

た
だ
明
暦
版
の
本
文
を
貞
和
本
と
こ
ま 

か
に
対
照
す
る
と
、

右
に
掲
げ
た
部
分
に
お
い
て
も
、

貞

和

本

の

傍

線

(
ィ
)

の
句
を
欠
い
た
り
、

(
ロ
)
(
ハ
〕

(
ニ
)

の
句
が
異
な
る 

な
ど
の
異
同
が
見
ら
れ
る
。
従
っ
て
、

明
暦
版
が
貞
和
本
系
の
本
文
を
、

ど
こ
ま
で
残
し
て
い
る
か
は
疑
問
で
、
貞
和
本
の
佚
し
て
い
る 

部
分
に
つ
い
て
、

明
暦
版
を
そ
れ
に
代
り
得
る
も
の
と
し
て
、
全
面
的
に
信
用
す
る
こ
と
は
妥
当
で
な
い
で
あ
ろ
う
。

次

に
B

の
諸
本
に
つ
い
て
見
る
と
、
B

I

赤

木

本

•
刈

谷

本

.
B

瓜
白
峰
寺
本
の
三
本
は
、

ほ
と
ん
ど
一
致
す
る
。

そ
し
て
こ
れ
を
、
 

B

n

の

天

理

本

•
慶

応

本

•
国
会
本
に
較
べ
る
と
、

天
理
本
の
本
文
の
中
の
、
傍

線

(
ホ
)
(
へ
)
(
ト
)

の
三
つ
の
句
を
欠
い
て
い
る
。 

B

n

の
中
で
も
続
類
従
本
の
み
は
、

や

は

り

こ

の

(
ホ
)
(
へ
)
(
ト
)
が
無
く
、
B

I

赤
木
本
系
に
近
い
。

そ
こ
で
更
に
、

こ

の

(
ホ
) 

(
へ
)
(
ト
)

の
三
個
所
を
、
A

系
統
の
ニ
本
に
照
し
て
見
る
と
、

(
ホ
)

は
貞
和
本
に
、

(
へ
)

は

貞

和

本

•
明
暦
版
の
両
方
に
、

(
ト
) 

は
明
暦
版
に
、

そ
れ
ぞ
れ
同
様
の
句
が
存
す
る
、

単
純
に
は
言
い
切
れ
な
い
が
、

B

n

の

中

の

天

理

本

•
慶

応

本

.
国
会
本
の
形
の
方 

が
、
貞
和
本
に
近
い
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。



以
上
に
見
て
き
た
所
に
よ
っ
て
、
本
作
の
諸
本
を
、

は
じ
め
に
詆
し
た
よ
う
に
"

八
3

の
ニ
類
に
大
き
く
分
類
し
、
更

に

<
;
を
ニ
種
"
 

B

を
三
種
に
分
つ
こ
と
は
妥
当
で
あ
ろ
う
と
思
う
。

し
か
し
、

こ
れ
ら
の
ニ
類
五
種
の
系
統
が
、

ど
の
よ
う
な
過
程
を
経
て
分
岐
し
た
か 

を
跡
づ
け
る
こ
と
は
非
常
に
困
難
で
あ
る
。
A

I

貞
和
本
は
、
製
作
の
年
代
が
、
他
の
諸
本
よ
り
と
び
ぬ
け
て
古
い
所
か
ら
、

こ
れ
が
最 

古
態
で
あ
る
事
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
が
、

そ
の
貞
和
本
の
全
貌
が
明
ら
か
で
な
い
の
で
、
B

類
の
諸
本
の
先
後
関
係
に
つ
い
て
は
、
 

推
測
す
る
こ
と
が
難
し
い
。
B

m

白
峰
寺
本
は
、
B

I

赤
木
本
系
に
基
づ
い
た
後
出
本
で
あ
る
と
言
っ
て
差
支
え
な
い
と
思
う
が
、
B

I
 

と
B

n

の
二
種
の
先
後
関
係
は
明
瞭
で
な
い
。

た
だ
ど
ち
ら
が
先
に
せ
よ
、
B

n

の
中
で
、
続
類
従
本
は
、
B

I

に
近
い
中
間
的
性
格
の 

本
文
を
有
し
て
い
る
。

そ
し
て
、

現
存
伝
本
の
上
で
見
る
限
り
で
は
、

室
町
末
期
か
ら
江
戸
時
代
に
か
け
て
、

最
も
流
布
し
て
い
た
の 

は
、

B

i

t 
B

-n
の
系
統
本
の
如
く
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
が
、

明
暦
の
版
本
が
、

そ
の
系
統
の
本
に
つ
か
ず
、
貞
和
本
系
の
古
い
本
文 

に
拠
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
は
、

注
意
す
べ
き
こ
と
で
あ
ろ
う
。

と

こ

ろ

で

「
厳
島
の
本
地
」

の
諸
本
は
、

ど
れ
も
本
文
が
非
常
に
悪
い
。
貞
和
本
は
比
較
的
整
っ
て
い
る
が
、
室
町
末
期
以
降
の
写
本 

類
に
せ
よ
、

明
暦
版
に
せ
よ
、

誤
脱
と
す
る
よ
り
考
え
様
の
な
い
意
味
不
通
の
個
所
を
、
非
常
に
多
く
含
ん
で
い
る
。

そ
の
よ
う
な
不
完 

全
な
本
文
は
、

口
頭
で
の
語
り
を
筆
録
す
る
場
合
に
生
じ
易
い
と
考
え
ら
れ
る
。
A

B

ニ
類
の
本
を
対
照
す
る
と
、
物
語
の
大
筋
は
変
っ 

て
い
な
い
が
、
部
分
々
々
の
叙
述
に
は
、
相
当
に
大
き
な
変
化
が
見
ら
れ
る
。
貞
和
本
を
祖
と
す
る
A

類
の
古
い
形
態
か
ら
、
B

類
の
形 

が
生
ず
る
過
程
は
、
単
純
な
書
承
で
あ
っ
た
と
は
思
え
な
い
。
但
し
、
B

類
の
諸
本
、
特
に
伝
本
の
多
い
B

n

系
統
は
、

対
校
が
可
能
な 

程
度
に
、
詞
章
の
異
同
の
幅
が
せ
ば
ま
っ
て
い
る
。

こ
の
系
統
の
本
は
、
最
も
古
い
も
の
で
も
元
和
の
写
本
で
あ
る
所
か
ら
み
て
、
既
に 

口
承
に
よ
る
流
動
の
時
代
を
過
ぎ
て
、
書
承
に
よ
る
固
定
の
時
期
に
入
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

そ
し
て
、

そ
れ
ま
で
の
間 

に
本
文
が
著
し
く
く
ず
れ
て
き
て
い
た
た
め
に
、
今
日
見
ら
れ
る
諸
本
の
本
文
が
、

こ
の
よ
う
に
乱
雑
な
状
態
を
呈
し
て
い
る
の
で
は
な

三
七
七
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い
で
あ
ろ
う
か
。

三
、

「
厳
島
の
本
地
」
の
内
容

前
掲
の
諸
本
に
語
ら
れ
て
い
る
厳
島
の
本
地
物
語
の
内
容
は
、
A

B

両
類
の
伝
本
の
間
で
、
細
部
に
は
多
少
の
異
同
も
見
ら
れ
る
が
、
 

大
筋
は
変
っ
て
い
な
い
。

そ
の
物
語
は
、
大
き
く
見
れ
ば

① 

東
城
国
の
善
哉
王
と
、

西
城
国
の
王
女
足
引
宮
と
の
恋
物
語
。

② 

足
引
宮
の
受
難
の
物
語
。

③ 

足
引
宮
を
は
じ
め
、

そ
の
他
の
人
々
の
、
厳
島
の
神
に
垂
迹
の
次
第
。

の
三
つ
の
部
分
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。

既
に
述
べ
た
ょ
う
に
、

③

は

「
長
門
本
平
家
物
語
」

な
ど
に
記
さ
れ
た
古
来
の
縁
起
に
拠
っ
た
も
の
で
、

①
②
が
、

こ
の
作
品
に
お
い 

て
新
に
現
わ
れ
て

く
る
部
分
で
あ
る
が
、

①
②
に
つ
い
て
も
、

そ
の
物
語
創
作
の
原
拠
と
な
っ
た
も
の
を
、

ほ
ぼ
確
実
に
推
測
す

る
こ
と 

が
可
能
で
あ
る
。

そ
の
点
に
つ
い
て
は
、
既
に
今
野
達
氏
に
詳
細
な
論
考
が
あ
り
、

以
下
に
述
べ
る
所
は
、
今
野
氏
の
所
説
に
多
く
を
負 

う
て
い

る
も
の
で
あ
る
。

ま
ず
、

①

の
善
哉
王
と
足
引
宮
と
の
恋
物
語
は
、
今

昔

物

語

集

卷

五

第

二

十

二

話

「
東
城
国
皇
子
善
生
人
通
阿
就
頃
女
語
」
が
原
拠
と 

な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
話
は
次
の
如
き
内
容
で
あ
る
。

東
城
国
の
明
頸
演
現
王
の
皇
子
、

善
生
人
は
、

西
城
国
の
王
女
、

阿
就
讀
女
の
美
麗
の
噂
を
聞
き
、

大
海
を
渡
っ
て
西
城
国
へ
赴 

く
。诃

就
頃
女
も
、

か
ね
て
善
生
人
の
来
る
こ
と
を
知
っ
て
、

こ
れ
を
迎
ぇ
、

契
り
を
結
ぶ
。

西
城
国
の
王
も
善
生
人
を
か
し
ず



き
、
阿
就
須
女
は
や
が
て
懐
妊
す
る
。

し
か
る
に
、

王
の
后
は
阿
就
^
女
に
は
継
母
で
あ
っ
た
た
め
に
、
善
生
人
に
快
か
ら
ず
こ
れ 

を
冷
遇
す
る
。
善
生
人
は
本
国
よ
り
宝
を
取
っ
て
く
る
た
め
に
、

一
旦
東
城
国
へ
帰
る
。

そ
の
後
、
阿
就
頭
女
は
双
生
の
男
子
を
生 

む
。

ニ
子
が
三
歳
に
な
る
ま
で
善
生
人
は
帰
ら
な
い
の
で
、
阿
就
頃
女
は
ニ
子
を
伴
な
い
東
城
国
へ
と
旅
立
つ
が
、
途
に
て
病
を
受 

け
て
死
ぬ
。

ニ
子
は
母
の
遺
言
の
通
り
、

亡
き
母
の
骸
の
辺
に
て
乞
食
し
て
過
す
中
、
東
城
国
よ
り
戻
る
善
生
人
が
通
り
か
か
り
、
 

父
子
の
対
面
を
遂
げ
る
。
善
生
人
は
亡
き
阿
就
須
女
を
供
養
し
、

二
人
の
王
子
と
共
に
そ
の
所
に
て
命
終
し
た
。
釈
迦
仏
は
、
昔
の 

善
生
人
は
今
の
善
見
菩
薩
、
阿
就
_
ハ
女
は
大
吉
祥
菩
薩
、

ニ
子
は
多
聞
天
.
持
国
天
で
あ
る
と
説
か
れ
た
。

右

の

「
今
昔
」
所
収
の
説
話
は
、
出
典
が
ま
だ
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
善

見

菩

薩

•
大
吉
祥
菩
薩
等
の
本
生
譚
の
形
式
を
備
え
て
い 

る
所
を
見
れ
ば
、
仏
典
の
中
に
典
拠
が
あ
り
そ
う
に
思
え
る
が
、

こ
の
話
に
つ
い
て
、

「
今
昔
」

に

は

「
各
仏
法
ヲ
護
リ
持
テ
、

一
切
衆 

生
ヲ
利
益
シ
給

フ
ト
ナ
ム
、
語
リ
伝
へ

タ
ル
ト
ヤ
」

と
あ
る
の
み
で
、
過
去
の
業
と
現
在
の
報
と
の
関
係
.に
つ
い
て
の
解
説
が
無
く
、
仏 

教
説
話
と
し
て
の
目
的
が
明
ら
か
に
示
さ
れ
て
い
な
い
。
単
に
哀
れ
な
恋
物
語
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
の
で
、

あ
る
い
は
仏
典
の
直
訳
、
 

乃
至
単
純
な
要
約
で
は
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

さ

て

「
厳
島
の
本
地
」

の
、
東
城
国
の
善
哉
王
が
西
城
国
の
王
女
足
引
宮
に
見
ぬ
恋
と
な
り
、

は
る
ば
る
の
海
路
を
凌
い
で
彼
の
地
に 

渡
り
、
宮
と
の
結
婚
を
成
就
す
る
部
分
は
、

右

の

「
今
昔
」
所
収
説
話
の
は
じ
め
の
部
分
と
非
常
に
よ
く
類
似
す
る
。

「
厳
島
の
本
地
」 

の
方
は
、
後
に
述
べ
る
よ
う
に
、
今
昔
説
話
に
較
べ
れ
ば
、
著
し
く
叙
述
が
複
雑
に
な
っ
て
い
る
が
、
今
昔
説
話
の
如
き
伝
承
を
骨
格
と 

し
て
、

こ
れ
に
種
々
の
趣
向
を
加
え
て
潤
色
し
た
も
の
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

た
だ
し
、
右
の
今
昔
説
話
と
、

よ
り
深
い
関
係
を
も
つ
作
品
に
、

「
阿
弥
陀
の
本
地
」
が
あ
る
。

「
阿
弥
陀
の
本
地
」

は
、

「
厳
島
の
本 

地

」

の
よ
う
に
部
分
的
な
類
似
で
は
な
く
、

全
篇
の
構
成
を
今
昔
説
話
と
同
じ
く
し
て
い
る
。

そ

こ

で

「
厳
島
の
本
地
」

は
、

「
阿
弥
陀

三
七
九



三
八
〇

の
本
地
」
を
媒
介
と
し
て
、
今
昔
説
話
と
交
渉
を
有
す
る
の
で
は
な
い
か
と
の
疑
問
も
生
ず
る
。

す
な
わ
ち
、

「
厳
島
の
本
地
」

と

「
阿 

弥
陀
の
本
地
」

と
の
、
成
立
の
先
後
関
係
が
問
題
と
な
る
が
、

こ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
ほ
難
し
い
。

「
阿
弥
陀
の
本
地
」

の
現
存
諸 

本
の
中
で
、
最
も
古
い
本
は
天
文
二
十
一
年
の
書
写
奥
書
を
有
す
る
写
本
で
あ
る
。
現
存
伝
本
の
上
か
ら
見
れ
ば
、
貞
和
ニ
年
の
絵
巻
を 

残

す

「
厳
島
の
本
地
」

に
は
遙
に
及
ば
な
い
。

し

か

し

「
阿
弥
陀
の
本
地
」
も

諸

本

の

間

に

お

け

る
本
文
の
流
動
が
著
し
い
所
か
ら
見 

て
、

室
町
期
に
は
か
な
り
流
布
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
、

そ
の
原
態
の
成
立
は
案
外
に
古
い
こ
と
も
想
像
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
こ 

で
、
両
者
の
物
語
の
内
容
を
今
昔
説
話
と
比
較
す
る
と
、

人
名
に
お
い
て
は
、

「
阿
弥
陀
の
本
地
」

は
東
城
国
の
せ
ん
し
や
う
太
子
.
西 

城
国
の
あ
し
ゆ
く
夫
人
と
い
う
風
に
、

「
今
昔
」

の

善

生

人

.
阿
就
_
女
を
そ
の
ま
ま
採
っ
て
い
る
。

し

か

し

「
阿
弥
陀
の
本
地
」

で
は
、
 

善
生
太
子
は
陸
路
を
三
年
三
月
を
費
し
て
西
城
国
へ
赴
く
。

ま
た
、
首
尾
よ
く

&|
^|
¥

^

夫
人
と
契
り
を
結
ぶ
が
、

そ
の
こ
と
が
夫
人
の 

父
王
の
怒
り
に
触
れ
、

太
子
と
夫
人
は
共
に
山
中
で
死
罪
に
処
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

「
厳
島
の
本
地
」

で
は
、
善
哉
王
が
西
域
国
へ 

渡
る
の
は
海
路
に
よ
っ
て
で
あ
り
、

足
引
宮
は
善
哉
王
の
来
る
こ
と
を
予
知
し
、

宮
の
父
王
も
善
哉
王
を
歓
待
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い 

る
。

こ

れ

ら

は

「
厳
島
の
本
地
」

の
方
が
今
昔
説
話
に
近
い
形
を
示
し
て
い
る
。
従
っ
て
、

や

は

り

「
厳
島
の
本
地
」

は

「
阿
弥
陀
の
本 

地

」
を
媒
介
と
し
て
で
は
な
く
、
今
昔
説
話
に
直
接
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て
良
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

右
の
如
き
前
提
に
立
っ
て
、

「
厳
島
の
本
地
」

の
①

の
部
分
を
、

そ
の
原
拠
と
目
す
べ
き
今
昔
説
話
と
対
照
す
る
と
、

著
し
く
潤
色
が
加 

え
ら
れ
て
、
物
語
が
複
雑
に
な
っ
て
い
る
が
、

そ
の
主
な
も
の
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

ィ
、
善
哉
王
の
出
生
に
ま
つ
わ
る
記
事
。
善
哉
王
の
父
東
善
王
は
、

三

千

人

(
3
類
諸
本
は
ー
千
人
)

の
后
を
も
ち
、

ー
夜
ず
つ
の
行 

幸
を
な
し
て
い
た
が
、

王
子
が
無
か
っ
た
。

あ
る
時
、
鳥
の
巣
を
見
て
子
の
無
い
こ
と
を
歎
き
、
仏
神
に
祈
請
し
た
所
、

一
人
の
后 

が
睫
妊
し
て
王
子
が
誕
生
す
る
。

こ
れ
が
善
哉
王
で
あ
る
。



口
、

善

哉

王

の

足

引

官

に

対

す

る

恋

の

発

端

を

語

る

記

事

。
善

哉

王

は

東

城

国

に

伝

わ

る

宝

の

扇

に

描

か

れ

た

女

房

の

絵

姿

を

見

て

恋 

と

な

る

。

西

城

国

の

足

引

宮

こ

そ

。

こ

の

絵

女

房

に

劣

ら

ぬ

美

女

と

い

う

の

で

、

善

哉

王

は

見

ぬ

恋

に

あ

こ

が

れ

る

。

ハ
、

五

烏

と

い

う

霊

烏

に

関

す

る

記

事

。

こ

れ

も

東

城

国

に

伝

わ

る

五

色

の

烏

が

あ

り

、

こ

の

五

烏

が

善

哉

王

の

歎

き

を

見

か

ね

て

、
 

ま

ず

足

引

官

と

の

間

の

玉

章

の

使

を

つ

と

め

、

更

に

、

王

の

西

城

国

へ

の

渡

航

に

当

っ

て

先

導

を

す

る

。

ま
た

、

善

哉

王

と

足

引

宮 

が

結

ば

れ

て

後

、

や

は

り

五

烏

が

謀

を

め

ぐ

ら

し

て

、

足

引

宮

を

た

ば

か

っ

て

東

城

国

へ

伴

な

い

帰

る

。

(
ィ
)

は

—1
熊

野

の

本

地

」

の

卷

頭

と

類

似

す

る

。

「
熊

野

の

本

地

」
も

、

善

財

王

は

ー

千

人

の

后

を

も

ち

な

が

ら

王

子

が

無

く

、

小
鳥 

が

巣

を

か

け

て

子

を

養

う

様

を

見

て

、

そ

れ

を

歎

い

た

と

あ

る

。

た

だ

「
熊

野

の

本

地

」

で
は
、

善

財

王

と

、

一
千
人
の
后
の
中
の
一
人 

五

衰

殿

女

御

が

、

物

語

の

主

人

公

と

な

る

が

、

「
厳

島

の

本

地

」

で
は
、

こ

れ

を

一

代

前

の

父

王

の

こ

と

と

し

、

主

人

公

の

善

哉

王

の

出 

生

を

語

る

た

め

に

用

い

て

い

る

。
次

の

②

の
部
分
は
、

全

面

的

に

「
熊

野

の

本

地

」

の

筋

立

と

一

致

す

る

が

、

最

初

に

千

人

の

后

を

父

王 

の

后

と

し

た

た

め

に

、

②

に

お

け

る

、

千

人

の

后

と

足

引

宮

と
の
関

係

に

、

不

自

然

な

所

が

生

じ

て

い

る

。

こ
れ
は
、

本

作

が

「
熊
野
の 

本

地

」

か

ら

千

人

の

后

の

話

を

借

用

し

な

が

ら

、

珠

更

に

変

化

を

も

た

せ

よ

う

と

し

た

こ

と

が

原

因

で

は

な

い

か

と

思

わ

れ

る

。

「
厳
島 

の
本
地
」

で
は
、

后

の

数

を
B

類

諸

本

は

千

人

と

し

、
A

類

の

明

暦

版

は

三

千

人

と

す

る

。
貞

和

本

に

は

こ

の

部

分

は

欠

け

て

い

る

が

、
 

巻

末

の

、

王

子

が

母

の

首

を

祖

父

の

東

善

王

に

乞

う

所

に

、

東

善

王

は

「
夢

に

も

丸

は

し

ら

ぬ

な

り

、

三

千

人

の

后

た

ち

に

と

ひ

給

え 

と
、

被

仰

け

れ

は

」

と

あ

る

の

に

よ

れ

ば

、

三

千

人

と

す

る

方

が

古

い

形

で

あ

っ

た

よ

う

に

思

わ

れ

る

。

さ

す

れ

ば

、

こ

れ

も

「
熊
野
の 

本

地

」

の
千
人
を
、

更

に

誇

張

す

る

意

識

が

あ

っ

た

の

で

は

な

い

か

。

(
ロ
)

の
、

扇

に

描

か

れ

た

女

房

の

絵

姿

を

見

て

恋

と

な

る

と

い

う

趣

向

は

、

室

町

物

語

に

類

例

が

幾

つ

も

あ

り

、

民
間
説
話
の
方
で 

も

、

絵

姿

女

房

の

名

で

呼

ば

れ

る

一

類

型

と

し

て

、

多

く

の

例

話

が

採

集

さ

れ

て

い

る

。

古

く

か

ら

説

話

の

一

つ

の

モ

チ

ー

フ
と
し
て
行



な

わ

れ

て

い

た

も

の

で

、

そ

れ

を

導

入

し

た

の

で

あ

ろ

う

。

「
厳

島

の

本

地

」

で
は
、

扇

に

描

か

れ

た

女

房

が

足

引

宮

で

あ

る

と

は

語0 

て

い

な

い

。' 

A

類

の

明

暦

版

で

は

、

絵

女

房

に

違

わ

な

い

女

を

后

に

と

い

う

の

で

、

足

引

官

な

ら

ば

、

そ

れ

に

劣

ら

ぬ

美

女

で

あ

る

と

い 

う

風

に

語

り

、
B

類

諸

本

で

は

、

臣

下

が

そ

の

絵

は

吉

祥

天

女

を

写

し

た

も

の

故

、

思

い

と

ど

ま

る

よ

う

に

諫

め

、

足
引
宮
こ
そ
天
下
一 

の

美

女

の

聞

え

が

高

い

こ

と

を

語

る

と

あ

る

。

い

ず

れ

に

し

て

も

、

絵

女

房

の

こ

と

は

、

物

語

の

筋

を

運

ぶ

上

で

は

、

特

に

必

要

な

趣

向 

と

は

な

っ

て

い

な

い

。

足

引

宮

の

名

を

出

し

て

く

る

き

っ

か

け

に

使

っ

た

だ

け

で

、

今

昔

説

話

の

如

き

素

朴

な

形

態

を

物

語

に

仕

立

て

る 

た

め

に

、

手

軽

に

添

加

し

た

跡

が

見

え

る

。

(
ハ
)

の

五

烏

は

、

①

の

部

分

で

は

最

も

記

事

が

多

く

、

重

要

な

役

割

を

演

じ

て

い

る

。

こ

の

五

烏

の

事

に

つ

い

て

は

、

今

野

氏

の

前 

掲

論

文

の

中

に

く

わ

し

い

論

考

が

あ

る

。

厳

島

に

は

、

古

く

か

ら

霊

烏

に

関

す

る

信

仰

が

あ

っ

た

よ

う

で

あ

る

。

厳

島
の
祭
事
の
一
つ 

に
、

御

島

巡

り

と

い

っ

て

、

七

浦

の

神

祠

を

船

で

巡

拝

す

る

儀

式

が

あ

る

が

、

そ

の

中

で

、

霊

烏

を

祀

る

と

伝

え

る

養

父

崎

神

社

の

前 

で
、

御

鳥

喰

の

神

事

が

行

な

わ

れ

る

。

r

芸

藩

通

志

」

(
文

政

八

年

撰

)

巻

十

四

に

は

、

そ

の

様

を

左

の

如

く

述

べ

て

い

る

。

凡

島

ま

は

り

の

禊

と

は

、

当

島

七

浦

の

神

祠

を

巡

拝

す

る

を

い

ふ

な

り

、

(
中

略

)

又

舟

を

出

し

、

養

父

崎

に

到

る

、

此

地

は

沙

浜 

も

な

く

、

巖

根

ま

で

浪

打

よ

せ

て

、

い

は

ほ

に

立

る

松

の

木

の

間

に

、

朱

の

玉

垣

見

ゆ

る

を

、

舟

よ

り

遙

拝

す

、

こ

、
に

て

鳥

痕

祭 

あ
り

、

其

次

第

は

先

祠

官

の

舟

沖

中

に

漕

出

し

、

粢

を

波

上

に

う

か

べ

て

、

鳥

向

楽

を

吹

く

、

弥

山

よ

り

霊

鴉

一

雙

翅

を

並

べ

、

松 

の

茂

み

を

分

け

降

り

、

祠

官

の

舟

に

止

り

、

波

に

浮

べ

る

供

御

を

あ

ぐ

、

初

め

は

雄

鴉

、

次

に

雌

鴉

来

り

て

あ

ぐ

る

、

こ
れ
を
見
れ 

ば

、

前

舟

後

舟

皆

舷

を

扣

き

歓

呼

す

、

ま

た

雄

鶴

来

り

、

す

べ

て

三

度

に

あ

げ

を

は

る

な

り

、

島

巡

り

多

き

時

は

、

一
日
に
ニ
艘
三 

艘

よ

り

十

艘

も

あ

れ

ど

、

皆

次

第

々

々

に

か

く

の

ご

と

し

、

偶

汚

穢

に

触

る

、
こ

と

あ

れ

ば

あ

げ

ず

、

然

る

時

は

祠

官

舟

を

回

し

て 

舟

中

を

点

検

し

、

聊

も

障

あ

る

人

あ

れ

ば

、

舟

よ

り

下

し

跡

な

る

浜

に

残

し

置

、

舟

中

更

に

跋

し

て

、

新

に

供

御

を

奉

れ

ば

、

又
来



上

る

と

い

へ

り

、

さ

れ

ば

初

よ

り

滞

な

き

は

殊

に

よ

ろ

こ

び

て

、

杯

酒

の

興

を

催

し

、

宿

主

よ

り

種

々

の

饗

を

な

す

(
後

略

)

右

の

鳥

痕

祭

に

現

れ

る

雌

雄

ー

雙

の

烏

に

つ

い

て

も

、

同

書

は

そ

の

霊

異

を

更

に

次

の

よ

う

に

記

し

て

い

る

。

(
巻

十

七

祥

異

の

条

) 

神

鴻

弥

山

に

神

鴻

ー

雙

あ

り

て

、

島

巡

り

の

祭

儀

に

、
養

父

崎

に

て

、

波

上

の

粢

盛

を

あ

ぐ

る

、

こ

れ

を

御

鳥

渙

と

て

、

第
一
の 

瑞

と
t

そ

の

次

第

は

島

巡

の

部

に

見

ゅ

、

神

鴉

は

古

よ

り

唯

雌

雄

ー

雙

に

て

、1

動1

、に
^

錢

？
肝

配

、ふ
| !
^

4 |
|

^
ず
| |
年
々
ー
ー
ー 

月

の

末

よ

り

、

雌

鴉

巣

を

つ

く

り

子

を

育

す

、

故

に

四

月

、

五

月

の

島

巡

の

鳥

凛

は

、

雄

鵪

の

み
出

る

、

六
月

、

七

月

に

至

て

は

、
 

子

鴉

を

誘

ひ

、
養

父

崎

の

社

ま

で

出

、

と

ぐ

ひ

あ

げ

の

事

を

学

ば

し

む

、

八
月
、

九

月

の

頃

は

、

親

子

ニ

雙

と

も

に

出

て

、

供
御
を 

あ

ぐ

る

、

九

月

廿

八

日

、

大

頭

社

の

祭

に

、

親

鴉

一

雙

、

出

て

供

御

を

あ

げ

、

即

日

行

方

し

ら

ず

な

り

て

、

其

翌

日

よ

り

は

子

鴉一 

雙

の

み

、

養

父

崎

の

と

ぐ

ひ

に

出

る

、

こ

の

事

古

よ

り

年

々

た

が

ふ

こ

と

な

き

は

、

衆

の

知

る

と

こ

ろ

な

り

、

又

弥

山

に

御

鴉

御

供 

所

と

い

ふ

処

あ

り

て

、

日

々

供

物

あ

り

、

し

か

る

に

島

巡

あ

り

て

、

養

父

崎

鳥

痕

祭

あ

る

日

は

、

此

所

の

朝

の

供

物

よ

り

あ

げ

ず

と 

い
ふ
、

養

父

崎

の

鳥

痕

は

午

時

な

り

し

を

、

あ

ら

か

じ

め

し

る

こ

と

、

誠

に

霊

異

な

り

と

い

ふ

べ

し 

こ

の

よ

う

な

神

事

が

何

時

頃

か

ら

行

な

わ

れ

る

よ

う

に

な

っ

た

の

か

は

明

ら

か

で

な

い

。

し
か
し
、
烏

を

神

の

使

、

神

の

ミ
サ
キ
と
す
る 

信

仰

は

歴

史

が

非

常

に

古

く

、

か

つ

広

く

流

布

し

て

お

り

、
右

の

鳥

渙

祭

の

神

事

と

な

っ

て

伝

え

ら

れ

た

厳

島

の

霊

烏

信

仰

は

相

当

に

古 

い

も

の

と

見

て

よ

い

で

あ

ろ

う

。

「
厳

島

の

本

地

」

に

現

わ

れ

て

く

る

五

烏

な

る

霊

烏

は

、

そ

の

よ

う

な

信

仰

を

背

景

と

し

た

も

の

で

あ 

る

と

思

わ

れ

る

。
特

に

五

烏

が

、

善

哉

王

の

西

城

国

渡

航

の

先

導

を

つ

と

め

る

と

い

う

脚

色

は

、
烏

を

神

の

ミ
サ
キ
と
す

る

信

仰

か

ら

す 

れ
ば
、

当

然

思

い

つ

く

こ

と

で

あ

っ

た

ろ

う

。

な

お

霊

烏

信

仰

は

熊

野

に

お

い

て

も

顕

著

で

あ

っ

て

、

こ

こ

に

も

熊

野

と

の

関

連

が

見

出 

さ

れ

る

の

で

あ

る

。

な
お
、

①

の

部

分

に

お

け

る

「
熊

野

の

本

地

」

と

の

交

渉

を

示

す

些

細

な

例

と

し

て

は

、

西

城

国

に

お

け

る

足

引

宮

の

御

殿

を

「
御
す

三
八
三
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い

て

ん

」

と

記

す

事

が

あ

る

。

善

哉

王

が

西

城

国

へ

到

着

し

た

時

に

、

西

城

国

の

大

王

は

こ

れ

を

丁

重

に

も

て

な

し

、

足

引

宮

を

善

哉

王 

に

合

わ

せ

る

が

、

そ

の

所

に

「
御

す

い

て

ん

へ

御

使

あ

り

」

と

あ

る

。

ま

た

、

善

哉

王

が

足

引宫

を

謀

っ

て

帰

り

の

舟

に

乗

せ

る

所

に

も 

「
ひ

め

宮

、

御

す

い

て

ん

よ

り

出

て

、

お

そ

く

な

り

候

、

帰

候

は

ん

と

て

、

車

の

物

見

を

ひ

ら

き

て

見

給

へ

は

、

海

上

万

く

と

し

た
 

り

」

と

あ

る

。

し

か

し

、

こ

の

「
御

す

い

て

ん

」

の
語
は
、
B

I

赤

木

本

.
B

n

天

理

本

系

の

諸

本

に

は

見

え

る

が

、
A

n

明

暦

版
、

B 

m

白

峰

寺

本

に

は

無

い

。
A

I

貞

和

本

の

こ

の

個

所

が

不

明

な

の

で

、

明

確

に

は

言

い

難

い

が

、
A

n

明

暦

版

の

方

が
B

類

の

諸

本

よ

り 

も

古

態

を

残

し

て

い

る

可

能

性

が

あ

る

の

で

、

も

し

か

す

る

と

こ

の

「
御

す

い

て

ん

」

の
語
は
、

こ

の

後

の

②

の

部

分

が

「
熊

野

の

本 

地

」

と

そ

っ

く

り

な

所

か

ら

、

そ

れ

に

ひ

か

れ

て

後

に

入

っ

て

き

た

も

の

と

も

考

え

る

こ

と

が

で

き

る

。

次

に

②

の

部

分

の

、

東

城

国

へ

連

れ

て

来

ら

れ

た

足

引宫

が

、

善

哉

王

の

父

東

善

王

の

后

達

の

妬

み

を

受

け

て

山

中

で

殺

害

さ

れ

、

死 

の

直

前

に

生

ん

だ

王

子

が

、

山

中

で

成

長

し

た

後

、

父

と

対

面

す

る

と

い

ぅ

物

語

は

、

「
熊

野

の

本

地

」

と

大

筋

を

同

じ

く

す

る

。

更
に 

部

分

的

な

趣

向

に

お

い

て

も

、

后

達

が

足

引宫

を

亡

き

者

に

す

る

謀

と

し

て

ま

ず

相

人

を

語

ら

ぅ

事

、

足

引

官

が

武

士

に

引

き

立

て

ら

れ 

て

御

殿

を

出

る

時

、

簾

が

髪

に

か

か

っ

て

引

き

と

め

ら

れ

る

事

、

足

引

宮

の

胎

内

に

王

子

が

宿

っ

て

い

る

間

は

首

が

斬

れ

な

い

事

な

ど

、
 

近

似

す

る

所

が

多

い

。
ま

た

物

語

中

の

和

歌

に

も

、

左

の

如

き

「
熊

野

の

本

地

」

の

そ

れ

と

同

類

の

歌

ニ

首

が

見

出

さ

れ

る

。

こ

の

ほ

と

は

、

ほ

か

に

そ

見

つ

る

、

た

ま

す

た

れ

、

な

に

を

し

の

ひ

て

、

わ

れ

と

、
む

ら

ん

(
足

引宫

が

御

殿

を

立

ち

出

で

る

所

) 

み

な

し

こ

を

、

た

す

く

る

や

ま

の

、

た

つ

た

ひ

め

、

あ

き

ふ

く

か

せ

も

、

あ

ら

く

ち

ら

す

な

(
足

弓

宮

の

最

期

の

所

)

右

の

ニ

首

は

明

暦

版

に

拠

っ

た

が

、

他

の

諸

本

も

語

句

に

小

異

が

あ

る

だ

け

で

、

す

べ

て

こ

の

ニ

首

を

含

む

。

そ

し

て

、

「
熊

野

の

本

地

」 

に

お

い

て

は

、

前

の

歌

は

元

和

本

系

•
蜷

川

本

系

を

除

く

す

べ

て

の

諸

本

に

、

後

の

歌

は

元

和

本

系

•
杭

全

本

•
蜷

川

本

系

.
寛

永

本

系 

を赊

く

諸

本

に

記

さ

れ

て

い

る

。



こ

の

よ

う

に

②

の

部

分

は

、

全

面

的

に

「
熊

野

の

本

地

」

と

密

接

な

交

渉

を

有

す

る

の

で

あ

る

が

、

一
方
、

「
熊

野

の

本

地

」

と
異
な 

る

個

所

を

探

せ

ば

、

次

の

よ

う

な

所

が

挙

げ

ら

れ

る

。

ィ
、

足

引

官

を

殺

害

さ

せ

る

の

が

、

夫

で

あ
る
善

哉

王

の

父

王

の

后

達

で

あ
る
事

。

ロ
、

后

達

に

語

ら

わ

れ

た

相

人

の

占

い

は

、

生

れ

出

る

王

子

の

こ

と

で

は

な

く

、

仮

病

を

つ

か

っ

た

后

達

を

癒

す

薬

草

を

、

善
哉
王
に 

き

ま

ん

国

ま

で

取

り

に

行

か

せ

る

と
い
う
内

容

で

あ

る

事

。

ハ
、

善

哉

王

の

留

守

に

、

足

引

宮

が

あ

さ

か

山

と

い

う

下

賤

の

童

と

通

じ

て

い

る

と

、

父

王

に

讒

言

す

る

事

。

こ
れ
に
類
し
た
記
事
は 

「
熊

野

の

本

地

J

に

は

存

し

な

い

。

ニ
、

山

中

の

王

子

を

救

う

の

は

聖

で

な

く

、

#!
—̂

^

国

か

ら

帰

っ

た

善

哉

王

で

あ

る

事
e

王

子

の

行

方

を

知

る

の

も

、

「
熊

野

の

本

地

」 

の

如

き

虫

喰

い

に

よ

る

告

げ

で

は

な

く

、

夕

つ

げ

の

占

に

よ

る

。

ホ
、

足

引

宮

は

、

か

い

ら

い

国

の

聖

の

修

法

に

よ

っ

て

蘇

え

る

事

。

(
ィ
)

は
、

卷

頭

に

「
熊

野

の

本

地

」

と

同

じ

く

、

三

千

人

(
あ

る

い

は

ー

千

人

)

の

后

の

事

を

記

し

た

が

、

そ

れ

を

父

王
の
后
と
し 

た

た

め

に

必

然

的

に

起

っ

て

き

た

違

い

で

あ

る

。

し

か

し

そ

の

た

め

に

、

父

王

の

后

達

が

足

引

宮

を

嫉

妬

す

る

理

由

が

納

得

の

ゆ

か

な

い 

も
の
と
な

っ

て

い

る

。

父

王

の

后

達

は

足

引

宮

の

輝

く

ば

か

り

の

美

し

さ

を

見

て

、

「
あ

さ

ま

し

や

、

も

の

に

た

と

ゆ

れ

ば

、

こ
が
ね
と 

つ
ち
く
れ
と
の
ご
と
く
、
み

に

つ

け

て

も

は

づ

か

し

や

、

大

わ

う

こ

の

み

や

に

御

た

い

め

ん

あ

ら

ば

、

わ

れ

く

を

ば

、

も
の
か
ず

と

も 

お

ぼ

し

め

さ
れ
ま

じ

、

御

め

う

つ

り

せ

ん

ず

ら

ん

」

(
明

暦

版

、

B

類

諸

本

も

同

じ

内

容

)

と

い

う

の

で

、

宮

を

失

な

う

謀

を

め

ぐ

ら

す 

の
で
あ

る

が

、

足

引宫

は
、

こ
の
后

達

に

と

っ

て

は

嫁

に

当

る

の

で

あ

る

か

ら

、宫

に

よ

っ

て

大

王

の

寵

愛

を

失

な

う

と

い

う

考

え

方

は 

不

自

然

で

あ

る

。

こ
れ
は
、

①

の

部

分

は

「
今

昔

」
所

収

説

話

の

筋

に

沿

っ

て

脚

色

し

な

が

ら

、

こ

こ

か

ら

は

急

に

「
熊

野

の

本

地

」

と

三
八
五
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同

内

容

の

物

語

に

転

換

さ

せ

る

た

め

の

趣

向

で

、

無

造

作

な

接

合

の

跡

を

露

呈

し

た

も

の

と

言

う

べ

き

で

あ

ろ

う

。

(
ロ
)

や

(
ニ
)

の

如

き

相

違

も

、

や

は

り

足

引

宮

と

、

そ

の

敵

と

な

っ

た

后

達

と

の

糧

が

、

「
熊

野

の

本

地

」

と
は

異

な

る

所

か 

ら

生

じ

た

も

の

で

あ

る

と

言

え

る

。

后

達

が

、

謀

に
よ

っ

て

善

哉

王

を

し

て

鬼

の

国

へ

薬

草

を

と
り
に
行

か

せ

、

そ

の

留

守

に

足

引

宮

を 

殺

害

す

る

と

い

う

方

法

は

、

継

子

物

の

「
月

日

の

本

地

」

に

類

例

が

見

え

る

。

「
月

日

の

本

地

」

は

成

立

が

比

較

的

新

し

い

作

品

と

思

わ 

れ

る

の

で

、

「
厳

島

の

本

地

」

か

ら

採

っ

た

の

か

も

し

れ

な

い

が

、

継

子

物

に

は

、

父

親

の

不

在

中

に

継

母

が

継

子

を

失

な

お

う

と

す

る 

例

が

し

ば

し

ば

見

ら

れ

る

。

本

作

の

后

達

と

足

引

宮

と

の

関

係

は

、

い

わ

ば

親

子

の

間

柄

に

当

る

の

で

あ

る

か

ら

、

継
子
物
説
話

の

そ

の 

よ

う

な

常

套

形

式

が

流

入

し

て

き

た

も

の

と

、

考

え

る

こ

と

が

で

き

る

。

(
ハ
)

も

、

中

世

の

継

子

物

語

に

類

似

の

趣

向

が

見

ら

れ

、

継

子

物

と

の

交

渉

を

示

す

部

分

で

あ

る

。

「
住

吉

物

語

」

に
は
、

継
子
の 

姫

の

許

へ

法

師

が

通

っ

て

い

る

と

、

継

母

が

父

に

告

げ

口

を

す

る

こ

と

が

記

さ

れ

て

い

る

。

本

作

で

は

、

后

達

が

あ

さ

か

山

と

い

う

童 

に
、

善

哉

王

の

内

裏

へ

参

っ

て

、

「
あ

さ

か

や

ま

、

ひ

か

り

す

み

よ

き

、

玉

の

ゐ

の

、

し

は

し

か

か

け

を

、

や

と

す

ひ

も

し

や

」

(
明
暦
版 

に

よ

る

、

傍

注

は
B

類

諸

本

)

と

い

う

歌

を

詠

じ

る

よ

う

に

命

じ

、

そ

れ

を

証

拠

に

讒

言

を

す

る

と

あ

る

。

童

の

名

に

あ

さ

か

山

と

い

う 

個

有

名

詞

を

掲

げ

て

き

た

の

は

、

こ

の

歌

を

出

す

た

め

で

は

な

か

っ

た

か

と

思

わ

れ

る

が

、

こ

の

「
あ

さ

か

山

」

の
歌
は
、

「
大

和

物

語

」 

以

下

「
今

昔

物

語

」

「
十

訓

抄

」

「
古

今

著

聞

集

」

等

の

説

話

集

に

載

せ

ら

れ

、

か

つ

手

習

い

は

じ

め

の

歌

と

し

て

も

有

名

な

「
あ
さ
か 

山
、

か

げ

さ

へ

み

ゆ

る

、

山

の

井

の

、

あ

さ

く

は

人

を

、

思

ふ

も

の

か

は

」

の

歌

に

基

づ

い

た

の

で

あ

ろ

う

。

「
大

和

」

以
下
の
説
話
で 

は
、

大

納

言

の

姫

君

を

内

舍

人

が

盗

み

出

し

て

陸

奥

へ

下

り

、

安

積

山

に

庵

を

結

ん

で

共

に

暮

す

う

ち

に

、

姫

君

は

山

の

井

に

映

っ

た

我 

が

身

の

変

貌

を

悲

し

ん

で

、

右

の

歌

を

残

し

て

は

か

な

く

な

っ

た

と

語

っ

て

い

る

。

下

賤

の

者

が

高

貴

の

姫

君

に

恋

慕

す

る

と

い

う

所

か 

ら
、

r

截

島

の

本

地

」

が

こ

の

よ

う

な

所

に

「
あ

さ

か

山

」

の

歌

を

使

う

こ

と

を

思

い

つ

い

た

.の

で

あ

ろ

う

か

。



(
ホ
)

の

足

引

宮

の

復

活

に

つ

い

て

は

、

「
熊

野

の

本

地

」

の

項

で

述

べ

た

よ

う

に

"

五

衰

殿

女

御

が

同

じ

よ

う

に

聖

の

咒

法

に

よ

っ 

て

蘇

え

る

こ

と

が

、

元

和

本

系

•
丹

緑

本

系

•
杭

全

本

の

三

系

統

の

諸

本

に

記

さ

れ

て

お

り

、

そ

れ

と

交

渉

の

あ

る

こ

と

は

明

ら

か

で

あ 

る
。

。

し

か

し

「
熊

野

の

本

地

」

に

お

い

て

は

、

五

衰

殿

女

御

の

復

活

を

語

る

の

は

原

初

の

形

態

で

は

な

い

と

思

わ

れ

る

。

「
神

道

集

」 

に

は

こ

の

事

が

無

い

し

、

右

の

諸

本

で

も

、

善

財

王

が

王

子

に

位

を

譲

ろ

う

と

す

る

と

、

王

子

は

出

家

の

志

堅

く

、

そ

れ

を

受

け

な

い

。 

そ

こ

で

王

子

を

山

中

か

ら

救

い

出

し

て

養

育

し

た

聖

に

相

談

す

る

と

、

王

子

の

志

を

翻

す

に

は

、

亡

き

母

后

を

今

一

度

こ

の

世

に

祈

り

返 

す

外

は

な

い

と

い

う

の

で

、

回

生

の

咒

法

を

行

な

う

の

で

あ

る

が

、

そ

の

結

果

女

御

が

蘇

っ

て

も

、

そ

の

後

で

王

子

が

位

を

継

い

だ

と

は 

述

べ

て

い

な

い

の

で

あ

る

。

二

次

的

な

増

補

と

考

え

て

差

支

え

な

い

で

あ

ろ

う

。

そ

こ

で

こ

の

場

合

は

、

「
厳

島

の

本

地

」

の
足
引
宮
復 

活

の

記

事

を

、

r

熊

野

の

本

地

」

の

増

補

さ

れ

た

形

態

か

ら

採

っ

た

と

す

る

の

に

は

疑

問

が

あ

る

。

「
熊
野

の

本
地
」
に

お

い

て

、
山

中

の

王

子

を

救

い

出

し

て

養

育

し

、

父

の

善

財

王

と

の

対

面

を

遂

げ

さ

せ

た

、

喜

見

あ

る

い

は

^

 ̂

/-I
と
い
う
名

の

聖

は

、

こ

の

本

地

物

語

の

製

作

者

•
管

理

者

の

影

を

宿

し

て

い

る

の

で

は

な

い

か

と

い

う

想

定

を

先

に

述

べ

た

。

「
厳
島 

の
本
地
」

に

お

い

て

も

、

同

じ

こ

と

が

言

え

る

か

ど

う

か

は

問

題

が

あ

ろ

う

が

、

「
厳

島

の

本

地

」

で
は
、

山

中

で

成

長

し

た

王

子

を

救 

い

出

す

の

は

父

の

善

哉

王

で

あ

る

た

め

に

、

「
熊

野

の

本

地

」

と

同

じ

筋

を

迎

っ

た

の

で

は

、

そ

の

よ

う

な

聖

の

出

て

く

る

場

所

が

無

い

。 

ち

け

ん

聖

人

に

当

る

聖

を

登

場

せ

し

め

る

た

め

に

、

足

引

宮

復

活

の

咒

法

と

い

っ

た

趣

向

を

設

け

て

き

た

と

い

う

事

情

も

考

え

る

こ

と

が 

で

き

る

で

あ

ろ

う

。

こ

の

聖

の

咒

法

の

条

は

「
厳

島

の

本

地

」

の

方

が

先

で

、

「
熊

野

の

本

地

」

に

逆

輸

入

さ

れ

た

と

見

る

方

が

、

む
し 

ろ

妥

当

で

は

な

い

か

と

も

思

わ

れ

る

の

で

あ

る

。

18|
述

の

如

く

「
厳

島

の

本

地

」

に
は
、

「
熊

野

の

本

地

」

と

同

類

の

歌

ニ

首

が

含

ま

れ 

て
い
る
が
、

そ

の

ニ

首

と

も

、

五

衰

殿

女

御

復

活

の

記

事

を

有

す

る

元

和

本

系

の

伝

本

に

は

欠

け

て

い

る

こ

と

も

、

「
厳

島

の

本

地

」

の 

足

引

宮

復

活

の

条

は

、

「
熊

野

の

本

地

」

に

学

ん

だ

の

で

は

な

い

こ

と

の

傍

証

と

考

え

得

る

。

三
八
七



三
八
八

と

こ

ろ

で

、

そ

の

回

生

の

法

と

い

う

の

は

、

亡

き

人

の

骨

を

と
り
並

べ

て

、

一

七

日

乃

至

二

七

日

咒

法

を

行

な

っ

た

と

述

べ

て

い

る 

が

、

「
撰

*

^

」

巻

五

に

、
西

行

に

仮

託

さ

れ

た

主

人

公

が

、

高

野

の

奥

で

死

人

の

骨

を

あ

み

連

ね

て

薬

な

ど

を

塗

り

、

ニ
七

0
置
い
て 

後

、

反

魂

の

術

を

行

な

っ

て

人

を

造

り

出

し

た

と
い
う
話

が

載

っ

て

い

る

。

そ

こ

に

は

、

伏

見

前

中

納

言

師

仲

を

は

じ

め

、

徳

大

寺

、

四 

条

大

納

言

、

土

御

門

右

大

臣

と

い

っ

た

人

々

が

、

こ

の

法

を

行

な

っ

た

と

述

べ

ら

れ

て

い

る

。

も

と

よ

り

虚

構

の

説

話

に

過

ぎ

な

い

が

、
 

「
厳

島

の

本

地

」

の

足

引

宮

復

活

の

咒

法

の

事

は

、

そ

の

よ

う

な

説

話

に

よ

っ

て

構

え

ら

れ

た

の

で

あ

ろ

う

。

最

後

の

③

の

部

分

の

、

足

引

官

を

は

じ

め

と

し

て

善

哉

王

や

王

子

達

が

、

厳

島

の

神

と

し

て

垂

迹

す

る

次

第

を

語

る

部

分

は

、

最
初
に 

述

べ

た

よ

う

に

、

厳

島

縁

起

の

古

伝

承

に

拠

っ

て

い

る

が

、

①

②

の

天

竺

に

お

け

る

物

語

を

結

び

つ

け

る

上

で

、

少

し

く

細

工

が

施

さ

れ 

て

い

る

。
善

哉

王

と

王

子

は

、

蘇

っ

た

足

引宫

と

共

に

、

神

通

飛

車

に

乗

り

、

聖

の

投

げ

た

五

つ

の飙

の

後

を

追

っ

て

、

先

ず

尺

迦

羅

国 

へ
渡
る
。

五

本

の

鈒

を

投

げ

る

の

は

「
神

道

集

」

の

「
熊

野

権

現

事

」

に

見

え

、

や

は

り

「
熊

野

の

本

地

」

の

伝

承

と

関

係

が

あ

る

。 

(
「
熊

野

の

本

地

」

の

物

語

諸

本

に

は

こ

の

記

事

は

見

え

な

い

。
)

さ

て

善

哉

王

は

尺

迦

羅

国

で

、

そ

の

国

の

養

君

と

な

っ

て

い

た

足

引

宮 

の

妹

君

と

近

し

く

な

り

、

足

引

宮

の

こ

と

を

二

の

次

に

な

し

た

の

で

、宫

は

王

を

恨

ん

で

、

一

人

で

再

び

飛

車

に

乗

っ

て

日

本

へ

渡

り

、 

安

芸

国

佐

西

郡

川

井

村

に

落

ち

つ

い

た

。

こ

の

よ

う

に

尺

迦

羅

国

で

の

一

寸

し

た

出

来

事

が

記

さ

れ

て

い

る

.。

何

の

た

め

に

こ

の

よ

う

な 

話

を

入

れ

た

の

か

と

疑

問

を

感

じ

さ

せ

る

が

、

こ
れ
は
、

足

引

宮

を

一

人

だ

け

先

に

日

本

へ

渡

ら

せ

る

必

要

が

あ

っ

た

た

め

で

は

な

い

か 

と

思

わ

れ

る

。
厳

島

の

古

縁

起

は

、

「
長

門

本

平

家

物

語

」

に

見

え

る

よ

う

に

、

海

上

か

ら

一

人

の

女

神

が

、

紅

の

帆

を

か

け

た

舟

に

乗 

っ

て

寄

っ

て

き

た

と

語

っ

て

い

る

。

こ

れ

に

合

わ

せ

る

た

め

に

は

、
善

哉

王

や

王

子

を

尺

迦

羅

国

へ

残

し

て

、

足

引

宮

だ

け

が

先

に

来

た 

と

し

な

け

れ

ば

な

ら

ず

、

そ

こ

で

突

然

に

足

引

宮

の

妹

な

る

人

物

を

出

し

て

き

た

の

で

は

な

い

か

と

考

え

ら

れ

る

の

で

あ

る

。

そ

の

後

は

、

印

南

野

の

金

色

の

鹿

を

射

殺

し

た
罪
に
よ
り
、

流

罪

と

な

っ

て

い

た

佐

伯

蔵

本

が

、

お

ん

が

の

鳥

の

辺

で
釣

を

し
て
い
た



所

、

紅

の

帆

を

か

け

た

舟

が

近

づ

き

、

中

よ

り

美

女

が

一

人

現

れ

て

、

我

は

西

城

国

の

天

日

の姖

に

て

、

衆

生

済

度

の

た

め

に

日

本

へ

来 

る

由

を

告

げ

、

厳

島

大

明

神

と

し

て

そ

の

地

に

鎮

ま

る

と

い

う

次

第

で

、

前

記

の

古

縁

起

と

全

く

同

じ

内

容

で

あ

る

。

先

に

天

竺

か

ら

飛 

車

に

乗

っ

て

日

本

へ

渡

り

、

安

芸

国

佐

西

郡

川

井

村

に

落

ち

つ

い

た

と

語

り

な

が

ら

、

こ

こ

で

は

舟

に

乗

っ

て

海

上

か

ら

現

れ

た

と

す

る 

よ
う
に
、

天

竺

の

物

語

と

の

接

合

は

巧

み

と

は

言

え

ず

、

継

ぎ

目

が

露

呈

し

て

い

る

。
更

に

、

善

哉

王

や

王

子

達

も

、

や
が
て
後
を
追
っ 

て

厳

島

へ

来

っ

た

と

述

べ

、

足

引宫

を

は

じ

め

、

そ

れ

ら

の

天

竺

の

人

々

の

垂

迹

神

と

本

地

仏

を

記

し

て

い

る

が

、

そ

の

条

は
A

B

ニ
類 

の

伝

本

の

間

に

相

違

が

あ

る

。
A

I

貞

和

本

は

垂

迹

神

や

本

地

仏

に

つ

い

て

は

何

も

記

さ

な

い

。
A

n

明

暦

版

と

、
B

類

諸

本

に
は
次
の 

よ

う

に

記

し

て

あ

る

。

A

n

明

暦

版

(
垂
迹
神
) 

(
人
物
) 

(
本
地
)

足
引宫
 

十
一
面
観
音 

中
御
前 

尺
迦
羅
国
の
三
の
宮
大
日
如
来 

客
人
御
前 

善
哉
王 

毘
沙
門
天 

滝
本
御
前 

王
子 

観
音 

ニ
ぜ
ん 

聖 

三
わ
う
御
前 

五
烏 

か
ま
の
宮 

足
引
宮
を
憐
ん
だ
后

三
八
九

B

類

諸

本

(
垂
迹
神
) 

(
人
物
) 

(
本
地
) 

大
御
r

足
弓宫
 

大
日
如
来

客
人
御
前 

善
哉
王 

毘
沙
門
天 

滝の御

#-
王子

 

千
手
観
音 

聖の御

#-
聖 

不
動
明
王 

は
や
た
の
御
前 

五
烏

か
わ
の
ゝ
宮 

善
哉
王
の
母
后 

あ
ら
^
び
す 

蔵
本



三

九

〇

厳

島

の

本

地

仏

に

つ

い

て

は

、

平

家

納

経

の

願

文

に

「
相

伝

云

、

当
社

是

観

世

音

菩

薩

之

化

現

也

」

と

あ

り

、

建

春

門

院

厳

島

御

幸

の

願 

文

に

は

「
夫

当

社

者

、

尋

内

証

者

則

大

日

也

」

と

あ

る

が

、

熊

野

の

よ

う

に

、

摂

社

の

諸

祭

神

の

本

地

仏

を

一

々

記

し

た

記

録

は

見

当

ら 

な

い

。

「
厳

島

の

本

地

」

の
！̂
古

の

伝

本

で

あ

る

貞

和

本

に

本

地

の

こ
と
が
記

さ

れ

て

い

な

い

の

も

、

あ

る

い

は

細

密

な

本

地

説

が

成

立 

し

て

い

な

か

っ

た

た

め

か

と

も

考

え

ら

れ

る

。

明

暦

版

と
B

類

諸

本

に

お

け

る

本

地

に

つ

い

て

の

記

述

も

不

明

瞭

な

所

が

多

く

、
B

類
諸 

本

で

は

、

本

に

よ

っ

て

垂

迹

神

の

名

.称

が

少

し

ず

つ

異

な

っ

て

い

る

。

大

御

前

〈
赤

木

本

.
刈

谷

本

.
白

峰

寺

本

〉

欠

〈
続

類

従

本

〉

大

ご

ん

せ

ん

〈
慶

応

本

•
国

会

本

〉

大

ご
ん
げ
ん 

滝

の

御

前

〈
慶

応

本

•
国

会

本

〉

た

て

の
ご
ん
ぜ
ん

は

や

た

の

御

前

〈
赤

木

本

•
刈

谷

本

•
白

峰

寺

本

〉

は

や

こ

の

御

せ

ん

〈
続

類

従

本

〉

は

や

堂

の

御

ぜ

ん

〈
慶

応

本

•
国
会 

本

〉

は

や

た

ち

の

ご

ん

げ

ん

か

わ

の

ゝ

宮 

<別
谷
本
•白
峰
寺
本
〉
か
は
の
み
や
〈天
理
本
•続
類
従
本
〉
か
る
の
み
や
〈慶
応
本
〉
か

り

の

宮

〈国 

会
本
〉
か
の
宮

と

い

っ

た

工

合

で

、

訳

の

わ

か

ら

な

い

も

の

に

な

っ

て

い

る

。
B

類

諸

本

が

既

に

伝

承

の

く

ず

れ

て

き

た

時

代

の

本

で

あ

る

た

め

も

あ

ろ 

う
し

、

厳

島

の

祭

神

の

組

織

が

、

熊

野

十

二

所

権

現

の

よ

う

に

整

っ

て

い

な

か

っ

た

た

め

も

あ

ろ

う

。

た

だ

足

引

宮

が

主

神

と

し

て

垂

迹 

し

た

と

語

っ

て

い

る

こ

と

は

確

で

あ

る

が

、

そ

の

本

地

仏

を

、

明

暦

版

は

十

一

面

観

音

と

し

、
B

類

諸

本

は

大

日

如

来

と

し

て

い

る

。

前 

述

の

如

く

、

厳

島

の

主

神

の

本

地

に

つ

い

て

は

、

観

音

説

と

大

日

説

が

ほ

ぼ

同

じ

頃

の

記

録

に

現

れ

て

お

り

、

そ

の

後

も

統

一

さ

れ

な

か 

っ

た

よ

う

で

あ

る

。

「
長

門

本

平

家

物

語

」

の

厳

島

縁

起

で

は

、

「
本

体

観

世

音

、

常

在

補

陀

落

」

と

言

い

、

同

じ

「
平

家

物

語

」

諸
本
の 

卒

都

婆

流

や

、

大

塔

建

立

で

は

、

胎

蔵

界

の

大

日

の

垂

迹

と

す

る

如

く

で

あ

る

。

明

暦

版

と
B

類

諸

本

の

間

の

相

違

は

、

こ
の
二
通
り
の



本

地

説

を

反

映

し

て

い

る

も

の

と

見

ら

れ

る

が

、

明

暦

版

で

、

足

引

宮

の

本

地

を

十

一

面

観

音

と

す

る

外

に

、

中

御

前

を

尺

迦

羅

国

の

三 

の宫

の

垂

迹

と

し

、

本

地

を

大

日

如

来

と

し

た

の

は

、

二

つ

の

本

地

説

を

折

衷

し

よ

う

と

す

る

意

図

に

よ

る

の

で

は

な

い

か

と

も

考

え

ら 

れ

る
。

B

類

諸

本

は

、

更

に

そ

の

後

に

、

厳

島

の

祭

の

日

の

由

来

、

蔵

本

が

朝

廷

へ

奏

聞

す

る

事

、

推

古

天

皇

の

社

殿

造

営

に

関

す

る

宣

旨

の 

状

、

な

ど

を

記

す

が

、
A

類

の

貞

和

本

や

明

暦

版

に

は

、

こ

れ

ら

の

記

事

が

無

い

。

さ

て

、

右

の

③

の

部

分

の

中

心

を

な

し

て

い

る

、

佐

伯

蔵

本

の

前

に

神

が

顕

現

し

た

と

す

る

説

話

は

、

「
熊

野

の

本

地

」

に

お
け
る
獬 

師

千

代

包

に

ま

つ

わ

る

話

と

性

質

の

似

通

っ

た

伝

承

で

あ

る

。

と

こ

ろ

が

熊

野

の

本

地

物

語

で

は

、
E

師

の

前

に

神

が

顕

れ

た

と

す

る

話 

は
、

「
神

道

集

」

に

は

存

す

る

が

、

物

語

諸

本

に

な

る

と

、

ど

の

本

も

そ

れ

を

記

し

て

い

な

い

。

神

顕

現

の

次

第

を

語

る

古

い

伝

承

は

切 

り

捨

て

ら

れ

て

し

ま

っ

て

い

る

の

で

あ

る

が

、

「
厳

島

の

本

地

」

に

あ

っ

て

は

、

す

べ

て

の

本

が

佐

伯

蔵

本

の

こ

と

を

語

っ

て

い

る

。

し 

か
も
、

古

態

を

残

す

と

思

わ

れ

る

、

貞

和

本

や

そ

の

系

統

の

明

暦

版

の

方

が

簡

略

で

、
B

類

諸

本

の

方

が

、

か

え

っ
て
詳
し
く
述
べ
て
い 

る

の

で

あ

る

。

神

仏

の

縁

起

を

語

る

本

地

物

語

が

、

絵

巻

や

草

子

に

仕

立

て

ら

れ

て

流

布

す

る

に

つ

れ

て

、

本

来

の

唱

導

的

目

的

よ

り

も 

文

芸

的

興

味

に

傾

い

て

く

る

の

は

自

然

の

成

行

と

言

う

べ

く

、

「
熊

野

の

本

地

」

に

お

い

て

、

巻

末

の

神

顕

現

の

次

第

を

語

る

部

分

が

簡 

略

化

さ

れ

て

き

た

の

は

、

そ

れ

に

当

て

は

ま

る

例

で

あ

る

が

、

「
厳

島

の

本

地

」

の
方
は
、

む

し

ろ

そ

れ

に

逆

行

す

る

が

如

き

現

象

を

呈 

し

て

い

る

こ

と

が

注

意

さ

れ

る

。

こ

れ

に

は

特

別

の

理

由

が

あ

っ

た

の

で

あ

ろ

う

か

。

四
、

「
熊
野
の
本
地
」
と
の
関
係

以

上

、

「
厳

島

の

本

地

」

の

内

容

を

逐

一

検

討

し

て

き

た

の

で

あ

る

が

、

こ
の
作
品
は
、

神

の

前

生

を

語

る

た

め

に

、

天
竺
を
舞
台
と
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ニ

す

る

物

語

を

創

作

し

、

こ

れ

を

旧

来

の

垂

迹

説

話

と

結

び

つ

け

て

ー

篇

を

構

成

し

た

点

で

、

「
熊

野

の

本

地

」

と

同

一

の

構

造

を

有

し

て 

い
る
。

し

か

も

、

そ

の

前

生

物

語

の

内

容

も

、

「
熊

野

の

本

地

」

と

非

常

に

深

い

関

係

の

あ

る

こ

と

が

見

ら

れ

る

。

こ

の

二

つ

の

本

地

物 

語

の

成

立

の

先

後

を

、

確

定

的

に

判

定

す

る

に

足

る

資

料

は

見

出

せ

な

い

が

、

こ

れ

迄

に

両

者

を

比

較

し

て

き

た

所

に

よ

っ

て

、

ま
ず 

「
厳

島

」

が

「
熊

野

」

を

模

倣

し

た

も

の

と

言

っ

て

誤

り

が

な

い

で

あ

ろ

う

。

全

体

と

し

て

見

る

と

、

「
熊

野

の

本

地

」

の
五
衰
殿
女
御 

の

上

に

起

っ

た

事

件

を

、

ほ

と

ん

ど

そ

の

ま

ま

、

主

人

公

の

足

引

宮

の

上

に

移

し

て

き

て

い

る

が

、

「
熊

野

」

で

は

全

く

の

脇

役

し

か

演 

じ

て

い

な

い

夫

の

善

哉

王

に

、

「
今

昔

物

語

」

の

善

生

人

説

話

を

借

り

て

、

男

主

人

公

と

言

う

に

足

る

役

割

を

与

え

た

所

が

、

辛
う
じ
て 

こ

の

作

品

の

新

味

と

な

っ

て

い

る

。

そ

の

他

、

厳

島

の

霊

烏

信

仰

や

、

巷

間

に

伝

わ

っ

て

い

た

と

思

わ

れ

る

種

々

の

説

話

を

導

入

し

て

、
 

部

分

的

な

趣

向

を

構

え

て

い

る

。

し
か
し
、

そ

れ

ら

の

素

材

に

よ

る

全

篇

の

構

成

の

仕

方

は

き

わ

め

て

杜

撰

で

、

い

た

る

所

に

接

合

の

跡 

が

露

出

し

て

い

る

。

文

芸

作

品

と

し

て

は

「
熊

野

の

本

地

」

よ

り

も

遙

に

劣

る

と

言

わ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

と
こ
ろ
で
、
「
厳
島

の

本

地

」

の

作

者

が

、

「
熊

野

の

本

地

」

の

五

衰

殿

物

語

を

借

り

て

、

一

篇

の

主

要

な

部

分

を

構

想

し

た

の

に

は

、
 

特

別

な

理

由

が

あ

っ

た

の

で

あ

ろ

う

か

。

ま

ず

考

え

ら

れ

る

の

は

、

熊

野

と

厳

島

と

が

中

世

の

宗

教

史

の

上

で

、

特

に

深

い

交

渉

を

有

し 

て

い

た

の

で

は

な

い

か

と

い

う

問

題

で

あ

る

が

、

そ

の

辺

の

事

情

を

具

体

的

に

探

る

資

料

は

未

だ

集

め

得

て

い

な

い

。
有

名

な

「
平

家

物 

語

」

の
卒

都

婆

流

し

の

、

熊

野

信

心

の

篤

か

っ

た

康

頼

が

熊

野

権

現

と

厳

島

大

明

神

に

祈

請

し

て

、

歌

を

記

し

た

千

本

の

卒

都

婆

を

海

へ 

流

し

た

所

、

そ

の

一

本

が

厳

島

大

明

神

の

御

前

の

渚

に

打

ち

上

げ

た

と

い

う

物

語

は

、

熊

野

と

厳

島

の

間

に

特

別

の

関

係

が

あ

っ

た

こ

と 

を

推

測

せ

し

め

る

が

、

そ

れ

を

明

ら

か

に

す

る

こ
と
は
困

難

で

あ

る

。

は

じ

め

に

挙

げ

た

「
長

門

本

平

家

物

語

」

の

載

せ

る

厳

島

縁

起

に

、

弘

法

大

師

と

の

関

係

が

強

調

さ

れ

て

い

る

が

、

特
に
厳
島
本
官
の 

背

後

に

聳

え

る

弥

山

は

弘

法

大

師

の

開

基

と

伝

え

、

山

上

に

は

大

日

堂

•
求

聞

持

堂

.
三

鬼

堂

を

は

じ

め

、

数

多

の

祠

堂

が

点

在

し

て

い



て
、

修

験

の

霊

場

と

し

て

開

発

さ

れ

た

所

で

あ

る

。

既

に

仁

治

ニ

年

(
一
二
四
一
)

の

神

官

よ

り

の

陳

状

に

、

山

臥

床

の

名

称

が

記

さ

れ

C
注
4
)

て
お
り
、
修

験

系

統

の

修

行

者

が

、

鎌

倉

時

代

の

比

較

的

早

い

頃

に

厳

島

に

入

っ

て

い

た

こ

と

が

知

ら

れ

る

。

お

そ

ら

く

そ

の

よ

う

な

修 

験

者

に

よ

っ

て

、

熊

野

信

仰

が

厳

島

へ

齎

さ

れ

た

と

考

え

て

良

い

の

で

は

な

い

か

。

先

に

、

熊

野

の

本

地

物

語

の

作

者

•
管

理

者

が

、

女 

性

を

含

め

た

修

験

関

係

の

宗

教

者

で

あ

る

こ

と

を

想

定

し

た

が

、

厳

島

の

本

地

物

語

の

、

熊

野

の

そ

れ

と

の

著

し

い

類

似

は

、

こ
れ
も 

ま
た
、

「
熊

野

の

本

地

」

と

同

一

の

作

者

グ

ル

ー

プ

の

手

に

成

っ

た

こ

と

を

示

し

て

い

る

も

の

と

考

え

ら

れ

る

の

で

あ

る

。

注
1 

r

芸
藩
通
志
」
巻
十
九
所
収
厳
島
文
書
。

注
2

後
藤
陽
一
.
松
岡
久
人
両
氏
「
厳
島
の
歴
史
」
(
「
秘
宝
厳
島
」
所
収
)

注
3

今

野

達

氏

「
今
昔
物
語
集
卷
五
第
廿
ニ
話
伝
承
の
展
開
」
(
「
国
語
」
第
五
卷
第
一
.
ニ
号
)

注
4

福

山

敏

男

氏

「
厳
島
の
建
築
」
(
「
秘
宝
厳
島
」
所
収
)
。
厳
島
は
貞
応
ニ
年
十
二
月
に
二
度
目
の
火
災
に
逢
っ
て
内
宮
を
焼
失
し
た
。
翌
年
朝 

廷
か
ら
安
芸
国
を
寄
せ
ら
れ
て
造
営
に
と
り
か
か
り
、

十
八
年
後
の
仁
治
ニ
年
七
月
に
、

漸
く
内宫

が
再
興
し
て
、
遷
宮
を
行
な
う
こ

と

が

で

き 

た
。

そ
の
直
前
の
、

同
年
四
月
の
厳
島
社
よ
り
の
陳
状
(大
日
本
史
料
第
五
編
之
十
三
所
収
)
に
は
、
内

宮

.
外
宮
の
造
営
終
了
の
殿
舎
と
、
未 

造
の
殿
舎
と
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
が
、
内
宮
の
未
造
分
の
う
ち
に
「
山

臥

床

一

宇

七

間

一

面

」
と
見
え
る
。


